
 



これまでも、そして、これからも 

鉱研工業は、 

地球に貢献し続けます。 







ごあいさつ 

 
 当社は、平成24年(2012年)10月16日に、会社創立65年の記念

日を迎えました。あるときは追い風に乗り、あるときは逆風の

中をくぐり抜けてきた65年への思い、永年ご支援をいただいて

きた株主の皆様やお得意様をはじめとするお取引先各位への感

謝、そして会社発展のために尽くされた先輩諸氏への敬意を胸

に、ここに技術開発の系譜を中心とする会社の歴史を編さんす

ることといたしました。  

終戦直後の混乱期に産声を上げた当社は、数多くの画期的な

機器と工法の開発を通して、復興の原動力であった石炭エネル

ギーや鉱物資源などの地下資源開発を目指し、佐久間ダム・黒

四ダムをはじめとする水力発電用ダム、そして青函トンネルや

東海道・山陽新幹線ならびに高速道路トンネルなどの、国土建

設の重要な一翼を担ってきました。 

これらの成果を基に、当社はいち早くアジア・アフリカ・南

米などの海外に事業を拡大し、各国の社会基盤整備や資源開発

に広く貢献してまいりました。 

このような積極的な取り組みは、現在、鋭意展開しているグ

ローバルな事業の強固ないしずえとなっております。  

今後、予想される事業環境の急速な変化や国内外の熾烈な競

争のなかで生き残り、さらに発展していくためには、なお一層

の経営努力が求められるのは当然のことであります。 

「顧客の最大満足」や「真理は顧客にあり」をスローガンと

し、加えて人の和、創意工夫と不断の練磨をモットーに、創立

100周年に向かって関係各位のご期待に沿うべく、最大限の努力

を傾注していく所存です。  

小史を通じまして、当社に対するご理解を一層深めていただ

きますとともに、今後ともさらなるご指導、ご鞭撻を賜ります

よう心からお願い申しあげます。 

     

   平成24年10月   鉱研工業株式会社 

       代表取締役社長 末永 幸紘 
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本編で採用した用語について 

掘さく：ボーリングの場合に用いる。掘鑿の鑿をひらがなで表記したもの。 
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１．事業所 

本 社 
 〒171-8572  東京都豊島区高田2丁目17番22号   

      目白中野ビル1階 

 TEL(03)6907-7888(大代表)  FAX(03)6907-7527 

 

支店・営業所 
 

 東日本事業部 

 北海道支店 

 〒064-0808 北海道札幌市中央区南8条西3-10  

       札幌中央ビル2F 
 TEL(011)561-4961  FAX(011)551-6330 

 東北支店 

 〒983-0833 宮城県仙台市宮城野区東仙台2-6-29 

       メイプルハイツ1F 
 TEL(022)762-6075  FAX(022)257-2337 

 北陸支店 

 〒950-0005 新潟県新潟市東区太平1-12-3 

       ミナミビル1F 
 TEL(025)275-6877  FAX(025)273-8031 

 営業所： 新潟 金沢 

  

 首都圏事業部  

  〒171-8572 東京都豊島区高田2丁目17番22号   

       目白中野ビル1階 

 TEL(03)6907-7511  FAX(03)6907-7521 

 営業所： 長野 

  

 

 西日本事業部 

 大阪支店 

 〒564-0063 大阪府吹田市江坂町1-12-28 

       大昇ビル6F 
 TEL(06)6385-0350  FAX(06)6385-0353 

 中四国支店 

 〒754-0012  山口県山口市小郡船倉町4-29 

       上田101 

 TEL(083)972-8757  FAX(083)972-4696 

 営業所： 高松 山口 

 九州支店 

 〒818-0066  福岡県筑紫野市永岡1082-1 

 TEL(092)924-5001  FAX(092)925-3270 

 営業所：  福岡  南九州 

 

工 場  

 厚木工場 

 〒243-0801 神奈川県厚木市上依知3012-2   
 TEL(046)285-1331  FAX(046)285-1368 

 諏訪工場 

 〒391-0100 長野県諏訪郡原村10801-3   
 TEL(0266)79-6011 FAX(0266)79-6413  
 

３．会社施設 

ミュージアム鉱研 地球の宝石箱 
 〒399-0651 長野県塩尻市北小野4668  
 TEL(0263)51-8111  FAX(0263)51-8113 

本社（目白中野ビル１F） 諏訪工場 厚木工場 

２．子会社 

構造工事株式会社 
 〒171-8572 東京都豊島区高田2丁目17番22号   

       目白中野ビル1階 
 TEL(03)6907-8333  FAX(03)6907-7201 

 

明昭株式会社 
 〒243-0801 神奈川県厚木市上依知3012-2   
 TEL(046)286-0280  FAX(046)284-3401 



４．社是・経営理念・経営の基本方針  

〔社  是〕 
 

人の和と創意工夫と不断の練磨で、魂のこもった良品を  
 

廉価に供給し、社会の期待に応えよう。 
 

「真理」は顧客にあり、社員にあることを信ずれば、 
 

会社の隆昌、社員の幸福は、そこから生まれる。 
 

  

〔経営理念〕 

 

広く世界を見つめて、新しい技術を創造し、社会に、 
 

地球に限りなく貢献します。 
 

 

〔経営の基本方針〕 

    

    1. 社会的責任と公共的使命 
 

    2. 顧客最優先主義の実践 
 

    3. 法令やルールの遵守 
 

    4. 人権の尊重 
 

    5. 反社会勢力との対決 
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５．社  歌  

▲藤山先生自筆の音譜（写）  





Ⅱ
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８月 

 

 

● 有限会社「鉱研舎」を、九州・福岡市上出来町４９－１に設立する。 

  創立者は、代表者を鈴木勉治として、城 留雄、本山博康、日野義雄、長谷川潤一、高須隆次の６名。 
  試錐機（ボーリングマシン）及び付属品の製造販売ならびにボーリング・グラウト工事の請負を業とした。 
 社屋は、郵便局の２階を間借りした質素なものだった。  

１月 

 

 

２月 

 

３月 

 

 

４月 

 

 

 

５月 

 

 

７月 

 

８月 

 

９月 

 

１０月 

 

１１月 

１２月   

・新日本建設に関する詔書「天皇人間宣言」。 

・国連第１回総会（～２月）。 

・マッカーサー元帥が極東国際軍事裁判所設置命令。 

・第１次農地改革。 

・石炭増産方策の大綱を発表。 

・政府/憲法改正草案要綱を発表「主権在民、天皇象徴、戦争放棄」。 

・警察官帯刀を止め警棒を携帯。 

・新円切り換え。 

・第２２回衆議院議員選挙/女性議員３９名。 

・サザエさん連載開始（フクニチ新聞）。 

・日本プロ野球再開。 

・メーデー復活（第17回）。 

・極東国際軍事裁判/極東国際軍事裁判所開廷。 

・吉田茂、自由党総裁を受託/吉田茂に[組閣]命令下る。 

・東京で飯米獲得人民大会/食糧メーデー、プラカード事件起こる。 

・米ビキニ環礁で原爆実験。 

・極東委員会、新日本国憲法の基本原則を採択。 

・日本労働組合総同盟結成。 

・第1回国民体育大会開幕。 

・経済安定本部、物価庁発足。 

・日本赤十字が旧満州に残された日本人引揚者らの帰国移送を始める。 

・復興金融公庫法公布、施行。  
・日本国憲法公布。 

・南海地震が和歌山県潮岬沖で発生。死者1443名。 

・石炭３千万トンの生産再開政策等開始決定。 

・青函トンネル基本調査開始。  

 有限会社 鉱研舎 として産声を上げたの

は郵便局の２階だった。 

 営業品目を記載した会社の宣伝

用の名刺が使われた。 
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１０月 

 

 

 

●  同月16日資本金１９５,０００円で 鉱研試錐工業株式会社を設立。 

取締役社長 鈴木勉治。 

取締役 城留雄、本山博康、日野義雄、長谷川潤一。 

監査役 高須隆次。  

本社 大阪市浪速区久保吉町１２４２ 

     福岡市の前本社は九州支店とした。  
    

３月 

４月 

 

５月 

７月 

 

 

８月 

 

１１月

１２月   

・選抜高等学校野球大会復活。 

・６･３制実施。 

・独占禁止法公布。 

・日本国憲法施行。 

・片山内閣発足。 

・公正取引委員会設置。 

・GHQが財閥解体の一環として三井物産・三菱商事の解体を要求。 

・最高裁判所発足。 

・古橋広之進４００ｍ自由形で世界新記録。 

・国際標準化機構(ISO) 設立。 

・臨時石炭鉱業管理法公布。  

当時の製造工場の内部。 

 （旋盤の前に立つのは創

設者の一人 本山博康） 

５月 

 

６月 

 

７月 

 

９月 

 

１０月  

● 本社を東京都目黒区清水町４０９に移転。取締役社長に城 留雄就任。 

 取締役 鈴木勉治、本山博康、長谷川潤一、高須隆次。監査役 日野義雄。 

● 商工省地質調査所内に工場新設。 

 所在地：神奈川県川崎市久本町１３５ 

● 本社を東京都目黒区唐ヶ崎町６１２の清原鉄工所内 

 に仮社屋を建てて移転。川崎工場を支社とした。 

● 資本金を１００万円に増資。 

● 安井洋一、取締役に就任。 

● 第１号機「ＫＲ－Ｄ」完成。   

１月 

３月 

５月 

 

７月 

８月 

９月 

１０月 

１１月  

・帝銀事件。 

・芦田内閣発足。 

・海上保安庁設置。 

・石炭庁発足。 

・建設省発足。 

・大韓民国建国。 

・朝鮮民主主義人民共和国成立。 

・第２次吉田内閣発足。 

・極東国際軍事東京裁判結審。Ａ級戦犯 死刑7名、無期禁固16名。有期禁固2名、免訴3名。  

 歴史的第１号機と

なったハンドフィード

式ＫＲ-Ｄボーリング

マシン。 

 １,２００ｍの掘進能

力は、当時の国産で

は最大級を誇った。 
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１月 

５月 

 

６月 

 

 

７月 

 

９月 

 

 

１０月 

 

 

 

● 九州支店を福岡市西門町７に移転。 

 大阪支店を大阪市浪速区に開設。 

● 国産初の高速回転式ＫＢドリルを開発 

  し、日本鉱業㈱日立鉱山（茨城県） 

 で性能試験を実施。 

● 新村光雄、取締役に就任。  
 

３月 

４月 

５月 

 

 

６月 

 

７月 

８月 

 

９月 

 

１０月 

 

１１月   

・ＧＨＱが日本経済自立安定策「ドッジライン」指令。 

・１ドル３６０円の単一為替レート設定。 

・東京・大阪・名古屋の３証券取引所が取引再開。 

・通商産業省発足。 

・鉱山保安法公布（施行：８/１２）。 

・日本国有鉄道が運輸省から独立。 

・日本工業規格を規定する工業標準化法制定。 

・下山事件、三鷹事件勃発。 

・ＧＨＱ、石炭の統制撤廃を指令。 

・競泳の古橋広之進、全米水上選手権の４００、８００、１,５００ｍ自由形で世界新記録。 

・穴の開いた５円玉発行。 

・建設業法施行。 

・湯川秀樹ノーベル物理学賞を受賞。 

・アメリカ大リーグ・サンフランシスコ・シールズ来日。 

・プロ野球パシフィック・リーグ結成、セントラル・リーグとの２リーグ制となる。  

ＫＢドリル 

記念すべき国

産初の高速回

転 ダ イ ヤ モ ン

ド･ボーリング

マシン。 

現 在、秋 田 大

学の鉱業博物

館に保存され

ている。 

  

３月 

５月 

 

 

● 第一物産（株）と総代理店契約を結ぶ。  
● 取締役 日野義雄、 監査役 高須隆次。  

 

ＫＢドリルにスピンドル回

転変速機を取り付けた本格

的ボーリングマシンＫＢ-Ｍ

Ｅが、昭和２５年10月に完

成した。  

 エアーモーターを

内蔵したＫＢ-Ａボー

リングマシン。 

 高速回転で硬岩

掘さくに威力を発揮

した。 

・年齢表示を満年齢とする法律施行。 

・北海道開発法公布。 

・建築基準法・港湾法公布。 

・警視庁がパトロールカーを導入。 

・朝鮮戦争勃発。 

・国土総合開発法公布。 

７月 

 

 

９月 

１１月

１２月   

・軍需ブーム。 

・「チャタレイ夫人の恋人」猥褻文書として摘発。 

・日本労働組合総評議会結成。 

・警察予備隊発足。 

・国鉄京都駅舎全焼。 

・地方公務員法公布。  
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３月 

９月 

 

１２月 

 

 

● 本山博康、取締役社長に就任。城 留雄は取締役に就任。 

● 本社及び工場を東京都目黒区平町１３６に新設・移転。工作機械を増強する等、生産体制を拡充し従業 

 員の 増員及び販売・管理部門の整備を図った。 

● 日本鋼管（株）に高速回転ボーリングマシン用特殊ボーリングロッド材料の生産研究を依頼。 

 

４月 

５月 

 

６月 

 

９月 

１０月 

・国鉄桜木町電車火災事故 

・電力再編９電力会社発足。 

・日本石炭鉱業連合会設立。 

・国際労働機構(ＩＬＯ)、ユネスコに加盟。 

・道路法公布。 

・対日講和条約（サンフランシスコ平和条約）、日米安全保障条約締結。 

・プロレスの力道山デビュー。  

  

プランジャー式のボーリング用ポンプ ＫＨ-５ 

５月 

 

 

 

● 東京都小河内ダムのグラウトホール掘さくにオイルフィード式ボーリングマシンＯＥ（１５０ｍ能力）を納入。 

 これを契機に、土木建設分野への進出が図られた。  

 

４月 

 

 

 

５月 

８月 

９月 

１０月 

   

・硬貨式公衆電話登場。 

・日本航空の旅客機「もく星号」三原山に墜落。 

・日米安全保障条約発効。 

・手塚治虫の「鉄腕アトム」雑誌「少年」に連載開始。 

・白井義男が日本人初のボクシング世界チャンピオンになる。 

・工業技術院発足（工業技術庁改組）。 

・電源開発（株）発足。 

・炭労スト。 

・東京国際空港（羽田空港）誕生。  

工事中の東京・小河内ダム 

 東京都・小河内ダムの

グラウトホール用に、オイ

ルフィード式ボーリング

マシン ＯＥが約１３台採

用された。このことは、わ

が社が土木分野への進

出をなした意義のみなら

ず、「ボーリングマシンの

鉱研」としての名声を高

めた歴史的成果であっ

た。 

 ウォーシントン

型エアー駆動式

ボーリング用ポ

ン プ．Ｋ Ｗ - ３

は、ＳＡボーリン

グマシンとセット

で使用された。 
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東京・目黒区平町に新設された本社・工場社屋 



４月 

６月 

９月 

 

 

● 大阪支店を大阪市西区淀川に開設。 

● 監査役 日野義雄就任。 

● 早明浦ダム（高知県）の地質調査を受注。  

２月 

３月 

４月 

８月 

１０月 

１２月   

・ＮＨＫが日本初のテレビジョン放送を東京で開始。 

・国際電信電話（株）設立。 

・朝鮮戦争休戦成立。 

・日本テレビ放送網民間テレビ放送開始。 

・町村合併促進法施行。 

・奄美諸島が日本に返還される。  

・造船疑獄。 

・第５福竜丸アメリカの水爆実験で死の灰を浴びる。 

・防衛庁（陸上自衛隊、海上自衛隊、航空自衛隊）発足。 

・日本、GATT（関税と貿易に関する 一般協定）加盟。 

・青函連絡船の洞爺丸沈没。 

・日本石炭協会、日本石炭鉱業連合会、出炭制限実施を決定。 

・映画「ゴジラ」公開。 

・鳩山内閣発足。  

２月 

３月 

４月 

８月 

１０月 

１２月   

● 役員改選  取締役社長 新村光雄、常務取締役 城  留雄、本山博康、取締役 日野義雄。 

  監査役 鈴木勉治。 

● 総合カタログを制作。  

６月 

 

 

 

  

  

 ハンドフィード式ボ-リングマシン

ＫＳ-１は、地質調査業者向けに

開発した。 

 ボーリング用ポンプが組み込ま

れているのが特長である。 
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 写真はPE-1（コーンプー

リー式巻上装置）。姉妹機と

してPE-2（ドラム式巻上装

置）があり、昭和28年同時に

開発。アルミ合金鋳物を最

初に採用して軽量化した、

100m能力の小型ボーリング

マシン。後にPE-3、PE-4と

改良した量産標準機。  

複筒プランジャー式ポンプ 

ＫＧ－２。 

 吐出量３７ℓ／minのグラウト専用ポ

ンプとして三重県宮川ダム工事に納

入。 

 エアモーター内蔵の坑内用高速回転ス

クリューフィード式ボーリングマシンSA-2。

ビット給圧力計を備えたことが特長。アル

ミ合金鋳物を用いて軽量化。昭和31年の

日本鉱業協会主催の公式性能比較試験

に、当時の先進欧米機に勝るとも劣らな

い成績を挙げて注目をあびた。 



１月 

２月 

３月 

４月 

６月 

 

 

● 通産省から設備近代化工場に指定される。 

● 広島出張所開設：広島市石見屋町２２。 

● 資本金を４００万円に増資。 

● 建設大臣登録業者となる。 

● 第一物産（株）との総代理店契約を解除。 

● 第一次設備近代化工事終了。  

２月 

４月 

５月 

 

８月 

 

１０月   

・日本生産性本部発足。 

・佐世保炭鉱で大規模なボタ山崩落事故。 

・紫雲丸事故で１６８名が犠牲。 

・広辞苑初版発行。 

・石炭鉱業合理化臨時措置法公布（９／１施行）。 

・第一回原水爆禁止世界大会開催。 

・愛知用水公団発足。 

・神武景気。  

  

 通産省から設備近代化工場の指定を受け、機械設備の投入ととも

に増築された新社屋。 

 ウォーシントン式ポンプＤＧ-Ａ１０は、電源開発（株）の

佐久間ダム工事のグラウト用に開発されたエアー駆動式

ピストンポンプで、毎分３７０ℓの吐出量を誇る高性能ポン

プである。 

ＤＧ-Ａ１０ 

 ＫＰシリーズの最初に開発されたＫＰ-６ピストンポンプ。 

その後は改良が加えられ、ＫＰ-８まで発展した。 

ＫＰ-６ 

 Ｓ-１は、１００ｍ級の掘進能力を有する電動スクリュー

フィード式ボーリングマシンで、佐久間ダム工事のグラウト

ホール掘さくに多数活躍した。 

Ｓ-１ 
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２月 

 

３月 

４月 

 

５月 

１１月 

１２月 

 

 

 

 

● 通産省の立案で日本鉱業協会主催の国産機械と外国製機械との性能比較試験で当社のＳＡ－２が優秀   

 な成績を収める。於：三井金属鉱業（株）神岡鉱業所（岐阜県） 

● 九州支店を福岡市箔屋町３８に移転。 

● 大阪支店を大阪市西区靱南通１－１１に移転。 

● 佐々木智一取締役に就任。 

● 第２次設備近代化工事完了。 

● 第３次設備近代化工事完了。 

● 広島出張所を九州支店に併合し同出張所を閉鎖。 

２月 

 

４月 

５月 

６月 

９月 

１０月 

 

 

１１月

１２月 

・自動車損害賠償保険法施行：強制加入を実施。 

・初の週刊誌「週刊新潮」発行。 

・日本道路公団発足。 

・科学技術庁発足。 

・新市町村建設促進法施行。 

・横浜、名古屋、京都、大阪、神戸の５市が初の政令指定都市となる。 

・佐久間ダム完成。 

・ハンガリー動乱、スエズ動乱勃発。 

・日ソ共同宣言。 

・東海道本線の全線電化完成。 

・日本が国際連合に加盟。 

・電源開発５カ年計画決定。 

・石橋湛山内閣発足。 

・ＩＢＭが世界初のハードディスクを発売（５ＭＢ）。  

  

フィリピン鉱山で活躍する ＯＥ-３ 

 この年に開発されたオイルフィード式ボーリング

マシンＯＥ-３は、ミッションケースをアルミ合金にし

て軽量化を図るなど各機構を改善し、フィリピンの

鉱山開発に使用されて好成績を収めた。 

福岡市箔屋町に移転した九

州支店新事務所。 

 ＤＧ-３ピストンポンプは、ＤＧ-Ａ１０エ

アー駆動式ピストンポンプからダム工

事用などに小型化されたＤＧ-６Ａの性

能を生かして開発されたピストンポンプ

で、電源開発（株）宮川ダム工事のグラ

ウト施工に量産し納入した。 

 わが国初の自動変量型ベーン

ポンプ ＲＰ-２を開発して実用化に

成功した。 

 従来、オイルフィード式ボーリン

グマシンに使われたオイルポンプ

はギア式であったが、このポンプ

の完成で油圧の高圧化が可能と

なり、ボーリングマシンの性能向上

が実現した。 
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１月 

４月 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

１０月 

 

● 資本金を７００万円に増資。 

● 初の公募により高卒を採用。 

● 春季運動会開催。 

● 本社敷地内に新工場完成。 

● 機構改革実施。 

● 社報「こうけん」創刊。 

● 第４次設備近代化工事終了。 

● 創立１０周年記念式典を挙行。 

● 日鉄鉱業㈱二瀬鉱業所（福岡県）及び三井鉱山㈱  

 田川鉱業所（福岡県）で探炭ボーリングを施工。 三   

 井鉱山㈱山野鉱業所（福岡県）を含め、昭和３６年ま  

 で続行した。 

 

１月 

２月 

３月 

４月 

８月 

 

９月 

１０月 

 

１２月   

・日本の南極越冬隊が南極大陸に初上陸。 

・岸信介内閣発足。（石橋湛山首相病気のため内閣総辞職） 

・特定多目的ダム法公布。 

・高速自動車国道法公布。 

・杵島炭礦争議（９７日スト、１１／６解決）。 

・東海村原子力研究所で原子の火がともる。 

・東京大学の糸川英夫教授が国産初のロケット（カッパー４Ｃ型）発射に成功。 

・５千円札発行。 

・ソ連の人工衛星スプートニク１号打ち上げに成功。 

・東京都小河内ダム完成。 

・中部電力井川ダム完成。 

・１００円硬貨発行。  

  

 昭和３２年１０月、当社は創立１０周年を迎え、

本社、工場の改築、新職制の制定など、設備の

拡充と機構の改革を実施した。 

 創立記念式典は、１０月２０日、新築の工場を

会場に多数の来賓を招いて盛大に挙行された。 

 戦後の荒廃した国土のなかで、資本的にも技

術的にも全く蓄積を持たずに発足した当社は、

不屈の企業精神と旺盛な研究意欲とによって、

今日の基盤を築いたわけだが、１０周年を契機

に、さらに技術革新を軸とする発展へ新たな決

意を固めた。 

 炭鉱調査及び温泉ボーリング用として開発

した、大型ボーリングマシン ＥＨ-a 

 

 改築された本社の新社屋。木造の質素な建物だった。 創立１０周年記念式典を盛大に挙行した。 

 無段変量式のＫＰ-６Ｓを新たに開発した。 

これは、ＫＰ-６ピストンポンプに吐出量を無段

に変量させるカム機構を加えた最初のポンプ

で、ＰＥ、ＯＥボーリングマシン用として使用し

た。 
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２月 

 

 

４月 

 

 

 

５月 

７月 

 

 

 

 

● 役員改選   常務取締役 坂上良明。 

取締役九州支店長 彦坂重保。監査役 佐々木智一。 

● 九州支店を福岡市竹若町８に移転。 

● 職制改正  試錐部発足 常務取締役・部長 城 留雄。 

● 春の社員旅行実施。（甲府） 

● 消防庁より完璧な消防設備の功績で表彰を受ける。 

● 日本産業機械工業会の理事会社に就任。 

● 炭鉱鉱山用優秀製品展示会に「Ｑドリル」を出品。 （東京日比谷公園） 

● 北海道博覧会に「Ｑドリル」を出品。（札幌、小樽）  

 創立１０周年を境に、ボーリングマシンの土木工事向け需要が、ダム建設工事を中心に急速に増加し、昭和３３年以

降は鉱山向け需要を越えるまでになった。鉱山は当初の主力であった石炭鉱業が、エネルギー源の水力発電や石油

への転換によって衰退の一途をたどり、３０年の高度成長期に入ってからは完全に斜陽化した。 

 このため鉱山関係は金属鉱山に片寄るとともに、土木向け需要が急増していった。 

 昭和３０年代後半には秋田県北部の北鹿地区に、有名な黒鉱ブームが起こり、金属鉱山向けに華やかな一時期を

迎えた。この黒鉱ブームは、同和鉱業（株）小坂鉱業所内の岱において、ボーリングで銅鉱床が発見されたのがきっか

けとなった。 

 この鉱床の探査は、秋田県では以前からおこなわれていたが、内の岱で黒鉱大鉱床が発見されたことにより各鉱山

の探査が活発化し、いくつかの鉱床が発見された。このため当社には、ＲＫ-１、ＫＥ-１Ｂ、ＧＨ-２、ＥＰ-１など、各種の

ボーリングマシンや関連機器の注文が増加した。 

 関西電力（株）黒部第四発電所建設工事では、当社の多くの

製品が納入され活躍した。 
 

 黒部ダム建設工事では、ＯＰ-１ボーリングマシンと並んで、高

圧グラウトポンプのＭＧ-１５、ＭＧ-１０も活躍した。 

 「鉱研にＭＧあり」と業界から評価されたＭＧポンプ

は、プランジャー式からピストン式に切り替え、さらにセ

メントミルクによって侵食されるバルブ・ボックスをダグ

タイル鋳鉄に改良するなどの工夫を施すことによっ

て、高圧グラウトポンプとしてのシリーズ化に成功し

た。 ＭＧ-１５ポンプは、ＭＧグラウトポンプシリーズの

最初の製品である。 
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ＭＧ-１５ グラウトポンプ 

現在の黒部第四ダム。 



５月 

６月 

１１月 

 

１月 

３月 

 

 

４月 

 

１０月 

１１月

１２月   

・米国人工衛星「エクスプローラー１号」打ち上げ。 

・「ナンシー梅木」日本人初のアカデミー助演女優賞を受賞。 

・関門国道トンネル開通。 

・下水道法公布。 

・売春防止法施行。 

・長嶋茂雄プロ野球巨人軍で４打席４三振のデビュー（相手投手／金田正一） 

・プロ野球巨人軍川上哲治引退。 

・宮内庁皇太子と正田美智子さんの婚約発表、ミッチー・ブームはじまる。 

・東京タワー完工、公開はじまる。  

  

● 東京国際見本市にＯＰ－１、ＯＥ－３ ボーリングマシン、ＭＧ－５ ポンプを出展。 

● 資本金２,０００万円に増資、社員株主７１名となる。 

● 北海道出張所を札幌市南二条東３丁目に開設。  

 

 

 

ＫＣ型 海底沈座式ボーリングマシン 日鉄鉱業（株）伊王島での海底調査 

 小型ハンドフィード式ボーリングマシン Ｑ

ドリル。本格的な地質調査ボーリングの前

に、山中を持ち歩けるように小型軽量化に

配慮された製品である。 

 海底ボーリングマシンＫＣ型は、わが国初の海底沈座式ボーリングマシンとして注目された。これは炭鉱開発が海底へ伸

びるにつれて調査が難しくなったことにより、ボーリングマシンを海底へ沈めて掘さくする目的で研究、開発したものである。

日鉄鉱業（株）伊王島の海底調査が最初で、その後、毎年改良を加えた。 

オイルフィード式ボーリングマシ

ンＯＰ-１は、昭和３４年に完成し

た。ＯＥ-２を小型化したもので、

ホースレス・スイベルヘッドを組み

込み、トランスミッションケースを

アルミ合金製に改良して軽量化

に成功した。黒部ダム工事のグラ

ウトホール掘さくに、多数採用さ

れている。 

 黒部第四ダム建設工事

向けに開発されたセント

ラル・ミキシングプラント

は、国産初のシリンダー

ローター式高速回転ミキ

サー Ｈ-５００を４連にした

もので、このセントラルプ

ラントからダム監査廊内

のグラウト地点へセメント

ミルクを遠隔圧送し、ＭＧ

ポンプでグラウトした。 
セントラル・ミキシングプラント 
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８月 

１２月   
・ハワイが米合衆国の５０番目の州となる。 

・北陸電力の有峰ダム完成。 

・東京地下鉄丸の内線開通。 

・個人タクシー認可。  

４月 

５月 

７月 

   

・皇太子明仁親王正田美智子さんと結婚。 

・安保闘争。 

・池田内閣発足。 

・日本人の児島明子が初のミスユニバースに。 

 

ＯＰ-１ 



４月 

 

５月 

 

７月 

１１月 

 

 

 

 

● 春季運動会開催。 

● 本社社屋増築工事完成。 

● 大阪建設機械展に出品。 

● 社是制定。 

● 北海道出張所を支店に昇格。 

● 日本工業規格（ＪＩＳ）表示許可工場の指定を受ける。 

● 社旗製作。 

● 市川  豊、取締役に就任。  

４月 

５月 

 

７月 

 

９月 

 

 

１０月 

１１月   

・ダッコちゃん発売大ヒット。 

・チリ地震日本でも津波被害。 

・安保条約批准阻止の全学連が国会突入。東大生樺美智子死亡。 

・岸信介首相暴漢に襲われ重傷、岸内閣総辞職、池田勇人内閣発足。 

・経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）創設。 

・石炭鉱業合理化事業団発足。 

・カラーテレビ本放送スタート。 

・石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）結成。 

・日本社会党浅沼稲次郎党首暗殺される。 

・三井三池争議解決、生産開始（２８２日間スト）。 

・都営地下鉄浅草線開通、京葉道路開通。  
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昭和３５年７月、社員の喚起を促し、帰属意識を高めるために、社是を制定した。 
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高速回転式ミキサー 

 ＨＭ-２５０は、容量２５０ℓでモルタルやセメント撹拌

など、多目的に活用できるミキサーとして開発した。 

ＨＭ－２５０ 

 昭和３５年にハンドフィード式の小型量産型

ボーリングマシン、サンダーＳＤ-１を開発。 

 砂鉄調査を目的とした製品で、初めてボー

リングマシンに愛称を付けた。 

サンダー ＳＤ-１ 

 昭和３５年３月、ボーリング関連器具の日本工業規

格(ＪＩＳ)が制定され、わが社は生産設備の増強と品質

管理強化の為の検査制度確立など対策を促進させ

て、１１月には通産大臣の「日本工業規格表示許可

工場」に指定された。 



１月 

２月 

４月 

６月 

 

 

 

 

● 社内体操開始（本社）。 

● 監査役 日野義雄就任。  

● 通産省より機械工業振興法による設備合理化工場の指定を受ける。  
● 日鉄鉱業㈱釜石鉱業所（岩手県）の探鉱ボーリング工事を開始。昭和４９年まで継続した。 

１月 

３月 

 

１２月   

・アメリカ大統領 ジョン・Ｆ・ケネディ就任。 

・福岡県上清炭鉱で坑内火災死者７１名（戦後最大の坑内事故）。 

・御母衣ダム、愛知用水竣工。 

・にせ千円札「チ-３７号」事件発生。  

  

 オイルフィード式ボーリングマシン、ロッキーＲＫ-１も、この年の新

開発機である。愛称ロッキーと命名されたＲＫ-１は、中型のボーリン

グマシンで地質調査から土木基礎工事まで、幅広い用途を持つ新

鋭機である。  

 低速形２段槽ミキサーＬＭ-２２０は、セメントミ

ルクの撹拌用として開発された。 昭和３８年

に改良され、ＬＭ-２５０となって量産している。 

ＬＭ-２２０ 

ロッキー ＲＫ-１  
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MG-15ｈ 



７月 

１０月 

１１月 

 

 

● 本社新社屋完成（鉄筋コンクリート２階建て）。 

● 創立１５周年記念式典挙行。 

● 工業技術院地質調査所の創立８０周年記念で表彰を受けた。 

● 社歌決まる（藤山一郎作曲）。 

● 温泉開発研究所開設（所長：近藤信興）  

５月 

６月 

 

７月 

 

１０月 

１１月   

・常磐線 三河島駅構内で列車事故 死者１６０名。 

・国鉄北陸本線の北陸トンネル開通（日本最長）。 

・奥只見発電所完成。 

・国産旅客機 ＹＳ-１１型機完成。 

・堀江謙一 小型ヨットで太平洋単独横断。 

・貿易の自由化始まる。 

・東海道新幹線の新丹那トンネル貫通。 

・若戸大橋、銚子大橋開通。  

  

 完成した新社屋(下）で、創立１５周年記念式典を盛大に

挙行した。 当日は、通産省をはじめ、金融機関や協力会

社の関係者が多数出席し、社員にも記念品を贈った。 
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６月 

７月 

１０月 

１１月 

 

１２月 

 

● 成長５カ年計画を策定。 

● 大館出張所を秋田県大館市水門町に新設。 

● 資本金６,０００万円に増資。 
● 福島県横向の温泉掘さく工事を実施。42℃の 

  温泉が湧出した。 

● 三井セメント㈱田川石灰山（福岡県）の調査ボーリング 

 を施工。 
 

３月 

５月 

６月 

１０月 

 

１１月

１２月   

・吉典ちゃん誘拐殺人事件発生。 

・日仏通商協定調印。 

・関西電力 黒部川第四発電所完成。 

・国際石炭大会 東京で開催。 

・黒部第四ダム竣工。 

・アメリカ合衆国ケネディ大統領ダラスで暗殺される。 

・三井三池鉱業所でガス爆発 死者４５７名。 

・力道山刺される。 （１２／１５死亡）  

  

 ポータブルハンドドリル  バイブロ ＳＢ-１ 
 

 ポータブルハンドドリル バイブロＳＢ-１は、建設省、東大

生産技術研究所、(社)日本建設機械化協会との共同研究

により開発した。機械本体の据付けを必要とせず、簡単に

移動できる機械という要望に基づいて開発された小型エン

ジンと打撃機構を組み込んだハンドドリルである。 

 国内に於いては伊勢湾台風後の災害地区の調査、海外

ではニューカレドニアのニッケル鉱床調査などで活躍、好

評を得た。 

 バイブロの販売に際しては、宣伝カーによる全国キャラバ

ンやダイレクトメールによるＰＲなど、大規模なキャンペーン

を実施した。 

ＷＬ-ＭＧ-１５ｈ 
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エクスプローラー ＥＰ-１ 

新設された大館出張所 

 探鉱ボーリングに採用し始めたワイヤーラインコアーバレル工法

に対し、同工法用のポンプとしてＷＬ-ＭＧ-５ｈ、ＷＬ-ＭＧ-１０、Ｗ

Ｌ-ＭＧ-１５ｈを開発した。それぞれＭＧポンプに変速機を組み込

み、変量可能にしたボーリング用ポンプである。 

 オイルフィード式ボーリングマシン エクスプローラーＥＰ-１は、昭

和３８年に開発した。秋田県北部の黒鉱ブームに活用されたボーリン

グマシンで、完全オイルフィード方式を採用し、スピンドル回転も、高

速、低速の各４段変速機能を持たせて多方面で使えるよう考慮した。 



1月 

６月 

９月 

１０月 

 

 

● 住友金属鉱山㈱鴻之舞鉱業所（北海道）の探鉱ボーリングを施工。 

● 山形県小国町百小沢地区地すべり調査及び防止工事を施工。 

● 大阪支店を大阪市西区靱本町２-１２に移転。 

● 初代社長 鈴木勉治死去 社葬挙行。 

● 九州支店倉庫二日市に完成。 

● 北海道支店を札幌市南七条西１７丁目１３５６に移転。  

 ３月 

 

４月 

６月 

８月 

１０月 

 

 

 

１１月  

・早川電気（シャープ）、ソニーが電子式卓上計算機を完成。 

・経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）に正式加盟。 

・海外渡航自由化される。 

・新潟地震。 

・ベトナム戦争勃発。 

・東海道新幹線開業。 

・第１８回オリンピック東京大会開催。 

・名神高速道路開通。 

・青函海底トンネル工事着工。 

・第１次佐藤栄作内閣発足。  

  

 昭和３９年に、わが国初の全油圧式水平ボーリングマシンＦＳ-１が開発された。ＦＳはフロンティア・スピ

リットのイニシャルからとったもので、ここからＦＳ機のシリーズ化が始まっている。 

 一般ボーリングマシンの回転軸の動力は機械方式であったが、ＦＳ-１は油圧モーターによって回転する

機構となっている。 

 ＦＳ-１は東京都からの注文によって開発されたもので、都営地下鉄６号線金杉橋工事に、わが国初の凍

結工法が採用され、その凍結管埋設工事用として水平ボーリングが要求された。この工法は大成功を収

め、引き続き同地下鉄の五反田工区でも採用された。また、この後、（株）植村技術研究所でフロンテジャッ

キング工法を開発したことによって、水平ボーリングの応用分野が広がった。 

水平ボーリングマシン ＦＳ-１ 
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ワイヤーラインホイスト ＷＬＨ-４ プレパクトミキサー ＰＭ－８ 



１月 

５月 

 

１０月 

● 鉱研労働組合発足。 

● 北朝鮮の日本商品展示会にＥＰ-１、ＯＥ-２ボーリングマシン、ＭＧ-１０ポンプ等の製品を出展。 

● 中国技術視察団来社。（以降６，７，９月にも来社） 

● 中国の日本工業商品展示会に出品。  

２月 

３月 

４月 

６月 

 

 

７月 

    

・北海道夕張炭鉱でガス爆発事故 死者６１名。 

・富士山頂に気象レーダー完成。 

・鉱業に対する税制特別措置（探鉱準備金制度等）実施。 

・日韓基本条約調印。 

・福岡県山野炭鉱ガス爆発事故 死者２３７名。 

・日本サッカーリーグ開幕。 

・政府 国債発行を含む不況打開策を決定。 

・電気事業法施行。 

・シールド機械工法開発される。  

  

 昭和４０年には、大型オイルフィード式ボーリングマシン クラスター 

ＣＲ-１を開発した。このクラスターは、多種のスピンドル回転数と大き

な給圧力を持ち、１,５００ｍの掘進能力がある。 

 翌年、同機を軽量化したクラスタージュニアが誕生し、三井鉱山

（株）三池鉱業所の海上ボーリングなどで活躍した。 

三井三池の海上ボーリング 

 ＭＧポンプは昭和３３年、黒部第四ダム建設工事を契機として、開発・シ

リーズ化されたが、グラウトポンプＭＧ-３０は、このシリーズの中でも毎分250ℓ

の吐出容量を持つ大型ポンプとして開発した新鋭機である。 

ワイヤーラインホイスト 

 ＷＬＨ-２は、油圧式のワイヤーラインコアーバーレ

ル巻上げ用ホイストとして開発したもので、ボーリン

グマシンの油圧を利用できる特長がある。 

ＷＬＨ-２ 

クラスター ＣＲ-１ 
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ＭＧ-３０ 



３月 

 

７月 

 

１０月 

１２月 

 

 

 

 

 

 

● 中国機械公司訪日代表団来社。 

● 長野県松代町で温泉掘さく工事を施工。 

● 九州支店の所在地表示変更。福岡市冷泉町９－１３。 
● 取締役 日野義雄、監査役 彦坂重保 就任。 

● 営団地下鉄金杉橋工区で凍結工法による凍結管埋設の水平ボーリングを施工。 

● 三井鉱山㈱砂川鉱業所（北海道）において探炭深尺ボーリングを施工。 

● 神奈川県橋本地区で導水路トンネルのグラウト工事を施工。 

２月 

３月 

 

 

４月 

６月 

 

１１月 

１２月   

・全日空機が羽田空港沖に墜落。 

・英国ＢＯＡＣ航空機が富士山上空で乱気流のため空中分解し墜落。 

・日本の総人口が１億人を突破。 

・中国文化大革命起こる。 

・建国記念日(2/11)、敬老の日(9/15)、体育の日(10/10)を祝日に制定。 

・ビートルズ来日。 

・アジア開発銀行設立。 

・全日空機が松山空港沖に墜落。 

・丙午(ひのえうま)で出生率低下。  

● マリンドリルＭＤ-１５０を東京大学海洋研究所に納入し調査船「白鳳丸」に搭載。 

● 本四架橋公団、宇部でコンクリートテストピース採取ボーリングを施工。 

● 役員改選 代表取締役社長に本山博康、専務取締役に城 留雄、取締役に鶴岡 曻、就任。 

● 大口径岩盤掘さく機「ビッグマン ＢＭ-１」完成。同和鉱業㈱小坂鉱業所（秋田県）に納入。 

● 創立２０周年記念式典挙行。 

● 資本金１億円に増資。  

 ＭＧシリーズのグラウトポンプに対して、更に厳しい圧力制御が要

求されるセメントミルク注入用ポンプとして、全油圧駆動式のＶＧ-Ｂ１

自動変量グラウトポンプを開発した。また、高圧型のＶＧ-Ｂ１に対し

て、低圧型のＶＧ-Ａ１も同時に開発している。これらは熊本県下筌ダ

ム作業所の要請によるものである。 

 昭和４２年は、当社の技術史上で特筆すべき新機種が誕生した。マリンドリルとビッグマンがそれである。いずれ

もわが社の長年にわたる研究開発の努力が実ったものであり、「技術の鉱研」の名を一層高めた機種として自賛し

て良いであろう。 

 この年、東京大学海洋研究所で初の海洋調査船「白鳳丸」が進水した。この白鳳丸に、当社が開発した海底

ボーリングマシン「マリンドリルＭＤ-１５０」が搭載されたのである。 

 ＭＤ-１５０は機械全体を海底に沈座させ、船上からの遠隔操作で海底を掘さくする機構で、船上のコントロール

ボックス、ウインチ、海底に沈む掘さく機本体、櫓などで構成されている。 

 船上と海底とは、巻き上げ用のワイヤーロープと遠隔操作・電源用ケーブルの２本で結ばれ、自動姿勢制御装

置、海中圧力バランスピストン装置、漏水警報装置、さらに油圧・電気機器を豊富に使用した精密な機械である。

初めに東京湾と駿河湾でテストをおこない、次に日本鉄道建設公団において、津軽海峡で青函トンネルの海底

ボーリングを実施した。ＭＤはマリンドリルのイニシャル、１５０は水深を示し、掘さく能力は海底から２５ｍ、本体重

量は５トンである。 

３月 

 

 

７月 

 

11月 

12月 
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ＶＧ-Ｂ１ 



 

 昭和４２年７月１１日・１２日の両日、マリ

ンドリル及びビッグマンの発表会を開催

した。会場となった当社の組立工場には

マリンドリル、ビッグマン、ＦＳ-１、ＶＧ-Ｂ

１、及びその他の製品を展示。事務所内

には映写室を設けて、マリンドリル、ビッ

グマンなどの稼動作業状況を上映した。 

 当日は、官庁、得意先、学術関係、金

融機関、報道関係者など多数の参観を

得て、鉱研の技術レベルの高さが評価さ

れ予想以上の成果を収めた。 

マリンドリル ＭＤ-１５０ 搭載の白鳳丸 

マリンドリル ＭＤ-１５０ 
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シンクロ ウインチ 

リモートコントロ－ル ユニット 

ワイヤーロープ 

ボ-リング櫓 

コントロール ケーブル 

ボーリングマシン本体 

掘さくツール 



 

 マリンドリルと前後して完成した大口径岩盤掘さく機・鉱研式レイズボーラー「ビッグマン」は、わが社の一時代を画した

歴史的な新機種である。 

 ビッグマンは第１号機のＢＭ-１から始まって、ＢＭ-５０Ｎ、ＢＭ-１００Ｎ、ＢＭ-２００Ｎなどとシリーズ化され、わが社のメ

イン機種として重きを成している。 

 同和鉱業（株）からの依頼にもとづいて、坑道内掘さく機の開発に取り組み、わずか１年足らずでこれを完成させ同社

の小坂鉱業所で実用に供して成功を収めた。 

 ビッグマンによるレイズボーリング工法の大きな特長は、作業の安全性と迅速性、そして確実性である。主な用途は、

坑道内の採掘シュート孔及び通気孔、構造物基礎杭孔、土留め杭・地すべり防止杭孔、ガス・上下水道管埋設孔、など

幅広いものがある。 

 また、ビッグマンシリーズの１００馬力級として開発したのはＢＭ-１００で、日本鉄道建設公団が建設中の青函トンネ

ル、及び日本鉱業（株）釈迦内鉱業所（秋田県）、同日立鉱業所（茨城県）、三井金属鉱業（株）神岡鉱業所（岐阜県）な

ど、国内の主要各鉱山に納入し立坑掘さくに活用された。 

用  途 

坑内採掘用シュート孔．充填材料等搬入立坑． 

坑内通気・排水坑．道路トンネル排気立坑． 

構造物基礎杭孔．ガス・水道管用導坑． 

トンネル発破芯抜孔． 

方  式 全油圧式 孔 径 １,２５０ｍｍ 

パイロット径 ２３０ｍｍ 穿孔方向 据付位置より１５° 

ビット回転数 
正・逆共 

５～２００rpm 
トルク 最大 ５,０００kg-m 

ストローク １,３５０ｍｍ スラスト 最大 ５０,０００kg 

ビ ッ ト 鉱研式ローラービット KH.  KR.  KM 型 

ドリルロッド 
ロッド径１２７mm．カップリング８角径１９５mm． 

長さ １,０００mm． 

穿孔速度 パイロット ０～７ｍ／ｍｉｎ． 

リーミング ０～０．６ｍ／ｍｉｎ． 

原動機出力 ３７ｋｗ 

寸  法 

本 体 
(高) ３,６５０mm． (長) １,７８５mm． 

(巾) １,４９２mm． 

パワー 

ユニット 

(高) １,４７５mm． (長) ２,０００mm． 

(巾) １,４５０mm． 

重  量 
本 体  ２,８００ｋｇ 

パワーユニット  １,５００ｋｇ 

ＢＭ-１ 仕様 

ビッグマン１号機 ＢＭ-１ 

活躍するビッグマン ＢＭ-１００ 
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写真差し替え 

垂直掘さく 

水平掘さく 



 

 

 

３月 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

   

・山陽新幹線工事着工。 

・統一地方選挙。美濃部亮吉東京都知事誕生、革新知事ブーム起こる。 

・電源開発、新長期計画決定。 

・第１次中東戦争勃発。 

・石炭鉱業再建整備臨時措置法公布、施行。 

・公害対策基本法公布。 

・東南アジア諸国連合(ＡＳＥＡＮ)結成。  

  

 この年当社は、創立２０周年を迎えた。その記念事業の一環として、神奈川県企業庁が造成した厚木内陸工業団地

への新工場建設を決めた。 

 ビッグマンをはじめ大形の新機種が開発されるとともに、市場ニーズの多様化に備えて生産設備の拡充と体制の強

化を図る必要があった。当時の本社工場は、工作機械の増設も困難なほど手狭になり、大形製品の出荷に伴なう大形

トラックの進入にも支障があった。 建設予定地の敷地面積は９,９００㎡で、建物は鉄骨造り、延べ３,６００㎡と、現状の

約３倍の広さをもつ新工場建設が計画された。また、新工場完成後の移転に伴い、組織の改革、外注業者への対策、

従業員の通勤、転居問題、現地採用等々の諸問題を解決すべく新工場建設準備委員会が組織され、順次対応策が

検討されていった。そして新工場は、翌年７月の完成を目指して１１月に着工された。 

 新工場の建設資金は、完成、移転後に本社の土地を売却して調達する前提で計画された。従って、生産部門の移

転後の本社には、総務、経理、営業と外注課が残るだけとなった。 

 １０月には、当社創立２０周年の記念日を迎え、ささやかな式

典が挙行された。新工場建設に伴なう経費の節減が求められ

ていた折でもあり、本社の屋上に於いて内々での質素な形で

行なわれた。 

 この年に開発された新製品は、ＯＥ-２のスピンドル内径の拡

大とストロークの延長などの改良を加えたオイルフィード式

ボーリングマシンＯＥ-２Ｌである。掘進能力５００ｍ級のオイル

フィード式ボーリングマシン・マナスルＭＳ-１、などである。 

建設工事が進む厚木工場 

創立２０周年記念式典は、本社屋上で挙行された。 

ＯＥ-２Ｌ  
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● 日鉄鉱業㈱大川目鉱山（岩手県）において探鉱ボーリングを施工。 

● 市川  豊 常務取締役に就任。長谷川潤一、鈴木福次、江口  工取締役に就任。 

● 神奈川県厚木市の内陸工業団地内に厚木工場完成。 

● 厚木工場へ第１次移転。（生産部門）  

・アメリカ合衆国マーティン・ルーサー・キング牧師暗殺さる。 

・東京霞ヶ関に超高層ビル竣工。（高さ１４７メートル） 

・小笠原諸島日本復帰。 

・郵便番号制度実施。（５ケタ） 

・札幌医科大で日本発の心臓移植行われる。 

・川端康成ノーベル文学賞受賞。  

マナスル ＭＳ-１ 

３月 

７月 

８月 

９月 

 

 

４月 

６月 

７月 

８月 

１０月 

  

 昭和４３年夏、待望の新工場が厚木内陸工業団地内に完成した。 

 同年９月から生産設備の移転を開始し、工作機械などの設置は、担当する従業員が自ら手を下すなど、

社員が生き生きと新工場での勤務意欲に燃えた。 

 新工場の近くには、同じ敷地内に鉄筋３階建ての独身寮と工事部門の機材センターも完成し、工事部門

の事務所とともに、工事用機械の整備施設も完備した。また、厚木工場と工事部門の勤務者のため、小田

急線本厚木駅と工場間に自家用通勤バスを朝夕運行した。 
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新工場の建物（手前が工場事務所、その奥が工場）。 相模寮と命名された鉄筋３階建ての独身寮も同時に

完成した。 

完成した厚木工場全景 大型クレーンが設備され、広々とした工場内部 

オリンポス ＯＬ-１ プレパクト ミキサー ＰＭ-２３Ｓ 



５月 

７月 

８月 

 

 

１０月 

 

 

● 三井金属鉱業㈱二ツ屋鉱山（岐阜県）で探鉱ボーリングを施工。 

● 津田三郎、筒井 弘 取締役に就任。坂上良明 監査役に就任。 

● 厚木工場へ設計部門、工事部門、購買、生産管理部門等の事務系が移転。 

● 東京都目黒区平町の本社・工場の土地をフジランドに売却。 

● 本社部門（総務、経理、営業部門）は旧組み立て工場を改装して移転。 

● 長尺水平ボーリングマシンＦＳ-４００Aの１号機を日本鉄道建設公団・青函トンネルに納入。  

１月 

３月 

５月 

６月 

７月 

 

９月 

１０月 

１２月   

・東京大学安田講堂事件、逮捕者６００名以上。 

・ＮＨＫ・ＦＭ本放送開始。 

・東名高速道路全線開通。 

・日本初の原子力船「むつ」進水。 

・アメリカＮＡＳＡの「アポロ１１号」が人類初の月面着陸を果たす。 

・いざなぎ景気。 

・中華人民共和国が地下核実験を行う。 

・プロ野球 金田正一投手が４００勝達成。 

・住友銀行が日本初の現金自動預け払い機を設置。  

  

BM-40  小形ビッグマン 
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長尺水平ボーリングマシンＦＳ-４００Ａ 

アフリカ・ザイール(現コンゴ共和国)の現場で活躍する BM-200  



５月 

７月 

９月 

 

１２月 

 

 

● 秋田県大館出張所を閉鎖。 

● 日本鉱業㈱豊羽鉱業所（北海道）で探鉱ボーリングを施工。 

● 東邦地下工機㈱との共同出資により 日本試錐機共販㈱を設立。長谷川潤一が同社社長に就任。国内  

 販売部門は鉱山担当部門を除き、出先機関も含め同社に移籍した。 

● 相談役前社長 新村光雄死去 社葬挙行。 

● 金属探鉱事業団国富地区（北海道）の精密調査ボーリングを施工。 

１月 

３月 

 

 

５月 

９月 

１１月   

・第３次佐藤内閣発足。 

・日本万国博覧会を大阪で開催。 

・日本航空機「よど号」ハイジャック事件発生。 

・新港湾整備５カ年計画発表。 

・日本山岳会の登山隊がエベレスト登頂成功。 

・日本万国博覧会閉幕、入場者延べ６,４２１万人。 

・沖縄の国政参加選挙。 

・三島由紀夫、市ヶ谷の自衛隊で割腹自殺。 

・物価高騰により消費者運動広がる。  

  

リーミング径８００mm、 深さ１５０ｍクラスのBM-50N  

BM-200N 大型ビッグマン 
 

最大径２,４３０mmのリーミングと深さ２５０ｍの掘さく能力を誇る大型レ

イズボーラーである。 

南アフリカで立坑・斜坑を４本、日本鉱業㈱ムソシ鉱山（アフリカ・ザ

イール）で立坑掘さくに活用した。 
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大型ピストンポンプ MG-100C  

 ビッグマンなど大型掘さく機に必要な大容量のポンプとして

開発した。 毎分１,５００ℓの吐出量を誇る。 



１月 

７月 

 

 

● 日本鉄道建設公団・青函トンネル吉岡工区（北海道）で長尺水平ボーリングの試験工事を開始。 

● ビッグマン部を設置。本格的な土木工事を開始。 

● 津田三郎 常務取締役に就任。 日野義雄 監査役に就任。 

● 千葉県袖ヶ浦町の杭工事で、ビッグマンＢＭ-１００Ｋにより捨石層掘さくに成功。 

６月 

７月 

 

 

９月 

 

１０月 

・沖縄返還協定調印。 

・東亜国内航空 ＹＳ-１１旅客機が函館横津岳に激突死者６８名。 

・マクドナルド日本第１号店東京銀座にオープン。 

・自衛隊機と全日空ジャンボ機が岩手県雫石上空で空中衝突 死者１６２名。 

・日清食品がカップヌードル発売開始。 

・廃棄物処理、清掃に関する法律施行。 

・中華人民共和国が国連加盟、台湾は事実上追放となる。  

  

 青函トンネルでの長尺先進ボーリングマシンの２号機として、ロッド挿入引き抜き装置などに改良を加えたオイル

フィード式の水平ボーリングマシン ＦＳ-４００Ｂ は、ソ連から輸入した先端駆動形ボーリングヘッドの エレクトロドリル 

を組み合わせ、長尺水平ボーリングのシステム確立に、画期的な方式を採用して注目を集めた。 

ビッグマン BM-100N 
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水平ボーリングマシン ＦＳ－４００Ｂ   

エレクトロドリル 長尺水平ボーリング 

θベントサブ角度 

電線 1050V 集電器 

長尺水平ボーリングマシン 

θ 

電源盤 

ボーリングポンプ 

 大口径ボーリングマシン  

 パワースイベル型 KX-1 



３月 

 

 

４月 

11月 

 

● 彦坂重保 監査役に就任。 

● 徳島県勝浦発電所において、ビッグマンＢＭ-１００Ｎで調圧水槽導坑掘さく工事を施工。 

● 青函トンネル吉岡側工区で、新鋭機ＦＳ-４００Ｂにより１,６００ｍの水平長尺ボーリングに成功。 

● 本州四国連絡橋工事の海中プレパクト実験工事に大型プレパクトミキサーを納入。  
● 日本道路公団・中央高速道山梨岩殿山の地すべり防止杭工事を施工。 

１月 

２月 

 

３月 

 

５月 

 

７月 

９月 

１０月  

・グアム島で元日本陸軍兵士の横井庄一発見。 

・第１１回冬季オリンピック札幌大会開催。 

・連合赤軍あさま山荘事件。 

・山陽新幹線 大阪～岡山間開業 時速２８６ｋｍの世界最速記録達成。 

・高松塚古墳で極彩色壁画発見。 

・大阪千日デパート火災 死者１１８名。 

・沖縄返還、沖縄県発足。 

・第１次田中角栄内閣発足。 

・田中角栄首相訪中、日中国交正常化成る。 

・上野動物園に中国からジャイアントパンダ「ランラン、カンカン」贈られる。 

  

 都市土木における薬液注入

ボーリングに適した小型オイル

フィード式ボーリングマシン 

 ＫＴ-１ 掘進能力 １００ｍ 

 戸田建設(株)との２年間にわたる共同研究により開発した戸田式アンカー工

法用オーガーマシンＴＫ-４０ＡＣ(クローラーマウント)およびＴＫ-４０Ａ(スキッド

タイプ)は、掘さく径２２０mm，深さ３０ｍ，掘さく方向０度～９０度の能力をもち、

従来工法の６倍のアンカー施工を可能にした。 

ＴＫ-４０ＡＣ 

 水平ボーリングマシン ＦＳ-５０Ａ 

道路、鉄道下のケーブル埋設管の敷設工事用

として、電電公社と共同開発によって製作した

実用機である。掘さく径１２９mm、深さ５０mの能

力を有する。  
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エクスプローラー  EP－1W  高圧３連プランジャーポンプ ＰＧ-７５ 

 清水建設(株)のＰＩＰＷ工法、鹿島

建設(株)のジェットグラウト工法など、

地中ジェット噴射による各種都市土

木用に開発した。 



４月 

６月 

 

 

 

９月 

１１月 

１２月 

 

 

 

● 日本試錐機共販㈱より撤退。出向中の社員は当社に復帰する。 

● 長谷川潤一 常務取締役に就任。宝珠山正信、加藤信一、田村 清、取締役に就任。 

 坂上良明 監査役に就任。 

● 山陽新幹線・福岡トンネル犬鳴地区のディープウエル工事を、ビッグマンＢＭ-１００Kで施工。 

● 東京電力㈱高瀬川地下発電所（長野県）で、ビッグマンＢＭ-１００Ｎにより深さ約100ｍの立坑４本を施工。 

● 広島サービスセンターを広島市庚午中１-２１-１２に新設。 

● シンガポールにおいて、ＧＡＴＥＸのシーバース基礎工事を初めてビッグマンＢＭ-５０Ｎで施工。 

● 本社社屋を改築、鶴見寮を改築。 

● 工事事業部シンガポール事務所開設。  

２月 

３月 

４月 

７月 

 

８月 

１０月 

 

１１月 

・古河鉱業が栃木県足尾銅山を閉山。 

・ベトナム戦争からアメリカ軍撤退。 

・祝日法改正 振替休日製導入。 

・日本赤軍による日本航空機ハイジャック事件。 

・資源エネルギー庁発足。 

・金大中氏拉致事件。 

・第４次中東戦争勃発 オイルショックによる物不足起こる。 

・江崎玲於奈にノーベル物理学賞決定。 

・第２次田中角栄改造内閣発足。  

  

 オイルフィード式ボーリングマシン アンデス  ＡＤ-１ 

 ３,０００ｍの掘進能力をもつわが国最大のボーリングマ

シン。探査、さく井、大口径掘さく用でハイドロブレーキ

を装備し、巻き上げドラムは直交配置をとっている。 

自動ロッド脱着装置付ボーリングマシン  ＦＸ-４０Ａ 

 通産省重要技術開発補助金の交付を受けて研究開発し

た。 ＦＳ を基本にして３ｍロッドの自動ネジ接続、離脱装置

を付け、ボーリング作業の省力化に寄与するものとなった。 

 ビッグマンのローラーカッ

ター、Ｈ-２０１シリーズを開

発した。チップの圧入方式、

ベアリング、シール等に多く

の改善を加えた。 
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高圧グラウトポンプ ＭＧ-２５ 

モルタル圧送、グラウトなどの用途に開発した。 シンガポール・GATEX桟橋基礎杭工事 



３月 

 

４月 

８月 

１０月 

 

１１月 

 

 

● 岐阜県中津川線神坂トンネルでＦＳ-４００Ｂ、エレクトロドリルによる掘さく長１,３４８ｍの水平ボーリングを施  

  工。工事中に温泉が湧出し、昼神温泉の源泉となる。 

● 三菱金属鉱業㈱下川鉱山（北海道）で、ビッグマンＢＭ-１００Ｎにより深さ３００ｍの通気立坑を施工。 

● 北海道登別虎杖浜において、温泉掘さく工事を施工。 

● 国鉄野岩線・葛老トンネル（栃木県）のパイプルーフ工事を 

  施工。 
● ペルー・リマ市の鉱業博覧会に ＥＰ-１などを出品。 

● 北海道支店を札幌市中央区南６条西１７丁目１３４５番地  

 に移転。  

１月 

３月 

５月 

８月 

１０月 

 

 

１１月 

 

１２月  

・長崎市の端島(軍艦島)炭鉱閉鎖。 

・ルバング島で元日本兵小野田寛郎発見。 

・セブン・イレブン が東京都江東区に１号店を出店、コンビニエンス・ストア時代に入る。 

・三菱重工業東京本社爆破事件。 

・佐藤栄作元首相のノーベル平和賞受賞決定。 

・田中角栄首相の金脈問題追及始まる。 

・プロ野球巨人軍の長島茂雄選手引退。「我が巨人軍は永久に不滅です。」の名言を残す。 

・気象庁がアメダスの運用開始。 

・アメリカ フォード大統領来日。 

・田中角栄首相金脈問題で辞任、三木武夫内閣発足。  

  

シンガポール大学建設工事のビッグマンによる基礎杭工事 

モルタルポンプ  ＦＧ-１５ 

 貧配合モルタルや気泡モルタルの長距離圧送を目的に開発し

た全油圧式ピストンポンプである。 
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三菱金属鉱業㈱下川鉱山で、ビッグマンＢＭ-

１００Ｎにより掘さく長３００ｍの通気立坑を施工 

中津川線神坂トンネル（長野県）長尺水平ボーリング 



３月 

４月 

 

 

 

９月 

１２月 

● 東北新幹線・宮城県蔵王トンネルで先進調査ボーリングを施工。 

● 大韓鉱業振興公社の入札でＭＧ-１０ポンプ２２台を落札納入。 

● 韓国商工部鉱山保安課へＳＡ-１Ｓを８台納入。 

● 広島サービスセンターを営業所に昇格。 
● 新潟営業所を新潟市太平４-１１-１２に新設。  
● 千葉県新日本製鉄㈱君津製鉄所において、ビッグマンＢＭ-１００Ｎにより捨石層に１５６本の杭を施工。 

● 国鉄・長野県塩嶺トンネルの材料投入孔をビッグマンＢＭ-１００Ｎで施工。 

２月 

４月 

 

５月 

７月 

・山陽新幹線 岡山～博多間開業。 

・ベトナム・ホーチミン(サイゴン)市陥落、ベトナム戦争終結。 

・英国エリザベス女王来日。 

・沖縄海洋博覧会開催。 

・双子の歌手ザ・ピーナッツ引退。  

  

 通産省工業技術院地質調査所の依頼によって、海底沈座式ボー

リングマシ・ンポータブルマリンドリル ＭＤ-３００ＰＴを開発した。 

 水深３００ｍの海底で、バッテリーを動力源としモーター駆動によっ

て１サイクル自動運転ができる。金属鉱業事業団が新造した海洋調

査船「白嶺丸」に搭載して相模湾でのテストを実施した結果、その性

能の優秀さが立証され注目を浴びた。 

新日鉄君津桟橋基礎杭工事 ビッグマン ＢＭ-１００N 

 ＦＳ-７５Ａ  埋設管用水平ボーリングマシン最

大１５インチ径パイプの埋設を対象に開発した。 

▲MD-300PT  ポータブルマリンドリル 

ＭＤ-３００ＰＴ 
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 ＦＳ-６０Ｃ 水平ボーリングマシン ６０馬力の強

力先進ボーリングマシンで、ドリルヘッドは電動機

直結型によってトルク特性を高め、崩壊地層に適

するように設計した。 

 白嶺丸での海洋調査 

ロータリーパーカッションドリル ＲＰＤ－１ 

 ＲＰＤ-１ は、アンカー

工事を目的として開発さ

れ た 全 油 圧 式 ロ ー タ

リーパーカッションドリル

で、強力かつスピーディ

な掘さく能力を発揮し

た。（愛称アロードリル） 

クラスター CR-2 、 掘進能力1,800～2,200m。 

 大型機ながらコンパクト。深部調査ボーリング、

温泉ボーリングなどに広く活躍。ブレーキリム水冷

装置付き。CR-2B、CR-2C、CR-2CLの各型があ

る。原型のCR-1は1965（昭和40）年に開発。 



３月 

６月 

 

９月 

１０月 

１２月 

 

 

● 中国海洋地質調査技術交流団来訪。 

● 香港出張所開設。 

● 韓国・現代建設へビッグマンＢＭ－１００Ｎなど２億２千万円輸出商談決まる（サウジアラビア海上杭施工用）。 

● 青函トンネル竜飛側工区（青森県）で、ビッグマンＢＭ-１００Ｎにより換気立坑を掘さく施工。 

● 資本金１億５千万円に増資。  
● マレーシア・ランガットダムにおいてグラウト工事を施工。 

１月 

 

 

２月 

７月 

１０月 

 

１１月

１２月   

・郵便料金値上げ ハガキ２０円、封書５０円。 

・ヤマト運輸が宅急便を始める。 

・鹿児島市で国内初の五つ子誕生。 

・アメリカでロッキード事件発覚。 

・ロッキード疑獄で田中角栄前首相逮捕。 

・山形県酒田市で大火、被災者３,３００人。 

・日本ビクター家庭用ＶＨＳビデオ１号機発売。 

・昭和天皇在位５０年式典。 

・福田赳夫新内閣発足。  

  

 ＦＳ-３０Ｓは、３０ｐｓクラスの多目的の全油圧式水平ボーリ

ングマシンとして開発し、グラウト用、地質調査用、管埋設用

などに使用された。小形軽量であるため、坑道内、ピット内

での施工に便利である。このマシンは鉄道建設公団青函建

設局の吉岡作業所と竜飛作業所に納入され、竜飛作業所

では６００ｍの水平地質調査ボーリングに成功した。 

ラブアン・ウォーターサプライ・プロジェクト 

ＦＳ-３０Ｓ 水平ボーリングマシン 
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 ＲＰＤ-１ は、東京・飯田橋において土

留めアンカー工事に使用され、強力か

つスピーディな掘さく能力を発揮した。 

ＲＰＤ-１ による現場施工 



１月 

 

３月 

４月 

 

６月 

 

７月 

 

８月 

 

 

 

９月 

１０月 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 香港出張所を香港支店に昇格。 

● シンガポール事務所をシンガポール支店に昇格。 

● 初のセグメント連行式シールドレイズマシンＵＰＢ-７５Ａ １号機を同和鉱業松峰鉱山 （秋田県）に納入。 

● ＮＣロッドねじ切り旋盤をパイプ工場に設備。 

● 青函トンネル竜飛作業所で水平１,０９３ｍの先進ボーリングに成功。 

● 役員改選 取締役会長：城 留雄、 代表取締役社長：本山博康、 常務取締役：江口 工、長谷川潤一、    

 取締役：宝珠山正信、加藤信一、田村 清、桜井宣穂、桜田 稔、 監査役：坂上良明、津田三郎。 

● ビッグマンシビルＲＢＢ－１００Ａ完成。 

● 長野県篠ノ井線第３白坂トンネル換気立坑掘さくにビッグマンシビルＲＢＢ-１００Ａを初めて使用。 

● 東北支店（仙台）、名古屋支店、及び釧路、吉岡、青森、金澤、高松、松江、鹿児島、沖縄の各地に営業    

 所を開設。 

● 建設大臣登録許可業者となる。（発電土木部門、地質部門） 

● 香港・地下鉄建設工事において、ビッグマンＢＭ-５０Ｎで山留杭工事を施工。 

● 連壁機ＯＢＷ型機を㈱大阪防水建設社に納入。 

● 創立３０周年記念式典挙行。 

● シンガポールにおいて日本産業技術見本市に当社製品出品。 

● 全油圧式ロータリーパーカッション「アロードリル」の最初の標準型ＲＰＤ-６５ＬＣ完成。 

● 韓国・三扶土建にネパール・ダム工事用のボーリングマシン、グラウトポンプ、ミキサー等多数一括納入。 

● 創立３０周年記念行事として、機械開発史(社史)編さん決定。 
● 三井鉱山㈱芦別鉱業所（北海道）において、深さ１,６００ｍの石炭調査ボーリングを施工。 

 

 シールドレイズマシンは、セグメント圧

入装置付きの上向きブラインド大口径掘

さく機である。 

 この機械は同和鉱業（株）との共同開

発で、鉱山内における立坑掘さく用とし

て開発したものである。掘さく径１,４００

mm、深さ５０ｍの掘さく能力があり、将来

の立坑掘さくの安全と能率向上に寄与

する新鋭機として、大きな関心と期待が

寄せられた。 

シールドレイズマシン 

ＵＰＢ-７５Ａ 

水平ボーリングマシン ＦＳ-４０Ｓ 

鉄道建設公団青函建設局 吉岡作業所及び竜飛作業所に納入された。 

大口径リバースボーリングマシン  

     ビッグマン シビル  ＲＢＢ-１００Ａ 

 ポンプサクション式、エアーリフト式のリ

バースボーリング専用機である。フランジ

チャックなど各種のアイディアと特許機構

を備えている。地上でのボーリングはもとよ

り、海上の大口径ボーリング工事にも活躍

が期待された。 
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５月 

７月 

 

 

９月 

 

 

１１月

１２月   

・大学入試センター発足。 

・領海法施行、日本の領海を海岸より１２海里と定める。 

・日本の静止気象衛星「ひまわり」打ち上げ成功。 

・上期の企業倒産過去最高を記録。 

・プロ野球巨人軍の王貞治選手がホームラン７５６号の世界新記録を達成。 

・国民栄誉賞が創設され王貞治が受賞。 

・日本航空機ダッカ・ハイジャック事件発生。 

・ハイジャック防止法成立。 

・円高騰、１ドル２４０円を割る。  

  

輝かしい創立３０周年を迎えて 
 

 この年の１０月１６日、当社は創立３０周年の記念日を迎えた。戦後の混乱期に産声を上げた当社は、昭和

２５年に国産初の高速度回転式ボーリングマシンの開発に成功して以来、絶え間ない努力と研鑽を重ね、新

機種を次々と開発してきた。当社の誇るこれらの開発機器は、国の内外を問わず、鉱山、土木、建設の各分

野に広く活躍し、ここまでに生産された機械は、実に１３,０００台余を数えるに至った。 

 輝かしい創立３０周年を祝う記念式典は、厚木工場のある神奈川県内陸工業団地会館大ホールにおいて

挙行した。時節柄ごく内輪での式典にとどめ、ささやかではあったが、万感の想いとともに限りない繁栄を誓

い合った。 

香港地下鉄・土留杭工事 昭和５２年度建設機械展示会 

 〔 １０月 於：東京・晴海埠頭会場 〕 

創立３０周年記念式典 

神奈川県内陸工業団地会館大ホールにおいて挙行した。  
日本産業技術見本市〔於：シンガポール〕 
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１月 

 

２月 

３月 

 

６月 

９月 

 

１２月 

 

 

● 日本鉄道建設公団発注の深さ１,０００ｍの豊予海峡地質調査ボーリングを施工。 

● 熊本県黒川地区で深さ７００ｍの地熱調査ボーリングを初めて施工。 

● 建設大臣登録許可業者となる。(地質調査業) 

● 取締役会長 城 留雄急逝、社葬挙行。 

● バッテリー駆動による遠隔操作式マリンドリルＭＤ-５００Ｈを金属鉱業事業団地質調査所に納入。 

● 韓国・逓信部に日本電電式水平管敷設機ＦＳ-５０Ａを出荷。 

● 青森営業所閉鎖、大館営業所開設。 

● 技術開発３０年史発行。顧客、株主、関係省庁、関係大学、国会図書館などに提供した。 

● 東北新幹線栃木県黒磯付近の山留杭工事にビッグマンＢＭ－５０Ｎを使用。 

● 国立極地研究所に南極氷床調査用アイスドリルMID-140Cを納入。 

１月 

３月 

 

５月 

６月 

７月 

 

８月 

１２月   

・伊豆地震起こる。 

・東京商工会議所設立１００周年。 

・日本一(当時)の高層ビル「サンシャイン６０」東京池袋に完成。 

・新東京国際空港(成田空港)開港。 

・宮城沖地震起きる。 

・農林水産省発足(農林省改称)。 

・沖縄県の交通ルールを本土と同様に変更(左側通行)。 

・日中平和友好条約調印。 

・大平正芳内閣発足。  

  

児島湾大橋下部工基礎杭工事 

 RBB-100A 

海底沈座式ボーリングマシン 

マリンドリル ＭＤ-５００Ｈ 

海洋調査船「白嶺丸」に搭載され、

相模湾においてテストボーリングを

実施した。 

「技術開発３０年史」 
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国立極地研究所 アイスドリルMID-140C 



３月 

 

４月 

 

 

８月 

９月 

１０月 

１１月 

 

 

● 小笠原父島の二見港岸壁の鋼管杭工事にビッグマンＢＭ-５０Ｅが活躍。 

● インドネシア・アサハンダム工事で通気立坑７本をビッグマンＢＭ-１００Ｎで掘さく施工。 

● 中国技術研修団来社。（煤炭工業部、冶金工業部計１１名）２ヶ月に亘る現場及び工場実習を開始。 

● 中国煤炭工業部にアンデスＡＤ-１C(ダイナドリル、孔曲り測定器付）６式、同冶金工業部にクラスターＣＲ- 

 ２Ｂ、(ワイヤーライン、ケーシング、櫓一式付）を１３式出荷。 

● 厚木工場に部品倉庫を増築。荷造・発送業務の一元化を図る。 

● 中国煤炭工業部に炭鉱坑内のガス抜き孔掘さく用水平ボーリングマシンＦＳ-２０を２０台出荷。 

● 中国鉄道部大瑶山トンネル先進ボーリング用二重管リバース水平ボーリングマシンＦＳ-６０Ｈを出荷。 

● 建設大臣登録許可業者となる。(土木工事業)  

１月 

６月 

７月 

１０月 

 

１１月   

・上越新幹線の大清水トンネル貫通。 

・第５回主要国首脳会議「東京サミット」開催される。 

・東名高速道路日本坂トンネルで火災事故。 

・第３５回衆議院議員選挙で自民党は過半数を取れず。 

・天然痘が根絶されたとＷＨＯが宣言。 

・第２次大平内閣発足。  

  

沖縄宮古島皆福ダム(地下ダム) 

集水ボーリング工事 

煤炭工業部技術者5名の北海道・芦別に於ける 

ＡＤ-１Cボーリング現場実習 

中華人民共和国 冶金工業部技術者６名（別に煤炭工業部技術者5名）来日 

厚木工場及び各地のボーリング現場で実習を行う。 

冶金工業部技術者6名。新潟県角神温泉

で、ＣＲ-２Ｂボーリング現場実習 
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１月 

 

４月 

５月 

 

６月 

 

７月 

 

 

 

８月 

１０月 

 

 

 

● 日本鉱業㈱豊羽鉱山（北海道）でビッグマンシビルＲＢＢ-１００Ａにより直径１,０００ｍｍ、深度１５０ｍの換 

 気立坑を 掘さく施工。 

● マレーシア支店開設。 

● 関西電力㈱相生発電所（岡山県）建設工事でアロードリルＲＰＤ-６５ＬＣＥによる法面アンカー工事を施 

 工。 

● 江口 工専務取締役に就任。 

● 経理業務にＮＣＲコンピュータシステムを導入。 

● 小型ビッグマンＢＭＳ-４０を日本鉱業㈱豊羽鉱山（北海道）に４式、同花輪（岩手県）・大江（北海道)の両  

 鉱山に各１式納入。 

● 東南開発㈱にジェットグラウト専用機ＦＳＧ-２０ＡＣを納入。 

● 二液型薬液注入グラウトポンプＨＰＷ－３ＴＶを開発。 

● 東京都土木研究所発注の武蔵村山地質調査（層序試錐、深さ７００ｍ）を施工。 

● 鹿児島県北薩・串木野地域で金属鉱業事業団の金属鉱床調査ボーリングを施工。  

６月 

７月 

９月 

１２月   

・大平正芳首相急逝、内閣総辞職。 

・鈴木善幸内閣発足。 

・イラン・イラク戦争勃発。 

・アメリカでジョンレノン銃殺事件発生。  

  

武蔵村山地盤沈下観測所地質調査工事 

二液型薬液注入グラウトポンプ ＨＰＷ-３ＴＶ 
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小型ビッグマン BMS-40 



１月 

 

 

 

３月 

 

 

５月 

 

６月 

 

 

７月 

 

９月 

１０月 

 

 

 

 

 

 

 

● 厚木工場のパイプ加工にＮＣ旋盤（２４０ｍｍ）を増設。 

● 東海道新幹線沼津工区（静岡県）他で盛り土部強化工事にアロードリルＲＰＤ-６５ＬＣＥによるタイロッドア  

 ンカーを施工。 

● 韓国・現代建設㈱リビア向けにビッグマンシビルＲＢＢ-１００を２式出荷。 

●日本鉄道建設公団上越新幹線中山トンネル工事（群馬県）で大規模陥没事故発生。その対策として、深さ 

 ３５０ｍの注入孔を多数を突貫施工。注入孔162孔の孔曲がりをジャイロスコープで計測実施。また、ケー 

 シング他大量の機材を納入。 

● 初のロータリーテーブル・スピンドル両用型ボーリングマシンＧＳＲ-１００Ａを地熱調査用として日鉱探開㈱ 

 ほかに５式納入。 

● 役員改選 取締役会長 本山博康、代表取締役社長 江口 工、常務取締役 加藤信一、長谷川潤一、取  

 締役 桜井宣穂、織田  實、田村 清、監査役 宝珠山正信。 

● 新日本製鉄㈱にリバークロス推進機ＦＳ－１００Ａ（ダイナドリル付）を納入。 

● 長野県塩尻市に塩嶺研修センターを開設。 

● 広島県中国自動車道の仮設桟橋基礎杭工事にダウン・ザ・ホール・ハンマーＤＤ-１０を初めて使用。 

● 韓国・大林産業㈱にビッグマンシビルＲＢＢ－１００を２式出荷。 

● ＪＩＣＡマダガスカル農業地下水調査用にトラック搭載ボーリングマシンＲＫ-３を出荷。 

● イラク・ベクメダム調査工事用にボーリングマシン ロッキーＲＫ-３を１３式納入。 

 

３月 

４月 

７月 

９月 

１０月 

１１月   

・中国残留日本人孤児が初来日。 

・日本原子力発電敦賀発電所で放射能漏れ事故発覚。被曝者１０１名。 

・英国のチャールズ王子がダイアナ妃と結婚。 

・第２４回夏季オリンピック（１９８８年）の開催地が韓国ソウル市に決定。 

・北海道炭鉱汽船夕張新鉱で坑内火災事故。犠牲者９３人。 

・沖縄本島の与那覇岳でヤンバルクイナ発見。 

・鈴木善幸改造内閣発足。  

  

東海道新幹線・タイロッドアンカー工事 

ＲＰＤ-６５ＬＣＥ 

ＪＩＣＡマダガスカル  

トラック搭載 ＲＫ-３ 

43 

上越新幹線中山トンネル・グラウト注入孔掘さく工事 ロータリテーブル・スピンドル両用型

ボーリングマシン ＧＳＲ-１００Ａ 



３月 
 

４月 

６月 

９月 

 

 

１０月 

１１月 

 

１２月 

 

 

● 本社を東京都中野区中央１丁目２９番１５号に移転。 

● 三井鉱山㈱三池鉱業所（福岡県）、有明海上において深さ530mの先進探鉱ボーリングを施工。 

● 香港チャイナセメントプラント桟橋基礎杭の工事をRBB-100Aで施工。 

● 常務取締役 桜井宣穂、取締役 手代木 豊。 

● 北朝鮮にアンデスＡＤ-１Ｃをロッド・ケーシング類、ダイナドリル、孔曲り測定器等をセットで納入。 

● 東海サルベージ㈱にサハリン周辺の海底地質調査用にマリンドリルＭＤ-１００Ｔ（コーン貫入試験用）及び  

 ＭＶ-１００Ｔ（バイブロサンプリング用）を納入。 

● 本山博康取締役会長が黄綬褒章を受章。 

● 若築建設㈱にアロードリルのＳＥＰ搭載ＲＰＤ-６５ＬＳＥＰを納入。 

● ㈱丸徳基業に初期型全自動プラントＫＭＰ（Ａ）-ＰＭ１５００を納入。 

● 日本綜合防水㈱にロッドコンテナーを装備したジェットグラウト専用機ＦＳＧ-４０ＡＣを納入。 

● 山口県萩温泉で深さ１,３００ｍの温泉掘さくにＧＳＲ-１００Ａを初めて使用。  

２月 

４月 

６月 

９月 

１０月 

１１月 

 

１２月   

・東京赤坂ホテルニュージャパンで火災．犠牲者３３人。 

・５００円硬貨発行。 

・東北新幹線 大宮～盛岡間開業。 

・モナコ公国のグレース公妃が自動車事故で死去。 

・鈴木善幸首相退陣を表明。 

・中央高速自動車道が全線開通。 

・第一次中曽根康弘内閣発足。 

・日本電信電話公社がカード式公衆電話、テレホンカード発売。 

  

香港チャイナセメントプラント桟橋基礎杭工事 RBB-100A  
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マリンドリル ＭＤ-１００Ｔ  中野坂上に新本社移転 

初期型全自動プラント ＫＭＰ（Ａ）-ＰＭ１５００ 



１月 

２月 

４月 

６月 

８月 

９月 

 

 

１０月 

 

１１月 

 

 

 

● 宮城県多賀城市で岩盤の水平掘さくにビッグマンを用いたロックモール工法を初めて施工。 

● 北朝鮮（東海商事㈱）にポンプＷＬ-ＭＧ-４０Ｔ（Ｋ）を納入。 

● 日友整備㈱を日本グラウト工業㈱、鉱研試錐工業㈱、大都機械㈱の共同出資で発足。 

● 常務取締役 手代木 豊 就任。 

● 石油資源開発㈱にアロードリルＲＰＤ-３０Ｆ-Ｔ０１を納入。 

● 旭化成工業㈱に住宅地盤強化用コンピューター制御の全自動施工機シティボーイＦＳＡＰ-６０ＡＣを開発  

 して納入。 

● 有明海の石炭調査で深さ８５０ｍの海上ボーリングを施工。 

● イラク・ベクメダムの地質調査ボーリングを日本グラウト工業㈱とのJVにより、中国（冶金建設公司）と共同 

  施工。 

● ソ連向け廃棄物埋設用立坑掘さく機ビッグマンＢＭ-５０ＰＣを納入。  

３月 

４月 

５月 

９月 

１０月 

   

・中国高速自動車道全線開通。 

・東京ディズニーランドが千葉県浦安市にオープン。 

・日本海中部地震起こる。 

・大韓航空機撃墜事件発生。 

・三宅島大噴火。全島民本土（東京）に避難。 

・ロッキード事件で田中角栄元総理に懲役５年罰金５億円の有罪判決。 

・ロナルド・レーガン・米国大統領来日。  

  

イラク・ベクメダム地質調査工事 

三井有明・石炭調査海上ボーリング コンピュータによる全自動制御式の 

住宅地盤強化杭施工機。 

ＦＳＡＰ-６０ＡＣ  愛称「シティボーイ」 
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ソ連向け廃棄物埋設用立坑掘さく機 

ビッグマン BM-50PC  



１月 

２月 

３月 

４月 

５月 

 

 

 

６月 

 

７月 

８月 

 

 

 

 

１２月 

 

 

 

 

● 日本鉱業㈱豊羽鉱山（北海道）に通気立坑施工用の発破孔さく孔用アロードリルＲＰＤ-２０Ａ-０１を納入。 

● ㈱スタビーに台車搭載型の鉄道軌道床強化用ジェットグラウト注入装置ＳＥＧ-８ＡＷを納入。 

● 政府開発援助(ＯＤＡ)によりスリランカ向けトラック搭載型水井戸機ＦＳＷ-３００を１式．同２００を４式出荷。 

● 山形県寒河江ダムでダムグラウト工事を施工。 

● 小櫛探鉱鑿泉㈱にトップドライブパワースイベル式さく井機ＫＸＬ-５０を納入。 

● ソ連・サハリン向けにＫＭ-１５ＢＬ搭載のモノポッドリグ・シガータイプを出荷。 

● ソ連・サハリン向けにＫＭ-１５ＢＬ搭載のＭｉｎｉ－ＳＥＰリグを出荷。 

● タイコーケン・エンジニアリング設立。 

● 取締役 脇山敏雄 就任。 

● ソ連向けマリンドリルの組立て立会いの為ソ連技術者ズビンスキー氏来日、６ヶ月間厚木工場に滞在。 

● 三井鉱山㈱三池鉱業所（福岡県）において深さ３６２ｍの排水立坑をビッグマンＢＭ-１００Ｎで施工。 

● 鉱研マシンサービス株式会社を設立。 

● 日本鋼管㈱と共同で ＦＳ-１２０Ａを使用した長距離推進工事を施工。 

● ソ連・サハリン向けマリンドリル・ワンビットラン方式のＭＤＣ-２００／１０を出荷。 

● ソ連・バム鉄道トンネル建設の水止めグラウト工事用のＲＰＤ-６５ＬＣ-Ｂ２、ＫＣＢ-２００(B)-B、ＫＣＰ-２００- 

 Ｂなどを一括出荷。 

● 社内報「こうけん」１００号記念特別号発行。  

１月 

２月 

 

９月 

１０月 

１１月   

・三井三池鉱業所の有明鉱坑内火災で犠牲者８３人。 

・冒険家植村直己アラスカ・マッキンリー山で消息絶つ。 

・韓国の全斗煥大統領初来日。 

・東海道新幹線開業２０周年。 

・オーストラリアからコアラが贈られ日本に初お目見え。 

・新紙幣発行。１万円札福沢諭吉、５千円札新渡戸稲造、千円札夏目漱石。  

  

東マレーシア・バタンアイダム、グラウト工事 

シンガポール地下鉄107A 

土留杭工事 

ソ連サハリン向けマリン

ドリル・ワンビットラン

方式 MDC-200/10-PSU 
社内報「こうけん」 

１００号記念特別号 
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ソ連・バム鉄道トンネル水止めグラウト工事用ＲＰＤ-６５ＬＣ-Ｂ２ 



１月 

３月 

 

５月 

 

 

６月 

９月 

 

１１月 

 

 

● ソ連向けにマルチビットラン方式のマリンドリルＭＤＣ１００／１００出荷。 

● ビルマ向けにトラック搭載ロータリーテーブル水井戸掘さく機出荷。 

● 神奈川県寒川町の下水道推進工事にＦＳ-１００Ｄを使用。 

● ＲＰD機の打撃装置試験のため防音テスト室を工場内に設置。 

● 北陸自動車道名立トンネル（新潟県）先進調査ボーリングにアロードリルＲＰＤ-６５ＬＣＥを使用。 

● 楢崎産業㈱にスキッドタイプのアロードリルＲＰＤ-６５L-Ｓ６を納入。 

● 東急建設㈱と共同開発のＳＳＴ工法専用機ＦＳ-１００Ｂ完成。同社に納入。 

● 東京電力㈱と共同開発のフォームドリリング工法専用機ＦＴ-１０Ａ完成。 

● 日本鋼管工事㈱に東京ガスのガス管長距離推進用ＦＳ-１２０Ａを納入。 

● 工業技術院公害資源研究所にビット試験装置ＤＴＭ-６０を納入。 

● 小野田ケミコ㈱にジャンボミニマックス工法用グラウト注入機ＪＭＭ-４０を納入。  

 １月 

２月 

 

 

 

４月 

５月 

６月 

８月 

１０月 

・両国国技館完成。 

・青函トンネル貫通。 

・東北新幹線大宮～上野間開通。 

・国際科学技術博覧会つくば'８５開催。 

・日本初のエイズ患者を認定。 

・日本電信電話公社が日本電信電話株式会社(ＮＴＴ)、日本専売公社が日本たばこ株式会社(ＪＴ)に民営化。 

・三菱石炭鉱業大夕張鉱業所でガス爆発６２人死亡。 

・神戸淡路鳴門自動車道の大鳴門橋開通。 

・日本航空１２３便が群馬県上野村の御巣鷹山に墜落し５２０人の死者を出すも、４人が奇跡的に生還。 

・関越自動車道全線開通。国勢調査・日本の総人口が１億２１０５万人に。  

  

グラウト注入機 ＪＭＭ－４０ 東急建設 ＳＳＴ工法 下水道埋設管推進機 

ＦＳ－１００Ｂ 

青函トンネル貫通 

ソ連向けマリンドリル 

マルチビットラン方式 ＭＤＣ１００／１００ 
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スキッドタイプアロードリル  

RPD-65L-S6 



１月 

 

２月 

３月 

 

６月 

 

７月 

 

８月 

 

 

９月 

１０月 

 

 

 

１２月 

 

 

● ㈱間組に全自動発泡モルタルプラントＫＭＰ(Ａ)-ＰＭ２０００を納入。東海道新幹線丹那トンネル（静岡県） 

 の裏込めグラウトに使用。 

● 韓国・三宝地質にアロードリルＲＰＤ-６０ＳＢ-Ｃ-２納入。 

● 東京電力㈱にダム監査廊内でグラウト孔を掘さくするコンピュータ制御の全自動ボーリングマシンＡＤＳ-１ 

 ５Ａを納入。 

● ㈱トーメン・インドネシア向けトップドライブ式トラック搭載水井戸掘さく機ＦＳＷ-２０Ｔ-Ｌ０５を納入。 

● サウジアラビアにおいてＲＢＢ-１００Ａを使用して海上基礎杭を施工。 

● 九州自動車道福知山トンネル（福岡県）建設でアロードリルＲＰＤ-６５ＬＣで初の水抜きボーリングを施     

 工。 

● 厚木工場でアフリカ・ルワンダ国の技術研修者受入。 

● ㈱建設技術開発センターに住宅基礎地盤沈下対策として、モルタル注入用全自動プラント  ＫＭＰ（Ａ）-   

 ＰＬＭ６００を開発納入。 

● 日本基礎技術㈱に小型グラウト孔掘さく機OP-1S納入。 

● 経理業務をＡＣＯＳコンピュータシステム(日本電気ビジネスシステム)に移行。 

● 芦森工業㈱に下水管更新ホースライニング工法で下水管内枝管に通じる部分のライニングを削除する専 

 用施工機ＤＭＤ-７Ａを納入。 

● 日本鋼管㈱に弧状推進工法施工機ＮＫＲ-１０Ａを納入。 

● 明石海峡の海上地質調査をＥＰ-１Ｗを使用し施工。  

１月 

 

３月 

 

４月 

５月 

７月 

１１月   

・アメリカ・スペースシャトル「チャレンジャー号」爆発事故、乗務員全員死亡。 

・青函トンネルの本州と北海道が連結する。 

・男女雇用機会均等法施行。 

・ソ連のチェルノブイリ原子力発電所で爆発事故。 

・英国チャールズ皇太子とダイアナ妃が来日。 

・第３次中曽根康弘内閣発足。 

・道路交通法改正、シートベルト着用を原則義務化。 

・伊豆大島三原山が２００年ぶり大噴火。  

  

トラック搭載水井戸掘さく機 

ＦＳＷ-２０Ｔ-Ｌ０５  

サウジアラビア海上基礎杭工事 RBB-100A 

岡山県高梁ロックアンカー RPD-65S  
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全自動発泡モルタルプラント 

ＫＭＰ(Ａ)－ＰＭ２０００  



１月 

３月 

 

４月 

 

 

 

 

５月 

６月 

１０月 

 

１１月 

１２月 

 

 

 

● 東京ガス㈱、日本鋼管㈱との共同開発の弧状推進工法が採用され、実験工事を実施。 

● 沖縄開発庁福地ダムにおいてビッグマンシビルＲＢＢ-１００Ａによる仮締め切り工事を施工。 

● 昭和工業㈱に全自動プラントＫＭＰ(Ａ)-ＰＭ１８００を納入。 

● 鉱研エンジニアリングサービス株式会社設立。 

● タイ・コーケンエンジニアリングを閉鎖。 

● 全自動バッチャープラントＫＭＰシリーズの需要拡大に伴い、月産１５台の増産体制を確立。 

● ダウン・ザ・ホール・ハンマー用ビットのチップ圧入機を自社開発し設置。 

● 三和機工㈱に手動式プラントＫＭＰ-ＨＭ９００×２及びＫＭＰ-ＨＭ９００×３を納入。 

● 構造工事㈱に大型アロードリルＲＰＤ-１００Ｃを納入。 

● 取締役 中屋敏幸、田中安弘 就任。 

● ダウン・ザ・ホール・ハンマー用ビットの全自動チップ孔明け加工機を設置。 

● 商号を鉱研工業株式会社に変更する。 

● ㈱田中商会にＭＧ-７５Ａを納入。 

● エチオピア向け中型ボーリングマシンＲＫ-３Ａ-ＨＹＤを納入。  

１月 

４月 

５月 

 

７月 

９月 

１１月 

１２月   

・関西国際空港建設工事着工。 

・日本国有鉄道がＪＲグループ７社（東日本・西日本・北海道・九州・東海・四国・貨物）に分割民営化され発足。 

・朝日新聞社阪神支局襲撃事件で記者が撃たれ死亡。 

・帝銀事件の平沢貞通死刑囚が獄中で死亡。 

・世界の人口が５０億人を突破。 

・東北高速自動車道が全線開通。 

・竹下登内閣発足。 

・金賢姫による大韓航空機爆破事件起こる。 

・ＮＴＴが携帯電話のサービスを開始。  
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社名を鉱研工業株式会社に変更する。 

沖縄開発庁 福地ダム 鋼管矢板締め切り工事 

ビッグマンシビル ＲＢＢ-１００Ａ 

エチオピア向け中型ボーリングマシン 

ＲＫ-３Ａ-ＨＹＤ 



１月 

３月 

６月 

 

 

 

８月 

１１月 

 

 

● アロードリルＲＰＤ-１００Ｃの需要拡大に伴い増産体制を図る。 

● 東名高速道都夫良野トンネル（神奈川県）の坑口部縫地ボルト工をアロードリルＲＰＤ-６５ＬＣＥで施工。 

● 組立て製品の大型化に伴い工場内の組立て部門に１０トンクレーンを増設。 

● 内場地下工業㈱に小型全自動プラントＫＭＰ(Ａ)-ＰＬＭ３００を納入。 

● モロッコ向けに水井戸掘さく用泥水ポンプＭＧ-６０Ｗを納入。 

● 長野県塩尻市に鉱研技術研修センター本館完成。 

● 東京都心の外堀通りで路面下空洞調査をレーダー探査機で実施した。 

● 東急建設㈱にＳＳＴ工法用推進機ＦＳ-１２０Ｂを納入。  

１月 

３月 

 

４月 

７月 

８月 

９月 

１１月

１２月   

・日産自動車㈱が大型乗用車の「シーマ」を発売、ベストセラーとなりシーマ現象と言われた。 

・青函トンネル開通、青函連絡船の運行終了。 

・中国の上海列車事故で日本の修学旅行高校生と教師の２７人が死亡。 

・瀬戸大橋開通。 

・北陸高速自動車道全線開通。 

・イラン・イラク戦争停戦。 

・韓国ソウル・オリンピック開幕。 

・米国ジョージ・ブッシュ大統領当選。 

・宮沢喜一蔵相がリクルート疑惑で引責辞任。 

・北海道の十勝岳噴火。  

  

長野県塩尻市の塩嶺高原に、社員の厚生施設を兼ねて建設さ

れた鉱研技術研修センター本館 
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東急建設㈱との共同により小口径管埋設推進工法を開

発し、ＳＳＴ工法と名づけられた。    

専用施工機 ＦＳ－１２０Ｂ 

 小型全自動プラント ＫＭＰ(Ａ)-ＰＬＭ３００ 



３月 

 

 

４月 

 

５月 

 

６月 

 

 

８月 

９月 

１１月 

 

 

● パイプねじ切りＮＣ旋盤をパイプ工場に増設。 

● 国際協力事業団の援助事業としてルワンダ共和国の水井戸掘さく工事を施工。 

● 小野田ケミコ㈱と共同開発のＪＭＭ-４０を増産。 

● 岩手県の久慈地下石油備蓄水封ボーリング工事に掘さく記録装置を完備したアロードリルＲＰＤ-７５Ｃ-Ｅ 

 ２を使用。 

● マルカキカイ㈱に新開発されたグラウト用流量計ＣＧＦ-２０-３００／３０を納入。 

● セイワ建商㈱にアロードリルの新型スキッドタイプＲＰＤ-７５Ｓを納入。 

● 役員改選 取締役会長 本山博康、代表取締役社長 江口 工、専務取締役 桜井宣穂、 

 常務取締役 手代木 豊、中屋敏幸、取締役 織田 實、田中安弘、新村泰一、末永幸紘、山崎正徳、 

 監査役 田村 清就任。 

● 世紀東急㈱に全自動プラントＫＭＰ(Ａ)-ＨＭ６００を納入。 

● 鹿島建設㈱にアロードリルガントリータイプＲＰＤ-７５Ｔ-Ｅ２を納入。 

● 共伸機電工業㈱に薬液注入用流量計ＣＧＦ-１０-６０／３０を納入。  

１月 

 

２月 

 

４月 

 

６月 

８月 

１１月   

・昭和天皇崩御。皇太子明仁親王が即位。 

・小渕恵三官房長官が新元号「平成」を発表。 

・鉄腕アトム作者手塚治虫死去。 

・昭和天皇大喪の礼。 

・消費税施行、税率３％実施される。 

・中国、天安門事件。 

・国民的歌手、美空ひばり死去。 

・海部俊樹内閣発足。 

・オウム真理教による坂本弁護士一家殺害事件発生。 

・ドイツ、ベルリンの壁崩壊、東西の通行が自由に。  

  

久慈地下石油備蓄水封ボーリング工事（岩手県） 

アロードリルＲＰＤ-７５Ｃ-Ｅ２  

グラウト用流量計 

CGF-20-300／30 

51 

アロードリルの新型スキッドタイプ 

ＲＰＤ-７５Ｓ 

アロードリルのガントリータイプ 

ＲＰＤ-７５T-E2 

三井有明海 海上ボーリング 

（深度５６５ｍ）  



１月 

３月 

 

 

 

５月 

 

 

 

６月 

 

 

８月 

９月 

 

 

 

 

１１月 

 

 

● 鉱研インターテック株式会社設立。米国よりスリーコーンビットの輸入販売を開始。 

● 資本金５億７千万円に増資。発行済株式数４,０００,０００株。 

● 縦型マシニングセンターを生産一課に設備。 

● ＲＰＤ用リングビット及びインナービットの制作を東芝タンガロイ㈱とＯＥＭ契約締結。 

● 日本テレビの「２４時間テレビ」番組向けに、カンボジアへ水井戸掘さく機FSW-３T-S０５を納入。 

● サマナラウエアダム(スリランカ)においてダムグラウト工事を施工。 

● グラウト流量計が好評で伊藤忠建機㈱にＣＧＦ-１０-１２０／３０、 日本建設機械商事㈱にＣＧＦ-１０-６０／ 

 ６０、㈱新基工業にＣＧＦ-２０-３００／６０をそれぞれ納入。 

● 日綿実業㈱にフィリピン向け水井戸機ＲＴＷ-２５Ｔ-Ｌ０６を納入。 

● 日鉱探開㈱に新開発したロータリーテーブルを備えた大深度さく井機ＧＳＲ-７５Ａを納入。 

● 専務取締役 手代木 豊、取締役 岡野有孝、木下和久、監査役 清水雅巳就任。 

● ㈱井上組に新開発のダウン・ザ・ホール・ドリル用ロータリーテーブル機ＲＴＰ-６８０Ａを納入。 

● ニチボー㈱に新型アロードリルＲＰＤ-３０Ｃ-Ａ２を納入。 

● 日本基礎技術㈱及びドイツ・バウアー社から製作許諾権を得て多目的杭施工機ＢＧ-１４を日本基礎技術   

 ㈱に製作納入。 

● 旭化成工業㈱にコンピュータ制御方式全自動住宅基礎杭施工機ＦＳＡＰ-８０ＡＣ、愛称「シティガイ」を開 

 発し納入。 

● 新潟県巻町でＡＤ-１Ｃを使用して深さ１,５００ｍの温泉掘さく工事を施工。 

● アサコーエンジニアリング㈱にＥＺパイル施工機ＦＳＰ-２５ＡＣを新開発し納入。  

２月 

４月 

６月 

１０月 

１１月   

・第２次海部俊樹内閣発足。 

・学習指導要綱改定。小中学校での日の丸掲揚、君が代斉唱を義務化。 

・皇室文仁親王が川島紀子さんと結婚、秋篠宮家を創設。 

・東ドイツが西ドイツに統合される形でドイツ統一なる。 

・雲仙普賢岳が１９８年ぶりに噴火。  

  

スリランカ・サマナラウエアダム グラウト工事 

ダウン・ザ・ホール・ドリル用ロータリーテーブル機 

RTP-６８０A 

１,５００ｍ 湯温68℃ 

新潟県巻町温泉ボーリング工事 
新開発 ＥＺパイル施工機 

ＦＳＰ-２５ＡＣ 

カンボジア向け水井戸掘さく機 

FSW-3T-S05 
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１月 

５月 

６月 

７月 

 

９月 

 

 

 

１１月 

１２月 

 

 

 

 

● 新開発の超高圧ポンプＰＧ-７５ＮＥＷを㈱ニチボーに納入。 

● 西松建設㈱に火星探査用土質採取装置ＭＡＲＳ-１を開発納入。 

● 常務取締役 織田 實、田中安弘就任。 

● アロードリルＲＰＤ-１３０Ｃの増産体制を図る。 

● 日特建設㈱にイコライザー付きアロードリルＲＰＤ-１３０Ｃ-ＥＱを新たに開発して納入。 

● 資本金６億５,５５０万円に増資。発行済株式数４,３００,０００株。 

● 資本金１０億７,５５０万円に増資。発行済株式数５,３００,０００株。 

● 北海道・浅茅地区で石油資源探査のための地震発破孔ボーリングを施工。 

● 東京湾横断道路川崎人工島（神奈川県）の観測井掘さく工事を施工。 

● 日本基礎技術㈱から製造許諾権を得てドイツ・バウアー社の小型多目的杭施工機ＢＧ-７を製造納入。 

● 埼玉県川越で東急建設㈱と共同開発したＳＳＴ工法が採用され下水道推進工事を施工。 

● 朝日機材㈱（㈱竹中工務店向け）に大容量全自動プラントＫＭＰ(Ａ)-ＥＭ１５００×２を納入。  

１月 

２月 

４月 

５月 

６月 

 

９月 

 

１０月 

１１月

１２月   

・湾岸戦争、多国籍軍がイラクを空爆開始する。 

・関西電力福井美浜原子力発電所で放射能漏れ事故発生。 

・自衛隊ペルシャ湾派遣部隊が出発。 

・ＪＲ西日本の信楽高原鉄道で列車追突事故４２人死亡。 

・雲仙普賢岳大火砕流発生、報道関係者など死者43人。 

・東北・上信越新幹線の上野～東京間が開通。 

・韓国と北朝鮮が国連同時加盟。 

・台風１９号が猛威・全国での死者４５人、青森のりんご大被害。 

・海部俊樹首相退陣を表明。 

・宮沢喜一内閣発足。 

・ソビエト連邦崩壊。ゴルバチョフ大統領辞任。  

  

東京湾横断道路 

人工島観測井掘さく工事 

多目的杭施工機 

ＢＧ-７ 

イコライザー付 アロードリル 

ＲＰＤ-１３０Ｃ-ＥＱ 

火星探査用装置 ＭＡＲＳ-１ 
超高圧ポンプＰＧ-７５ＮＥＷ 
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１月 

 

 

３月 

 

 

４月 

 

 

５月 

 

６月 

 

７月 

８月 

９月 

 

 

１０月 

 

１２月 

 

 

● 鉱研技術研修センター新館完成。 

● 長野県原村に諏訪工場竣工。 

● ㈱地球科学総合研究所に水井戸掘さく機ＦＳＷ-３Ｔ-Ｓ０６を納入。 

● 厚木工場から諏訪新工場へ第一次移転。(設備関係) 

● 諏訪新工場落成し、記念式典を挙行。 

● 山口県萩漁港でＦＳ-７５Ｄを縦形に改造して海上鋼管杭工事を施工。 

● 諏訪新工場へ第二次移転。(組立及び工務部門) 

● 旭化成工業㈱に全自動バッチャープラントＫＪＰ(Ａ)-ＥＬＭ６００を納入。 

● ライト工業㈱に全自動バッチャープラントＫＭＰ(Ａ)-ＥLＭ１4００を納入。 

● アサコーエンジニアリング㈱向けに住宅用鋼管杭施工機ＦＳＰ-４０ＡＣを納入。 

● マルカキカイ㈱向けバックホーに装着した法面ロックボルト施工機ＲＰＤ-１３０ＡＴ納入。 

● 諏訪新工場へ第三次移転。(パイプ加工部門) 

● 取締役 岡村州康 就任。 

● 厚木工場コンピュータシステム稼動。 

● 丸紅建設機械販売㈱に全自動バッチャープラントＫＭＰ(Ａ)-ＰＭ１８００(Ⅸ)を納入。 

● 秋田石油備蓄地中式原油タンク建設に伴うロックアンカー工事をアロードリルＲＰＤ-１００Ｃにより施工。    

● ㈱福島工業向けにトラック搭載型水井戸掘さく機ＦＳＷ-２０Ｔを国内初の車検を取得して納入。 

● 大野軽天㈱にアロードリルの大型スキッドタイプＲＰＤ-１３０ＳＬ-Ｆ２-Ｗ水井戸掘さく機を納入。 

● 横型マシニングセンターを生産１課に設備。 

● 厚木工場に第１期自動倉庫システムを導入。 

● 長野・岐阜中部縦貫道安房トンネル立坑の深さ４５０ｍ水抜きボーリングを山頂からビッグマンＢＭ-100Ｎ  

 で施工。  

３月 

５月 

６月 

１０月 

・暴力団対策法、育児休業法施行。 

・国家公務員週休２日制スタートする。 

・ＰＫＯ協力法成立。(対国際連合平和維持活動への協力に関する法律) 

・明仁天皇が初の中国訪問。 

・宮沢喜一改造内閣発足。  

  

安房トンネル 立坑水抜き工事 ＢＭ-１００Ｎ 全自動バッチャープラント 

ＫＭＰ（Ａ）－ＥＬＭ１４００  

長野県原村に諏訪工場竣工 鉱研技術研修センター新館完成 
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１月 

３月 

６月 

 

 

９月 

 

１０月 

 

 

１２月 

 

 

 

● 長野県富士見町他でふるさと創生事業としての温泉掘さくが実施された。 

● 日本基礎技術㈱に新開発の３連プランジャー式グラウトポンプＭＧ-３Ｒen-１５Ｈを納入。 

● 役員改選 取締役会長 本山博康、代表取締役社長 江口 工、取締役副社長 桜井宣穂、 

  専務取締役 織田 實、常務取締役 田中安弘、野崎英一、金子 豊、取締役 新村泰一、末永幸紘、山崎正  

 徳、岡野有孝、岡村州康、石田寿彦、入江祥三郎、本山栄次、監査役 清水雅巳、林田雅敏就任。 

● 長島ダム（静岡県）でダムたわみ測定装置の観測孔を施工。 

● ㈱大林組にＴＢＭ先進ボーリング用アロードリルＲＰＤ-１００ＳＬ-Ｋ2-ＯＹを納入。 

● 石油資源探査のための地震発破孔ボーリングを山形県鳥海山麓で施工。 

● 電源開発㈱奥清津第二発電所（新潟県）でビッグマンＢＭ-１５０Ａによる国内最長深さ２５０ｍの斜坑を掘 

 さく施工。 

● 長野新幹線秋間トンネル（群馬県）でアロードリルを駆使した水抜きボーリングを施工。  

１月 

３月 

４月 

６月 

７月 

 

 

８月 

１１月

１２月   

・大相撲で曙太郎が外国人初の横綱に昇進。 

・長野高速自動車道全線開通。 

・天皇皇后両陛下が歴代初の沖縄県を訪問。 

・徳仁親王、小和田雅子と結婚。 

・第１９回主要国首脳会議(サミット)が東京で開催される。 

・北海道南西沖地震、奥尻島で死者１７６人。 

・日本一の高さを誇る横浜ランドマークタワー開業。 

・細川護熙連立政権が発足、５５年体制が崩壊、先の戦争を侵略戦争と言明。 

・細川首相が大韓民国を訪問。 

・田中角栄元総理死去。  

  

北陸新幹線 秋間トンネル水抜きボーリング 

ＲＰＤ－１００ＳＬ 

３連プランジャー式グラウトポンプ 

ＭＧ-３Ｒen-１５Ｈ 

ＴＢＭ先進ボーリング用アロードリル 

ＲＰＤ-１００ＳＬ-Ｋ2-ＯＹ 
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奥清津第２発電所 

圧力管路斜坑掘さく工事 

ＢＭ-１５０Ａ 



２月 

 

３月 

 

 

 

６月 

７月 

８月 

９月 

 

１１月 

 

 

 

● 厚木工場倉庫に第２期自動倉庫システム増設。 

● 新技術工営㈱にアロードリルＲＰＤ-１３０Ｃ（Ⅱ）を１０台納入。 

● 資本金１５億９,５５０万円に増資。 発行済株数５,８００,０００株 

● 公募増資（引受人：山一證券㈱ほか９証券会社）。発行済株数６,６７０,０００株 

● 株式を日本証券業協会店頭売買銘柄に登録、店頭公開する。 

● ユニコリース㈱に遠心力式のモルタル吹き付け機ＣＥＲＳ-１０１を納入。 

● 監査役 中村 恒就任。 

● 東京都内の地下鉄の障害物除去工事に当社製 ＢＧ-７が多用された。 

● 小野田ケミコ㈱にグラウト専用小型施工機ＦＳＸ-７を納入。 

● 鹿島建設㈱に、Ｓ波発生装置、パーカッションによるＭＷＤ、コーン貫入装置等の地盤調査機器を搭載し 

 た調査車ＫＣＰ-２５Ｔを納入。 

● 東京ガス㈱袖ヶ浦（千葉県）において３年間で１３２孔の弧状推進工法の本工事を施工。  

４月 

 

６月 

 

７月 

 

９月 

１０月 

 

・羽田孜内閣発足、６月まで２ヶ月間の短期政権だった。 

・中華航空機が名古屋空港で着陸に失敗し墜落死者２６４人。 

・オウム真理教によって松本サリン事件発生。 

・村山富市内閣発足。 

・北朝鮮の金日成主席死去。 

・日本人初の女性宇宙飛行士向井千秋がスペ-スシャトルで宇宙へ。 

・関西国際空港開港。 

・大江健三郎がノーベル文学賞を受賞するも、文化勲章を辞退。 

・広島市でアジア競技大会開催。 

・松下幸之助生誕１００年。  

  

東京都内 地下鉄障害物除去工事 ＢＧ-７ 

鹿島建設㈱ 地盤調査車 ＫＣＰ-２５Ｔ 

グラウト専用小型施工機 ＦＳＸ-７ 

モルタル吹き付け機 ＣＥＲＳ-１０１ 
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２月 

３月 

 

４月 

５月 

 

 

６月 

８月 

 

９月 

１０月 

 

 

１２月 

 

 

● 扶桑技研㈱にクローラー搭載大口径掘さく機ＢＭＣ-２００を納入。 

● 櫓不要のトップドライブ方式、ロッドポジショナー付の２,０００ｍ級温泉掘さく機、愛称スピードＳＰＡドリルＳ    

 ＳＤ-２０００を開発し、㈱福島工業に納入。 

● 構造工事㈱の全株式を取得。 

● 日本下水道事業団葉山浄化センター（神奈川県）でアロードリルＲＰＤ-１３０Ｃで径２１６ｍｍのパイプルー  

 フを施工。 

● テノックス㈱にＦＳＧ-９０ＢＣを納入。 

● 中元クリーニング(有)に、クリーニング用水を採取するためのクローラー搭載さく井機を納入。 

● 専務取締役 野崎英一、取締役 持田 豊、大久保好洋、清永寛良、梅本保博、監査役 宝珠山正信就任。 

● ジャパン・ホームウォーターシステム（株）設立。 

● 長野冬季オリンピック・ボブスレー会場建設の基礎杭工事をＢＧ-７により施工。 

● ピーエス㈱にグラウト流量計ＰＣＦ-１０を納入。 

● 井戸掘さく専用のクローラー搭載小型アロードリルＲＰＤ-５０Ｃ-ＨＷＳ-２を関連会社のジャパン・ホーム   

  ウォーターシステム㈱に納入。 

● 産総研と共同開発した地中熱利用のガイアシステムが岩手県二戸の道路融雪に初めて導入された。  

１月 

３月 

４月 

５月 

７月 

８月 

１１月

・兵庫県南部地震、阪神・淡路大震災発生。 

・東京都内でオウム真理教による地下鉄サリン事件発生。 

・青島幸男東京都知事と横山ノック大阪府知事が当選。 

・オウム真理教教祖、麻原彰晃こと松本智津夫逮捕。 

・九州高速自動車道全線開通、青森～鹿児島間が高速道路で結ばれる。 

・村山首相アジア諸国歴訪で植民地支配と侵略を謝罪。 

・マイクロソフト社がWindows９５を発売。 

・新食糧法施行。米の販売自由化。  

  

長野オリンピック ボ

ブスレー会場建設

基礎杭工事 

温泉ボーリング専用機 

スピードSPAドリル  

ＳＳＤ-２０００ 
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クローラー搭載 

小型アロードリル 

ＲＰＤ-５０Ｃ-ＨＷＳ-２ 

クローラー搭載 

FSG-90BC 



３月 

 

 

６月 

 

 

 

７月 

 

 

８月 

 

 

 

９月 

１１月 

１２月 

 

 

 

● 関西大地震の復旧工事において高速道路高架橋の補強工事にＢＭＣ-２００ＳＳが活躍した。 

● 建設省関東地方建設局発注の日高地殻変動観測井掘さく工事（埼玉県）(深さ１,８３０ｍ)を施工。 

● (有)北青ボーリングに温泉掘さく機スピ-ドＳＰＡドリルＳＳＤ-２０００を納入。 

● 常務取締役 新村泰一就任。 

● 新潟市に新潟支店を、愛媛県松山市に四国支店を設置。 

● 関西電力㈱奥多々良木発電所（兵庫県）においてビッグマンＢＭ-５００Ａによる直径３.４ｍ,深さ１３７ｍの 

 大口径立坑の掘さくを初めて施工し成功を収めた。 

● 竹中土木㈱に建設残土を流動化して埋め戻し等にリサイクル再利用するための処理プラントKMP(Ａ)-ＬＳ 

 Ｓ２２００を開発し納入。 

● ㈱福島工業に、３０００ｍ級のスピ-ドＳＰＡドリルＳＳＤ-３０００を納入。 

● 福岡県大木町の温泉掘さく工事をスピードＳＰＡドリルＳＳＤ-３０００により初めて施工。 

● ＮＥＤＯの資金による高速試錐技術開発実験をオーストラリアのフィールドでおこなう。 

● ダウン・ザ・ホール・ドリルによる杭施工機ＦＳＰ-５０を、㈱共和試錐工業、(有)上原機械、日特建設㈱の各 

 社に納入。 

● マレーシア・第二水道橋の橋脚基礎杭工事にＲＢＢ-１００Ａが活躍し成果を収めた。 

● 小野田ケミコ㈱にグラウト専用小型施工機ＳＭＭ-７を納入。 

● 旭工業㈱に１,２００ｍ級のスピードＳＰＡドリルＳＳＤ-１２００を納入。  

１月 

 

２月 

５月 

６月 

７月 

 

８月 

１１月

１２月   

・村山富市首相退陣を表明。 

・橋本竜太郎内閣発足。 

・北海道豊浜トンネルで岩盤崩落事故、乗用車バスが下敷きとなり20人死亡。 

・２００２ＦＩＦＡワールドカップの日本・韓国共同開催決定。 

・中国が核実験。 

・世界初のクローン羊がスコットランドで誕生。 

・英国のチャールズ皇太子とダイアナ妃の離婚合意。 

・庶民的映画「男はつらいよ｣の寅さん役、渥美清が死去。 

・第２次橋本竜太郎内閣発足。 

・ﾍﾟﾙｰ日本大使館公邸人質事件発生。(翌年４月解決)  

  

オーストラリアでの高速ボーリング技術開発実験現場 

関西電力㈱奥多々良木発電所 

調圧水槽立坑掘さく工事  ＢＭ-５００Ａ 建設残土再利用処理プラント KMP(Ａ)-ＬＳＳ２２００ 
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高速道路高架橋の補強工事 ＢＭＣ-２００ＳＳ 



２月 

３月 

 

５月 

６月 

 

７月 

８月 

 

９月 

１０月 

 

 

１１月 

 

 

● 信幸建設㈱に砂地盤液状化防止を目的としたドレン材挿入機ＵＬ-２０を納入。 

● 東京瀬田でスピードＳＰＡドリルＳＳＤ-３０００を使用して都市形温泉を掘さく施工(深さ１,７００ｍ)。 

● 菱建基礎㈱に連続壁施工機LＤ-４４０を納入。 

● 株式分割 １：１.１５実施。資本金１,５９５,５００,０００円。株式数 ６,６７０,０００株。 

● 専務取締役 益子恵治、常務取締役 大久保好洋、取締役 槙 隆義、秋山昌夫、監査役 岡村州康、江口 

  幹彦就任。 

● 転換社債の株式転換により資本増加。資本金１,５９５,５９７,５６９円。株式数 ６,６７０,１１１株。 

● 住友金属工業㈱鹿島製鉄所（茨城県）に転炉出鋼口のスリーブ交換用掘さく機アロードリルＲＰＤ-１００   
 Ｃ-ＳＫを納入。 

● 東京都品川インターシティ新築工事で延 ３５,９００ｍのアースアンカーを施工。 

● 会社創立５０周年。 

● 創立５０周年記念事業として都内の各区に防災用水井戸を掘さくして寄贈。 

● 創立５０周年事業として長野県塩尻市にミュージアム鉱研 地球の宝石箱を開館。 

● 東洋建設㈱と共同開発のネオドレーン工法で神奈川県横浜耐震護岸工事を施工。  

２月 

３月 

 

 

７月 

８月 

９月 

１０月 

１１月

１２月   

・神戸連続児童殺傷事件。（酒鬼薔薇事件) 

・秋田新幹線盛岡～秋田間開通。 

・三井三池鉱山が閉山。 

・消費税３%から５%へ増税実施。 

・香港が英国から中国へ返還。 

・英国ダイアナ元皇太子妃がパリで交通事故死。 

・第３次橋本竜太郎内閣発足。 

・臓器移植法施行。 

・北海道拓殖銀行。山一證券が相次ぎ破綻。 

・地球温暖化防止京都会議で京都議定書を採択。 

・介護保険法公布。  

  

連続壁施工機 LＤ-４４０ 長野県塩尻市にミュージアム鉱研 地球の宝石箱を開館 
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転炉出鋼口スリーブ交換用掘さく機 ＲＰＤ-１００Ｃ-ＳＫ 

東京瀬田で都市形温泉を掘さく施工 

スピードSPAドリルＳＳＤ-３０００ 



２月 

 

３月 

 

６月 

８月 

 

９月 

 

 

10月 

11月 

 

 

● 法面に敷設したパイプ足場からアンカー孔やロックボルト孔を施工する小型アロードリルＲＰＤ-３０Ｌを㈱  

 守谷商会に納入。 

● 工業技術院地質調査所発注の中央構造線豊橋地区（愛知県）における活断層モニタリング観測井を掘さ 

 く施工。 

● 取締役副社長 野崎英一、取締役 末永幸紘就任。 

● ＮＥＤＯの資金により三井鉱山エンジニアリング㈱との共同開発で五ヵ年の中国石炭調査の技術開発を実 

 施し成果を収めた。 

● 明昭株式会社を子会社化する。 

● ３.５ｍ径のライナープレートからの集排水孔掘さく用アロ－ドリルＲＰＤ-１００Ｎ３をマルカレンタルサービス 

  ㈱に納入。 

● 様似ダム（北海道）で堤体に魚道のための水平ボーリングをＢＭ-１００Ｎによるロックモール工法で施工。 

● 防災科学技術研究所発注の富山県内地震観測井を６ヵ所施工。 

２月 

 

４月 

７月 

 

８月 

１０月 

１１月

１２月   

・郵便番号が７桁になる。 

・冬季オリンピック長野大会開幕。 

・明石海峡大橋開通。 

・和歌山毒物カレー事件。 

・小渕恵三内閣発足。 

・北朝鮮がテポドン１号ミサイルを発射し三陸沖に着弾。 

・金大中韓国大統領来日。 

・中国の江沢民国家主席来日。 

・ＮＰＯ法（特定非営利活動促進法)施行。  

  

様似ダム（北海道）堤体水平ボーリング 

ＢＭ-１００Ｎ によるロックモール工法 

防災科学技術研究所発注の富山県内地震観測井施工 
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集排水孔掘さく用 

アロードリル ＲＰＤ－１００Ｎ３ 

ロックボルト孔用小型アロードリル 

ＲＰＤ-３０Ｌ 



１月 

３月 

４月 

５月 

 

６月 

 

８月 

１１月 

 

 

● 転炉出鋼口のスリーブ交換用さく孔機アロードリルＲＰＤ-１００Ｃ-ＳＷを川崎製鉄㈱に納入。 

● 金属鉱業事業団の広域地質構造調査ボーリングを鹿児島県北薩・串木野地域で施工。 

● 経理業務を富士綜合研究所の財務会計システムに移行。 

● 東京電力㈱神流川発電所（群馬県）においてＲＴＰ-６８０とダウン・ザ・ホ-ル・ハンマーでの杭工事を多数   

 施工。 

● 専務取締役 金子 豊、常務取締役 末永幸紘、取締役 持原健一就任。 

● クローラー搭載掘さく機ＥＧＣ-１２０ＡＣを㈱ザ・グランドエンジニアリングに納入。 

● 沖縄県久米島で海洋深層水取水のための水平ボーリング工事を施工。 

● 池野通建㈱にマンホール交換機ＭＨＭ－１５００を納入。  

１月 

２月 

３月 

４月 

９月 

１０月 

・第１次小渕恵三改造内閣発足。 

・臓器移植法に基づく初の脳死臓器移植実施。 

・日本銀行ゼロ金利政策実施。 

・石原慎太郎東京都知事当選 

・東海村ＪＣＯ臨界事故発生２人死亡。 

・小渕恵三第２次改造内閣発足。 

・西暦１０００年代最後の日(３１日)。  

  

マンホール交換機 

ＭＨＭ－１５００ 

青森県深浦町 ガイア融雪システム 

ＤＣＨＥ設置工事  ＲＰＤ－１００Ｃ 

東京電力㈱神流川発電所圧力管路上向きボーリング 
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転炉出鋼口のスリーブ交換用さく孔機 

アロードリル ＲＰＤ-１００Ｃ-ＳＷ 

防災科学技術研究所地震観測井掘さく EP-１W 



３月 

 

 

 

 

６月 

７月 

 

１１月 

 

 

● ＯＤＡ資金によるブルキナファソ、トーゴ、マラウィ、ラオス等の海外水井戸工事が集中する。 

● 水井戸専用ＤＤハンマーと拡底ビットとの組合わせによる二重管掘さく機ＦＧＷ-１５Ｅ-Ｂ愛称「せせらぎ 

 号｣を北宮城クレーン㈱に納入。 

● トンネル内で３６０度全方向に掘さく可能なグラウト孔掘さく機アロードリルＲＰＤ-４５Ｃ-ＫＮＹをマルカキカ   

 イ㈱（ユーザー／㈱鴻池組）に納入。 

● 監査役 小柳和俊、近藤忠男就任。 

● 転炉出鋼口のスリーブ交換用掘さく機アロードリルＲＰＤ-１００Ｃ-ＮＫＫを塚本総業㈱に納入。 

  （ユーザー／住友金属工業㈱鹿島製鉄所） 

● 土壌汚染調査・処理事業に本格的参入を図る。  

２月 

３月 

４月 

 

７月 

 

 

８月 

９月 

１０月 

１１月

１２月   

・大阪府知事選挙で太田房江当選、日本初の女性知事誕生。 

・北海道の有珠山が２８年振りに噴火。 

・小渕恵三総理大臣が脳梗塞のため緊急入院し内閣総辞職。 

・森喜朗が第85代内閣総理大臣に指名される。 

・三宅島の雄山が噴火。 

・２０００円紙幣発行。 

・第26回主要国首脳会議・九州宮崎・沖縄で開催される。 

・新５００円硬貨発行。 

・シドニーオリンピック女子マラソンで日本の高橋尚子が金メダル。 

・筑波大学名誉教授の白川英樹にノーベル化学賞受賞決定。 

・ストーカー規制法施行。 

・ＢＳデジタル放送開始。 

・１２月３１日２０世紀最後の日。  

  

水資源開発公団  滝沢ダム（埼玉県）原石山立坑掘さく工事 ＢＭ－５００Ａ 

二重管水井戸掘さく機 

愛称「せせらぎ号｣ 

ＦＧＷ-１５Ｅ-Ｂ 
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トンネル内全方向掘さく可能 

グラウト孔掘さく機 

ＲＰＤ-４５Ｃ-ＫＮＹ 

転炉出鋼口のスリーブ交換用掘さく機 

アロードリル 

ＲＰＤ-１００Ｃ-ＮＫＫ 



１月 

３月 

６月 

７月 

 

 

９月 

 

１０月 

 

 

 

１２月 

 

 

 

 

●  コーケン・エンジニアリングマレーシアを設立、ＭＧポンプの生産を開始。 

● 柱状地盤改良と鋼管杭の両用の住宅基礎杭施工機ＦＳＧ-６０ＡＣを、㈱システムプランニングに納入。 

● 取締役 金子 豊、高嶋象一、石坂 了、伊集院真人、監査役 梅本保博就任。 

● 福島県摺上川ダムのダムグラウト工事を施工。 

● テレスコープ式ガイドフレ-ムとパ-カッションによる住宅鋼管基礎杭施工機ＦＳＰ-４０ＡＣ-２をセルテックエ    

  ンジニアリング㈱に納入。 

● 関西国際空港第二期工事の海上調査(計器設置) ボーリングにＣＲ－２Ｂを８台稼動させて施工。 

● 法面での無足場工法用ロックボルト施工機ＥＤ-Ｎ１-Ａを㈱レンタルのニッケンに納入。 

● 日立建機㈱製排ガス二次規制対策エンジンを搭載したアロードリルＲＰＤ-１５０Ｃを東北地下工業㈱に納 

 入。 

● 土壌汚染調査を目的としたライトバンでの運搬可能なポータブルドリルＮＫＤ-９０Ａを開発し、伊田テク 

 ノス㈱をはじめ全国の土壌汚染対象業者に納入。 

● 中型アロードリルＲＰＤ-４０Ｃを㈱ヤマケイに納入。  

１月 

 

２月 

４月 

 

９月 

 

１０月 

１１月

１２月   

・中央省庁再編、１府１２省庁制となる。 

・米国大統領ジョージ・Ｗ・ブッシュ就任。 

・ハワイ沖で愛媛県立宇和島水産高校の実習船「えひめ丸」が米軍の原子力潜水艦と衝突して沈没、行方不明９人。 

・配偶者からの暴力の防止及び被害者保護に関する法律施行。 

・小泉純一郎内閣発足。 

・米国で４件の大規模同時多発テロ事件発生、旅客機が衝突したニューヨーク・ツインタワーが崩壊し犠牲者は日本人を含め３

千人以上に及ぶ。 

・ＤＶ(ドメスチック・バイオレンス)防止法全面施行。 

・東京証券取引所が株式会社に改組。 

・九州南西海域(東シナ海)で北朝鮮の工作船事件発生、巡視船と銃撃戦の末、工作船は沈没。  

  

柱状地盤改良と鋼管杭両用の 

住宅基礎杭施工機 ＦＳＧ-６０ＡＣ 

土壌汚染調査用ポータブルドリル 

ねこドリル ＮＫＤ-９０Ａ 
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中型アロードリルＲＰＤ-４０Ｃ 

関西国際空港 第２期工事 法面での無足場工法用ロックボルト施工機 

ＥＤ-Ｎ１-Ａ 



２月 

 

 

３月 

４月 

６月 

 

 

● ㈱戸高鉱業社津久見鉱山（大分県）でビッグマンＢＭ-５００Ａによる国内最長記録の深さ４１７ｍ、径４.７５  

 ｍの大口径立坑掘さくに成功。 

● 東京電力㈱鉄塔基礎補強工事でアロードリルＲＰＤ-１５０Ｃを使用した小口径鋼管杭工事を施工。 

● ロータリーバイブレーション式ドリルヘッドを搭載した水井戸掘さく機ＲＶＤ-５０Ｃを開発。 

● 鉱研リバイバルプランを策定し全社をあげた企業改革の実行に取り組む。  
● 取締役副社長 高嶋象一、専務取締役 末永幸紘、常務取締役 伊集院真人就任。 

５月 

８月 

９月 

１０月 

 

１２月   

・経済団体連合会と日本経営者団体連盟が合併し日本経済団体連合会を発足。 

・住民基本台帳ネットワーク開始。 

・小泉純一郎首相が北朝鮮を訪問し、金正日総書記との日朝首脳会談で日本人拉致問題を公式に認める。 

・小柴昌俊東京大学名誉教授にノーベル物理学賞。田中耕一島津製作所社員に同化学賞受賞が決定。 

・北朝鮮に拉致された日本人の５人が帰国。 

・東北新幹線、盛岡～八戸間の延長開業。  

  

ロータリーバイブレーションドリル 

ＲＶＤ-５０Ｃ 

東京電力㈱ 小口径鋼管杭工事 

㈱戸高鉱業社・津久見鉱山立坑掘さく工事 ビッグマン BM-500A 

長野県茅野市玉川美濃戸地区水源さく井工事 
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４月 

６月 

７月 

 

９月 

 

１２月 

 

 

 

 

● 深層地下水活用システムのＫＷＳ-９-ＣＷＣをセントラルスポーツ北仙台に納入。 

● 取締役 江口 剛、監査役 本山栄次、吉田延白就任。 

● 深層地下水活用システムを横浜新緑総合病院に納入。 

● 道路トンネル内で３６０度全方位へのグラウト孔掘さく機ＲＰＤ-７５ＴＫＨを成和機工㈱に納入。 

● 土壌汚染調査用超小型パーカッションドリルＥＤ-１５Bを新キャタピラー三菱㈱に納入。 

● 法面に設置のパイプ足場からロックボルトを施工する小型アロードリルＲＰＤ-２０Ｌを㈱キナンに納入。 

● 北陸新幹線高社山トンネル（長野県）で延べ９,５５０ｍの高圧被圧水の水抜きボーリングを施工。 

● 深層地下水活用システムのＫＷＳ-７.２-ＣＷＮをセントラルウェルネスクラブ横浜能見台に納入。  

１月 

 

３月 

４月 

 

７月 

 

１０月 

１２月   

・北朝鮮が核拡散防止条約(ＮＰＴ)から脱退。 

・大相撲で朝青龍が横綱に昇進。 

・宮崎駿監督のアニメ映画「千と千尋の神隠し」がアカデミー賞。 

・米・英・オーストラリアなどの多国籍軍がイラクに進攻。 

・日本郵政公社が営業を開始。 

・九州地方集中豪雨で死者２３人。 

・宮城県北部地震で負傷者７００人以上、住宅５００戸が被害。 

・東海道新幹線・東京の品川駅が開業。 

・地上デジタル放送開始。 

・イラクで米軍がフセイン元大統領を拘束する。  

  

土壌汚染調査用超小型パーカッションドリル 

ソニックドリル ED-15B 
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横浜新緑総合病院 深層地下水活用システム 

セントラルウェルネスクラブ能見台 

深層地下水活用システム ＫＷＳ-７.２-ＣＷＮ 

ロックボルト孔用小型アロードリル 

ＲＰＤ-２０Ｌ 



１月 

 

 

２月 

 

 

３月 

 

７月 

 

 

１１月 

 

 

 

１２月 

 

 

 

 

● 深層地下水活用システムのＫＷＳ-１３-ＰＦＯをポスフール帯広に納入。 

● 方向修正機能付きロータリーパーカッションドリルＲＰＤ-６０ＴＫＣを東京ガス㈱に納入。 

● 南極の海氷に孔を開けるドリルＳＤ-３Ｄを国立極地研究所に納入。 

● 日本証券業協会への店頭登録を取り消し、株式会社ジャスダック証券取引所に株式を上場する。 

● 深層地下水活用システムのＫＷＳ-１０-ＰＦＭをポスフール藻岩に納入。 

● アキュテック㈱に鋼管杭宅地地盤改良機ＦＳＰ-５０ＡＣを開発し納入。 

● トンネル掘さく時の地下水湧水対策として実施するグラウト孔さく孔時の排水制御装置ＡＢＣバルブを成和  

  機工㈱に納入。 

● 九州電力㈱八丁原発電所（大分県）の地熱還元井浚渫工事をスピードＳＰＡドリルＳＳＤ-３０００により施 

 工。 

● 深層地下水活用システムのＫＷＳ-９-ＣＦＣをセントラルウェルネスクラブ八戸に納入。 

● 小型全自動バッチャープラントＫＭＰ（Ａ）-ＶＭ１５００Ｓを開発し、マルカキカイ㈱に納入。 

● 中国にアロードリルＲＰＤ-１５０Ｃを納入。 

● 地中空気の採取によって土壌汚染の有無を調査する装置ＧＡＳ-Ｂを君津システム㈱に納入。 

● 深層地下水活用システムのＫＷＳ-６-ＯＣＨを千葉県市町村職員共済会館に納入。 

● ＪＲ東海の中央本線中津川（岐阜県）において、径２,４４０mmのロックモール工事をビッグマンＢＭ-１５０Ａ 

 で施工。 

● 小型全自動バッチャープラントＫＭＰ（Ａ）-ＶＭ１５００Ｗ-１６を開発し、㈱ワキタに納入。  

２月 

３月 

４月 

 

５月 

７月 

８月 

９月 

 
 

１０月 

・陸上自衛隊本体第１陣をイラク・サマーワに派遣。 

・オウム真理教の麻原彰晃被告に一審で死刑判決。 

・九州新幹線・新八代駅～鹿児島中央駅間が開業。 

・新東京国際空港公団が民営化され成田国際空港株式会社となる。 

・消費税の内税表示が義務化される。（税込み額表示) 

・２回目の日朝首脳会談が平城で開催され拉致被害者の５人が帰国する。 

・第８６回高校野球夏の甲子園大会で北海道の駒大苫小牧高校が優勝し、真紅の優勝旗が初めて津軽海峡を渡る。 

・第２次小泉純一郎内閣発足。 

・米国メジャーリーグでシアトルマリナーズのイチロー(鈴木一郎)選手が２６２安打を放ち、８４年振りにジョージ・シスラー選手の年

間最多安打記録（２５７安打)を更新する。 

・台風２３号が日本列島を縦断し各地に被害、死者、不明９８人。  

  

九州電力㈱八丁原発電所（大分県）地熱還元井浚渫工事 

スピードＳＰＡドリル ＳＳＤ-３０００ 

 深層地下水活用システム ＫＷＳ-13-ＰＦＯ 

南極の海氷に孔を開けるドリル ＳＤ-３Ｄ  

国立極地研究所に納入  
土壌汚染調査装置 

グラウンドエア・システム GAS-B 
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１月 

２月 

３月 

 

６月 

７月 

１０月 

１１月 

 

 

● 取締役 澤田 弘、監査役 中山博文就任。 

● 柱状杭と鋼管杭両用の住宅地盤改良機ＦＳＰＧ-５０ＡＣを中越地震直後の新潟県内に２台納入。 

● 中期経営３ヵ年計画を策定。 

● 防災科学技術研究所の発注による大阪地区の深さ１,０００ｍの高感度地震観測井を施工。 

● 小型全自動バッチャープラントＫＭＰ（Ａ）-ＶＭ１５００Ｗ-１５を開発しサヤマリース㈱グループに５台納入。 

● 日特建設㈱に山岳地帯鉄塔基礎杭用３分割タイプ施工機ＦＳＰ-５０ＢＣを開発納入。 

● 日本地工㈱にアース棒設置孔掘さく用アロードリルＲＰＤ-７０ＫＮを開発納入。 

● 江口工 代表取締役社長を退任し取締役相談役に就任。 末永幸紘 代表取締役社長に就任。 

● 大成建設㈱ボスポラス海峡トンネル・シールドマシン用アロードリルＲＰＤ-３０Ｌ-２-ＴＢを納入。  

１月 

２月 

 

３月 

 

４月 

８月 

９月 

１０月 

 

１１月   

・自動車リサイクル法施行。 

・三宅島の避難指示解除で島民が４年５ヶ月振り帰島。 

・京都議定書発効。 

・船舶油濁損害賠償保障法施行。 

・２００５年日本国際博覧会(愛知万博/愛/地球博) 開催。 

・個人情報保護法全面施行。 

・ＪＲ西日本・福知山線で脱線事故、運転手含め死者１０７、負傷者５５５人。 史上最悪の鉄道事故となる。 

・郵政民営化関連法案が衆議院で否決され小泉純一郎内閣は衆議院解散を決める。 

・衆議院議員選挙で自民党記録的圧勝、民主党は大敗。 

・第３次小泉純一郎内閣発足。 

・紀宮清子内親王が黒田慶樹と結婚、同内親王は民間人となる。 

・マンション、ホテル等の耐震強度偽装事件発覚、社会問題化。 

・日本の衛星探査機「はやぶさ｣が小惑星「いとかわ｣への着陸と岩石の採取に成功。  

  

山形県長井ダム導水路斜坑掘さく工事

ビッグマン ＢＭ－５００Ａ 
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防災科学技術研究所大阪地震観測井掘さく  

住宅地盤改良機 

ＦＳＰＧ-５０ＡＣ 

アース棒設置孔掘さく用アロードリル 

ＲＰＤ-７０ＫＮ 



２月 

 

３月 

 

 

５月 

 

６月 

７月 

 

９月 

 

 

１０月 

 

 

● 日立建機㈱へ２３０万株の有償第三者割当増資を実施。資本金１,８４６,２９７,５６９円。 

 株式数 ８,９７０,１１１株。 

● 江口工 取締役相談役退任。 

● ＬＰＧ備蓄波方基地（愛媛県）でビッグマンによる換気立坑、水封水観測井などを施工。 

● 会澤高圧コンクリート㈱に基礎杭施工機ＦＳＶ-５０ＡＣを開発納入。 

● 厚木工場で日立建機㈱の小型自走式スクリーンＶＲ３０８、ＶＲ４０８のＯＥＭ生産を開始。 

● ラオス・ナムツァンダムでビッグマンＢＭ-１５０Ａにより調圧水槽導坑を掘さく施工。 

● 取締役 大谷幸彦就任。 

● (有)寺島ボーリングにアース棒埋設孔掘さく機アロードリルＲＰＤ－５０Ｃ（バイブレーションヘッドＫ-５０付）  

 を納入。 

● 本社を東京都豊島区高田２丁目１７番２２号目白中野ビル１Ｆへ移転。 

● 東京都中野区の旧本社屋売却。 

● 会澤高圧コンクリート㈱に基礎杭施工機ＦＳＶ-１００ＡＣを開発納入。 

● 子会社のボーリングテクノサービス㈱を解散。 

● 台湾でスピードSPAドリルＳＳＤ-３０００により深さ１,１００ｍの温泉を掘さく施工。  

１月 

２月 

３月 

９月 

 

 

 

１１月

１２月  

・年末年始の大雪で死者１５２人、負傷者２，１４５人。 

・トリノ冬季オリンピック女子フィギアスケ-トで、荒川静香が日本選手初の金メダル。 

・第１回ワールド・ベースボール・クラシックで、王貞治監督の日本チームが優勝。 

・秋篠宮文仁親王に男児誕生、皇室では４１年振りの男児誕生。悠仁(ひさひと)と命名される。 

・オウム真理教の松本智津夫の控訴棄却で死刑判決が確定。 

・自由民主党総裁選で安倍晋三が新総裁に、小泉内閣総辞職。 

・安倍晋三第９０代内閣総理大臣に就任。 

・イラク高等法廷はサダムフセイン元大統領に死刑判決。 

・イラクのサダム・フセイン元大統領の死刑執行。  

  

日立建機㈱小型自走式スクリーン ＶＲ４０８ 
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ラオス・ナムツアンダム調圧水槽立坑掘さく工事 

ビッグマン ＢＭ－１５０Ａ 

アース棒埋設孔掘さく機アロードリル  

ＲＰＤ－５０Ｃ 

（バイブレーションヘッドＫ-５０付） 

基礎杭施工機 

ＦＳＶ-５０ＡＣ 



３月 

５月 

 

 

８月 

 

９月 

１０月 

 

 

 

 

 

 

１２月 

 

 

 

 

● 小野田ケミコ㈱にＪＭＭ工法用施工機ＦＳＧ-５０Ｆを開発し３台納入。 

● アルジェリア東西高速道路建設のための調査ボーリングをＯＥ-８Ｂを使用して施工。アロードリルを使用し 

 た水井戸工事も数多く施工。 

● 会澤高圧コンクリート㈱に基礎杭施工機ＦＳＶ-８０ＡＣを開発納入。 

● ＬＰＧ備蓄倉敷基地（岡山県）において換気立坑周辺凍結のプレボーリングをビッグマンＢＭ-５００Ａ及び 

 ＢＭ-１００ Ｎで施工。（深さ１９０ｍ×１２孔）。 

● 中国のトンネル内先受け工法用としてアロードリルＲＰＤ-１８０ＣＢＲを開発納入。 

● 新社是制定 

● 創立６０周年を迎え、記念式典を挙行。 

● ６５周年社史編さんを決定。 

● 日立建機㈱から小口径管推進機エースモールＤＬシリーズの受注生産を開始。 

● 山岳調査のため深さ１,２００ｍの長距離水平調査ボーリングをＧＳＲ-１００Ａで施工。 

● 大型全自動プラントＫＭＰ(Ａ)-ＶＭ１８００Ｗ-３９を開発し、㈱ワキタに納入。 

● 全自動プラントＫＭＰ(Ａ)-ＶＭ１８００W-４Ａ／１５００Ｗ-１８Ｂを開発。サヤマリース㈱グループに４台納入。 

● 日立建機トレーディング㈱を経由し、ベトナムにアロードリルＲＰＤ-４５ＳＬを納入。 

● 韓国・Geoworks Co., Ltd. へ水平ボーリングマシンＦＳ-１００Ｂ-ＫＧ２およびＦＳ-１2０-ＫＧ３各２台を納入。  

１月 

４月 

 

７月 

８月 

９月 

 

１２月   

・防衛庁が防衛省に移行。 

・統一地方選挙、都道府県知事選挙。 

・中国・温家宝首相来日。衆議院本会議で演説。中国首相としては史上初。 

・第２１回参議院議員選挙。自民・公明が過半数割れの大惨敗。参議院は民主党が第１党となる。 

・安倍晋三改造内閣発足。 

・安倍晋三内閣総辞職。 

・福田康夫内閣発足。 

・パキスタンのベナジール・ブット元首相が暗殺される。  

  

韓国向け水平ボーリングマシン FS-120－KG３ 
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大型全自動バッチャープラント 

ＫＭＰ(Ａ)-ＶＭ１８００W-４A  

小口径管推進機 エースモールＤＬシリーズ 

中国向けアロードリル  ＲＰＤ-１８０ＣＢＲ 



３月 

４月 

６月 

 

７月 

 

 

 

 

８月 

 

９月 

１１月 

１２月 

 

 

● 薬液注入ポンプＫＧＰ-３を開発し(有)ダイユウに納入。 

● 住宅地盤改良機ＦＳＰＧ-５０ＢＣを日立建機㈱と共同開発した。 

● 住友大阪セメント㈱秋芳鉱山（山口県）においてビッグマンBM-500Aによる立坑を2本施工 (径5,080ｍｍ  

 ×深さ190m）。 

● 九州電力㈱山川発電所（鹿児島県）の地熱還元井浚渫にスピードＳＰＡドリルＳＳＤ-４０００を使用し施工。 

● 土壌汚染調査、観測井掘さく、地中熱調査等の多目的ドリルロータリーバイブロＲＶＤ-２５を開発し㈱パー   

 ツ産業に納入。 

● ウラン鉱開発のためＫＺ８００Aをカザフスタンに輸出。 

● 地盤改良機ＪＭＭ工法施工機FSG-５０Fを小野田ケミコ㈱に納入。 

● 水井戸掘さく機ＦＳＷ-７Ｔ-Ｌ５６を伊藤忠商事㈱を通し、ナイジェリアに輸出。 

● 大口径岩盤掘さく機ビッグマンＢＭ-６００Ａ（掘さく径６ｍ）を開発。 

● 中国の国際石炭とエネルギー新産業太原博覧会にＲＰＤ-７５ＳＬ-Ｈ２-ＣＳを出展。 

● 中国・上海で開催されたＢａｕｍａ Ｃｈｉｎａ展示会にＰＲＤ-１８０ＣＢＲを出展。 

● 明星セメント㈱田海鉱山（新潟県）においてビッグマンBM-500Aによる大口径の斜坑掘さく (径4.75ｍ、深  

 さ278ｍ、角度下向き70゜）。 

● ODAの資金によりマラウィで水井戸工事を施工。  

１月 

４月 

５月 

６月 

 

７月 

 

８月 

９月 

 

１０月 

 

１１月 

１２月 

・中国産輸入冷凍ギョーザで食中毒発生。 

・７５歳以上の後期高齢者医療制度が始まる。年金からの保険料天引きなどに批判が集中した。 

・将来の供給不安を背景に原油高騰止まらずガソリンの値上げが続く。 

・東京・秋葉原で通り魔事件。２５歳男「誰でもよかった」と７人を刺殺１０人に重軽傷を負わせる。 

・岩手県内陸南部を震源とするマグニチュード７・２の地震が発生。死者は１３人、行方不明者は１０人。 

・大リーグ先駆者の野茂英雄投手が日米通算２０１勝の記録を残して引退。 

・第３４回主要国首脳会議（北海道洞爺湖サミット）が７月７～９日、北海道洞爺湖町で開かれた。 

・中国が国家のメンツを懸けた北京五輪開幕。日本は金メダル９個。 

・米リーマンブラザースが経営破綻し、米金融界は戦後最大危機を迎える。世界的金融危機に発展。 

・突然の辞任による福田首相からバトンタッチした麻生太郎内閣誕生。 

・ノーベル化学賞に下村脩、同物理学賞に南部陽一郎、益川敏英、小林誠の計４氏が受賞決る。 

・ナショナルで親しまれた松下電器産業が「パナソニック」へ社名変更。 

・次期米大統領選挙でバラク・フセイン・オバマ氏が勝利。明年１月に史上初の黒人大統領誕生。 

・日本プロゴルフで１７歳高校生の石川遼が賞金１億円を獲得。ツアー最年少の記録。  

  

日立建機㈱と共同開発された住宅

地盤改良機  ＦＳＰＧ-５０ＢＣ 

新開発された大口径岩盤掘さく

機 ビッグマンＢＭ-６００Ａ 

九州電力㈱山川地熱発電所  

地熱還元井浚渫 ＳＳＤ-４０００ 
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ウラン鉱開発のため 

カザフスタンに輸出された 

ＫＺ８００Ａ 

中国・上海で開催された 

Ｂａｕｍａ Ｃｈｉｎａ展示会 



２月 

 

３月 

 

４月 

５月 

６月 

７月 

９月 

 

 

 

● 太平洋セメント㈱津久見鉱山（大分県）でビッグマンBM-600Aによる日本最大径の大口径立坑の掘さく  

 （径6m、深さ143m）。 

● 基礎杭施工機ＦＳＶ-５０ＢＣを開発し会澤高圧コンクリート㈱に納入。 

● 東京大学医学部に深層地下水活用システムのＫＷＳ－１９－ＴＤＩを納入。  
● 新潟県越後湯沢市内でスピードＳＰＡドリルSSD-3000による温泉掘さく(深さ1,350m)。  
● 岐阜県高山国府トンネルでアロードリルによるＰＳ-ＷＬ調査ボーリングを継続施工。 

● リバース工法大口径水井戸掘さく機ＦＳＲ-７５ＡをＯＤＡによりタジキスタンに納入。 

● 法面安定対策のためのロックボルト施工機ＲＰＤ-２０ＴＯを㈱タニガキ建工に納入。 

● 深層地下水活用システムのＫＷＳ-１６-ＡＷＹを淡路夢舞台に納入。 

 

津久見鉱山（大分県）グローリーホール掘さく BM-600A（径6m×143m)  

東京大学医学部付属病院 深層地下水活用システム 

基礎杭施工機 FSV-50BC 
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新潟県越後湯沢市内温泉掘さく ＳＳＤ-３０００ 



 

 

  

 １月 

 

２月 

 

 

 

 

 

３月 

 

 

 

 

 

 

４月 

 

５月 

 

 

６月 

７月 

８月 

 

 

 

9月 

10月 

 

11月 

 

 

 

 

12月 

・上場企業の株券の電子化が完了、5日から電子データによる取引が開始された。 

・アメリカのバラク・フセイン・オバマ前上院議員が第４４代大統領に就任。黒人大統領誕生は史上初。 

・中川昭一財務・金融担当大臣は１４日の財務大臣・中央銀行総裁会議後の記者会見で酩酊状態のような受け答えを繰り返し、

問題視された責任を取って辞任。 

・中国山西省太原市にある炭鉱で、現地時間22日未明にガス爆発が発生、坑内の作業員４３６人の内７３人が死亡、１１３人が重

軽傷。 

・麻生太郎首相とバラク・オバマ・アメリカ大統領との初の日米首脳会談が、ホワイトハウスで開かれ、両首脳は、世界的な金融・

経済危機に対し日米が連携し対処することで一致。 

・ゼネコン・西松建設が、国会議員らに企業献金をしていた件に絡み、東京地検特捜部は、小沢一郎民主党代表の公設第一秘

書を政治資金規正法違反容疑で逮捕。 

・ブルートレインの愛称で親しまれたＪＲの寝台特急『はやぶさ』（東京-熊本）・『富士』（東京-大分）が廃止され、東京駅発着のブ

ルートレインは全て消滅。 

・ソマリア沖の海賊対策で、海上自衛隊の護衛艦・『さざなみ』と『さみだれ』の2隻が、海自呉基地から出港。現場海域でタンカー

等の護衛に当たる。 

・WBC日本代表は延長10回、5-3で韓国代表に勝ち2大会連続でチャンピオンに輝いた。 

・北朝鮮が「人工衛星」名目で準備を進めてきた弾道ミサイル1発を発射。 

・メキシコが発生源の新型インフルエンザ（豚インフルエンザ）の感染者が全世界に拡大。 

・北朝鮮が核実験を強行。 

・大韓民国の盧武鉉前大統領(62歳)が釜山郊外の自宅近くの山中で自殺。 

・ロシア連邦政府首相ウラジミール・プーチンが訪日、麻生太郎首相と日露首脳会談。  
・歌手のマイケル・ジャクソン(５０)が米国ロサンゼルスの自宅で倒れ搬送された病院で死去。 

・都議選で民主党が勢力を伸ばし自民党が大敗するなかで衆議院が解散される。 

・若田光一宇宙飛行士が日本人として初の１３７日に及ぶ宇宙生活を終えて帰還。 

・裁判員制度初の公判が、裁判員６名が選任されて東京地方裁判所で始まる。 

・日本水泳連盟名誉会長、古橋広之進死去。 

・民主党が第４５回衆議院総選挙で３０８議席を獲得し第１党に躍進。自由民主党は結党以来初めて衆議院第１党を失う。 

・麻生内閣総辞職。民主党の鳩山由紀夫が第９３代内閣総理大臣に任命され１６年ぶりの政権交代となる。 

・２０１６年夏季オリンピック開催都市にブラジルのリオデジャネイロ決定。東京は落選する。 

・バラク・オバマ・アメリカ合衆国大統領がノーベル平和賞を受賞。 

・国民的俳優・森繁久彌が老衰のため死去。 

・天皇陛下在位２０周年祝賀式典挙行。 

・バラク・オバマ・アメリカ合衆国大統領が初来日。日米首脳会談開催。 

・外務省の日米密約調査で核兵器の持込み密約の根拠をなす文書を発見。 

・ドル全面安が続き、円が一時１４年ぶりに８６円台を記録。 

・不正取引から国民を守るために、特定商取引法および割賦販売法の改正に関する法律施行。  
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ＯＤＡによりタジキスタンに納入された 

リバース式大口径水井戸掘さく機 

 ＦＳＲ－７５Ａ 淡路夢舞台 深層地下水活用システム 



● JR東海旅客鉄道㈱山梨県大月市エレベーター立坑掘さく工事（径1,830mm×深さ 93m×1本）。 

● 新幹線調査トンネル内でダウンホールモーターを使った水平調査ボーリング実施（掘さく長300m）。 

● パーカッションによるMWD、コーン貫入装置に加え、PSワイヤラインその他を搭載した多機能地盤調査車  

  KCP-25T(2)を鹿島建設㈱へ納入。 

● 新幹線トンネル内水平コントロールボーリング調査用にコントロールボーリング施工機FSC-100を    

  開発。 

● ロータリーバイブレーション式ドリルヘッドを搭載した地中熱施工機RPD-150C(3)-VNT-3Mを開発、 

  ㈱日伸テクノに納入。 

● 砕石場にて、ダウンホールモーター・計測装置を組合せた水平コントロールボーリング試験掘さく実施  

  （掘さく長100m×2本）。 

● 新幹線実験線内において水平コントロールボーリング試験掘さく実施（掘さく長100m×2本）。 

● 北海道電力㈱京極発電所調圧水槽導坑その他の立坑掘さく（径1.5m）を施工。 

● 新幹線調査トンネル内での水平コントロールボーリング調査（掘さく長900m×1本）。 

● トンネル調査用として防爆モーター仕様のRPD-150CEP-Aを開発、中国鉄道部に納入。 

● 南極アンテナ設置孔施工機ソニックドリルED-15P3台を国立極地研究所に納入 。 

 

２月 

３月 

 

 

 

 

 

 

４月 

 

 

５月 

９月 

 

１１月 

 

 

 

 

 

１月 

２月 

４月 

６月 

 

８月 

９月 

 

１０月 

 

１２月   

・日本航空が関連会社を含め２兆３千億円以上の負債をかかえて会社更生法の適用を申請。 

・カナダのバンクーバーで冬季オリンピック開催。 

・米国ルイジアナ州のメキシコ湾で石油掘削基地が爆発し、大量の原油が流出した。米国史上最悪の環境災害となる。 

・鳩山内閣が総辞職。菅直人が第９４代内閣総理大臣に選出される。 

・小惑星探査機「はやぶさ」が７年に及ぶ宇宙の旅を終えて、帰還しカプセルが回収された。 

・南米チリのサンホセ鉱山で落盤事故により３３名の作業員が閉じ込められるも２ヵ月後に全員救出される。 

・尖閣諸島沖で違法操業中の中国漁船が海上保安庁の巡視船に衝突。中国人船長を逮捕。 

・米大リーグ・マリナースのイチロー選手が１０年連続１０度目のシーズン２００本安打を達成し記録を更新。 

・スエーデン王室アカデミーは、米パデュー大学の根岸英一特別教授、北海道大学の鈴木章名誉教授ら３人にノーベル化学賞 

 を贈ると発表。日本人の化学賞受賞は７人目となり化学研究のレベルの高さを世界に示した。 

・東北新幹線の八戸駅～新青森駅間が開通し全線開通となる。 
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地盤調査車 KCP-25T(2) 

水平コントロールボーリング  FSC-100 
南極でアンテナ設置孔掘さく作業中の 

ソニックドリル ED-15P 

地中熱井戸掘さく用 バイブロヘッド搭載 

ロングストローク機 RPD-150C（3）-VNT-3M 



３月 

 

 

 

 
 

５月 

６月 

７月 

９月 

 

● 新幹線実験線トンネル水平コントロールボーリング（径200mm×掘さく長300m×1本）。 

● 深層地下水活用システムを新宿 京王プラザホテルに納入。 

● 中部電力㈱徳山ダム1号管路上段・2号管路・導水路ゲート立坑掘さく工事（径1.83m×深さ104.5,    

  101.5, 69.5m×各1本）。 

● 福岡県筑後市船小屋地区温泉掘さく工事（深さ1,500ｍ）。 

● ウラン鉱採集井戸掘さく機KZ800Cをカザフスタンに輸出。 

● 三菱マテリアル㈱東谷鉱山（福岡県）排水立坑掘さく工事（径1.45m×深さ120m×1本）。 

● 奥多々良木発電所（兵庫県）電線挿入孔掘さく工事（BM-100N）。 

● 住友大阪セメント㈱小倉鉱山（福岡県）レイズボーリング（径6m×深さ330m×1本）。 

● 新幹線調査トンネル内での水平コントロールボーリング調査（掘さく長950m）。 
 

２月 

 

３月 

 

 

 

 

 

 

４月 

７月 

 

 

８月 

９月 

１０月 

 

１２月  

・ニュージーランド・クライストチャーチでマグニチュード６.３の地震発生。ビルの崩壊で、富山外国語専門学校生など日本人２８  

 名を含む１８０名以上がが犠牲となる。 

・１１日午後２時４６分ごろ日本の東北地方で震度７の地震発生。マグニチュードは日本国内観測史上最大の９.０を記録し、この  

 地震により場所によっては波高１０ｍ以上、最大遡上高４０.５ｍにも上る大津波が発生。東北・関東の太平洋沿岸部に壊滅的  

 な被害をもたらした。震災による死者・行方不明者は約２万人におよび、構築物の全・半壊は２７万戸以上、避難者は４０万人  

 以上、政府は被害額を２５兆円にも及ぶと試算した。東日本大震災と名付けられる。 

・地震と津波の被害を受けた東京電力福島第一原子力発電所では、原子炉の冷却装置注水不能となり水素爆発により建屋が 

 爆発して大量の放射性物質の放出を伴う重大な原子力事故に発展した。周辺一帯の福島県住民は長期の避難を強いられ 

 た。この事故で東北・関東は深刻な電力不足に陥った。 

・東京スカイツリーが電波塔としては世界最高の高さである完成時の６３４ｍ（ムサシ）に到達した。 

・イギリスのウイリアム王子とケイト・ミドルトンさんの結婚式が２９日ロンドンのウエストミンスター寺院で執り行われた。 

・２０１１ＦＩＦＡ女子ワールドカップ決勝戦で日本の「なでしこジャパン」は米国チームをＰＫ戦で破り初優勝した。 

・中国・浙江省温州で中国新幹線が衝突・脱線する事故が発生。 

・地上波テレビのアナログ放送が終了し地上波デジタル放送に完全移行した。 

・前月に総辞職した菅直人内閣にかわり、野田佳彦が第９５代内閣総理大臣に選出された。 

・円相場が１ドル７５．３２円の戦後最高値を記録。 

・世界人口が７０億人を突破。 

・北朝鮮の金日成総書記が急死。 
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東京 京王プラザホテル 

深層地下水活用システム 

カザフスタンにて稼動中のKZ800C 



２月 

３月 

 

６月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 新３次排ガス規制適合の小型ロータリーパーカッションドリルRPD-70Cを開発、池田工業㈱に納入。 

● 新３次排ガス規制適合のロータリーバイブレーションドリルRVD-50C-STを開発、高田地研㈱に納入。 

● ウラン鉱採集井戸掘さく機KZ800Dをカザフスタンに輸出。 

● 新型ドリルヘッドＫＤ-1200Ｂを搭載したオフロード法適合の大型ロータリーパーカッションドリル 

  ＲＰＤ-160Ｃを開発。 

 

１月 

 

 

２月 

 

 

３月 

 

4月 

 

５月 

   

・中華民国総統選挙が施行され、即日開票の結果、中国国民党候補の現職・馬英九総統が再選。 

・外国為替市場でユーロ／円が11年ぶりのユーロ安の97円04銭になった。 

・日立製作所が、1956年から50年以上にわたり続けているテレビの自主生産を9月末までに撤退することを発表。 

・復興庁が発足し、東日本大震災総括担当相が新設され平野達男復興相が兼務。 

・高さ634ｍを誇る自立式鉄塔としては世界一の地上デジタルテレビ放送用集約電波塔、東京スカイツリーが東京都墨田区に竣

工。なお、人口構造物としてはドバイのブルジュ・ハリファ（828ｍ）に次ぎ世界第2位。 

・ロシア大統領選挙でウラジミール･プーチン候補が当選。任期は2018年までの6年間。 

・日本、米国、欧州連合は中国のレアアース輸出規制を不当だとして、世界貿易機関に提訴。 

・朝鮮民主主義人民共和国が平安北道鉄山郡東倉理付近のミサイル基地から午前7時39分頃にミサイルと見られる飛翔体を発

射したが、失敗に終わった。 

・エリザベス2世の即位60年を祝う午餐会がロンドン郊外のウィンザー城で開かれ、今上天皇・皇后を含む約30カ国の王族・旧王

族が招待された。 

・日本列島の太平洋側一帯で金環日食が観測された。 

・電波塔として世界一の東京スカイツリーが開業し、複合商業施設も合わせて22万人が訪れた。 
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ロータリーパーカッションドリル RPD-70C 

ロータリーバイブレーションドリル 

RVD-50C-ST 

ロータリーパーカッションドリル ＲＰＤ-160Ｃ 





Ⅲ
 

技
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― 
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へ 

 

第１章   創立から基礎固めへ 

第２章   スピンドル型ボーリングマシン 

第３章   グラウト 

第４章   都市土木への進出 

第５章   海底を探る－マリンドリルの開発 

第６章   水平ボーリング 

第７章   地球エネルギーを求めて 

第８章   ビッグマン時代 

第９章   アロードリルの開発と発展 

第10章   打撃式ダウン・ザ・ホール・ドリルの開発 

第11章  地下水を活かす 

第12章  業容の拡大と社会貢献 

第13章  苦境をのりこえ、新分野の開拓 

第14章  新たな発展の時代へ 





1. 創業から会社設立―東京で造り九州で

売る 

  1946(昭和21)年～1951(昭和26)年 

 

創業時の本社を福岡に置いた理由は、当時の

ボーリングマシンの需要が九州の炭鉱にあったか

らである。その頃は極端な電力不足で停電続きの

ため、市民の生活はもちろん、工場の操業もまま

ならない有様であった。政府は、国産唯一のエネ

ルギー源である石炭の増産を最優先課題として取

り上げた。炭鉱の主力は九州の福岡県、佐賀県、

長崎県にあった。そこで炭鉱の開発に必要なボー

リングマシンの販売拠点を需要地である福岡に定

め、同時に、東京では工場の設置に奔走し始め

た。 

福岡本社では早速、各地の炭鉱を訪問して営業

を開始したが、製造を担う東京ではまだ生産態勢

が整ってなかった。そこで当社の製品が出来るま

で、毎日の糧を得るために東芝タンガロイの超硬

合金チップ（メタルビット用）や、当時、終戦直

後の混乱期であるため超品薄だった電球（東芝マ

ツダランプ）をかばんに詰めて炭鉱を廻った。創

業当初、東芝からの仕入れルートができたのであ

る。当時の営業種目の一つに「電気機器一式」と

ある。 

 翌年の1947（昭和22）年10月16日に株式会社に

改め、社名を鉱研試錐工業株式会社として本社を

大阪市浪速区に移した。この日が当社の創立記念

日となった。「試錐」はボーリングとほぼ同義で

あり、当時は一般に広く使われていた。 

 そして1948（昭和23）年5月、本社を東京都目

黒区清水町に移すとともに、神奈川県川崎市久本

町の商工省（現 経済産業省）地下資源調査所

（後の地質調査所）の一部を借りて製造工場を設

置した。ここは40坪（132m2）ほどあり、当時と

しては結構広く感じられた。工作機械は旧式旋盤

5台と平削盤1台程度で広さにまだ余裕があり、一

部を住居にして社員がよく寝泊りをした。 
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 長く続いた大戦がようやく終結した翌年、荒れ果てた国土のひとすみで、ボーリングマシンの製造販売
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た。1946（昭和21）年8月のことである。 
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 同年6月には目黒区唐ヶ崎（現 中央町）に土地

を借りて10坪（33m2）ほどの社屋を建て、ここに

本社を移転した。 

 1951（昭和26）年、目黒区平町に土地建物を入

手し、9月に本社・工場を移転した。生産設備の

拡充、工作機械の増設、従業員の増員、管理や販

売部門の整備などがおこなわれて質量共に大きな

前進を遂げ、ここに当社発展の基礎ができた。 

 

2. 鉱研創立時を代表する高速回転ボーリン  

  グマシンの開発 

  1948(昭和23)年～1956(昭和31)年 

 

 1948（昭和23）年には、当社の歴史的な製品一

号機が誕生した。大型ボーリングマシンKR-Dと

付属高圧試錐ポンプKH-7がそれである。本機は当

時の国産最大の1,200mの掘さく能力を持ち、ロッ

ドの重量を電動機でバランスしてビット給圧をコ

ントロールできる高性能機であった。しかし、本

機は改良されているとはいっても、基本は旧来の

ハンドフィード式であった。 

 鉱研らしさを打ち出すチャンスは1948（昭和

23）年にやってきた。三井鉱山㈱の西脇親雄氏

（後に三井金属鉱業㈱常務）がアメリカの鉱山事

情を視察し、ダイヤモンド・コアドリルのカタロ

グを持ち帰ったのである。日本のハンドフィード

機は毎分100回転程度でメタルビットあるいは

ショットクラウンを回し、硬い花崗岩では1日に

数cmしか掘れないことがあった。アメリカでは毎

分1,000回転でダイヤモンドビットを回し10cmの

掘さくは2、3分間の仕事だった。 

 当社は真っ先にこの技術に着目し、1949（昭和

24）年7月には日本で始めて高速回転ボーリング

マシン試作機KBドリル（スクリューフィード

式）を開発し、日本で代表的な硬岩の日立鉱山

（茨城県）でテストをおこなった。続いて同年12

月にはエアモーターを内蔵した坑内用スクリュー

フィード式KB-Aを開発した。更に1950（昭和

25）年には3段変速機を備えフレームにマウント

した本格的な高速回転スクリューフィード式KB-

ME（能力200m）を完成し、業界他社に先駆けて

各鉱山に納入を開始した。当社が戦前からのメー

カーを押さえてユーザーに認められるようになっ

た所以である。 

 1951（昭和26）年5月、KB-MEはオイルフィー

ド式に改良（能力300m）されて実用的になった。

また同年12月にはKB-Aを改良し、アルミ合金を

採用して軽量化したSAを開発した。これ以降、毎

年のようにこれらに続く大型、小型の高速回転機

を開発して、ボーリング機械業界の地位を固め

た。 

 1952（昭和27）年にはOE（能力200m）が出来

た。本機は、次項に述べる小河内ダム（東京都）

に大量に納入されたのを始め、後にOE-2、OE-2L

と改良され、当社最大の量販機に成長する。 

 しかし、世界の高速回転ボーリングマシンの製

作において、わが国は後発であり、ユーザー、特

に鉱山業界ではアメリカやスウェーデンなど先進

欧米の製品への信頼感が強かった。日本のメー

カーの振興を図る立場の通商産業省（現 経済産

業省）は、国産機の性能向上を図るために低利の

設備近代化資金融資を制度化し、当社もそれを数

次に亘って利用して工場設備の近代化をおこなっ

てきた。 

さらに通産省は、ユーザー各社に国産機の性能

を認識してもらうために、日本鉱業協会に委託し
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て国産機と外国機の公式性能比較試験をおこなう

ことになり、1956（昭和31）年2月、国産2社、海

外2社が参加し、三井金属鉱業㈱神岡鉱山（岐阜

県）の坑内で実施された。その試験は、掘進性能

だけでなく、終了後の機械各部の損耗も検査する

総合的なものだった。当社はSAを改良した最新の

坑内用エアモーター駆動のSA-2（ビット給圧力計

つき）をもって参加した。その結果、外国機をし

のぐ優秀な成績を収め、以降は外国機にとって代

わるようになった。 

 このようにして当社は、金属鉱山の探査ボーリ

ングに確固たる地位を占めるようになった。 

 なお、わが国初の高速回転ダイヤモンド・ボー

リングマシンKBドリルは、秋田大学鉱業博物館

に展示されている。 

 SA-2の後継機SA-1Sは、1958（昭和33）年から

愛知用水公団牧尾ダム（長野県）で採用され、当

時貴重だった外貨の流出阻止に貢献した（次項参

照）。 

 

3．エネルギー資源は石炭から水力発電へ 

  ― 土木建設分野へ進出 

  1953(昭和28)年以降 

  

石炭鉱業は、昭和20年代後半から採掘箇所の深

部化のため高コストとなって中小の炭鉱は整理淘

汰され始め、新に発電エネルギー源として水力発

電が脚光を浴びるようになった。 

大ダムのはしりは、戦前に着工し、1948（昭和

23）年に工事が再開された東京都水道局の小河内

ダム（高さ143m）であり、当社はOEほかをグラ

ウト孔掘さくのために多数納入した。 

1954（昭和29）年には農林省の緊急要請を受け

てOE-2、PE-1、PE-2を一括納入し、在庫を一掃し

た。当時完成した岩手県北上川水系猿ヶ石川の田

瀬ダム（旧農林省）から発電所に導水する圧力隧

道に試験通水したところ漏水が激しく、緊急に隧

道内で放射状のグラウトと巻立てコンクリートの

裏込めをおこなうことになったのである。 

当社は、機器の納入と共に社員を派遣し、地元

のボーリング会社と共同で施工した。PE-1とPE-2

（共に能力100m）はトランスミッションケースに

アルミ合金を使用して軽量化し、1953（昭和28）

年に開発した小型機である。 

さらに、同じ北上川水系胆沢川の石渕ダム（旧

建設省、日本最初のロックフィル式）でも同時期

に、全く同じようなトラブルに見舞われたので、

農林省の許可を得て、それらの機械類を転用して

圧力隧道内のグラウトを引き続いて実施した。こ

れによって両発電所は無事に稼働できるように

なった。戦時中から戦後にかけて混乱を極めた時

代の建設が原因であろう。 
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大型建設機械を駆使する戦後土木技術の原点と

なったのは電源開発㈱佐久間ダム（静岡県天竜

川）である。高さ155.5m、発電容量35万kW の大

ダムを、1953（昭和28）年に着工して1956（昭和

31）年に完成させた。当社はスクリューフィード

式S-1（フレームマウント）を多数納入した。こ

の高速回転のボーリングマシンとダイヤモンド

ビットなしには、僅か3年という短期間の完工は

なしえなかったと思われる。 

 この佐久間ダム以降、同じく電源開発㈱奥只見

ダム〔157m、20万kW、1953（昭和28）年着工、

1960（昭和35）年完工、新潟県只見川〕、関西電

力 ㈱ 黒 四 ダ ム〔186m、33.5万kW、1956（昭 和

31）年着工、1963（昭和38）年完工、富山県黒部

川〕その他、発電目的のほか、水資源確保、洪水

調節などを目的とするダムの建設が活況を迎え、

ボーリングマシンの大きな需要先となった。黒四

ダムでは、後にグラウトポンプの代名詞となった

MGポンプやハイスピードミキサーHMを多数納入

したほか、新機軸の大型セントラル・ミキシング

プラントを受注納入した（第3章第3項参照）。 

 1958（昭和33）年には農林省系の愛知用水公団

牧尾ダム（ロックフィルダム、木曾御嶽山の麓）

のグラウト孔掘さく用に、SA-1S（SA-2の後継

機）を多数納入した。シングルカラムをダムサイ

トに立てて同機をマウントする方式である。この

用水は木曽川水系の水を、100km以上離れた水不

足の知多半島に農業用水として導くもので、世界

銀行の借款を受け、米国のコンサルタントがスク

リューフィード式米機の使用を主張したのに対処

したものである。なお、現在の愛知用水は上水

道、工業用水、農業用水に活用されている。 

 

4．金属鉱山の活況化とビッグマンの開発 

  1957(昭和32)年以降 

 

 わが国の金属鉱山では、1945（昭和20）年代後

半から次第に埋蔵鉱量の減少をきたし始めた。同

和鉱業㈱小坂鉱山（秋田県北部）でも、戦前から

の本山鉱床はすでに枯渇していたが、当社製の

ME-4（KB-MEの改良型）、KE-1（400m能力）、

さらに新鋭のGH-2（600m能力）などを使用し、

鉱区内の広い範囲にわたって長年、辛抱強く探鉱

ボーリングを続けていた。1957（昭和32）年、同
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鉱山内の岱地区でそのうち一本が着鉱するという

小躍りするような結果が生じた。いわゆる黒鉱と

いう新鉱床発見の端緒である。同鉱山ではさらに

ボーリングに力を入れ、1959（昭和34）年に厚さ

3mを超す本格的な大鉱床を探り当て、新規の鉱山

開発に着手した。 

これを契機として鉱山各社は、1962（昭和37）

年ころから秋田県北鹿地区を中心として、多くの

ボーリングマシンを投入して黒鉱鉱床の探査を開

始した。思いがけないブームの到来である。その

結果、続々と新しい鉱床が発見され、新鉱山の開

設、既設鉱山の拡充が活発におこなわれた。当社

は、従来の製品に加えて「エクスプローラー」EP

-1と起倒式デリック（櫓）を開発して新需要に応

えるとともに、1962（昭和37）年7月、秋田県大

館市に大館出張所を開設し、サービスにも万全を

期した。 

小坂鉱山では、新鉱床の存在する内の岱地区に

坑道開削を進めていたが、開発の促進と施工の安

全を図るために、坑内立坑の機械による掘さくを

企画した。鉱山の硬い岩盤に1mもの大きな口径の

ボーリングをおこなうには、機械はもちろん、

ロッドやビットなど工法を含めて総合的な掘さく

システムの開発が必要だった。 

当社は会社を挙げてこの開発に取り組み、1967

（昭和42）年、立坑掘さく用のレイズボーラー1

号機とローラーカッター搭載のリーミングビッ

ト、大トルク用特殊ロッドなどを完成し、ビッグ

マンBM-1と名付けて同和鉱業㈱に納入した

（ビッグマンについては第８章に詳述する）。 

 

5．財務の確立と社内体制の整備 

 1950(昭和25)年～1970(昭和45)年  

 

 当社は1965（昭和40）年初め、全社の業務を合

理化して財務を強化し、新しい時代に備えるため

に、社外からコンサルタントを招聘して、社内の

現状調査と管理体制の確立に着手することとし

た。本項では財務管理と人事制度について述べ、

生産管理については本章第6項に記述する。 

 

5-1 財務力の強化に踏み出すまで  

戦後の混乱の続くなかで鉱研を設立した創業者

が持っていたのは、満々のやる気と才能だけであ

り、当社最大の弱点である資金の不足は続いてい

た。主力取引銀行は富士銀行（現 みずほ銀行）

目黒支店としていたが、担保にするような資産が

少ないために資金調達は十分ではなく、社長以下

経営陣は苦労の連続であった。 

 そこに1950（昭和25）年3月、第一物産㈱と総

代理店契約を結ぶことができた。客先からの受注

はすべて同社を通し、製品納入後に受け取った手

形は銀行と同社にすべて割り引いてもらうことが

できた。客先への販売活動は従来どおり当社が直

接おこなったが、同社を総代理店とすることに

よって客先へ取引上の信用を高め、大きな受注案

件も支障なく契約ができるようになった。 
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 ところが1955（昭和30）年に至り、戦後の財閥

解体によって分割されていた旧三井物産が大同合

併することになり、そのあおりを受けて当社と第

一物産㈱の契約は解除となった。それに代わって

東邦物産㈱と同様の契約がなされ当面のピンチは

避けられたものの、当社は独立独歩の覚悟を固め

なければならなくなった。 

 

5-2 財務の抜本的な改善 

 先に述べたように1965（昭和40）年初め、会社

発展の基礎を築くために財務力を強化し業務を合

理化すること、さらには賃金制度を確立すること

を決め、そのために社外からコンサルタントを招

聘することに踏み切った。 

招聘した日本マネージメント協会のコンサルタ

ントは当社の内容を調査し、自力で資金を調達す

るには在庫の回転率を高めなければならないと指

摘した。実は当社はそれまでも、在庫回転期間

3ヶ月を危機ラインとみなして注意していたが、

効果的な在庫圧縮の手段を持たないが故にお題目

に終わっていた。そこでコンサルタントの勧めに

より、合理的な在庫管理の手法を確立することを

目指して在庫管理委員会を設置した。 

委員会では、在庫回転期間2.5ヵ月以下を目標と

し、在庫の現状を詳細に調査した上で、在庫を減

らしても売上に悪影響を及ぼさないことを基本に

据えて検討した結果、ABC分析の考え方に則って

在庫品それぞれの管理方式を定めた。 

Aに該当する機械本体は、個別またはロット別

に管理することとし、その生産着手を決定する毎

月の生産調整会議（営業部と工場）を立ち上げ

た。Bに該当する金額の大きい部品類（機械本体

部品とツールス）は、これまでの入出庫を全部洗

い出して1点1点の標準在庫量と発注点や発注量を

決定し、倉庫係が社内発注から始まる在庫管理を

機械的に実施できるようにした。Cに該当するも

の、例えば単価の安いボルト・ナットの類は、棚

にサイズ別にストックし、目分量で少なくなった

らまとめて発注するものとして、管理の手数を省

いた。 

その結果、3年後（第37期）の販売高は実施前

（第32期）に比して44％増えたが、在庫高は3％

の増加に留まった。一方、現金・預金は約2.5倍に

なって、当社は創立以来の慢性的な資金不足を解

消した。以後、第64期（1991年3月期）までの約

25年間は、2ヵ月から3ヵ月以内、平均して2.7ヵ月

で回転する堅実な在庫管理を続けていくことにな

る。 

 

5-3 会計制度の改革 

 創立以来の会計はいわゆる帳簿会計であり、経

理部が起票し仕訳帳に記載、それを総勘定元帳に

転記して決算を行なっていた。しかし、製造販

売、工事施工ともに多様化し、件数も増えて売上

規模が大きくなるとともに管理会計の必要性が高

まった。そこでコンサルタントの指導を受けて帳

簿会計から伝票会計に切り替えることになった。 

 まず、目的に適合する伝票を設計した。伝票は

5枚1組とし、発生元の各部課で起票する。3枚は

経理部がファイルして仕訳帳と元帳とする。残る

2枚は各部でファイルして集計し管理会計に用い

る。 

 工事部では、伝票のプロジェクト欄に工事番号

を記入して工事別に損益を把握する。営業部では

各課、支店別に経費を集計しそれぞれの損益を明

らかにする。 

1967（昭和42）年のビッグマン1号機の誕生以

来、一件の売上が千万円単位、場合によっては億

円単位と、それまでより一桁、二桁も大きくなる

案件が出始め、受注までの期間が長く販売費が嵩

み、納入後の試運転指導にも時間と経費が掛かる

ようになった。当社ではこのように1件の金額が

大きい案件を「プロジェクトもの」と称し、プロ

ジェクト別（受注案件別）に損益を明らかにする

必要が生じた。会計が伝票式となり管理会計が可

能となっていたのは、実にタイミングがよかっ

た。 

伝票は前述のように各部課支店ごとに起票され

るので、経理部では、全社統一された記入の仕

方、勘定科目の仕訳の仕方などの説明書を作り、
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全社の事務担当者会議を開いて周知徹底を図っ

た。また伝票を起票する社員にも説明をおこなっ

た。そのために会計方式は順調に切り替えでき

た。 

当社採用の伝票会計は、コンピューターのない

当時としては斬新で合理的なシステムであった。 

 

5-4 新賃金管理制度の導入  

当社は従来、役員・社員の一体感と家族的な雰

囲気のなかで経営され、給与は旧来の年功序列型

を基本に決められた。規模が小さいうちはそれで

支障はなかった。しかし、会社の業績進展に伴っ

て学卒社員の定期採用により社員数は増え、1965

（昭和40）年には約260名（男220名、女40名）に

なった。 

この新しい状況のもとで社員一人ひとりの士気

を高め、生産性を向上させて会社をさらに発展さ

せていくためには、経営陣や少数の幹部の自由裁

量で決める中小企業的な方式ではなく、確立され

た制度に則った賃金管理と、さらには公正な成績

評価制度を採用する必要があると考えた。 

 そこで種々調べた結果、大企業にも採用され始

めた弥富賃金管理研究所の新職能給制度と成績評

価制度を検討することとなった。職能給とは、年

功序列に代わる能力重視の賃金であり、弥富方式

は成績評価制度と対になっていて合理的と判断さ

れた。 

 同所から詳細な説明を受け、また、担当社員が

同所セミナーに通って制度の理解に努めた。その

結果、1965（昭和40）年に弥富方式の採用を決め

た。同研究所のコンサルタントは、当社の実情を

調査して当社に適した制度を組み立て、同時に世

間並み賃金への引き上げも提案し、当社はこれを

採用した。 

 

5-4-1 新賃金制度のあらまし 

 こ の 制 度 は、中 学 卒（16歳）、高 校 卒（18

歳）、大学卒（22歳）の正規採用者（入社試験を

経て採用されたもの）を基準としており、例え

ば、中卒、高卒社員が毎年優秀な勤務成績をあげ

て最高の昇給を得て22歳になったときは、大卒新

入社員の初任給を上回るようになっていた。 

 新賃金制度は、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵの6段

階に区分された等級制度が採られていた。中・高

卒はⅠ等級から、また、大学、短大、高専卒はⅡ

等級からそれぞれスタートし、等級ごとに1号金

額（初号値）と号数の単価が決められて、社員一

人ひとりの給料（本給）は、○等級○号俸と定め

られた。 

 そして、年度ごとのベースアップは加給として

累積され、本給と加給の合計が基本給となる。さ

らに定期昇給は本給のみの昇給となり、年度の昇

給は、この定期昇給とベースアップ（加給の増

分）との合計額とされた。 

等級別の職務と役職区分は次の通りである。 

 Ⅰ等級／初級職務（中卒および高卒入社時） 

 Ⅱ等級／中級職務（短大・高専卒および大卒入  

     社時） 

 Ⅲ等級／上級職務 

 Ⅳ等級／係長職務（課長心得） 

 Ⅴ等級／課長職務（課長心得、部長代理）Ⅴ等 

     級から上は管理職 

 Ⅵ等級／部長職務（部長心得） 

 新職能給制度は社員に詳しく説明され、労働組

合の理解も得られた。新制度に移行するに際して

は、給与額が上がった社員ばかりではなく、下

がった社員もいたが、先ずは順調にスタートし

た。 

 

5-4-2 成績評価制度の改革  

 従来の年功序列賃金においては明確な成績評価

の基準はなく、「鉛筆舐めなめ」と揶揄されるよ

うなやりかたで幹部が決めるのが実情であった。 

 新制度による評価の実施は、先ず、直属の上司

（課長）が第一評価者となって基準書の項目ごと

に評価し、その得点によって暫定順位を決め、次

に部単位の対人比較において、評価者ごとの「甘

辛」調整が行われて最終順位が決められた。被評

価者は等級別のグラフに得点数でプロットされ、

S、A、B、C、Dの5段階に区分された。 
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 定期昇給は、等級ごとにS＝6号、A＝5号、B＝

4号、C＝3号、D＝2号と本給号俸がアップされ

た。旧来方式であると何が何だか分からない昇給

であったが、新制度では明確になった。また、そ

れは賞与や昇格にも反映された。 

 

6．生産体制の拡充と整備 

  1960(昭和35)年～1969(昭和44)年 

 

6-1 各種規格品の製造体制整備 

 1960（昭和35）年にボーリング関連の日本工業

規格（JIS）が通商産業省（現 経済産業省）に

よって定められた。「試すい用メタルクラウン

類」と「試すい用チューブ類」の2種類で「試す

い」はボーリングのこと、「メタルクラウン」は

メタルコアビットである。試すい用チューブ類に

はボーリングロッドとコアチューブ、ケーシング

チューブが含まれる。 

 戦前からボーリング業界で慣用的に使われてき

た規格があり、ルーツはスウェーデンの規格にあ

るが、それに検討を加えて規格化し、メーカー間

の互換性を高めたものである。 

 当社もこれに対応して社内製造規格の見直しや

ねじ模範などの整備をおこない、同年11月に日本

工業規格標示工場となった。 

 しかし深尺ボーリングには、より強力なサイズ

のDCDMA(米国のダイヤモンド・コアドリル製造

業協会)の規格を採用するようになった。特に、ワ

イヤライン工法にはDCDMA規格が適していた。 

 後日のことになるが、当社ではJISとDCDMAで

はカバーできないツールス、例えば116mmのワイ

ヤライン・コアバレルとロッド、大口径ボーリン

グ用のロッド、ビッグマンやアロードリル（第9

章参照）のロッドその他、必要に応じて最適の規

格を自社独自で制定して製作し、ユーザーに供給

した。また、API（アメリカ石油協会）の規格品

製造の許可を取得して、地熱開発用などのドリル

ロッドやスリーコンビットを製作した。 

 

6-2 厚木工場の建設と生産部門の移転  

当社は、前述の通り機械工業振興臨時措置法

（機振法）による設備近代化資金の融資を受け、

1955（昭和30）年から1957（昭和32）年にかけて

4次にわたって工作機械などの生産設備を充実し

てきた。しかし、1965（昭和40）年代に入って

ビッグマンやマリンドリルなどの大型機の開発生

産が始まったので、目黒区平町の本社工場では手
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狭になり、将来に向けて生産体制の強化が必要に

なってきた。 

 そこで、神奈川県厚木市に同県企業局が造成し

た内陸工業団地の一角を1967（昭和42）年に入手

し、翌年5月に厚木工場が完成した。新工場は敷

地1万平方メートル余、建物約4千平方メートル、

工作機械は自動ねじ切り盤、横中ぐり盤など新鋭

機の導入11台、クレーン設備など大型製品の製造

に対応できるものであった。 

生産関連部門はすべて厚木工場に移転する計画

であったので、新工場の近くに3千2百平方メート

ル余の敷地を購入し、鉄筋コンクリート3階建て

の独身寮を建設した。また、住居新築の希望社員

のために別途に敷地を求めて区画分譲するなど万

全を期した。なお、独身寮の

敷地には、工事部の機材倉庫

を建設した。 

厚木工場への移転作業は3ヵ月

で手際よく完了し、1968（昭

和43）年8月に操業を開始し

た。1969年には第2陣として設

計部門、生産管理部門、購買

部門そして工事部門が厚木に

移転した。また、目黒区平町

に残った本社の管理部門、販

売部門は、旧組立工場の建屋

を改造した社屋に移った。 

 新工場その他の建設資金

は、本社工場の一部売却代

金、増資による資金、工作機

械は前述の公的融資、独身寮

は年金福祉財団からの長期低

利の借入れで全てをまかな

い、商業銀行からの設備資金

借入れは必要なかった。ま

た、移転費用や生産の空白に

伴う増加運転資金は、本章5-2

に述べた当社の財務体質改善

の成果により全く問題なく推

移した。 

 

6-3 生産管理の合理化  

従来の本社工場では、製品の製造に必要な諸伝

票は全て手書きであったが、厚木工場への移転を

契機にワンライティングによって生産に必要な諸

伝票を一度に作成し、工程管理と原価管理にまで

結びつくシステムに移行した。この方式には、オ

ルミグという事務機を使用した。工場が製造する

各機械のモデルごとの構成部品とツールスの正確

なリストを作成して記憶させており、プリンター

で必要伝票を打ち出す。その伝票の工場内の動き

によって工程管理を行い、また、実作業時間の集

計と、予測し決定した各工程の標準加工時間の集

計の対比によって原価管理も実施する。 
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加えて、オルミグ機は行の選択ができるので、

製品の構成部品1点でも、製作依頼票から入庫票

までを作成することができる合理的なシステムで

あり、新工場における生産管理のレベルアップに

寄与した。 

 

7．日本試錐機共販㈱の設立と撤退 

  1970(昭和45)年～1973(昭和48)年 
 

1965（昭和40）年代に入って政府は「資本の自

由化」に着手した。それまでは、国際的に脆弱

だった我が国企業を守るために、外国資本の日本

における会社設立が制限されていたのである。し

かし、いつまでもそれを続けることが出来ず、第

２次資本自由化を1969（昭和44）年に実施する運

びとなり、ボーリングマシン製造業も自由化指定

業種となった。外国企業に負けないように日本の

企業の体質を強化することが政府の課題となっ

た。 

通商産業省（現 経済産業省）は、日本では各

業界内で企業の過当競争が繰り広げられて販売コ

ストが割高となっており、それが日本企業の国際

競争力を弱めているとして、国内での販売の一本

化を目指し、ボーリングマシンの業界にも日本産

業機械工業会を経由して共同販売会社設立の要請

があった。 

当時、同工業会内のボーリング業務会で当社は

幹事を務めており、業界内をまとめる立場であっ

たことと、折しもビッグマンの開発・販売が最盛

期に入ろうとしており、これに本格的に取り組む

ためには願ってもない話であるとして、この通産

提案を受け入れることとした。そこで、標準機

（一般のボーリングマシン、ポンプ、ツールス）

の販売一本化を他社に持ちかけた結果、東邦地下

工機㈱（以下「東邦」という）がこれに賛同した

ので、両社折半出資の日本試錐機共販㈱（長谷川

潤一社長、以下「共販」という）を資本金3千万

円で1970（昭和45）年に設立し、本社事務所を東

京都渋谷区南青山の共同ビル内に設けた。当社か

らは販売２課（土木関係担当）、九州支店、大阪

支店、北海道出張所が共販に移行し、設立の年の

9月に営業を開始した。 

その頃から1972（昭和47）年にかけて不況が深

刻化し、その上に米国のドル防衛策、為替の変動

相場制移行などのために、経済界はかつてない緊

迫の空気に包まれていた。状況は不利であった

が、都市土木工事の活発化にも支えられて発足

早々から拡販に努め、標準機の売上は期待を大幅

に上回った。そのためにビッグマンを始めとする

大型機売上の減少時期でも、それを穴埋めして当

社業績は比較的安定して推移することが出来た。 

しかし、東邦からの派遣社員は営業課長1名だ

けの状態が続き、改善申し入れに対しても応じな

かったために、当社は共販からの撤退を決め、出

向の役員・社員は1973（昭和48）年4月に当社に

復帰した。 

 共販の実働は僅か2年半であったが、その間、

独立採算の厳しさは営業要員の意欲の向上、客先

の実情把握に鋭敏となり、納入先の大型倒産によ

る損害を未然に回避するなどの成果があった。こ

のような貴重な経験をしながら共販会社は利益を

計上でき、また、当社の収益増加と経営の安定に

も貢献し得たことは、営業マンの士気を上げ、

後々によい影響をもたらしたと考える。  
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1．ハンドフィード式ボーリングマシン 

  1948（昭和23）年～1965（昭和40）年  

 

 第1章で述べたように当社の初めての製品は、

1948（昭和23）年当時では最大級のハンドフィー

ド式ボーリングマシンKR-D（1,200m能力）で

あった。本機は、ロッド重量をバランスする装置

を備えるなど新機軸の製品で、その使用目的は、

わが国では唯一のエネルギー源であった深部の石

炭層を探ることであった。ボーリングにはポンプ

は欠かせない。同時に、最大級の横型2連プラン

ジャータイプのKH-7型を開発した。吐出量毎分

200ℓ、最高圧3MPa（30kgf/cm2）であった。 

1954（昭和29）年には小型コンパクトなハンド

フィード式KS-1(ボーリングポンプ内蔵、100m能

力)を開発した。本機は、土質調査や小口径の水井

戸掘さくなどに多く使用され、改良を重ねてKS-5

まで製作した。 

 1960（昭和35）年には砂鉄の調査を目的とする

サンダーSD-1（50m能力）を開発した。フィード

ハンドルを丸型とした軽量コンパクト（重量は内

臓ポンプを含めて260kg）のポータブルタイプで

あったので、後に土質調査などに広く使用され、

SD-3Cまで改良した。製品に愛称をつけたのは、

本機が最初である。 

 

2．スクリューフィード式ボーリングマシン 

  1949（昭和24）年～1958（昭和33）年 

 

 スピンドルにスクリューが切られており、機体

内部のフィードナットの回転をコントロールする

第２章 スピンドル型ボーリングマシン 

 

 スピンドル型はボーリングマシンの一般的なスタイルである。給進（フィード）方式に次の3種類がある

ので、それぞれについて当社の開発経緯とその稼働例を記述する。 

●ハンドフィード（低速回転のみ。使用ビットはメタルビット） 

●スクリューフィード（一般に高速回転のみ。主にダイヤモンドビット使用） 

●オイルフィード（一般に変速機つき、高速～低速回転切り替え可能）  

▲KS-5 

▲SD-3C 
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ことによってスピンドルの前進・後退の切り替え

とフィードスピードの加減（ビット給圧の加減）

をおこなう。当社はフィードナット回転のコント

ロールは多板式ディスククラッチの締め付けによ

る無段階調整方式とした。 

1949（昭和24）年7月、当社がわが国で初めて

開発した高速回転ボーリングマシンKBドリルは

電動機で駆動するスクリューフィード機であっ

た。1951（昭 和26）年5月 開 発 のKB-MEは、フ

レームマウントで3段変速機と巻き上げドラムを

装備するスクリューフィードの機械である。 

同じく1949（昭和24）年に、炭鉱や金属鉱山の

坑内用としてツインカラムにマウントし、ベーン

タイプのエアモーターを内蔵するKB-Aを開発し

た。1951（昭和26）年には同機を改良し、アルミ

合金を使用して軽量化したSAを、さらに1954（昭

和29）年には ビット給圧力計 を有するSA-2

（150m能力）を開発した（第1章2参照）。翌1955

（昭和30）年には電動機直結でフレームマウント

のS-1を開発した。本機は、電源開発㈱佐久間ダ

ム（静岡県）のグラウト孔の掘さくで活躍した

（第1章3参照）。前記SA-2は、1958（昭和33）年

にはビット給圧力計機構を取り外して価格を下げ

た普及型のSA-1Sとなり、鉱山だけでなくダムの

グラウト孔掘さくなど土木建設目的にも多く採用

された（第1章第3項参照）。 

 

3．オイルフィード式ボーリンマシン 

  1952（昭和27）年以降  

 

3-1 中・小型ボーリングマシン 

 前述のKB-MEは、1951（昭和26）年に改良さ

れ、ツインシリンダーを有するオイルフィード機

ME-2（300m能力）となった。油圧フィード方式

は、ビット給圧のコントロールなどの操作が容易

で、発展性にも優れているからである。本機は

ME-3、ME-4と発展した。 

1952（昭和27）年にはOE（200m能力）を製作

し、東京都小河内ダム建設に多数採用された。国

産のダイヤモンドビットをダム建設に本格的に使

用したのは小河内ダムが最初であった。OEはその

後改良されてOE-2（200m能力）となった。本機

は耐久性に優れ、酷使に耐えたのでボーリングの

請負事業には最適であった。そのために、小型の

ボーリングマシンでは当社を代表する機種とな

り、最多の量産機種に成長した。 

1953（昭和28）年には100m能力のPE-1（巻上装

置はコーンプーリー）とPE-2（巻上ドラム装備）

（100m能力）を製作した。PE型はその後改良を
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重ねてPE-3、PE-4となり、後述のOP-1に発展す

る。 

 当時、油圧式ボーリングマシンを連続運転する

と油温が上昇する事態が発生した。PE-1とPE-2に

は作動油の水冷装置を内蔵したが十分でなく、根

本的な解決のために1956（昭和31）年、当社自体

でベーンタイプの自動変量（可変容量）式油圧ポ

ンプRP-1（小型機用）とRP-2（大型機用）を開発

した。油圧機器メーカーが同様の油圧ポンプを製

造し始めるまでは、当社のすべての油圧式ボーリ

ングマシンに搭載し、特徴の一つとなった。 

1956（昭和31）年には中型機GH-1（600ｍ能

力）を開発し、後にハイドロリックカップリング

を用いるなど改良されてGH-2となった。本機のほ

か、ME-4、KE-1（後述）などの活躍が秋田県北

部における黒鉱大鉱床の発見の端緒となった（黒

鉱については第1章および第8章参照）。 

同じ1956（昭和31）年にはアルミ合金鋳物を使

用したOE-3（250m能力）を製作し、主に探鉱

ボーリングに利用された。 

当社は、引き続いてオイルフィード式ボーリン

グマシンの開発に力を入れ、1957（昭和32）年に

はアルミ合金鋳物の使用によって軽量化したKE-1

（400m能力、前述）、1959（昭和34）年には初の

ホースレスタイプOP-1（150m能力）、1961（昭

和36）年には愛称ロッキーRK-1（MEに代わる300

ｍ能力）を製作した。ロッキーはRK-3まで改良し

た。翌1962（昭和37）年にはPEに代わる小型機マ

イナーMR-1を製作した。本機は操作面の設計に

人間工学を応用した。 

1963（昭和38）年には中型機エクスプローラー

EP-1（第1章参照）を開発した。EP-1はビット回

転数を8段に変速できる特徴があり、使用範囲が

広かった。特に、1972（昭和47）年にスピンドル

を大きくし高トルク型に改良したEP-1Wは、大口

径ボーリングから1,000m級のワイヤラインコア

ボーリングまで広い範囲で安定した性能を発揮し

て信頼性に優れた機械となり、当社の中型機種の

代表として多方面で活躍した。 

前述のOE-2は、1967（昭和42）年にスピンドル

ス ト ロ ー ク500mm、同 内 径53mm（従 来 は

300mm、43mm)のOE-2Lとなり、その結果本機

は、さらに広く市場に受け入れられるようになっ

た。 

1972（昭和47）年には都市土木の薬液注入専用

機として低速域で2段可変の最小型タイニーKT-1

（50～100m能力）を製作した。本機はさらに、調

査ボーリング用として低・高速2段可変のKT-2、

また、調査・薬液注入両用の8段変速装置を有す

るKT-100（ボーリングポンプ組み込み）の各機を

開発した。なお、都市土木に用いる各種注入工事

の専用ボーリングマシンに関しては、第4章に記

述する。 

1981（昭和56）年にはOE-3に続くOE-8を開発し

た。機体の大きさはOE-2Lと大差ないが、巻き上
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げ能力を約2倍に強化して最大400mまで掘進可能

とした。本機は、最初に高速回転型のOE-8H、低

速のOE-8Lの2機種をシリーズ化し、続いてスピン

ドル内径を大にしたOE-8B、同じく8Wなど、1982

（昭和57）年から1997（平成9）年にかけてユー

ザー各社の必要に応じ、多くの派生機種を製作し

た。1986（昭和61）年にはトレーラ搭載とトラッ

ク搭載型を製作し、エチオピアなど海外に輸出し

た。 

 

3-2 大型ボーリングマシン 

1952（昭和27）年、当社は石炭試錐委員会の要

望に応じてオイルフィード式大型機D型（1,200m

能力）を開発した。本機は1954（昭和29）年、当

時最新の技術によって改良され、型式名D2となっ

た。 

1957（昭和32）年には、大型ボーリングマシン

EH-SおよびEH-a（ドラム軸が主軸と直交）、EH-

b（同平行）（いずれも1,500m能力）を開発し

た。深部の石炭層探査を目的とするものであっ

た。 

1965（昭和40）年には、重心を低くした安定感

のある大型機クラスターCR-1（掘進能力1,500m）

を開発した。本機は、深部の地質調査や金属鉱床

探査を目的としたが、後に大幅の改良が加えられ

てCR-2、CR-2B、CR-2C、CR-2CL（掘 進 能 力

2,200m）などとなって調査目的に限らず温泉ボー

リングなどにも広く用いられるようになった。 

1973（昭和48）年には国産最大級のアンデス

AD-1A（掘進能力3,000m）を開発した。本機は、

ロッド降下時に有効なハイドロリックブレーキを

備えるなど深尺ボーリングに最適な機構を採用し

た。 

1978（昭和53）年に、中国煤炭工業部（炭鉱所

管）からアンデスAD-1C（AD-1Aの改良型）を6

式受注し、翌年納入した。本機は炭鉱の立坑掘削

に当たり、その周辺に凍結孔を多数掘さくするの

が目的であった。そのために、ボーリングの真直

性を確保するためのツールスの付属と工法ノウハ

ウの移転を条件とする契約であり、当社はそれを

実行した。なお、AD-1Cは1983（昭和58）年、北

朝鮮からも深部金属鉱床の探査用に受注し納入し

た。 

また、前述のCR-2Bは、1979（昭和54）年中国

冶金工業部（金属鉱山所管）から深部鉱床探査用

に13式を受注し同年に出荷した。この中国のアン
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デスとクラスターの2件は、大型機では珍しくま

とまった受注であった。なお、このときに中国か

らは他のボーリングマシンも多数受注した。これ

らの商談は中国の改革開放政策の前触れであっ

た。 

 

3-3 大口径ボーリングマシン 

1970（昭和45）年頃から、建築物の基礎として

ボーリングマシンで表土層に大口径（約1m径）の

ボーリングをして鉄筋を挿入しコンクリートで固

める「場所打ち杭」工法が施工されるようになっ

た。 

これに対応して、1971（昭和46）年に低速高ト

ルクのボーリングマシンKX-1A（25ps級）を、翌

年にはEP-1を高トルクのタイプに改良したEP-1W

（前述）を、また1973（昭和48）年には、より小

型のKM-15A（15ps級）を開発して需要に応じ

た。 

KX-1Aは、機械伝導式のトップドライブという

新機軸のボーリングマシンであり、コンパクトな

機体で高トルクを発揮し注目を集めた。1984（昭

和59）年には同じ方式の大型機KXL-50（50ps級）

を製作し、深井戸や温泉掘さくに用いられた。 

1987（昭和62）年にはスピンドル型の大口径機

SDR-25A（25ps級）を開発した。本機も深井戸や

温泉掘さくにも適するように巻上能力が強化され

ている。 

 

3-4 スピンドル・ロータリーテーブル両用機  

スピンドル型のボーリングマシンは、ダイヤモ

ンドビットとワイヤラインコアバレルを用いてコ

アを採取する調査ボーリングに最適の構造であ

る。しかし、スリーコンビットによるスピー

ディーなノンコアボーリングをおこなうには適し

ない。例えば地熱調査の場合は、深部の地質調査

の必要な箇所でのみコアボーリングを実施し、そ

の他の箇所はスリーコンビットによるノンコア

ボーリングとすると工期が短縮される。 

そこで1981（昭和56）年に、この二つのボーリ

ング方式と、スリーコンビットによる吊り掘りを

おこなうハイドロリックケリーバランス専用パ

ワーユニットを備えたGSR-100A（100ps級、掘進

能力3,000m）を開発した（第7章第2項参照）。そ
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の構造は、前記AD-1Cにロータリーテーブルを付

属させ、コアリングの場合は機体をスライド・

ベース上で前進させてスピンドルでボーリングを

おこない、スリーコンビット掘さくの場合はロー

タリーテーブルをボーリング孔口まで前進させ、

機体はスライドベース上で後退し、スピンドルの

回転でテーブルを駆動する方式とした。GSR-

100Aはその後GSR-100Cとなり現在に至ってい

る。 

GSR機は、開発当時の地熱開発の活況に伴って

国内の地熱調査や地熱開発各社に多数採用された

（第7章参照）。また地熱開発だけでなく、深部

の温泉開発にも広く利用された。 

派生機としてスピンドル内径を大きく（125mm

を150mmに）したGSR-100CLがあり、本機は1984

（昭和59）年、政府開発援助（ODA）資金により

タイ国の地熱開発調査用に納入した。また、標準

の同100Cは2004（平成16）年にインドネシアに輸

出した。 

1990（平 成2）年 に は、同 じ 構 造 のGSR-75A

（75ps級、2,500m能力）を製作した。本機はロー

タリーテーブルのオープニング径を445mmとし、

大口径の掘さくを可能とした 

 

3-5 自動式ボーリングマシン 

当社は、ボーリングの自動化の研究にかねてか

ら取り組んできたが、1970（昭和45）年に、鉱山

の坑内で作業時間が終了した後も、装着したロッ

ド1本分を無人で自動的にボーリングするEP-2EA

を開発して日鉄鉱業㈱釜石鉱山（岩手県）に納入

し、ボーリングコストの引き下げに貢献した。

1973（昭和48）年には同様の自動機OE-2LEAを三

井金属鉱業㈱神岡鉱山（岐阜県）に納入した。 

同じく1973（昭和48）年には通商産業省（現 

経済産業省）の補助金を得て、全自動ボーリング

の研究と試作（FX-40A）、実験をおこなった。

ボーリングマシンとポンプの操作の自動化はもち

ろん、ロッドコンテナーを装備してロッドの供給

や回収、ロッドねじの着脱など全作業を自動化

し、無人でのボーリングを可能とした研究であっ

た。 

1986（昭和61）年にはダムの監査廊内でグラウ

ト孔を自動ボーリングするコンピューター制御の

ADS-15A（ロッドコンテナー装備）を東京電力㈱

向けに開発し、納入した。 

 

3-6 深尺調査ボーリングの高速化 

中国での探炭ボーリングの高速化、つまり、い

かに早く石炭層まで到達できるようにするかとい

う技術の研究開発を、1998（平成10）年から5ヵ

年計画でNEDO（新エネルギー・産業技術総合開

発機構）の資金により、三井鉱山エンジニアリン

グ㈱と共同で実施した。 

 深いボーリングでは、孔内の地質状況の変化

（悪化）によるトラブル発生が少なくない。従っ

て工期を短くするには、そのトラブルの発生を防

第２章 スピンドル型ボーリングマシン 

▲GSR-75A ▲ADS-15A 

94 



ぎ、全作業時間に占める純掘進時間の割合を高め

る必要がある。もう一つは、掘進率の高いビット

の使用である。 

 そのために、掘進中の孔内の状況を示す種々の

データをリアルタイムで把握し、状況変化に対応

して自動的にボーリングマシンを操作し、孔内の

トラブルを未然に防ぐ技術の研究と開発をおこ

なった。もう一つは、数種類のダイヤモンドビッ

トを製作し、最適のビットを選択できるように地

質岩石ごとに使い分けてテストした。 

 なお、当社からは計測機器とセンサー、記録機

器を持ち込み、中国のボーリングマシンにセット

して実施した。 

 

4．施工記録  

  1953（昭和28）年以降  

 

 当社工事部が直接施工したなかから、主として

地下資源の調査ボーリングを以下に記載する。 

 

4-1 調査ボーリング 

 当社の請負施工開始は、1953（昭和28）年の早

明浦ダムの地質調査ボーリングに始まる。翌年4

月には建設大臣登録をおこなっている。 

 

4-1-1 主な探炭ボーリング 

 当社工事部創設の初期は、石炭の調査が主であ 

り、各所で長期間継続した。三井鉱山㈱田川鉱業

所（福岡県）（昭和32年～36年）、日鉄鉱業㈱二

瀬（福岡県）（昭和32年）、三井鉱山㈱砂川（北

海道）（昭和41年）同社・三池（福岡県）（昭和

42年～61年）、同社・芦別（北海道）（昭和52年

～62年）などであった。 

 1979（昭和54）年にはパキスタン・カラチの

東、ラクラ地方で石炭資源の調査ボーリングを

おこなった。同地の地下に賦存するリグナイト

（褐 炭）を 活 用 し、日 本 の 政 府 開 発 援 助

（ODA）資金によって燃料の確保から火力発電

所の建設までという大きなプロジェクトの一環

であり、三井鉱山㈱が資源調査を総括して受注

し、当社はロッキーRK-3を数台投入して広い範

囲でボーリングをおこなった。 

 

4-1-2 主な探鉱ボーリング 

 金属資源の調査ボーリングも各所でおこなっ 

た。日鉄鉱業㈱釜石（岩手県）（昭和36年～49

年）、同社・八茎（福島県）（昭和38年）、同

社・尾小屋（福島県）（昭和41年～45年）、同

社・高ノ倉（福島県）（昭和41年～45年）、同 

社・大川目（岩手県）（昭和43年）、住友金属鉱

山㈱鴻ノ舞（北海道）（昭和38年）、三井金属鉱

業㈱田ノ沢（秋田県）（昭和39年）、同社・神岡

（岐阜県）（昭和44年～45年）、日本鉱業㈱花輪

（岩手県）（昭和42年）、同社・豊羽（北海道）

（昭和44年～45年）などであった。 

 以上の多くの場合は、探炭ボーリングと同じよ 

うに、長期に亘り継続して調査ボーリングをおこ

なったので、安定現場として収益の確保に寄与

し、また、釜石などは新入社員の現場実習の場と

しても役立った（本章4-4参照）。 

 1970（昭和45）年には金属探鉱事業団（後の金 

属鉱業事業団、現 石油天然ガス・金属鉱物資源 

機構）の北海道国富地域の精密調査ボーリングを 

おこなった。その後、岩手県釜石の遠野地域、秋 

田県北鹿地域精密、新潟県佐渡地域広域など1999 
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（平成11）年まで、同事業団の調査ボーリングを 

全国各地で実施した。 

特に、1981（昭和56）年の鹿児島県北薩串木野

地域のボーリングでは有力な金鉱床に着脈し、後

の住友金属鉱山㈱菱刈鉱山の開発に繋がった。同

鉱山は鉱石中の金の品位（含有率）が世界一とし

て有名になり、温泉がつくった金鉱脈としても当

時話題になった。今でも坑内に温泉が湧き出して

おり、ポンプアップして近くの温泉街に供給して

いる。 

なお、住友金属鉱山㈱のご好意により、同所の

高品位の金鉱脈のボーリングコアをミュージアム

鉱研 地球の宝石箱（第12章参照）に展示してい

る。 

 

4-1-3 その他の調査ボーリング 

 1963（昭和38）年、三井セメント㈱田川（福岡

県）の石灰石調査ボーリングをおこなった。1964

（昭和39）年には、山形県小国町で地すべり調査

ボーリングと防止工事を施工した。1967（昭和

42）年には大阪府亀の瀬で地すべり調査ボーリン

グを実施した。 

 1983（昭和58）年、わが国の政府開発援助（ODA）

資金により、イラク共和国のベクメダム建設予定

地の大規模な地質調査ボーリングをおこなった。

ロッキーRK-3を13台、㈱間組に納入して搬入を依

頼し、現地宿舎の建設からボーリング作業まで、中

国冶金工業部所属の冶金建設公司と共同で実施し

た。現地は交通不便な山間の僻地で、イラク中央政

府と対立するクルド人の区域であるため警備隊が

つくという不安があったが、中国側は専門の料理

人まで帯同するなど完璧な陣容であったため生活

上の支障はなく、無事完了することができた。 

 1986（昭和61）年、本四架橋明石大橋（兵庫

県）建設のための明石海峡海上調査ボーリング

を、EP-1Wを使用して実施した。 

 

4-2 大深度調査ボーリング 

4-2-1 探炭ボーリング  

 1977（昭和52）年に三井石炭鉱業㈱芦別炭鉱

（北海道）坑内でアンデスAD-1Aを使用して

1,600mのボーリングをおこなった。その後、1981

（昭和56）年からは、石炭資源開発基礎調査とし

て九州有明湾で海上ボーリングが開始され、1993

（平成5）年まで継続した。当社は、クラスター

CR-1を改良したクラスタージュニアCR-Jを投入し

て移動式の海上櫓に設置し、最深1,200mまでボー

リングした。 

 1984（昭 和59）年 か ら はNEDO（新 エ ネ ル

ギー・産業技術総合開発機構）発注による北海道

第２章 スピンドル型ボーリングマシン 

▲明石海峡海上調査ボーリング 

▲三井有明 石炭調査海上ボーリング  
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釧路沖の海上ボーリングがおこなわれた。本調査

ボーリングは1990（平成2）年まで続き、GSR-100

（本章3-4参照）を使用して1,000m前後を掘さく

した。1983（昭和58）年には北海道クルキ炭坑の

石炭・ガス調査に、GSR-100を使用して1,650mの

ボーリングをおこなった。 

 

4-2-2 その他の大深度ボーリング 

 土木建設関連の大深度ボーリングとしては、

1977（昭和52）年に日本鉄道建設公団（現 鉄道

建設・運輸施設整備支援機構）発注による大分県

豊予海峡トンネル予備調査として、クラスターCR

-2Bによる1,000mのボーリングをおこなった。 

 1980（昭和55）年には東京都土木研究所発注に

よる武蔵村山地質（層序）調査ボーリングを実施

した。深さ700m、使用機はCR-2Bであった。  

1996（平成8）年に、防災科学技術研究所の要

請、建設省関東地方建設局発注による1,832m深さ

の日高地殻活動観測井（埼玉県）をロータリー

テーブル機によりボーリングした。 

2004（平成16）年、防災科学技術研究所の発注

により1,000m深度の大阪地震観測井をアンデス

AD-1Cによって施工した。 

 

4-3 特殊ボーリング 

4-3-1 プラムライン  

国土交通省長島ダム（静岡県）で1993（平成

5）年、プラムラインを掘さくした。その目的

は、ダム堤体の上部下部の相対的変位量を測定す

るためにダム堤体上から下底の岩盤の中まで、変

位量観測の基線となる深さ43mの垂直孔を掘さく

して懸垂線を設置する工事である。EP-1Wを使用

し、先ず、HQワイヤラインコアバレル（ビット

径97.5mm）でパイロットボーリングをおこない、

これを350mmに拡孔した。懸垂線が孔壁に触れな

いようにするために孔曲がり0.5°以内の高精度の

真直性が要求され、これを達成した。 

  

4-3-2 その他の特殊ボーリング  

 1998（平成10）年、地質調査所発注により、愛

知県豊橋付近の中央構造線上で深さ450mの活断層

モニタリング観測井戸を、EP-1Wによって施工し

た。 

 2001（平成13）年には、関西空港第2期工事に

第２章 スピンドル型ボーリングマシン 

▲ 防災科学技術研究所の地殻活動観測井掘さく 

  （埼玉・日高） 
▲石炭資源開発基礎調査 釧路沖海上ボーリング 
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おいて、計器を設置する海上調査ボーリングをク

ラスターCR-2Bを8台使用して実施した。水深

40m、掘さく深さは海底下最大350mであった。  

 

4-4 釜石学校 

 当社工事部の歴史に残る事柄の一つとして、日

鉄鉱業㈱釜石鉱業所（岩手県）の現場での新入社

員のボーリング技術実習がある。ここでは、同社

から当社が請けて1961（昭和36）年から13年間に

亘り、継続的に磁鉄鉱、銅鉱の探鉱ボーリングを

実施したが、特に、1967（昭和42）年から始まる

当社興隆期には多数の新卒社員を採用してここで

技術教育をおこなった。この後も引き続いて多く

の新入社員がここでボーリング技術を習得して巣

立って行き、社内で「釜石学校」と呼ばれるよう

になった。もちろん、この他のあらゆるボーリン

グ現場で実習が行なわれたが、釜石での実習が

もっとも組織的で記憶に強く残るものとなった。 

 釜石鉱業所の最寄り駅、釜石線・陸中大橋駅の

近くに事務所と宿舎を設け、最盛期には二棟の宿

舎に約35人の鉱研社員が生活し、当社のベテラン

技術員が新入社員にボーリングのイロハから教育

した。 

 当時の実習場となったボーリング現場を以下に

記録しておく。 

1）大峰現場（坑内） 坑道の水準が550mL（レ  

 ベル）で、メインの坑口から徒歩50分。ボーリ  

 ングマシンGH-2、ボーリングポンプMG-10、  

 AQ-WL（ビット径約47mmのワイヤライン工  

 法）で深さ400～500m、角度は垂直から下向き  

 70°の傾斜のボーリング。機長1名と助手（実  

 習生含む）2名を1編成とし、8時間2交代作業で  

 あった。 

2）佐比内現場（坑内） 当時最新鋭のエクスプ 

 ローラーEP-1を使用し、AQ-WLで600mの垂直 

 ボーリングを実施。 

3）仙人現場（坑内） 仙人トンネルから坑内に 

 入った現場でOE-3を使用。EQ-WL（ビット径 

 約37mmのワイヤライン工法）で200～300m 

 の水平ボーリングが主体であった。 

4）天狗森現場（坑内） 750mL（レベル）の坑 

 内。OP-1、OE-3を使用してEQ-WLの垂直300m 

 のボーリングが主であった。他に、エア駆動の 

 SA-1Sを使用してXRT（ビット径約29mm）で75 

 ～120mのボーリングをおこなった。 

5）笹山現場（坑外） 雪解け後の5月中旬から11 

 月中旬の間におこなわれた。通勤が困難であっ 

 たので現場の近くに宿舎を建て、食料は週に2 

 回ほど運んでもらう自炊生活であった。風呂は 

 水を張ったドラム缶に電極棒を差し込んで沸か 

 した。ボーリングマシンはEP-1を使用し、AQ- 

 WLで500～600mのボーリングを実施した。 

 鉄鉱石の調査だったが、花崗岩が主体の地質で 

 3m長さのコアバレルに亀裂なしの一本ものの 

 コアがとれる均質な岩質であった。 

6）仙人峠現場（坑外） 笹山現場と同じ自炊生 

 活の現場だった。ボーリングマシンはロッキー 

 RK-1、EQ-WLで300～350mの ボ ー リ ン グ を 

 実施した。給水のためにDG-2（当社製ボーリン 

 グポンプ）で300～350mの揚水をおこなっ 

 た。 

7）天狗森現場（坑外） 鉱業所支給のL-38ボー  

 リングマシンを使用し、AQ-WLで500～600m  

 のボーリングをおこなった。粘板岩、スカルン  

 鉱物、石灰岩、鉄鉱石など色とりどりの岩石を  

 掘さくした。スカルン鉱物は特に硬質であっ  

 た。   

第２章 スピンドル型ボーリングマシン 

▲関西国際空港2期埋立部計器埋設ボーリング工事 
 CR-2B   
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1．初期の取組み 

  1954（昭和29）年～1956（昭和31）年  

 

 当社は創立早々からボーリングのための2連プ

ランジャー式の高圧ポンプを製作〔1948（昭和

23）年のKH-7、1951（昭和26）年のKH-2など〕

し、KH-2を1954年（昭和29）年にグラウト用に改

良してKG-2を製作した。 

1955（昭和30）年には大型の圧縮空気駆動ウオ

シントン型複動ピストン式グラウトポンプDG-

A10を開発し、電源開発㈱佐久間ダム（静岡県）

や旧建設省直轄のダム建設などに納入した。また

1956（昭和31）年には、電動式の2連複動ピスト

ンポンプDG-3を製作した。 

  

2. MGポンプの誕生 

  1958（昭和33）年   

 

汎用的なグラウトポンプの開発に本格的に取り

組んで完成したのは、1958（昭和33）年の2連複

動ピストン式のMG-15が最初である。11kW（15

馬力）の電動機で駆動するが、前節のDG-3より高

性能で、しかもコンパクトになった。形式名に馬

力数を入れて大きさを表すようになったのは、本

機が最初である。引き続いて1959（昭和34）年に

MG-5とMG-10を開発した。「鉱研にMGポンプあ

り」とユーザー各社から信頼を頂くようになった

グラウトポンプシリーズの誕生である。 

 このMGポンプの誕生は、折しも建設が始まっ

た関西電力㈱黒部川第四発電所ダム（富山県、通

称黒四、くろよんダム、第1章第3項参照）の建設

と不可分である。黒四の地下式発電所にダムから

水を送る10kmの導水路トンネルには、高さにして

140mもの高水圧が掛かるために、巻立てコンク

リートと地山を密着させる裏込めモルタル（セメ

第3章 グラウト 

 セメントと水、あるいは混和剤をミキシングした注入材（セメントミルクまたはセメントスラリー）を

グラウトといい、グラウトをポンプで圧力を加えて注入することをグラウチングという。しかし、グラウ

チング自体もグラウトと呼ぶことの方が多いので、ここではその慣例に従う。 

 本章では土木建設工事において、主にダムの建設やトンネルの掘削のためにおこなうグラウトに関して

記述する。都市土木でも地盤改良を主な目的とするグラウトをおこなうが、それは次の第4章で述べる。  

▲MG-5 

▲MG-10 

▲MG-15 

99 

 

第３章 グラウト 



ントスラリーに砂を混入）の注入と、地山の割れ

目をふさぐセメントミルクの高圧注入が必要であ

り、かつ、グラウト作業の能率を上げるために注

入材を長距離圧送する計画であった。この場合、

特にモルタルは、途中で砂が分離して沈殿しやす

いので難しい課題であった。関西電力㈱は、実地

にグラウトポンプの性能試験をおこなって採用を

決めることとなり、当社は新しく開発したばかり

のMG-15を現地に持ち込み、社員を派遣して試験

に当たった。 

 実地試験の内容は、注入材の水・セメント比が

55％、セメント・砂比は1：2、圧送距離は500mと

いう、当時としては過酷なものであったが、MG-

15は見事これをクリアして合格し、十数台が採用

された。また、セメントミルクの高圧注入用とし

てMG-10とMG-5がテストに合格し、それぞれ多

数採用された。ボーリングマシンもOP-1を十数台

納入した。 

 MGポンプは、グラウト用に限らずボーリング

用水循環にきわめて広く使用されるようになり、

目的に応じて多くのバリエーションを製作した。

コアを採取する調査ボーリングにはMG-5、同

10、同15が、温泉やさく井、あるいは大口径の

ボーリングにはMG-25、同30、同40、同50、同75

が広く用いられた。長尺水平ボーリングにはMG-

100を製作した。最大型はMG-300（吐出量1,440ℓ/

min、吐出圧力最高10MPa）であった。 

また、ワイヤラインボーリング用などに変速機

つきWL-MG-15hなどのシリーズや、可変速モー

ターつき、油圧モーター駆動など多くのモデルを

製作した。その他、水井戸掘さく用に大容量低圧

型MG-75Wその他をシリーズ化した。 

 

3．グラウト機器の鉱研 

  1959（昭和34）年以降  

 

ダムの基礎岩盤にグラウトするためのボーリン

第3章 グラウト 

▲MG-50 ▲WL-MG-15h 

▲MG-300 
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グは、延べ1万m以上に及ぶことがあり、ダム建設

の期間短縮とコストダウンのためにはボーリン

グ、グラウトの施工能率を上げることが必要であ

る。関西電力㈱は、黒四ダムのダムサイトのグラ

ウトのために、中央ミキシング方式を導入するこ

ととした（第1章第3項参照）。この場合も実地試

験の上、採用を決めることになった。   

当社の開発した高速回転ミキサーHM-500は、

2ヵ月間の現場テストに好成績を収めて採用が決

定し、同ミキサー（0.5m3、50ps）４基よりなる中

央ミキシングプラントを製作納入した。本機は24

時間休みなく連続運転され、整備は正月休みだけ

という酷使に耐えて黒四のダムグラウトに貢献し

た。そのほかダムグラウトでは2軸プロペラのグ

ラウトミキサーを7台、ボーリングマシンOE-2Sを

9台、OP-1を5台納入した。 

この黒四ダム建設を契機として当社は、ボーリ

ングマシンだけでなく、グラウトの分野でも市場

を制するようになっていった。 

1980（昭和55）年代、ソ連はシベリアにバム鉄

道の建設を進めていたが、トンネル掘削に当たっ

て、グラウト機器の引き合いを当社に寄せてき

た。当社は、グラウト孔の掘さくはアロードリル

（第9章 参 照）と し、グ ラ ウ ト ポ ン プ、ミ キ

サー、アジテーターなどのグラウトプラントを軌

道台車に搭載した移動式を提案して採用され、

1984（昭和59）年8月にアロードリルRPD-65LC-

B2、グラウトプラントKCB-200(B)-B、KCP-200-B

を輸出した。1986（昭和61）年2月にはKCB-200

(B)-B2ほかを追加納入した。バム鉄道は、シベリ

ア鉄道の輸送量の不足を補うことと北シベリアの

開発を目的とし、北側を東西に走るバイパス路線

である。 

なお、注入圧力に応じて吐出量を自動的に変化

させ、セットした圧力に達すると停止し、圧力が

下がると自動的に運転を再開する圧力一定制御自

動変量グラウトポンプVG-A1、VG-B1を1966（昭

和41）年に開発した。さらに、1981（昭和56）年

にはKV-15を開発した。 

第3章 グラウト 

▲KCB-200 

▲RPD-65LC-B2 
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注入するグラウト材を軽量化し、流動性を高め

る目的で発泡剤を加えてミキシングしたエアモル

タルがある。当社は1974（昭和49）年に、エアモ

ルタルを圧送し注入することを可能としたエアモ

ルタルポンプFG-15を開発した。さらに1977（昭

和52）年には、より吐出圧の高いFG-20を製作し

た。 

 

4．国内外での施工例 

     1972（昭和47）年～1992（平成4）年  

 

 グラウトの施工は、国内においては専業の工事

会社が実施するのが通例であり、当社は専らポン

プやミキサーの開発・製造・販売をおこなってき

た。しかし、特殊な技術、あるいは特別な施工機

器を必要とするグラウトにおいては、国内でも当

社が施工することがあった。 

 海外においては機器の輸出に伴って社員が海外

で活動するごとに習熟し、また、シンガポール、

マレーシア、香港に支店を開設したことによって

現地技術員の養成が進み、海外での施工態勢が整

備された。そのために海外では当社が、グラウト

の施工をおこなうことが多かった。それらの中の

一部を以下に記述する。 

 

4-1 国内でのグラウト施工例 

4-1-1 福岡トンネルでディープウエルとグ  

    ラウト 

 1972（昭和47）年3月、山陽新幹線の終着駅博

多の手前にある福岡トンネルの掘削工事中に、断

層破砕帯に遭遇して大量の湧水が発生し、坑道が

崩壊するという事故が発生した。その対策として

地下水位を低下させると共にグラウトを施工する

こととなり、当社は、ビッグマンBM-100Kをトン

ネル上部の沢に搬入してディープウエル（深井

戸）を掘さくし大量の地下水を揚水した。 

 坑道内では作業坑から本坑の下部と上部に向け

て多数のボーリングを実施し、ケミカルグラウト

ポンプCG-5（第4章1-1参照）によって水ガラスと

セメントを注入するLW工法を施工して湧水を止

めた。  

 本トンネルでは、新幹線開業後も1975（昭和

50）年5月からトンネル内部360度方向にLW工法

のグラウトを施工し、また、トンネル上部の地表

では河床部にベントナイトを主とするグラウト工

事をおこない、その工期は2年に及んだ。 

第3章 グラウト 

▲FG-15 

▲KV-15 

▲山陽新幹線福岡トンネル ディープウェル掘さく BM-100K   
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 本工事は、技術者と作業員を合わせて200名を

超え、当社としては大規模なものであった。ま

た、ディープウエル工法やグラウト工法など、当

社の技術の全てを投じて施工し、当社工事部発展

の新たな出発点となった。 

 

4-1-2 中山トンネルで地表からのグラウト 

 上越新幹線の中山トンネルは、出水と崩落のた

め難工事となった。その対策の一つとして地表か

ら多数のボーリングとグラウトが施工されたこ

と、当社がボーリングとジャイロによる孔曲がり

測定をおこなったことを以下に記述する。 

 群馬県渋川市から月夜野町（現 みなかみ市）

に至る約14.857kmの中山トンネルは1972（昭和

47）年に着工された。工期短縮のため6つの工区

に分けられ、その中の小野上北工区にアクセスす

る斜坑の掘削工事が、切羽崩落と坑口をオーバー

フローする出水により中断された。これを始まり

として本坑、迂回坑、水抜き坑などの掘削で高圧

水の大量出水や切羽の崩落が続出し、二つの工区

の完全水没と、土砂流出により千数百mの坑道が

埋没する事態となった。 

この状況に対処する一つの方法として、坑道の

上方、200～300m以上の地表から、垂直にボーリ

ングしてグラウトをおこなった。短期間に施工す

るため全国から90台もの大型ボーリングマシンが

集められ、ボーリング本数は634孔に及んだ。当

社もEP-1W級を10数台投入してボーリングに当

たった。 

これらのボーリングは深いために、孔曲がりが

懸念された。それがひどければ注入効果は薄くな
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る。そこで当社は鉄道建設公団（現 鉄道建設・

運輸施設整備支援機構）の要請を受け、ジャイロ

スコープを用いてボーリング全長のケーシング内

連続孔曲がり計測をおこなった。計測本数は162

孔であった。 

また、これらのボーリング孔にはケーシングと

してワイヤラインロッドを埋め殺すために、当社

は日本鋼管㈱（現 JFEホールディングス）の協力

を得て、大量のワイヤラインロッドを短期間に製

作し納入した。 

以上の地表からのボーリンググラウトの施工期

間は、1980（昭和55）年4月から翌年5月であっ

た。 

なお中山トンネルは、二つの死火山の中間に位

置し、火砕流などの火山噴出物に埋められた箇所

を土被り200～400mで南北に走っている。そこに

は大量の地下水が蓄えられており、村の上水道は

自然湧出の井戸を利用していた。  

 

4-1-3 加久藤トンネルでアロードリルの活躍 

 福岡から鹿児島、宮崎に延びる九州自動車道

が、熊本・宮崎県境の山岳地帯を突き抜けるとこ

ろに6,260mの加久藤トンネルがある。同じルート

の一般国道221号線飫肥街道は、峠の両側に360度

を超えるループを設けて標高を上げ、約2kmのト

ンネルで結んでいる。それに対して九州自動車道

は直線状に走り、標高300m余りの箇所でトンネル

を掘削する計画となった。 

 地質は主に砂岩、粘板岩（四万十層群）で、安

山岩、角礫凝灰岩を挟んでおり、亀裂が発達して

いた。最大の問題は地下水が豊富に涵養されてい

ることであった。先行した先進導坑（パイロット

トンネル）の掘削で多量の切羽湧水による地山の

崩壊が生じたため、本坑の掘削に際して湧水対策

をおこなうこととなった。 

 対策としては、グラウトを効率的に施工するた

めに、次の3段階で施工した。 

 1.パイロットトンネルから本坑上部への水抜き  

  ボーリング（地下水位低下） 

 2.水抜き兼作業坑の掘削（地下水位低下） 

 3.止水グラウト（水ガラスとセメントのLW工 

  法） 

 これらの作業は、トンネルの予定通りの開通を

目標とし、本坑掘削の中断を最小限に抑えること

が求められた。 

 当社はそのために掘進速度が格段に速いアロー

ドリルをトンネル内に導入することとし、先ず

1990（平成2）年4月からクローラー搭載のRPD-

65LCEで水抜きボーリングを施工した。次いで翌

1991（平成3）年1月からその翌年6月にかけて、

RPD-100C（ク ロ ーラ ー搭 載）とRPD-75SL（ス

キッドフレーム搭載）によってグラウト孔を穿孔

しLW工法で注入をおこなった。 

このような短期間の施工は、アロードリル（第

9章参照）により初めて可能となった。 

 

4-2 海外でのグラウト施工例 

4-2-1 サマナラウエアダム 

 1986（昭和61）年、スリランカのサマナラウエ
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アダム（水力発電目的）のグラウトを当社は請け

た。ダムサイトや周辺の地山は主に堅硬な片麻岩

より成り、石灰岩がところどころに存在するとい

う地質条件であった。最初はダムサイト左岸に掘

削された仮排水トンネルの巻立コンクリート背面

への裏込めと、コンソリデーション（基礎処理）

グラウトを施工した。ここの岩盤は非常に良質で

グラウトの入る量は少なかった。 

 次いで1988（昭和63）年、ダムサイトのグラウ

トに移った。岩盤を掘削するにつれて右岸側にあ

る石灰岩に数箇所の空洞が発見され、置換コンク

リートとグラウトによりこれを充填した。 

しかし、ダムサイトの岩盤は全般的には良好で

あった。特に左岸側は第1次のカーテングラウト

でルジオン値（透水試験値）が軒並み3以下とい

う状況であり、グラウティングの予定数量が大幅

に削減された。 

 これに対して右岸側には問題が予測されてい

た。ダムサイトから離れた地山で深さ200m級の調

査ボーリングをおこなったところ、ある深度を過

ぎたところからボーリング用水が全量逸水し、掘

さく完了後の埋め戻し作業では高濃度セメントグ

ラウトでも効果がなく、モルタルグラウト（セメ

ントと砂）でようやく止められた。 

 もともと、ダムサイト右岸側には4本のグラウ

ト用横坑（上部から下部へA,B,C,D）を掘削し、

トンネル内からカーテングラウトをおこない、地

山からの漏水を防止することになっていたが、こ

のボーリング調査の結果を受けてさらに300mの長

さの横坑2本（AbとDb）を追加し上流に向けて掘

削した。当社はここでグラウトをおこなった。こ

の作業において砂、粘土を含む破砕帯、もしくは

これらに充填された空洞が確認された。ここでは

普通ポルトランドセメントグラウトでは注入効果

があがらず、超微粒子セメントによりようやく目

標ルジオン値に達した。 

 これらの状況を検討した結果、さらに追加工事

として横坑Dbを、右岸河床ラインに沿い、上流に

向けて2km延長しグラウトを施工することとなっ

た。 

 この追加工事は、下向き100m、上向き30mの

カーテングラウトを2kmにわたって施工するもの

で、当社はロータリーパーカッション・アロード

リルRPD-75SL-H3（トンネル内施工用）2台と、

スピンドル型ボーリングマシン32台、グラウトプ

ラント12台を動員し、2方交代で施工した。この

ボーリング・グラウトでは、これまでにはなかっ

た全量逸水が続出したため、セメント・水・ベン

トナイト比（C：W：B）= 1：0.6：0.03 という高

濃度セメントペーストを延々と注入し、注入本数

も追加された。 
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 ダム本体の基礎処理グラウトは、1988（昭和

63）年から1993（平成5）年にかけて施工した。

使用したボーリングマシンは、アロードリルRPD-

65LCEほかであった。 

 本ダムにおけるグラウトは86,000m3に上り、当

社最大規模の施工量となった。 

 

4-2-2 その他の海外グラウト工事 

 マレーシアでは、1976（昭和51）年12月から

1980（昭和55）年3月にかけてランガットダムの

グラウトを施工した。マレーシア国公共事業省水

資源局の発注で、首都のクアラルンプールに水を

供給するアースダムである。ダムサイトは花崗岩

とその風化岩であり、当社はOE-2LとMG-5hを4

式、グラウトにはMG-10、LM-250、HM-250を4式

使用して施工した。当社にとってこれが初めての

海外におけるダムグラウト工事であった。 

その後、トレンガノ、テノンパンギ、ベルシ

ア、ケネリン、バタンアイなど多くのダムグラウ

トを施工した。トレンガノ水力発電プロジェクト

のケニールダム建設で、当社は仮排水トンネルと

サドルダムのグラウトを担当した。メインダムの

建設は韓国の現代建設㈱が請負い、グラウト孔の

掘さくに当社納入のアロードリルRPD-65LCEが使

用された。 

 また、アルジェリアではシェルファダムのグラ

ウトを施工した。ここは旧ダム（コンクリート量

4万4千m3）を解体して新ダム（同29万m3）を建設

するプロジェクトであった。当社は1986（昭和

61）年から社員4名で調査ボーリングをおこな

い、1988（昭和63）年12月からグラウト工事を始

めた。グラウト工事では社員延べ8名、マレーシ

ア人・タイ人スタッフ4名、現地作業員最大80名

（昼夜施工時）がコンソリデーショングラウトと

カーテングラウトに従事し、1992（平成4）年に

完 工 し た。使 用 機 械 はOP-1が6台、MG-15hが6

台、カーテングラウトの深さは約100mであった。 

 インドネシア・スマトラ島のアサハンプロジェ

クトでは、第8章記載のビッグマン工事のほか、

グラウトも施工した。  
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1．軟弱地盤対策  

  1970（昭和45）年以降  

 

わが国の都市の多くは沖積平野に開かれてお

り、また埋立地に立地することもあるので、地盤

が軟弱であり、不同沈下･ヒービング（擁壁下底

が膨れる現象）･圧密沈下･クイックサンド（砂質

土の液状化）等のトラブルに見舞われることが多

い。そのために、地下の開削や構造物の建設に当

たっては、地盤を改良する必要がある。 

 

1-1 地盤改良―薬液注入 

1-1-1 単管式および二重管ストレーナ工法 

 地下を開削する土木工事に先立って地盤中の水

の流れを止め、あるいは崩れやすい地盤の強度を

高めるために、ボーリング孔から薬液をポンプで

地中に圧入し、土粒子間の間隙を埋めて地盤を一

体化させる工法が施工される。これを薬液注入工

法という。 

 1960（昭和35）年代中頃から、アクリルアミド

などの高分子系材料が注入に用いられ、地盤への

優れた浸透性と、ゲルタイム（固化時間）の数秒

の瞬結から緩結まで調節可能という特質は、それ

まで得られなかったことであり、広く注目を集め

た。しかし、地下水汚染による薬害が発生し、

1974（昭和49）年7月に建設省（現  国土交通

省）から薬液注入工法に関する指針が出されて使

用が禁止された。そのため以降は、水ガラス系統

の薬液が主になった。 

 一般に水ガラスと呼ばれる薬液は、珪酸ナトリ

ウムを主材（A液）とし、これに固化材（B液）

を加えて注入する。当初は、両液をそれぞれポン

プで圧送して注入ロッド上部のY字管により、

A、B両液を合流させて単管ロッドあるいは単管

ストレーナで注入をおこなう方法が取られた。1.5

ショット方式と言われる。 

また、2ショット方式のゲルタイム調節は、B液

の送量を加減することによっておこなったので、

当社は、二筒式のピストンポンプで一筒をA液

用、他をB液用とし、B液の吐出量を可変できる機

構のCG-5を1970（昭和45）年に開発した。本ポン

プは、東京都大田区の下水処理場の工事などで活

躍した。 

1976（昭和51）年、注入された薬液の地中拡散

を防ぎ、必要箇所で固結させるためにゲルタイム

を秒単位（瞬結性）とし、二重の注入管内をA、
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 都市における土木建設工事、特に東京においては、1964（昭和39）年の東京オリンピック開催が契機と

なって急速に活発化した。全国的にも、遅れていた下水道の整備、都市高速道路や地下鉄などの交通網の

建設、軟弱地盤対策などの都市のインフラストラクチャーの整備がおこなわれるようになった。 

 当社はそれまで主に、いわゆる山岳土木、ダム・トンネル・道路、そして自然災害防止の分野で技術と

製品を開発してきたが、都市開発の進展に伴って新しい分野への取り組みを開始した。 

 本章では都市土木のなかで、当社の技術と製品の関連が深い地盤改良に関する事柄を述べ、下水道建設

の小口径管推進についても記述する。  
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B液を別々に送り先端で合流させて注入する、2

ショット方式の二重管ストレーナ（単相式）工法

が実用化された。 

しかし、締った地盤に効果的に注入するために

は、ゲルタイムの長い薬液が適している。そのた

めに先ず、ゲルタイムの短い薬液を注入して拡散

を防止し、次いで、ゲルタイムの長い薬液（緩結

性）を注入して必要な範囲に浸透させる二重管ス

トレーナ（複相式）工法が1978（昭和53）年に実

用化された。 

これらの場合、A、B両液は等量とし、1台の薬

液注入ポンプでA、B液を別々に送る。当社は、

1980（昭和55）年7月に2液型4連プランジャ式の

薬液注入ポンプHPW-3TV（手動による吐出量連

続可変式）を開発した。 

 1993（平成5）年にはインバータ制御による吐

出量連続可変式のHPW-3FVを製作した。後者の吐

出量は、39mmプランジャの場合（4.5～27ℓ/min）

×2液、3.5MPa（35kgf/cm2）であり、30mmプラン

ジ ャ の 場 合（2.6～16ℓ/min）×2液、3.5MPa

（35kgf/cm2）である。 

2008（平成20）年には耐酸性、耐アルカリ性の

薬液注入ポンプKGP-3を開発した。（3～15ℓ/

min）×2液、3.5MPa（35kgf/cm2）の性能を有する

（第14章2-3-3参照）。 

これらの工法の注入管外径が40.5mmであるの

で、ボーリングマシンは小型機が適している。当

社は、最小型で軽量の油圧式KT-1を専用機として

1972（昭和47）年に製作した。 

二重管ストレーナ工法は単相式でも複相式で

も、ステップアップしながら注入する。当初は手

動でこれをおこなったが、1993（平成5）年に自

動ステップ引上装置を備えたKT-1STEPを開発し

た。さらに1995（平成7）年にはスピンドル回転

を4段変速としたKT-4STEPを製作してユーザーに

供給した。 

 

1-1-2 ダブルパッカー工法      

本工法は、大きな径（100～170mm）で掘さく

後、注入外管を挿入してセメント系のグラウトを

シール材として注入し、養生した上で、先端にダ

ブルパッカーを取り付けた注入内管を挿入して、

外管側面の注入孔から緩結性の薬液を注入する。 

このように工程はやや複雑であるが、注入効果

への期待が大で、既設構造物への影響を少なく

し、より深く（30m以上）注入する場合に適して

いる工法であり、大規模工事に採用されることが

多い。砂質土や砂礫層など透水性の高い地盤の注

入にも適する。 

特に、本工法の工程では掘さくと注入作業が分
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離されており、ボーリングマシンは掘さくのあ

と、直ちに次の孔位置に移動することができる。

そのために掘進速度が速く、礫層の掘さくも容易

であり、そのうえ深い孔でも曲がりが少ないロー

タリーパーカッションドリルの使用が標準となっ

ている。 

アロードリルの場合、初期の普及型RPD-65LCE

が用いられていたが、掘進速度のより速い機種が

求められてRPD-100Cに代わり、次いで、大型の

RPD-130Cに移行した。RPD-130Cは掘進能率にお

いてRPD-100Cの1.5倍といわれる。さらに、より

強 力なRPD-150Cも使 用さ れて いる（第9章 参

照）。 

なお、本工法の薬液注入方式は、注入管の上部

でA、B両液が合流する1.5ショットである。 

 

1-2 地盤改良－ジェットグラウト工法 

1965（昭和40）年頃、ボーリングの先端から40

～60MPa（400～600kgf/cm2）の超高圧水と圧縮空

気を水平に噴射回転して地盤を攪拌切削しながら

上方に引き上げ、同時にセメント系の硬化材を注

入して柱状の固化体を造成するジェットグラウト

（コラムジェット）工法が施工されるようになっ

た。当社は、1972（昭和47）年に、最高吐出圧

49MPa（490kgf/cm2） のPG-75を開発してこれに

対応した。本ポンプは1974（昭和49）年に改良し

て 最 高 吐 出 圧63MPa（630kgf/cm2）のPG-75Sと

なっている。 

また、セメント系の硬化材そのものを超高圧

20MPa（200kgf/cm2）で噴射するCCP工法、そし

て圧縮空気も同時に噴射するJSG工法も実用化さ

れ、当社はこれに対応して1978（昭和53）年に超

高圧グラウトポンプPG-60TV〔20MPa（200kgf/

cm2)､可変吐出量〕とPG-75HV〔31.5MPa(315kgf/

cm2)、可変吐出量〕を開発して需要に応じた。 

その後、当社の超高圧グラウトポンプPGシリー

ズ は、1987（昭 和62）年 にPG-100A〔44MPa

（440kgf/cm2）、1991（平 成3）年 にPG-75NEW

〔26MPa（260kgf/cm2)､可変速モータ〕､1994（平

成6）年 にPG-120NEW〔40MPa（400kgf/cm2）、

標準モータ､インバータ制御〕、1996（平成8）年

にPG-150NEW〔43MPa（430kgf/cm2）､標準モー

タ、インバータ制御〕が製作された。 

このジェットグラウト工法は、予定深度まで

ボーリングし、孔底から水平方向に噴射回転しな

がら徐々にロッドを引き上げる。このとき断続的

にステップ引上げをおこなうことがある。当社
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は、自動的にステップ引上げをおこなうクローラ

搭載ロングフィード機FSG-20ACを1980（昭和

55）年7月に開発し、1991（平成3）年にはFSJ-

40Bを製作した。また、スピンドル型ボーリング

マシンをステップ引上式に改良したOE-8BNS

（1983（昭 和58）年3月）とKM-15BN（1988（昭

和63）年9月）を発売した。アロードリルも、ス

テップ注入用としてRPD-40SL-B2-STEPを開発し

た。 

 

2．宅地地盤の改良（宅盤改良） 

   1990（平成2）年以降   

 

 住宅地の開発が進み、埋立地などの軟弱な地盤

にも一戸建て住宅や中低層マンションが建てられ

るようになって、強化された基礎工事が必要と

なってきた。 

その工法としては、地中を機械攪拌してセメン

ト系硬化剤で柱状に地盤を改良する工法と、小口

径杭を建てこむ工法がある。 

2000（平成12）年4月には、「住宅の品質確保

の促進に関する法律」（品確法）が施行され、基

礎や骨組みその他に対して10年間の保証が義務づ

けられた。住宅は地盤調査と、その地盤に見合っ

たしっかりした基礎の一貫した施工が必至となっ

た。 

 

2-1 地盤改良機 

宅地地盤を効率よく改良するために、クロー

ラー搭載のロングフィード式ボーリングマシンで

地盤を所定の深度まで機械攪拌し、セメント系グ

ラウトを注入する。 

当社は1991（平成3）年、機械攪拌式地盤改良

機としてFSG-40BCを開発したのを始めとし、

1994（平 成6）年 にFSG-50ACを、1995（平 成7）

年にはFSG-50DCを、1996（平成8）年にはFSG-

第4章 都市土木への進出 
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40DCを、また2001（平成13）年にはFSG-60ACを

それぞれ開発した。 

FSG-40DCとFSG-50ACのドリルヘッドは貫通式

で油圧チャックを備え、長尺のロッドが使用でき

る。FSG-50DCとFSG-60ACはトップドライブ方式

で、柱状改良のほか、鋼管杭の建て込みも可能で

ある。いずれのモデルも計測装置として深度計、

給進速度計、給進力計、回転計、トルク計を備

え、これらのデータを記録装置で自動記録するこ

とによって施工管理を確実にすることができる。 

FSG-60ACはこれらのうち最も大型で、ロング

ガイドセルにより6.5mを一気に掘さくでき、ま

た、ロッドとの接続を六角ジョイント式として作

業性を高めた。その他、ガイドセルがスライドす

るなど作業の効率化を図った。 

当社は2005（平成17）年に、地盤改良と小口径

杭の両工法を施工できる、宅地地盤改良機FSPG-

50ACを開発して市場に投入した。 

また1994（平成6）年、柱状改良体造成のため

に注入するセメントスラリー製造専用の全自動

バッチャープラント、KMP(A)-PLM150を開発し

た。 

 

2-2 杭施工機 

住宅の地盤を強化する工法の一つである小口径

杭の施工用として当社は、1992（平成4）年にFSP

-40ACを開発した。2001（平成13）年に開発した

FSP-40AC-2は、パーカッションヘッドを備え、テ

レスコープ（二重スライド）式ガイドにより、コ

ンパクトな機体で8mのロングフィードを実現し

て、効率的な杭の建て込み作業ができるようにし

た。また、計測装置として深度計、給進速度計、

給進力計、トルク計、傾斜計を備え、これらを記

録することによって杭の施工状態を担保すること

ができる。 

2004（平成16）年には、より強力なFSP-50AC

を製作した。装備と構造の基本はFSP-40AC-2と同

じである。 

 

3．全自動大型バッチャープラントの開発   

  1982（昭和57）年以降  

 

 山留めや遮水壁工事において、大型建機のオー

ガードリルなどのロッドに多段の羽をつけ、機械 

の回転力で地盤を攪拌してセメント系の硬化剤を

注入し、柱状の固化体を造成する工法がおこなわ

れる。宅盤の柱状改良よりも大規模な工事であ

る。 

 この場合には時間当たり大量のセメントスラ

リーが必要になる。しかも品質を確保し、省力化

をはかるためには、現場でセメントや水、あるい

はベンナイトを自動的にかつ正確に計量し、ミキ

シングするコンパクトなバッチャープラントが必

要になる。 

 当社は、これまでの自動グラウトプラント製造

の経験を活かし、1982（昭和57）年11月に材料の

計量・投入からミキシング、アジテーティングま

で自動化されたバッチャープラントKMP(A)-

PM1500（製造能力毎時15m3）を開発して市場に

供給した。 

これを始めとし、製造能力毎時40m3 までの、大

小の各種全自動バッチャープラントや、可搬式で

集中操作可能のモルタルプラントなど、需要に応

じて開発した。なかでも1992（平成4）年8月開発

第4章 都市土木への進出 
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のKMP(A)-PM1800(Ⅸ)（製 造 能 力 毎 時24m3 ）

は、年間100台を販売するベストセラー機となっ

た。 

こうして全自動バッチャープラントは、1982

（昭和57）年から1990（平成2）年代にかけて当

社の主力製品に成長し、高度な施工管理を要する

ソイルセメント柱列式連続壁工法などの急速な普

及を促し、都市インフラストラクチャーの共同溝

や地下鉄など多くの公共工事や大型ビルの地下工

事に寄与している。 

 

4．下水管の推進SST工法 

  1985（昭和60）年 

 

 下水管の本管は開削工法やシールド工法で施工

するが、枝管になると、より簡易な水平ボーリン

グで推進する方法が取られるようになった。しか

し、礫層や転石層は施工が困難であった。当社は

東急建設㈱と共同で、砂礫層や転石層を推進でき

る二重管式のSST工法を開発し特許を取得した。 

 本工法は、専用の水平掘さく機FS-100B〔1985

（昭和60）年開発〕、またはFS-120B〔1988（昭

和63）年11月開発〕を用いる。本機は外管用と内

管用の二つの独立したドリルヘッドを備え、外管

用ドリルヘッドは回転だけでなく揺動機構も有す

る。内管は外側がオーガーになっていて、その先

端には当社の開発になるマルチエアハンマー（第

10章9-4参照）を装着し、礫や転石はこの打撃力で

砕いて掘さくする。外管は外径500mmまでの鋼管

で、貫通後はケーシングとして残置され、そのな

かに下水管を挿入する。 

 孔曲がり測定方法（掘さく機の後から内管先端

のターゲットをトランシットで観測）と、曲がっ

た場合の修正方法（外管先端の先導管内面に傾斜

面を設けてあり、修正掘進の際、外管は左右に揺

動させ、内管は回転させる）を備え、正確に推進

していく。 

 この掘さく機と工法は、東急建設㈱とその関連
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1．海底炭田の探査 

  1958(昭和33)年～1961(昭和36)年 

 

 長崎市港外の伊王島に、かつて日鉄鉱業㈱の炭

鉱があった。石炭層は海底下に延びていたので、

石炭を掘り続けるには海底をボーリングして石炭

を探らなければならない。そのための簡便な方法

は、ボーリングマシンを海底に沈めて探炭ボーリ

ングをすることである。同社からの依頼を受けて

1958(昭和33)年、海中試錐機（当時の呼称）KCを

開発した。わが国で初めてのことであり、当時、

世界でも類を見なかったのではないだろうか。 

KCは、水深最大70mの海底で使用できるように

ボーリングマシンを防水式とし、電動機を水中

モーターとするなど海水中で稼働する構造とし

た。また、機体には6mの櫓を備えて、そこに装着

したロッドの長さだけ海底ボーリングをおこなっ

た。機械の操作は船上でおこなう方式であり、海

底の機械と作業船の間には油圧ホース、送水ホー

ス、電源ケーブルなどがつながれていた。漁業組

合との話し合いによって作業は夏季だけに限ら

れ、毎夏のボーリングが1961（昭和36）年まで続

いた。海底堆積物は送水で吹き飛ばし、岩盤や石

炭層だけのコアを採取した。記録によると36地点

でボーリングし、最大掘さく深さは3m、採取総コ

ア長21.8mであった。 

 

2．東京大学海洋研究所向けマリンドリル 

   1967（昭和42）年  

 

 1965（昭和40）年に同所（以下「海洋研」とい

う）から、海底表層のコア（柱状試料）を採取す

る海底沈座式ボーリングマシンの開発について当

社に相談があった。海洋研と当社の共同開発のた

めの意見交換が始まったが、ここでの研究開発は

当社にとっても新たな海中機開発のスタートとな

り、また、その後のマリンドリルの基礎研究にも

なった。 

 基本仕様は、稼働最大水深150m、掘さく長6m

とし、ドリルと船上の間は昇降用のワイヤロープ

と動力兼制御ケーブルの2本のみとし、海中での

ケーブル同士の絡み合いを少なくするようにし

た。 

第5章 海底を探る-マリンドリルの開発 

 

 海底に機械を沈めて海底地質を調べる「沈座式」のボーリングマシンを当社が初めて開発したのは、

1958（昭和33）年に遡る。そのような機械あるいはシステムを「マリンドリル」と名づけたのも当社であ

る。 

 以来、学術目的や実業目的で各種のマリンドリルを開発して実用に供した。その歩みを以下に述べる。 

▲MD-150（東京湾）   
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 本機は愛称をマリンドリル、形式名をMD-150

とし、1967（昭和42）年に完成した。翌年4月に

海洋研所有の海洋調査船白鳳丸2,300トンに搭載

し、海洋研の先生方と共に東京湾と相模湾で8日

間に亘り総合テストを繰り返した。この航海でド

リルの基本作動は成功したが、サンプラーの不備

のために海底の礫や砂質の満足できるコアは採取

できなかった。また、本機の重量を揚降するため

には、研究船である白鳳丸のクレーン設備が不十

分という問題点があった。 

 ちょうどその頃、青函トンネルの先進導坑の掘

削を始めていた日本鉄道建設公団（現 鉄道建

設・運輸施設整備支援機構）から、津軽海峡トン

ネル予定線の海底試料採取に本機出動の要請が

あった。海洋研でこれが正式に承認され、作業船

第二てっかい丸にMD-150を乗せて1968（昭和

43）年8月初旬から約1ヶ月間、当社のメンバーも

参加して海底ボーリング作業をおこなった。この

海峡は潮の流れが激しいので、機械本体の外部フ

レームを安定のために低くし、ケーブルが機体に

接触しても傷まないように丸パイプを取り付ける

などの改造をおこない、形式名をMD-150Sとし

た。 

この海底ボーリングでは12地点の貴重な試料採

取ができた。水深は24.5～123m、最大掘さく深さ

は1.1m、採取総コア長は4.1mであった。 

 

3．地質調査所に2機種のマリンドリル 

   1975(昭和50)年～1978(昭和53)年  

 

3-1 ポータブルマリンドリル 

 通商産業省（現 経済産業省）地質調査所で

は、1974（昭和49）年度から大陸棚域の海底地質

図の作成に取り組んでおり、そのために海底を構

成する岩石試料の採取を必要としていた。そこで

当社のマリンドリルの実績が評価されて新機種の

共同開発が始まり、検討を重ねた結果、次の条件

が決った。 

①大陸棚斜面上部の300m以浅で使用する、②海

底の露岩のコアを採取する、③ドリルにはバッテ

リーを搭載し、水中モーターでドリルを駆動す

る、④船とドリルとのつながりは昇降のワイヤ

ロープ1本のみとして、作業の安全と簡素化を図

る、⑤作業時間を短くして、海況の変化にすばや

く対応できること、⑤掘さくの開始と停止はタイ

マーによる自動式とする、そして⑥小型軽量と

し、沿岸用の小型船舶にも搭載できて誰でも取り

扱いが可能とすること、以上であった。 

これによって当社が開発設計したマリンドリル

MD-300PTは、以上の条件を満たすものと認めら

れて発注を受けた。主な仕様は以上のほか、ボー

リング深さは海底下0.75m、機体寸法は巾・奥行

き・高さが何れも2m、空中重量約1トンとし、

1975（昭和50）年3月に完成した。 

 本機は前述条件の通り、運転操作を必要としな

いワンビットランの自動掘さくであり、しかもド

リルヘッドに12kHzの超音波を発信するピンガー

を取り付け、その音の変化によって船上でボーリ

ングの進行状況が確認できることなど、最新の技

術を採用し開発目標を実現することができた。 

 完成後、水槽内で凝灰岩と花崗岩を掘さくして

コア採取テストを終えた後、金属鉱業事業団（現 

石油天然ガス金属鉱物資源機構）の海洋地質調査

第5章 海底を探る-マリンドリルの開発 

▲MD-300PT 海洋地質調査船白嶺丸（相模湾） 

114 



船白嶺丸（1,821トン）に搭載して相模湾の調査航

海で機器の実地テストをおこない、0.4m長の石灰

質砂岩や有孔虫化石のコア採取に成功した。 

 MD-300PTは、専任の技術員がいなくとも調査

船のルーティンワークに組み込むことができ、海

底地質調査の発展に寄与するものとして評価をい

ただいた。成功の第一の要因は、全てを単純化に

絞った開発コンセプトにあると考える。 

 

3-2 海底の砂泥被覆層下の岩石コアの採取 

 海底の表層堆積層（厚さ数m）の下にある岩石

層のコアを採取することを目的とするマリンドリ

ルの開発について、前述の地質調査所と1977（昭

和52）年から技術打ち合わせに入った。海洋地質

調査船白嶺丸に搭載して大陸棚斜面上部の最大水

深500mの海底で6mの掘進をおこなうこと、密閉

式バッテリーによってドリルを駆動し、ドリルと

船の間はMD-300PTと同様に昇降用ワイヤロープ1

本だけでつながれていることなどを取り決めたほ

か、次のような改良を加えることとした。 

 ①ドリルの回転と掘進はタイマーによる自動式

のほか、船上からのソナーによる掘進・停止の遠

隔操作を可能とし、海況の急変に対応できるこ

と、そして②ドリルからのソナー受信により海底

のドリルの位置、ドリル異常傾斜、掘さく状況、

モーターの過負荷などの検出ができること。 

以上によって一歩進んだ新しいシステムのマリ

ンドリルを開発することとなり、金属鉱業事業団

との契約によって製作に着手し、形式名をMD-

500Hとして1978（昭和53）年3月に完成し、白嶺

丸に搭載された。 

本機は、先ず船上で4日間の作動試験の後、

1978（昭和53）年6月に、「日本周辺大陸棚海底

地質総合研究」の一環としての隠岐諸島周辺の調

査をおこない、4地点で表層堆積物の下の岩石コ

ア採取に成功した。水深81～490m、ボーリング深

さは0.46～6.2m、採取コアの全長は2.91mであっ

た。 

1979（昭和54）年と翌年（いずれも7月）、八

丈島周辺の太平洋の7地点で最大2.5mの深さの

ボーリングをおこない、1.86mの岩石コアを採取

した。水深は131～347mであった。 

一方、青函トンネル建設中の日本鉄道建設公団

は、津軽海峡中央部の地質確認のために本機を借

り受けることになった。当社は、同海峡の厳しい

海況条件をクリアするためにフレーム三脚巾を大

第5章 海底を探る-マリンドリルの開発 
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きくし、また、同海底の地質状況に合わせてコア

ビット外径116mm×コア径86mm（地質調査所標

準は56mm×44mm）とするなどの改造を加えて、

形式名をMD-500Sとした。本機は、1978（昭和

53）年7月～9月に津軽海峡の水深105～166mの海

底でボーリングをおこなった。 

同公団はさらに、大分県と愛媛県の間の豊予海

峡の水深37～208mの海底で、1978（昭和53）年と

1979（昭 和54）年 の2回（い ず れ も9～10月）に

亘ってボーリング調査をおこなった。このとき、

両海峡合わせて119地点のボーリングをおこな

い、最大掘さく長は6m、採取総コア長は148mで

あった。 

 

4．ソ連サハリン沖海底石油天然ガス田 

   1984(昭和59)年～1985(昭和60年)  

 

 ロシア・サハリン島の北部東岸の大陸棚には、

石油と天然ガスの豊富な海底資源があることが古

くから知られていたようである。1972（昭和47）

年、日ソ経済合同委員会でソ連から開発プランの

提案が出され、ここに日・米・ソによる共同開発

プロジェクトが開始された。 

1982（昭和57）年頃、ソ連から当社に海底調査

ボーリングマシンの引き合いが寄せられた。その

目的は、開発海域に大型の海上生産設備や海中パ

イプラインを建設するための海底の基礎地盤調査

と思われた。 

まず、ソ連代表団の来日調査があり、続くモス

クワでの技術交流によって当社の技術と実績が評

価され、コマーシャルネゴシエーションを経て以

下に述べる各機種の受注が決った。 

なお、その間に、東海サルベージ㈱から簡易式

マリンドリルMD-100TとMV-100Tを受注し、1982

（昭和57）年6月に納入した。前者は、水深100m

の海底でコーンペネトロメータによって支持力を

計測するもの、後者は、バイブレーション方式で

海底堆積層を採取するものである。同年、これら

はサハリン沖で海底調査に使用された。 

4-1 リエントリー式マリンドリル 

   MDC-100/100-AH 

 本機の目的は、水深100mの海底で深さ100mの

調査ボーリンをすることである。それには陸上の

ボーリングと同じ作業を海底でおこなう必要があ

る。つまり本機は、次のような機能を有してお

り、それを船上から遠隔で監視しながら操作して

作業を進める。 

 本機の有する機能： 

①ボーリングロッド、ケーシングとワイヤライン  

 ツールスの送り込み・継ぎ足し・回収 

②ワイヤライン式各種サンプラー（デニソン、シ 

 ンウォール、岩盤用）でのコア採取 

③ワイヤライン式コーンペネトロメータによる  

第5章 海底を探る-マリンドリルの開発 
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 海底地盤支持力の計測 

 以上の各種機能を、機体を海底に沈座した状態

のままで実行することが出来るように、船上とマ

リンドリルの間はエレベータコンテナーを往復さ

せてツールスの供給・回収をする機構になってい

る。また、動力線と多数の制御線を内包する特殊

なアーマードケーブルで船とドリルを連結してい

る。このように本マリンドリルは、当社が製作し

たなかで最も複雑で総合的なシステムになってい

る。その実現のために、各種の基礎実験や実地テ

ストを経て多くの新しい技術を開発した。 

 

4-2 ワンビットラン式マリンドリル 

    MDC-200/10-PSU 

 水深200ｍまでの海底で、本体に装着したロッ

ドとコーンペネトロメータによって、海底下10m

までの地盤の支持力を計測するのが目的のマリン

ドリルで、ワンビットラン方式である。電力供給

と制御・計測は特殊アーマードケーブルによる有

線方式とした。 

  

4-3 モノポッドリグMCR-70/100 

  水深70mまでの海底に鉄筒を立て、その頂部に

ボーリングマシンを据え付けた作業台を設置し、

海底下100mをボーリングする。鉄筒は海上に浮か

せて基地から曳航し、調査地点で鉄筒を筒内の空

気の操作で立ち上げ、その上にボーリングマシン

第5章 海底を探る-マリンドリルの開発 

▲ワンビットラン式マリンドリル MDC-200/10-PSU 

 （ソ連・サハリン東岸沖） 

▲モノポッドリグ MCR-70/100（ソ連・サハリン東岸沖） 

▲モノポッドの上に作業台とボーリングマシンを搭載する 

 トリアス号（ソ連・サハリン東岸沖） 
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と作業台を海上クレーンで設置し、普通のボーリ

ング作業をおこなう。鉄筒主要部の外径は1.5m、

長さは水深に応じて調節可能の構造とした。ボー

リ ン グ マ シ ン は、ス ピ ン ド ル 型 のKM-15L

（フィードストローク500mm）を積載した。 

 

4-4 Mini-SEP-18/160 

 水深18mまでの海底に自己昇降式プラット

フォームを立ち上げ、プラットフォーム上に設置

されたボーリングマシンで海底下160mのボーリン

グをおこなう。ボーリングマシンは、モノポッド

リグと同じKM-15Lである。 

 

4-5 ラボラトリーに試験装置を設置 

 トリアス号には広いラボラトリーがあり、当社

はコアサンプルの分析と試験装置一式を納入し、

設置した。海底から採取した土質、地質のコアサ

ンプルが変質しないうちに即座に検査をおこなう

ためである。 

 

4-6 その他 

 これらの機材は、1984（昭和59）年1月から翌

年1月までに完成し、当社独自の実地作動テスト 

を経て、日本の造船所が建造中の専用地質調査船 

トリアス号（4,000トン）にドック内で搭載され

た。 

 その際には当社スタッフも造船所に駐在して、

船上搭載やマリンドリル揚降用クレーンその他関

連設備の仕上げに立ち会った。 

その後、日本近海とサハリン沖で実地テストを

おこなったうえでソ連に引き渡された。 

 以上の各機のソ連に引き渡した後の運用は、全

て先方の手で実施された。運用開始後冬季は、数

年にわたってベトナム沿岸での海底調査に従事し

た模様である。 

 なお、以上各機の製作に当たっては、ソ連より

実際の運用にあたる責任技術者が来日して当社厚

木工場に約6ヶ月滞在し、製作とテストに立ち

会った。 
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1．東京都地下鉄金杉橋凍結工法 

  1964（昭和39）年  

 

 汎用的なスピンドルタイプのボーリングマシン

の掘さく角度は360度であり、探鉱ボーリングや

トンネル内のグラウト孔の水平、傾斜、上向き掘

さくに広く用いられてきた。しかしこの型の機械

による水平ボーリングは、掘さく位置が制約され

ること、機械のフィードストロークが短いことな

どの欠点があった。 

 1964（昭和39）年、東京都地下鉄工事において

品川区金杉橋の川底の軟弱土層中にトンネルを掘

るために、トンネルの予定外周に沿って数多くの

水平ボーリングを実施して管を挿入し、土層をリ

ング状に凍結した上で内部を掘削する工法が採用

された。そのために当社は、ロングフィードの全

油圧式水平ボーリングマシンFS-1を開発し、同年

8月に納入した。本機がこの先、多目的に発展す

るFSシリーズの初号機である。 

 その後、このFS-1を使用する凍結工法は、飯田

橋（東京都千代田区）や横浜地下鉄工事などで施

工された。 

 

2．青函トンネルの先進水平ボーリングに挑戦 

  1969(昭和44)年～1977(昭和52)年  

 

2-1 長尺水平ボーリング 

 青函トンネルは全長53.85kmの世界最長（2007

年現在）で、しかもそのうち23km余は津軽海峡の

下をくぐる海底の鉄道トンネルである。今は在来

線が走っているが、近い将来には新幹線が通る。

本トンネル施工に先立って先進導坑の斜坑掘削が

始まったのは1961（昭和36）年で、設計と施工は

日本鉄道建設公団（以下「鉄建公団」という。現 

鉄道建設・運輸施設整備支援機構）であった。 

津軽海峡の地層は新しい地質時代の新第三紀層

で、比較的軟らかい岩石からできている。トンネ

ルは海底の下100mを通るが、断層も多く海水の大

量出水の心配が大きい。事前に、当社の製作した

マリンドリルによって海底の調査ボーリングがお

 

 水平ボーリングは、トンネルの掘削に当たって前方の地質を知り、過剰な地下水を予め抜いて湧水事故

を未然に防ぐために必要である。当社が水平専用の全油圧式ボーリングマシンを初めて開発したのは1964

（昭和39）年のことであった。青函トンネル建設工事においては、さまざまな水平ボーリング工法と機械

が開発され、1,000mを超す長尺ボーリングも日常的に施工されるようになった。青函トンネル三大技術の

一つとされている。 

 その後、当社の開発によるロータリーパーカッション式アロードリルとパーカッションワイヤライン

（PS-WL）工法が水平ボーリングに応用されるようになって、掘進速度が飛躍的に速くなった（第9章2-5参

照）。 

 そして現在、長尺水平のボーリング技術が、山岳調査のために再び脚光を浴びるようになってきた。 

 本章ではこのような水平ボーリング技術の開発について述べる。  

第6章 水平ボーリング 
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第６章 水平ボーリング 



こなわれて、構成する地層が確かめられた。しか

しこれは、トンネルの延長方向から見ると「点」

のデータであり、さらに詳しい地質データが必要

である。 

先進導坑の掘削に先行して着手した100mクラス

の水平ボーリングは難航し、坑道の掘削進行より

遅れてしまう。青函特有の難地層の故であった。 

そこで、これまでに経験のない長尺水平の

1,000m、2,000mを一挙にボーリングして先進の役

目を果たすことが計画され、最初の試験ボーリン

グ（その1）を吉岡（北海道）側でおこなうこと

になった。そのため当社は、水平2,000mの掘さく

能力をもつホリゾンタルドリルFS-400Aを1969 （昭和44）年5月に開発し納入した。そのほか、

ドリリングポンプはMG-100S、ツールスは循環泥

水でビットを回転させる先端駆動のダイナドリル

（米国製）、孔曲がり測定器（米国スペリーサン

社）とスリーコンビット6-3/4インチなどである。

施工も当社が担当して始まったが、地層が軟弱の

ためボーリング孔が下がる傾向が強く、準備した

方式では孔曲がりを修正し、ボーリングを制御す

ることが難しかった。 

その後、経験を活かした新しい構想によって機

器類を開発し、試験ボーリングその2が2年後の

第6章 水平ボーリング 
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1971（昭和46）年4月から始まった。ボーリング

機械はFS-400B、ポンプはMG-300S（いずれも

1971（昭和46）年開発、ツールスはスパイラルス

タビライザー（表面円滑化のため焼入れ研磨）、

ビットガイド（ビットを上向きに保つ役割）、ダ

イナドリル、ベントハウジング（ダイナドリルに

よる掘進の向きを自在に変える）、指向装置（ベ

ントハウジングの向きを測定表示）、孔曲がり測

定器、スリーコンビットなどである。 

試験ボーリングその2は、その1で掘った孔の途

中から枝分かれさせてビットガイドによる増角

（上向き）掘進や、ベントハウジングによる指向

制御掘進など各種の試験をおこなって水平ボーリ

ングの技術成果を得た。ところが1,600m付近まで

掘り進んだときに、粘土化した軟弱シルト層の押

し出しに遭って送水圧が急上昇した。同時に、機

械の回転トルクも最大値に近くなり、ジャミング

（食い締め）される恐れがでてきたために試験中

止となった。 

しかしその後も、このボーリング孔を利用して

ベントハウジング指向装置を用いる各種の追加試

験をおこなった。ここで会得した水平のコント

ロールボーリング技術は、後にガス管の長距離推

進やリバークロス推進等に活用されることとな

る。 

なお、このときの縁で当社は、米国ダイナドリ

ル社と代理店契約を結び、以降、石油資源開発㈱

や帝石鑿井工業㈱、日本重化学工業㈱、新日本製

鉄㈱、日本鋼管㈱、中国の煤炭工業部などに多く

のダイナドリルを販売した。 

 

2-2 水平加圧ボーリング 

 水平ボーリングでは、孔壁の崩壊を防ぎ湧水を

抑えることが難しい。垂直ボーリングの場合は、

重力による循環泥水の自然圧力でそれが防がれ

る。そこで水平孔の場合も、垂直孔と同じ加圧状

態にして高圧湧水による孔壁崩壊を防ぐボーリン

グ工法が考案された。 

具体的な計画と掘さくは当社が担当し、竜飛

（本州）側でボーリングマシンEP-1S、ポンプは

MG-15hを使用し、NQワイヤラインによって水平

500mを、加圧工法によりボーリングした。その

間、掘さくは順調で、孔内セメンテーションは2

回のみだった。 

加圧工法の特殊装置としては、口元に設置する

プリベンター、孔内圧力を保持するためのABCバ

第6章 水平ボーリング 
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ルブ（オートマチックバックプレッシャーコント

ロール・バルブ）、インナーチューブ出し入れの

ため後端にとりつける6mロッド（ワイヤラインウ

オータースイベル付き）などが必要である。 

掘進終了後の湧水圧力は2.5MPa（25kgf/cm2）、

圧力解放後の湧水量は毎分1,500ℓであった。 

 

2-3 エレクトロドリル 

1976（昭和51）年から1978（昭和53）年にかけ

て吉岡側で、ソ連製エレクトロドリル（ED）を使

用する長尺水平ボーリングが実施された。本ドリ

ルは、長い形状の電気モーターの先にビットを取

り付けて直接駆動する先端駆動式のものである。

同じ先端駆動のダイナドリルは、孔が深くなるに

つれて送水の圧力損失が大きくなって出力が低下

するが、エレクトロドリルの電力損失はごく小さ

く、また、掘進中に常時、孔曲がり測定と修正が

可能であること（データは電力ケーブルを通して

パルス波で伝送されて指示計に表示される）など

の特徴がある。 

青函トンネル内での本工事に先立ち、1971（昭

和46）年7月から翌年1月に竜飛（青森県）側の坑

外で試験と操作習熟のテスト工事をおこなった。  

そ の う え で、1972（昭 和47）年9月 か ら1974

（昭和49）年3月に中津川線神坂隧道（長野県）

の建設予定地点で長尺水平ボーリングを実施し

た。このトンネルの計画線は緩やかにカーブして

いるが、その予定路線に沿ってボーリングするこ

とを計画した。 

先端駆動ドリルによる掘さくはロッドを回転さ

せる必要がないので、ボーリングマシンへの回転

トルク負荷が小さいのが特徴である。しかし掘進

を始めてみると、深さ900m付近から挿入抵抗が急

上昇する傾向になった。原因の一つはロッドを押

し込むことによる座屈と考えられ、ロッドに回転

を与えると挿入力が1/3に減少した。 

このボーリングの使用機械はFS-400B、ポンプ

はMG-300S、掘進した深さは1,348m、ビットは7-

7/8インチのスリーコンビットであった。 

このときの経験を基にして鉄建公団と検討を加

え、エレクトロドリル専用のボーリングマシン

BED-100を開発して1976（昭和51）年3月に納入し

た。 

青函トンネルの海底部には黒松内層と呼ばれる

地層がある。この地層は吸水膨張性を持っていて

トンネル掘削が困難と予想されていた。その実態

を探るべく吉岡側で1976（昭和51）年2月から

1978（昭和53）年3月まで、エレクトロドリルに

よる長尺水平ボーリングがおこなわれた。ボーリ

ングマシンは当初はFS-400Bを用い、後に新開発

のBED-100に切り替えて1,021.5mまで掘進した。 

以上の2箇所のエレクトロドリルによる特殊な

ボーリングは、いずれも当社の工事部が施工し

た。 

なお、長野県伊那谷に栄える昼神温泉は、前述

の中津川線神坂隧道の長尺水平ボーリング孔から

湧き出した温泉が源泉である。 

 

2-4 リバース工法 

 水平ボーリングでの大きな問題点の一つは、

第6章 水平ボーリング 
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カッティングス（掘くず）の排出が困難なことで

ある。垂直ボーリングの場合はカッティングスは

循環泥水中に浮遊状態となり、泥水とともに支障

なく地上に排出される。ところが水平ボーリング

の場合、循環水は孔の上部を口元に向かって戻

り、カッティングスは孔の下部に沈積し勝ちであ

る。そこにはボーリングロッドが横たわってい

て、スライムの排出を妨げている。同時にロッド

は、周囲に沈積したカッティングスによって回転

が困難になる。 

 この問題を解決するために、循環水をロッドの

外側と孔壁の間から送り込み、ロッドの内部を

通って泥水とカッティングス、そして孔内湧水を

排出する逆循環工法が考えられ、主として公団の

直轄部隊により施工された。予期した通り、カッ

ティングスの排出とコアの回収には著しい効果が

あった。 

しかし、送水によって孔壁の崩落を誘発したの

で、掘進と同時にケーシングを挿入するという考

えのもとにロッドを二重管とし、循環水は外管と

内管の間を送るように改良した二重管リバース工

法が考案された。当初、ロッドは内外管ともにワ

イヤラインロッドを用いたが、外管にはロッドの

自重による回転抵抗が強くかかるために強度不足

であった。 

 当社は、強度を必要とする本工法のロッドとし

て、新日本製鉄㈱と共同で高強度のＳロッドを開

発し、56S、76S、96S、117S（数字はほぼ外径を

示す）の4種を製品化して納入した。 

本工法用のボーリングマシンとしてFS-60C（回

転は電動式）を1975（昭和50）年4月に、FS-30S

（回転は油圧式）を1976（昭和51）年3月に、ま

た、FS-40S（回 転 同）を1977（昭 和52）年3月

に、それぞれ開発納入した。ポンプはMG-30、

MG-15hが用いられた。 

 二重管リバース工法による掘さく長の記録は、

竜飛側のFS-60Cによる 1,458.5mで、この他に

1,000m以上は３孔である。 

 なお、この二重管リバース方式のボーリングマ

シンFS-60H（全油圧式）とツールスは、1979（昭

和54）年、中国鉄道部が京広線大瑶山トンネル掘

削の先進ボーリングに採用し、当社技術員の現地

指導によって施工した。ここは石灰岩の山で、地

下水が岩盤中の空洞に大量に蓄えられており、先

進ボーリングによる水抜きが必要だったのであ

る。  

 

3．ダイナドリルを水平ボーリングに応用 

  1969（昭和44）年～1987(昭和62)年 

 

 元来は石油井掘さくに使われるダイナドリル

を、土木建設分野で水平ボーリングの孔曲げと修

正に応用したのは当社が最初であり、ダイナドリ

ル社も初めての使用例として注目した。 

前述の通り1969（昭和44）年、青函トンネルで

同ドリルの使用を開始した。その後、当社が関連

した工事では、新日本製鉄㈱のリバークロス、東

京ガス㈱、日本鋼管㈱と当社の三社による長距離

ガス管推進、同じく東京ガス㈱・日本鋼管㈱・当
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社の弧状推進（NK-R工法）、および三井鉱山

㈱芦別炭鉱（北海道）の石炭調査などでダイ

ナドリルが使用された。 

また、1979（昭和54）年には中国煤炭工業

部が、正確に真っ直ぐ垂直ボーリングをおこ

なうために、孔が曲がった場合の修正ツール

としてダイナドリルを採用した（第2章3-2参

照）。 

 

4．リバークロス工法 

  1981（昭和56）年  

 

 新日本製鉄㈱は1981（昭和56）年6月、川底

の地中を弧状に横断して大口径鋼管を推進す

るリバークロス工法用として、当社が開発し

たFS-100A、およびダイナドリルその他必要

ツールス一式を採用し、当社は実験工事に協

力した。 

 

5．長距離推進工法 

  （ガス管の推進、特許工法） 

  1981（昭和56）年～1983(昭和58)年  

 

 本工法は、施主の東京ガス㈱、日本鋼管㈱

（現JFEホールディングス㈱）と当社が共同で

開発したコントロールドリリングシステム

（ジャイロ式の孔曲がり計測システムとダイ

ナドリルによる修正の組合せ方式）によりガ

ス管を長距離推進するシステムである。 

 先ず、パイロット孔を2重管（外管外径

180mm、内管外径90mm、先端部オーガー）で

計画線に沿って掘進し、到達坑に達したら、

設置するガス管を継ぎ足しながらジャッキで

押し込み、かつ発進坑から引き寄せ拡孔して

埋設する。 
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本システムのパイロット孔における孔曲が

り修正は、次の3段階に分けておこなう。 

① 最初に90mm内管の内側から、2-3/8インチ

のダイナドリル（ロッドはNQ）を挿入し

て先行し、9～11m修正掘さくする。 

② 次に、NQロッドおよびダイナドリルをガ

イドにして内管（先端部約15mはオーガー

付き）で追従掘進する。このとき、オー

ガー先端のリトラクタブルビット（掘さ

く径の拡大・縮小可能）により外管外径

より大きな径で掘さくする。 

③ 最後に内管をガイドにして外管で掘進し 

  て孔曲がり修正を完了する。 

 1981（昭和56）年9月から1983（昭和58）年

2月までの実験工事でシステムの有効性を確認

した後、本工事として神奈川県米軍厚木基地

と東名高速との間の道路脇で、水平340m区間

に鋼管を推進敷設した。パイロット孔の到達

精度は良く、計画位置からのずれは右20数

cm、上方に30数cmだけであった。使用した

ボーリングマシンFS-120A〔1985（昭和60）

年〕は、外管と内管用の二つの独立したドリ

ルヘッドを備える二重管掘さく専用機であ

る。 

 なお、施工は日本鋼管工事㈱が主体とな

り、当社がこれに協力しておこなわれた。 

 

6．弧状推進（NK-R）工法（特許工法） 

  1986（昭和61）年～1987(昭和62)年 

 

東京ガス㈱・日本鋼管㈱・当社の共同開発

による二重管円弧推進工法（特許取得）であ

り、僅か60mの半径で弧状に推進できることを

特徴とする。 

内外管は半径60mの曲げ加工をした鋼管を使

用し、内管の先端に組み込んだダイナドリル

（5インチ）にリトラクタブルビットを取り付

け、そのビットが先行しながら外管より大き

な径で円弧状に掘進する。外管は先行した内

管をガイドとして推進する。この工程を繰り

返し、所定の箇所まで推進したらビットを縮

径して回収する。NK-R掘さく機は二つの独立

した推進ヘッドを持ち、下向きに傾斜して架
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▲NK-R掘さく機 

▲NK-R掘進状況 

内管（5”、ネジ継手） 

掘進 

磁気式計測器 

口元管（18”） 

排泥 

送泥 

曲率 60ｍ R 

鞘管（10”、溶接継手） 

ダイナドリル（5”） 

リトラクトビット 

（φ327.4ｍｍ） 

先端ビット 



台に取り付けられた特殊機である。 

1986（昭和61）年から約1年半にわたり、本

工法によって130本余りの弧状推進が施工され

た。 

  

7．通信管路の非開削道路横断 

  1971（昭和46）年～1978(昭和53)年  

 

日本電信電話公社（現 NTT、以下「公社」

という）は、交通量の多い道路の地下を横断

する通信線の管路を敷設するのに、交通遮断

をしないですむ非開削工法として水平ボーリ

ングに着目した。それは比較的早い時期であ

り、当社は1968（昭和43）年2月にFS-1Bを納

入した。 

本機による各種の試験工事を経た上で決定

した工法は、道路の左右にピットを掘り、片

側のピットに掘進装置1式を据付け、反対側の

ピットを到達坑とすること、掘進装置はテー

ブルリフターと左右のスライド装置上にボー

リングマシンを架装し、一度の据付で上下・

左右に各3本、計9本の管路を推進することで

ある。 

当社はこの装置の開発製作を担当し、1971

（昭和46）年3月にFS-40Aを、1972（昭和47）

年3月にFS-40BとFS-50Aを納入してさらに実地

試験を重ねた。その結果、FS-50Aが公社の採

用機種となり、全国各地の公社関連の施工会

社に納入した。 

また、この工法と装置は韓国政府の逓信部

にも採用され、1978（昭和53）年に逓信部関

連の施工各社に輸出し、当社技術員が指導に

当たった。 

 

8．その他 

 

 下水道管路を非開削で施工する方法の一つ

として、小口径管推進工法がある。当社の有

するダウン・ザ・ホール・ドリルの開発技術

を応用して砂礫層や転石層に推進する工法を

東急建設㈱と共同開発し、SST工法と名付け

た。本工法については第4章第4項と、第10章9-

4に述べた。 

 また、大口径岩盤掘さく機ビッグマンに

よって水平に掘さくする技術を開発してロッ

クモール工法と名付けた。第8章第5項を参照

されたい。  
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1．温泉ボーリング 

 

1-1 温泉ボーリングの推移 

 昔、自然湧出のみであった温泉を、より広く、

より多く求めて各地でボーリングがなされるよう

になった。地質条件に恵まれ、温泉好きの人々が

多い日本独特の現象であろう。初期のころは日本

古来の上総掘りも用いられたであろうが、ボーリ

ング機械ができてからは、各地の温泉で親方が、

小さなボーリングマシン（数馬力程度の手軽なハ

ンドフィード式）を持ち、家内工業的に深さ数十

mをボーリングしていた。 

第二次大戦後世相が落ち着くと、各地で温泉を

求め乱掘の傾向となった。国は1948（昭和23）年

に温泉法を制定して掘さくを許可制とし、温泉資

源の保護を図るようになった。  

 一方、ボーリングの技術は、ビットはメタル

ビットからダイヤモンドビットへ、ツールスも能

率をあげるためにワイヤラインコアバレルを使う

ようになり、さらにはスリーコンビット使用など

と、先端技術を利用するようになってきた。ま

た、掘さく深さも数百mから1,000m、1,500mと次

第に深くなり、温泉ボーリングは近代的な産業に

なってきた。 

 1987（昭和62）年には「リゾート法（総合保養

地域整備法）」が制定され、温泉ボーリングの発

注者には、それまでの個々の温泉旅館のほかに大

規模リゾートの開発企業が加わってきた。さら

に、1988（昭和63）年には政府の「ふるさと創生

事業」が始まり、1億円の交付を受けた地方自治

体の一部が、住民のために温泉保養施設を造るよ

うになり、温泉ボーリングは全国でブームとなっ

た。 

 その後、1991（平成3）年にはバブル景気が崩

壊してブームは冷めた感があったが、国民の健康

志向によって都市でも千数百mから2千mも掘って
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 われわれが依存するエネルギー資源のなかで、現在、主力となっている石油はいずれ枯渇するであろう

し、原子力発電の燃料となるウランも、そして石炭も有限である。これらに対して地熱資源は、地球の

もっとも根源的なエネルギーであり、涸れることはない。天候にも左右されない。温泉は、言わずとも知

れた地球の恵みである。 

 ボーリングは温泉や地熱との係わり合いが深い。本章ではそのことについて述べる。  
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温泉を求めるなど、温泉ボーリングには根強い需

要が続いている。 

 

1-2 温泉ボーリングマシン 

当社でも製品の開発と販売において、また工事

部の施工においても温泉ボーリングは柱の一つで

ある。温泉ボーリングに多く用いられたのは、ス

ピンドルタイプでは、初期はロッキーRK-2（掘進

能力300m）、KE-1（掘進能力400m）などであっ

たが、次第に大型化してエクスプローラーEP-1W

（掘進能力1,200m）、クラスターCR-2（掘進能力

2,200m）、アンデスAD-1C(掘進能力3,000m)、そ

れにスリーコンビット使用に便利なGSR-100（掘

進能力3,000m）が加わってきた。GSR-100は後述

するが、当初から地熱開発用として製作された。 

1,000mを超す温泉ボーリングが一般的になって

きたのに対応して当社は、工期短縮とコスト低減

を目的とするスピードSPAドリルSSD-2000を1995

（平成7）年3月に開発した。 

旅館の立ち並ぶ温泉地のなかに立つ十数mの高

い櫓。一般的な温泉ボーリングの景観であった。

しかし本機は、油圧駆動トップドライブ方式であ

るため高い櫓を使用しない。櫓の組み立ての手間

を省き、機械が現場に到着したらマストを油圧で

起こして直ぐにでもボーリングに取り掛かること

ができる。一般的なスピンドル機と異なり、9mの

長さのロッドで一気に掘進するのでボーリングの

スピードが速く、ボーリング孔内の仕上がりも円

滑で孔内トラブルのリスクが減少した。また、

ロッドの継ぎ足し・取り外しの作業を機械化した

ために、作業人員は従来に比較して少人数で可能

になり、作業時間は専ら掘進に当てることがで

き、工期の大幅な短縮が可能となった。さらに、

櫓上の作業を必要としないので安全性も向上し

た。同機のシリーズとして同年7月に大型のSSD-
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3000、続いて12月には小型のSSD-1200を開発し

た。 

なお、本章2-3で述べるが、2007（平成19）年に

はSSD-4000を製作し、地熱発電関連のボーリング

に使用している。 

 

1-3 温泉ボーリングの施工 

当社の工事部の記録によると、1963（昭和38）

年に福島県会津の横向温泉、1966（昭和41）年に

長野県松代町のボーリング実績がある。1974（昭

和49）年の北海道虎杖浜温泉、1987（昭和62）年

の岐阜県飛騨ハイランド温泉は、アンデスAD-1C

で掘さくした。 

1982（昭和57）年には地熱開発用のGSR-100A

（次節参照）を山口県萩温泉のボーリング（深さ

1,300m）に使用した。1989（平成1）年の山梨県

韮崎温泉も同機で掘さくした。この頃になると

ボーリング深度は1,500mに達してきた。1990（平

成2）年の新潟県巻町（1,500m）と、1993（平成

5）年の長野県富士見町（1,769m）ではAD-1Cを

用いた。また、2003（平成15）年の東京都渋谷区

内（1,500m）もAD-1Cで施工した。 

前述のスピードSPAドリルSSD-3000が開発され

ると早速、1996（平成8）年の福岡県大木町温泉

（1,000m）の掘さくに投入し、スマートなボーリ

ングが人目をひいた。同年9月には東京都世田谷

区の瀬田温泉に転用した。ここでは10月25日に掘

進を開始し、12月20日に1,700mの掘さくを完了す

るというスピード性能を発揮した。作業員は3名

の み で あ っ た。続 い て 広 島 県 呉 市 の 温 泉

（1,718m）、茨城県ひたちなか温泉（962m）など

で本機を使用した。 
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2006（平成18）年にはSSD-3000を台湾に送っ

て、台北県八里郷の八仙楽園で1,100mを掘さく

し、50℃、毎分1,000ℓの温泉を得た。 

なお、2005（平成17）年に生じた東京都北区の

メタンガス噴出による温泉掘さく現場で火災事故

が発生して以来、温泉ボーリングに関する規制が

厳しくなり、現在は、ガスの出る恐れのある場所

では、全て口元暴噴防止装置を取り付けてボーリ

ングすることが義務付けられている。 

 

2．新エネルギー地熱 

 

2-1 地熱開発ボーリング 

 1973（昭和48）年10月から翌年にかけ、いわゆ

る第一次オイルショックの大波がわが国を襲っ

た。10月6日に勃発した第4次中東戦争を契機とし

て中東産油諸国が、原油の大幅値上げと生産制限

をおこなったからである。政府はこれを受けて翌

1974（昭和49）年、石油に代わる新エネルギーの

開発を促進する対策を打ち出し、サンシャイン計

画と名付けた。さらに政府は、1980（昭和55）年

に新エネルギー総合開発機構（現 新エネル

ギー・産業技術総合開発機構、略称NEDO）を設

置して新エネルギー関連技術の研究開発と普及に

乗り出した。地熱エネルギーの調査と開発はその

なかの重要な一環である。 
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福島県奥会津地熱現場 全景  



 以上の施策による地熱調査は、先ず全国的な地

熱資源の賦存を把握する基礎調査から始まり、精

密調査、促進調査と進んだ。わが国の調査ボーリ

ングは、最初の段階ではスピンドル型ボーリング

マシンによるワイヤラインコアリングをおこな

い、地質を把握するのを特徴とする。 

 当社は大型ボーリングマシン クラスターCR-2

などを主力に販売するともに、1977（昭和52）

年、工事部では地熱開発調査に熊本県黒川でCR-2

を使用し、700mのボーリングを実施した。その

後、鹿児島県・大霧、同栗野、青森県・下北、福

島県・吾妻北部、北海道・豊羽、東京都・八丈

島、北海道・奥尻など各地で地熱調査ボーリング

をおこなった。 

 このようなボーリングで能率を上げるために

は、比較的浅い部分ではスリーコンビットによる

ノンコアボーリングをおこない、深部のコアを必

要とする部分のみをワイヤラインによるコアボー

リングとするのが適切との考えが生じた。 

 当社は1981（昭和56）年、スリーコンビット掘

さくに適するロータリーテーブルと、ワイヤライ

ンによるダイヤモンドボーリングに適するスピン

ドルの両機構を備えたGSR-100A型を開発して各

社に納入し、工事部でもこれを用いて前述の調査

ボーリングをおこなった。また、海外にも輸出し

て地熱資源の開発に貢献している（第2章3-4参

照）。 

 

2-2 地熱発電 

1966（昭和41）年、岩手県松川でわが国最初の

本格的な地熱発電が開始された。以降、電力会

社、鉱山会社などが参入し、1980（昭和55）年の

NEDO設立と施策の展開によって地熱資源の調査

と地熱発電の開発が促進された。しかし、1999

（平成11）年までに建設された地熱発電所は自家

用を除いて16箇所で、その総出力は約53万kW に

留まっている（経産省資源エネルギー庁資料）。

これに対してアメリカの地熱発電は253万kW、

フィリピンは193万kWの発電能力を有するといわ

れる。 

地下の高温の岩体（花崗岩など）に高圧水を注

入して蒸気として取り出す「高温岩体発電」が山

形県肘折、秋田県雄勝ほかで試行され、また、蒸

気ではなく熱水で発電するバイナリー発電もおこ

なわれようとしているが、まだ大きな成果は上

がっていない。 

1980（昭和55）年頃から原油価格は低落傾向と

なり、1990（平成2）年代には1バレル20米ドル前

後の安値で推移したために、地熱開発はトーンダ

ウンした。 

ところが2001（平成13）年の9.11同時多発テ

ロ、2003（平成15）年のイラク戦争勃発から原油

価格は上昇、さらに投機資金の流入で一時は1バ

レル133ドルの超高値となった。米国発世界金融

危機によって急落したが、その後再び、60から70

ドルの高値に戻っている。その上に中国など後発

諸国の石油需要は急増する。石油だけでなく天然

ガス資源も有限である。 

日本列島は特に地熱資源に恵まれている。2,900

万kWの発電が可能との見積りがある。地熱発電

による二酸化炭素の単位発電量当たりの排出量

は、石油による発電の20分の1といわれる。ま

た、原子力発電に潜在するようなリスクは全くな

い。 

一方、地熱資源は、国立公園内や温泉地の近傍

第7章 地球エネルギーを求めて 

▲GSR-100A 
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に存在することが多いので開発が制約されてい

る。ボーリングのコストダウンなどの課題もあ

る。 

しかし、エネルギー資源への危機感はこれらの

解決を迫り、地熱発電に再び脚光を当てる可能性

がある。当社としても注視すべき分野である。 

 

2-3 地熱還元井の浚渫ボーリング 

 地熱発電をおこなった後の熱水は還元井を通し

て地中に戻すが、熱水中に含まれるシリカなどの

成分が還元井のケーシング内部に付着し（スケー

ルと呼ぶ）、内径が次第に細くなる。このスケー

ルを除去するために定期的に浚渫ボーリングをお

こなわなければならない。 

2004（平成16）年、九州電力㈱八丁原発電所、 

大岳発電所（共に大分県）で前述のスピードSPA 

ドリルSSD-3000を使用してこの浚渫ボーリングを

おこなった。続いて、同電力の山川発電所（鹿児

島県）などで同機による浚渫ボーリングをおこ

なった。 

 2007（平成19）年には同機の能力をアップした 

SSD-4000を使用して山川発電所で浚渫ボーリング 

をおこない、現在も継続している。 

 浚渫ボーリングは、地熱発電所が存在する限り

必要なことである。SSD-4000の設備はコンパクト

であり、コストは他にくらべて低く、作業能率に

も優れているので、今後も有望と見られる。  

第7章 地熱エネルギーを求めて 

▲鹿児島県山川地熱還元井の浚渫ボーリング中のスピードSPAドリル 最新鋭機SSD-4000 背景は開聞岳 
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1．ビッグマン開発のあらまし 

  1967（昭和42）年  

 

1959（昭和34）年に秋田県北部の同和鉱業㈱小

坂鉱山で黒鉱（秋田県北部、銅ほか）の大鉱床が

ボーリングによって発見され、ビッグマンはその

採掘のために誕生した（第1章4参照）。 

坑道を掘り進んで鉱床を採掘するためには、上

下の坑道を結ぶ立坑を数多く開削する必要があ

る。従来は坑内作業員がさく岩機と発破で下から

上に向かって開削していたが、時間がかかるうえ

に安全性に問題があった。その立坑開削を機械化

するのがビッグマンの役割である。一般的な名称

をレイズボーラーというが、当社は愛称として

ビッグマンと名付けた。 

 従来のボーリングマシンは、大口径機であって

も掘さく径300mm程度（しかも軟岩対象）が最大

であったが、ビッグマンは硬岩に対して1m、

1.8m、あるいはそれ以上の大口径を掘さくする。

そのために、機械本体だけでなくドリルロッドや

リーミングヘッド、その上に搭載するローラー

カッターなど、掘さくシステム全体に対して全く

新しい技術の開発が必要であった。 

ビッグマンによる立坑掘さくは、最初に下部の

坑道に向けて掘さく径250mm程度のボーリングを

貫通（パイロットダウン）させ、その先端にリー

 

 大口径岩盤掘さく機「ビッグマン」は当初、鉱山における立坑開削を機械化するために開発された。

しかし本機は、鉱山に限らず土木建設界からも注目され、さまざまな工法の開発により広い範囲に用い

られた。そのために、当社の事業のなかに大きなシェアを占めるようになり、「ビッグマン時代」とも

いうべき一時代を画した。 

  本章ではその開発の歩みと利用の実績を述べる。 

第8章 ビッグマン時代 

▲スリーコンビット 

 ▲リーミングビット ▲ローラーカッター 
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ミングビットを取り付けてパイロット孔を上方に

向けて切り上げ拡孔（リーミングアップ）する。

この工法をレイズボーリングという。 

ビッグマンの初号機BM-1は1967（昭和42）年7

月に同和鉱業㈱小坂鉱山（秋田県）でレイズボー

リングを開始した。 

その初号機は、当時建設中の青函トンネルのず

りビン立坑の開削にも用いられた。 

さらに土木建設工事においては、ビッグマンの

強力な掘さく能力を活用し、硬岩や礫層に対して

上方から直接、大口径のボーリングをおこなっ

た。この工法をブラインドボーリングといい、全

国各地で盛んに施工された。 

 この場合、掘さく泥水の循環方式は一般には正

循環であるが、カッティングスの排出を容易にす

るために、逆循環方式により施工した。 

 1977（昭和52）年には、本格的な泥水逆循環

（リバースサーキュレーション）方式を採用した

大口径岩盤掘さく機RBB-100A を開発した。  

また、ビッグマンで水平の大口径岩盤掘さくを

おこなう工法を開発し、ロックモール工法と名づ

けた。 

さらに当社は、独自の立坑掘さく機シールドレ

イズマシンを開発した。 

以上のようなビッグマンの活躍により当社は、

「大口径岩盤ボーリングの鉱研」という定評を得

るようになった。また、ビッグマンの一般名称

は、「大口径岩盤掘さく機」と呼ぶようになっ

た。これらの事柄は、以下の各節で述べる。 

 

2．レイズボーリング 

  1967（昭和42）年以降  

 

2-1 鉱山におけるレイズボーリング 

 ビッグマンは、1967（昭和42）年の初号機に続

いて翌1968（昭和43）年には改良されパワーアッ

プしたBM-100（掘さく径1,750mm）が開発され

た。本機は初期時代のビッグマン標準機となり、

各地の鉱山で採用された。1969（昭和44）年には

小型コンパクトなビッグマンBM-40を製作し、

第8章 ビッグマン時代 

▲レイズボーリング掘さく手順図 

▲BM-100Nによる水平掘さく（宮城県） 

（ロックモール工法） 

▲青函トンネルで活躍するビッグマン 

134 

パイロット掘さく リーミング掘さく（斜坑） リーミング掘さく（垂直） 



ビッグマン開発の端緒をつくった同和鉱業㈱小坂

鉱山（秋田県）に納入した。 

 同じく1969（昭和44）年10月には大型のビッグ

マンBM-200（掘さく径2,430mm）を製作し、アフ

リカ・ザンビアのルアンシャ鉱山（銅）に輸出し

た。ここでは当社技術員と現地スタッフにより、

立坑と斜坑を掘さくした。垂直坑は掘さく径

2,430mm、斜坑は径2,430mm×深さ66m×下向き

78°、1,830mm×95m×下向き78°、および同径

×125m×下向き50°であった。 

 1970（昭和45）年にはBM-40をラサ工業㈱田老

鉱山（岩手県）に納入して立坑を施工した。 

同年2月には傾斜掘りも容易な2本ガイドフレー

ム方式の新型BM-50N（掘さく径800mm）を開発

し、オーストラリアのカンバルダ鉱山へ、続いて

10月にはグレートボールダー鉱山へ輸出した。い

ずれもニッケル鉱床の鉱山で玄武岩が主体であっ

た。こ の 玄 武 岩 は 一 軸 圧 縮 強 度 が400MPa

（4,000kgf/cm2）という極めて緻密堅硬な岩石で

あったので、リーミングカッターの開発が課題で

▲奥多摩工業㈱（東京都）試験掘さく 

 リーミングビット 径2,430mm 

第8章 ビッグマン時代 

▲オーストラリア カンバルダ鉱山 BM-50N ▲ザンビア（アフリカ）ルアンシャ鉱山 斜坑掘さく 

 径1,830mm×下向き50° 

▲BM-40 
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あった。 

 このBM-50N以降は、それまでの４本ガイドカ

ラム方式に代わって2本ガイドフレームのNシリー

ズが標準となった。 

同じく1970（昭和45）年10月、大型のNシリー

ズ機BM-200N（掘さく径2,430mm）を製作し、南

アフリカ共和国ヨハネスブルグで径2,430mm、深

さ200m の立坑4本を掘さくし、その後アフリカ・

ザイール国（現 コンゴ民主共和国）のムソシ鉱山

に納入した。 

1971（昭 和46）年 に はBM-100N（掘 さ く 径

1,750mm）を開発し、本機がビッグマンの中核の

機種となった。 

ムソシ鉱山は、ザイールとザンビア国の国境に

沿って原野に延びる銅鉱床地帯「カッパーベル

ト」の一角にあり、日本鉱業㈱を中心とする日本

の各鉱山会社の共同出資により開発された、銅を

産出する大鉱山である。鉱山の拡張に伴って多数

の立坑の開削を必要としたため、当社のBM-

200、同200N、同100N、同50Nの各種のビッグマ

ンが使用された。その掘さく指導と機械のメンテ

ナンスのために当社社員が常駐した。 

1973（昭和48）年、三井鉱山㈱三池炭鉱三川鉱

（福岡県）で当社工事部（当時はビッマン部）が

石炭シュート坑径1,450mm、深さ26.5m 3本を施工

した。炭鉱における最初のレイズボーリングで

あった。同炭鉱には後日、1984（昭和59）年9月

に防爆電動機装備のBM-50NFを納入した。 

1974（昭和49）年、三菱金属鉱業㈱下川鉱山

（北海道）で当社工事部がBM-100Nで施工したレ

イズボーリングの深さ300mは、当時の国内最深の

立坑であった。掘さく径は1,150mmであった。 

深さの記録としてはその10年後の1984（昭和

59）年、三井鉱山㈱三池炭鉱においてBM-100Nを

使用し、排水を目的とする立坑を掘さくした。そ

の深さ362mは下川鉱山を抜いて、BM-100Nによ

る国内最深となった。掘さく径は770mmで、

600mmの鋼管を挿入して仕上げた。 

1985（昭和60）年には三井金属鉱業㈱神岡鉱山

（岐阜県）にBM-100Nを納入した。 

第8章 ビッグマン時代 

▲BM-100N 

▲BMS-40 

▲青函トンネル（吉岡側）に搬入中のBM-100 
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また、小規模の鉱山でも坑内で立坑を掘さくで

き る 小 型 の ビ ッ グ マ ンBMS-40（掘 さ く 径

800mm）を1980（昭和55）年7月に開発し、6台を

日本鉱業㈱の豊羽、大江（いずれも北海道）花輪

（岩手県）各鉱山に納入した。 

 

2-2 土木建設におけるレイズボーリング 

ビッグマンによる立坑掘さくは鉱山だけでな

く、国土の基幹をなすインフラ整備のための土木

建設工事にも必要であった。 

1968（昭和43）年3月に日本鉄道建設公団（現 

鉄道建設・運輸施設整備支援機構 略称:鉄道運輸

機構）が、青函トンネル建設のためにBM-100を

採用した。 

 青函トンネルをはじめ各地の請負施工は当初、

当社工事部（当時はビッグマン部）がおこなって

いたが、1972（昭和47）年に石油資源開発㈱が

BM-100Nを採用して子会社に移管し、立坑掘さく

工事を開始した。 

当社は、東京電力㈱高瀬川地下発電所（長野

県）建設のための岩盤（花崗閃緑岩）中の立坑の

掘さくを、同社と共同で施工した。その工事内容

は、エレベータシャフトの導坑と通気立坑であ

り、 リーミング径1,450mm、深さと本数は104m 

2本、100m 2本であった。 

同社は、その後BM-100Nを増設して、当社と協

力しながら主に土木建設に伴う立坑の掘さくに

当った。 

以下に当社工事部（当時ビッグマン部）による

レイズボーリングの施工実例を記述する。 

1972（昭和47）年、徳島県勝浦発電所の調圧水

槽掘削のための導坑を施工した。径1,450mm、深

さは106mであった。 

青函トンネルでは、トンネルの掘削の進展に

伴って換気立坑数本が計画された。最初に施工し

たのは1976（昭和51）年の竜飛（青森側）第三換

気立坑（深さ68m）であるが、その径2,050mmは

BM-100Nによる最大のリーミング径であった。 

1979（昭和54）年、インドネシア国スマトラ島

のアサハン地下発電所建設工事で、BM-100Nに

よって通気立坑のレイズボーリング7本を施工し

た。掘さく径は1,450mm、深さの最大は200mで

あった。スマトラ島中央にあるトバ湖の豊富な水

を利用して発電し、アルミニウム精錬をおこなう

プロジェクトであった。 

垂直のレイズボーリングの掘さく技術は、1970

（昭和45）年代初期に確立された。しかし、斜坑

の掘さく、特にその距離が長い場合は難題であっ

た。パイロットは孔曲がりしやすく、リーミング

アップはビットの重量により下盤を削る傾向にあ

第8章 ビッグマン時代 

▲徳島県勝浦発電所調圧水槽導坑掘さく工事 BM-100N 
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る。しかも、地下水力発電所のペンストック（圧

力管路）は斜坑の場合が多い。 

1993（平成5）年、電源開発㈱奥清津第二発電

所（新潟県）の建設工事でペンストックのための

傾斜レイズボーリングを施工することとなった。

当社は強力なBM-150Aを製作するとともに、青函

トンネルで開発した水平ボーリングの技術を応用

してビットスタビライザーその他に工夫をこら

し、掘さく速度をセーブして傾斜したパイロット

孔の真直性を確保した。また、リーミングビット

の構造も安定して掘さくができる形状とした上

に、掘さくオペレーションにも注意した結果、掘

さくに成功した。傾斜角度は下向き51°、リーミ

ング径は1,470mm、掘さく長の250mは斜坑のレイ

ズボーリングとして日本最長であった。 

2005（平成17）年には、ラオス国ナムツァンダ

ムの発電所建設工事において、BM-150Aを使用

し、調圧水槽導坑径1,850mm、深さ100mと垂直の

ペンストック導坑径1,850mm、深さ200mのレイズ

ボーリングをおこなった。 

また、2007（平成19）年には、ラオス国ナムグ

ムダムの発電所建設工事においてBM-150Aを使用

し、導坑径1,500mm、深さ120m、傾斜角－52°の

ペンストック斜坑を3本掘さくした。 

 

2-3 さらに大型のビッグマン開発 

近年、レイズボーリングはますます大口径、大

深度化の方向に進みつつある。 

当 社 は そ れ に 応 え て1996（平 成8）年、径

第8章 ビッグマン時代 

▲奥清津第二発電所 

（新潟県）  

 圧力管路斜坑掘さく工事  
 BM-150A 

 

▲奥多々良木発電所 

（兵庫県） 

 調圧水槽導坑掘さく  

 径 3,400mm 
 BM-500A 

▲津久見鉱山（大分県） 

 立坑掘さく 

 径 4,750mm 

 深さ 417m 
 BM-500A 
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5,000mmの掘さくが可能なBM-500Aを開発し、関

西電力㈱奥多々良木発電所（兵庫県）の立坑を施

工した。リーミング径は3,400mm、深さ137mで

あった。 

2002（平成14）年には同機を使用し、㈱戸高鉱

業社津久見石灰石鉱山（大分県）において径

4,750mm、深さ417mと385m各1本のグローリー

ホール（採掘した石灰石を投下する立坑）を掘さ

くした。417mの深さは日本最長であり、現在もま

だその記録は破られてない。 

2006（平成18）年には、LPG備蓄の波方基地

（愛 媛 県）でBM-500Aに よ る 換 気 立 坑 径

2,440mm、深さ106mを掘さくした。なお同所で

は、BM-100Nによる水封水観測井径700mm、深さ

120mも施工した。 

さらに、2008（平成20）年にBM-600Aを開発

し、最初に太平洋セメント㈱津久見鉱山（大分

県）で径6,000mm、深さ143mのグローリーホール

（立坑）を掘さくした。 

また、同じく2008（平成20）年に住友大阪セメ

ント㈱秋芳鉱山（山口県）で、BM-500Aにより最

大径5,080mm、深さ190mの立坑工事を施工した。 

以上のように、ビッグマンによる立坑の工種は

連絡立坑、通気立坑、シュート坑（投入坑）、地

下水力発電所のペンストックの導坑、エレベー

ター立坑の導坑、水力発電所の調圧水槽掘削の導

坑など多岐にわたっている。 

 

3．大口径岩盤ブラインドボーリング 

  1971（昭和46）年～1976（昭和51）年  

 

 土木建設の分野では岩盤あるいは転石層にパイ

ルを建て込むために大口径でボーリングする必要

があったが、従来のボーリングマシンにその能力

はなかった。ビッグマンの強力な掘さく能力に着

第8章 ビッグマン時代 

▲波方基地（愛媛県）（写真提供：㈱大林組）地中深くの   

 巨大空間が液化石油ガスで一杯になる 

▲津久見鉱山（大分県） グロー  

 リーホール 立坑掘さく  

 径 6,000mm 

 深さ 143m 
 BM-600A 
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目して地表から直接大口径で掘さくするブライン

ドボーリングを始めたのは自然の成り行きであっ

た。 

 最初のブラインドボーリングは、東京ガス㈱

袖ヶ浦工場（千葉県）の埋立地で、1971（昭和

46）年にBM-100Kにより捨石層を径830mmで4本

を掘さくしたことである。ビッグマンのパワーが

この掘さくを可能とした。この時、カッティング

スの排出のためにサクションポンプによるリバー

ス方式を採用した。当社はじめてのリバース掘さ

くであった。 

 1972（昭和47）年には山陽新幹線福岡トンネル

工事（福岡県）で、毎分23トンという大湧水が起

きた。その対策として地下水位を下げるために急

遽、ディープウエル（深井戸）を掘ることにな

り、当社は、トンネル上部の沢にBM-100Kを据え

付けて径450mm、深さ150mの深井戸を掘さくして

地下水を揚水した。福岡トンネルではその完成ま

で数年間、ビッグマンによる深井戸掘さくとトン

ネル内でのグラウト施工が続いた。 

前節に記したように、ビッグマンの新型Nシ

リーズBM-100Nが1971（昭和46）年に開発され

た。 

また、特殊仕様として、㈱熊谷組からトラック

搭載のBM-100Nを受注し1972（昭和47）年3月に

納入した。 

同じく1972（昭和47）年には高速道路・中国

道、宝塚-西宮間で径600mmおよび1,150mmの地す

べり抑止杭の大口径ボーリングをおこなった。使

用機械はBM-100N、BM-50NとBM-40であった。

第8章 ビッグマン時代 

▲袖ヶ浦（千葉県）捨石層掘さく工事 BM-100K  
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▲山陽新幹線福岡トンネル（福岡県） 

 ディープウェル掘さく BM-100K 



本工事によってビッグマンによる杭建て込み施工

の道が開き、工事受注が本格化した。 

工事会社各社もビッグマンを導入してブライン

ドボーリングを施工するようになった。特に小型

のビッグマンBM-50Nは、移動運搬が容易で手頃

な機種であったので、各社が玉石や転石の多い箇

所での山留杭の施工などに多用した。東北新幹線

の栃木県黒磯など在来線と近接する施工現場でも

多く用いられた。掘さく径は350mmであった。 

長野県岡谷市と塩尻市を直線で結ぶ中央本線塩

嶺トンネルの建設工事において、径450mm、深さ

200mの 材 料 投 入 孔 を1975（昭 和50）年 にBM-

100Nで掘さくし、350mmの鋼管を挿入して仕上げ

た。 

1975（昭和50）年、新日本製鉄㈱君津製鉄所

（千葉県）のシーバース（桟橋構造の船の係留施

設）基礎杭工事において、BM-100N 3台を移動架

台に搭載し、径800mmで156本を掘さくして注目

を浴びた。 

韓国ゼネコントップの現代建設㈱は1976（昭和

51）年、BM-100Nを2式採用し、サウジアラビア

でジェッティ（桟橋構造の突堤式埠頭）の建設に

使用した。ビッグマンを搭載する作業架台などは

君津の実績にならって製作し施工した。 

1979（昭和54）年3月には東京都小笠原諸島の

父島二見港岸壁で鋼管杭をBM-50E（回転は電動

モーター直結式）で施工した。掘さく径は700mm

であった。 

1983（昭和58）年にはソ連にBM-50PCを納入し

た。廃棄物投入孔の掘さくが目的であった。 

ビッグマンによるパイロットボーリングでは、

数百mの下にある坑道に正確に的中させる技術が

確立されている。その技術を用いて2007（平成

19）年、LPG貯蔵倉敷基地（岡山県）の配管立坑

掘さくのための12本の凍結孔をビッグマンでボー

リングし、孔曲り精度0.5％以下という厳しい要求

を達成した。地表から深さ90mまでは径350mm

（泥 岩、砂 岩、風 化 花 崗 岩）、90～180mは 径

250mm（花崗岩）、使用機はBM-500A、および

BM-100Nであった。 

 ビッグマンによる大口径岩盤掘さくは、以上の

ように販売・工事ともに活況に推移したが、前述

のとおり、正循環のブラインド方式では、口径が

大きい場合、掘さくが困難になることがある。ア

ニュラス（ロッドと孔壁の間隔）が大きいので循

環泥水の排水流速が遅くなってカッティングス

（掘りくず）の排出が十分でないからである。 

 初期の段階では、ポンプサクションによるリ

バース掘さくをおこなった例（140ページ参照）

があるが、そのほかの問題解決の工夫を以下に記

する。 

1973（昭和48）年11月、BM-50Nを用い、シン

ガポールのジュロン石油基地シーバース鋼管杭工

事で径700mmのブラインドボーリングをおこなっ

た時にも問題が顕在化した。それを解決するため

に当社の技術員が現場で採用したのが、ビッグマ

ンによるエアリフト逆循環掘さくであった。エア

ホースとエアスイベルなどを装備し、ビット直上

のロッドに孔をあけ圧縮空気を吹き込んだ。これ

▲ソ連向けBM-50PC  

▲中国自動車道西宮北インター（兵庫県） 

 地すべり抑止杭工事 BM-100N   
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によってカッティングスがロッドの内部を通って

十分に排出されるようになり、掘さくは成功し

た。 

このエアリフト方式で、1976（昭和51）年、青

函トンネル三岳工区（北海道）のコンクリート投

入立坑径1,150mm、深さ100mの大口径ブラインド

ボーリングを成功させた。使用機はBM-100Nで

あった。 

香港では、1976（昭和51）年から数年に亘って

施工された地下鉄建設の柱列杭工事にBM-50Nと

BM-100Nが大いに活躍した。掘さく径は450～

1,000mm、深さは2～6m、深いもので30～36mに

及んだ。これらはブラインドボーリングが主で

あったが、掘さく径が1,000mmを超す地下鉄柱列

杭はBM-100Nによる逆循環工法で施工した。掘さ

くした砂礫、転石、岩盤は全て花崗岩であった。 

 

４．リバースサーキュレーションドリル 

 「ビッグマンシビル」 

1977（昭和52）年以降 

 

待望されていた逆循環方式の本格的な大口径岩

盤ブラインドボーリングマシンRBB-100A（掘さ

く径1,800mm）が開発されたのは1977（昭和52）

年である。主に土木建設分野で用いられるので、

愛称を「ビッグマンシビル」とした。この方式は

リバース工法とも言う。 

本機による最初の工事がJR篠ノ井線第3白坂ト

ンネル（長野県）の換気立坑である。1977（昭和

52）年に径1,000mm、深さ51.4mを、エアリフトと

ポンプサクションによる典型的なリバース工法で

難なく施工した。 

1979（昭和54）年10月には日本鉱業㈱豊羽鉱山

（北海道）にRBB-100Aを納入した。同鉱山は定

山渓温泉の近くに位置し、深部では岩盤温度が

110℃に達する。従って、新しい鉱体（鉛・亜

鉛）の開発に際しては、坑内温度を下げるために

先進換気立坑が必要である。そのために下の坑道

が無くとも大口径の立坑が掘さくできるリバース

工法のRBB-100Aが採用された。RBB-100Aは早

速、坑 内 に 据 え 付 け ら れ、同 年 末 に は 径

1,000mm、深さ150mの立坑を掘さくした。 

その後、同社釈迦内鉱山（秋田県）の坑内でも

▲香港地下鉄 土留杭工事 BM-50N  

第8章 ビッグマン時代 

▲シンガポール GATEX桟橋基礎杭 BM-50N  

▲RBB-100A 
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同機で径1,000mm、深さ180mの立坑がリバース工

法で施工された。 

1981（昭和56）年にはコンパクト型のRBB-75A

（掘さく径1,000mm）が生まれた。 

同年、香港チャイナセメントのジェッティ工事

でリバース工法による本格的な海上鋼管杭工事が

おこなわれた。海底の土砂や風化岩に打ち込んだ

鋼管（口元ケーシング）の中を、予定深度の岩盤

まで掘進後、孔内洗浄、鋼管杭を挿入し、コンク

リートを打設して鋼管杭と岩盤を固着させる工事

（ロックソケットイン工法）であった。  

当 社 は、RBB-100A、RBB-75A、BM-100N（エ

アリフト用に改造）を投入し、昼夜の施工で掘さ

く径1,100mm、深さ4.5m、垂直168本、傾斜56本を

完成させた。 

 前述の現代建設㈱は、アフリカのリビアで石油

積み出し施設の建設をおこなうことになった。こ

こではサウジアラビアと同じジェッティ工事があ

り、当社はRBB-100Aを2式受注して1981（昭和

56）年1月に出荷した。 

 同国ゼネコン第2位の大林産業㈱からもRBB-

100Aを2式受注し、1981（昭和56）年10月に輸出

した。韓国国内でのジェッティ施工のためであっ

た。 

1984（昭和59）年にはサウジアラビアでマッ

カ・ターイフ淡水化プラント建設が始まり、当社

はタンカーを接岸する桟橋の鋼管杭工事を受注し

た。RBB-100Aを2台搭載したS.E.P.（自己昇降式

作業台船）が、タグボートに曳かれて遥々インド

洋をわたって紅海沿岸に至り、そこで当社はフィ

リピン人の作業員を使って海上で径800mmと

1,600mmの掘さく作業をおこなった。なお、マッ

カはムスリムの聖地メッカのこと、ターイフはそ

こから遠くない山間の避暑地。そこに送るための

第8章 ビッグマン時代 
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▲リバースサーキュレーションドリリング図 RBB-100A  

リバースサクションポンプ 

マッドタンク エアーコンプレッサー 

バイブレータスクリーン 

ローラースタビライザー 

コントロールユニット 

カウンターウェイト 

クロスオーバーサブ 

ローラースタビライザー 

ケリーロッド 

中間スタビライザー 

ケリーロッド 

水中ポンプ 

ブラインドビット 

パワーユニット 

ドリルユニット 

▲ブラインドビット ▲カウンターウェイトおよびビット 



生活用水を海水から製造するプラント建設工事の

一部であった。 

1987（昭和62）年3月、沖縄県の福地ダムで、

仮締切り鋼管矢板の連続杭を施工するためにRBB-

100Aを2台、移動式架台に設置して径800mmと

500mmの掘さくをおこなった。 

1989（平成1）年、香港青衣島（チンイ）のオ

イルターミナルのジェッティ鋼管杭施工を受注し

た。当 社 はRBB-100AとRBB-75Aを 用 い て 径

760mm、深 さ2.5mを101本 施 工 し た。ま た1994

（平 成6）年 か ら そ の 翌 年 に か け て は、径

1,320mm、深さ108mを19本掘さくした。いずれも

掘さく対象は花崗岩であった。 

1991（平成3）年11月、シンガポール本島から

リゾート地であるセントーサ島をつなぐ連絡橋の

橋脚基礎杭施工のためにRBB-100Aで径1,400mm

第8章 ビッグマン時代 

▲福地ダム（沖縄県）鋼管矢板締め切り工事 RBB-100A ▲シンガポール セントーサ道路橋海上基礎杭 RBB-100A  
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の掘さくをおこなった。 

1996（平成8）年9月、マレーシアとシンガポー

ル間の水路を跨ぐ第2水道橋の橋脚基礎杭施工の

ためにRBB-100Aで径1,450mmの掘さくをおこ

なった。 

 

5．ロックモール工法 

  1983（昭和58）年～2004（平成16）年  

 

 ビッグマンの性能と構造の特徴を利用して、岩

盤に水平坑の大口径引き寄せ拡孔をおこなう工法

を確立して、ロックモール工法と名付けた。立

坑、斜坑と同じく、水平のパイロットボーリング

を到達坑に貫通させ、リーミングビットに付け替

えて引き寄せながら拡掘するのである。この工法

による施工実例を次に記す。 

 1983（昭和58）年、宮城県多賀城で下水管工事

のため、岩盤中に径1,150mm、長さ42mの水平坑

をロックモール工法によりビッグマンBM-100Nで

掘さくした。 

 ダムの水環境改善のため、ロックモール工法に

よって堤体に水平の魚道を掘さくした。1997（平

成9）年には様似ダム（北海道）で径1,450mm×長

さ12.5m、1998（平成10）年には、二川ダム（和

歌山県）で径1,450mm×長さ25mを施工した。使

用機はいずれもBM-100Nであった。 

 2004（平成16）年、中央本線の中津川（岐阜

県）で、ボックスカルバートの導坑として岩盤中

に、径2,440mm、長さ13mの横坑をBM-150Aで掘

さくした。 

 ロックモール工法の場合は前述の斜坑の場合と

同じように、先ず水平パイロットボーリングを

真っ直ぐに掘ることが重要である。次に拡孔で

は、重量のあるリーミングビットが下盤を削るこ

とが多く、ビットとロッドの接続部に曲げモーメ

ントが生じ、折れる可能性がある。それを防ぐた

めに十分な備えをおこなった。 

 

6．シールドレイズマシン 

  1977（昭和52）～1980（昭和55）年  
  

 掘さく方式がビッグマンとは全く異なるが、当

社の独自開発による立坑掘さく機UPB-75AとUPB-

100Aをここで記述する。 

 掘さく機械を下の坑道に据付け、上の坑道に向

かってブラインドで立坑を掘さくする工法につい

て、その開発を同和鉱業㈱から依頼され､1977

第8章 ビッグマン時代 
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▲様似ダム（北海道）魚道用水平坑掘さく(ロックモール)     
 BM-100N  ▲UPB-75A 



（昭和52）年に開発したのがUPB-75Aである。本 

工法をアッパーブラインドボーリングともいう。 

 本機は、ビッグマンと同じローラーカッターを

搭載した大口径ビットを機械で上方に押し上げな

がらブラインドで掘さくするが、その際にシール ドセグメントを同時に押し上げて坑壁を維持する

のが特徴である。そのためにシールドレイズマシ

ンと名付けられた。この方式の場合、技術的な課

題の一つはロッドの座屈対策である。同和鉱業㈱

と共同で研究しロッドを設計製作した。 

ビットとシールドセグメントが上の坑道に到達

したらビットを縮径し、ビットとロッドを下の坑

道に回収する。シールドセグメント内面にはス

テップが設けられ、人員が昇り降りできる。 

本機の能力は、径1,600mm、掘さく長さは上向

き50mである。掘さくしたずりは掘さく機の直上

で受け、ベルトコンベアで運び出す。操作は電気

油圧による遠隔式である。1977（昭和52）年3月

に同社松峰鉱山（秋田県）に納入した。  

 さらに、同社から1980（昭和55）年に同じ構造

の大型機UPB-100Aを受注し、同年9月に松峰鉱山 

に納入した。本機は径1,700mm、上向きに60mの

掘さく能力を有する。 
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▲松峰鉱山（秋田県）UPB-75A  
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▲アッパーブラインド工法図 UPB-75A 

ビット 

セグメント 

ドリルパイプ 

コントロール 

ユニット 

シールドレイズマシン 

トロリーブロック 



1．開発に4年間  

   1973（昭和48）年～1977（昭和52）年  

  

 研究開発に着手した翌年にはパーカッションシ

リンダーを試作し掘さく試験をおこなった。次い

で1975（昭和50）年、クローラ搭載型のロータ

リーパーカッションドリル1号機RPD-1を製作し、

山梨県の笹子トンネル建設現場で稼働させたが、

所期の性能は発揮できなかった。 

 それ以降1976（昭和51）年までの2年間はひた

すら性能と耐久性の向上を目指し、試作とテスト

を繰り返した。その結果、1977（昭和52）年、遂

に標準型のパーカッションシリンダーPC-52とド

リルヘッドKD-400を完成することができた。 

 1977（昭和52）年8月にはクローラ搭載ロータ

リーパーカッションドリルの量産型RPD-65LCEを

完成、新聞発表をおこなった。それと同時に愛称

を社内募集した結果、矢のように速く掘るドリル

の意味を表して「アロードリル」と命名した。研

究開発に4年を費やし、漸く現場の要求に応え得

る製品を当社独自の技術で送り出すことができた

 

ボーリングマシンの回転に打撃作用を加えたいという要求は古くからあった。何故なら回転だけでは砂

礫層や転石層の掘さくが困難だったからである。しかし、いわゆるさく岩機（圧縮空気を動力とする）は

入力馬力が大きい割には打撃力が小さく、回転力はほとんど無いのも同然であった。昭和40年代の中頃、

ドイツ製の油圧式パーカッションシリンダー（打撃装置）を使用したクローラードリルが日本でも製作さ

れ始めた。 

 当社はこれを古くからの要求を叶える機会と見て1973（昭和48）年、独自のロータリーパーカッション

ドリルの研究開発に取り掛かった。以降、本機が当社の主力製品の一つに育つまでの歩みについて述べ

る。 

第9章 アロードリルの開発と発展 

▲RPD-1 

▲RPD-65LCE 
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のである。  

 

2．主力製品に成長 

  1978（昭和53）年以降  

 

 ロータリーパーカッションドリルは、ヨーロッ

パではアースアンカー（後述）の施工が主な用途

であり、現場での移動を容易にするためにクロー

ラに搭載されていた。アロードリルRPD-65LCEも

同様である。アースアンカー（別名グラウンド・

アンカー）は、わが国では1973（昭和48）年に2

社の施工会社がその技術を導入して工事を始めて

いた。従って、本機の活躍は先ずその分野からス

タートした。 

 本章の冒頭に記したように、強力な打撃と回転

の機能は、各方面から期待されていたものであ

り、当社自体もその必要性を認識していたので、

いろいろな分野に適する機種の製作を意欲的に進

めた。そのことが応用分野を広くした結果、ア

ロードリルは当社製品の主力に成長し、ついには

市場のシェアの大半を専有するに至った。その主

な分野を以下に述べる。 

 

2-1 グラウンドアンカー、ビルの耐震 

   工法としても   

 地下の開削にあたって設ける土留壁を地山に定

着させるために、土留壁を貫いて斜めにボーリン

グして特殊な鋼線をアンカー（錨）として挿入定

着して反力を受ける工法である。地下の工事が終

了したら撤去されるので、仮設アンカーと呼ばれ

る。ビルの建築が盛んになるにつれて仮設アン

カーの工事も増えていった。RPD-65LCEも最初の

数年間は専らアースアンカーの施工に用いられ

た。1985（昭和60）年4月には早くも中国にアー

スアンカー用としてRPD-65LCE（Ⅲ）を輸出し

た。 

 一方、東京駅の地下駅や上野駅の新幹線地下駅

などが浮き上がるという現象が起きた。地下水の

汲み上げを規制した結果、地下水位が上昇したた

めであり、そのような地下構造物からアンカーを

施工して地下深部に繋ぎとめる必要がでてきた。

また、大地震発生による高層建築物の倒壊を未然

に防ぐためには基礎杭だけでは不十分であり、建

造物を地山にしっかりと定着させるためにグラウ

ンドアンカーを応用することが提案された。構造

工事㈱（現 当社の子会社）は1985（昭和60）

年、以上二つの課題に対して大手建設会社二十数

社と共同で取り組み、二種類の大深度大型永久ア

ンカー工法を開発し、その施工のためにより強力

で高性能のアロードリルが必要とされた。 

当社はこの要求に応えて1991（平成3）年、性

能を高めたRPD-100C（Ⅳ）（クローラ搭載）を

第9章 アロードリルの開発と発展 
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開発した。本機は不整地での走行や掘さく作業の

ときに、地面の凹凸に合わせて左右のクローラが

自在に角度を変えて機体を安定させる装置（イコ

ライザー）を有している。また同年、より出力の

大きいエンジンを搭載したRPD-130Cを製作し、

これが大型の標準量産機となった。2001（平成

13）年には、さらに性能を高め、パワーユニット

を強力にしたRPD-150Cを開発した。 

 

2-2 斜面の崩壊防止―法面アンカー 

 山の緩やかな斜面を切り取って造った急勾配の

斜面を法面（のりめん）という。日本の山間の道

路は多くの場合、片側には法面が迫っている。法

面は切り取っただけでは大雨や地震で崩れやす

い。それを防ぐためにはコンクリートの擁壁、あ

るいは法枠をアンカー工法で地山に定着する。ア

ンカーを挿入するためのボーリングは、回転式で

は掘進速度が遅く非実用的であったが、強力な打

撃力を加えたロータリーパーカッションドリルに

よって、法面アンカーの施工が容易になった。 

 当社は1985（昭和60）年4月、法面アンカーの

施工機としてスキッドベース搭載のアロードリル

RPD-65L-S6を開発して需要に応じた。その後、よ

り大型のアロードリルが必要になって1988（昭和

63）年にRPD-100SL-F2を開発し、これがスキッド

ベース搭載の量産機となった。法面アンカー工法

は急速に普及して全国各地の山間でアロードリル

による施工が見られるようになり、自然災害の防

第9章 アロードリルの開発と発展 

▲RPD-45L2 

▲RPD-100SL-F2 ▲RPD-20L 

▲RPD-65L-S6 

▲ロックボルト施工現場（北海道）RPD-30L 
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止に大きな役割を担った。 

 類似の目的として、法面に段差をつけて保護す

るアースネイリング工法が開発され、当社は小型

のアロードリルRPD-40C-A1を1986（昭和61）年9

月に製作した。 

また、ロックボルト工法用として1996（平成

8）年12月にRPD-45L2、L3を、続いて翌年1月に

はRPD-45H2および同H3を開発した。さらに、

1998（平成10）年にはロックボルト工法専用機と

して小型軽量の量産機RPD-30Lを製作した。2003

（平成15）年9月には超小型軽量法面ロックボル

ト専用機RPD-20L（愛称ちびっ子アロー）を開発

して市場に送り出した。 

 

2-3 地すべりの防止―集排水ボーリング 

 わが国に多い自然災害の一つに地すべりがあ

る。山の自然なスロープが地下水の浸透によって

広い範囲で下方に向ってすべり出すのである。一

旦すべりだしたら止めるのは難しい。この地すべ

りを未然に防止するために水平ボーリングで地下

水を抜いてしまう方法があり、以前からおこなわ

れていた。しかし、回転式のボーリングマシンで

は時間がかかり、非能率であった。そこにアロー

ドリルが出現したので施工が容易になった。 

 この工法は、先ず地すべり地帯の下方に直径4m

ほどの立坑を掘って周囲の保護のために波状の鉄

製リング（ライナープレート）を入れる。その下

底にアロードリルを設置し、上流方向へ扇状に複

数のボーリングを施工して、地下水を立坑に導く

（集水）。その水は、下流に向かって掘さくした

1本のボーリング孔によって排出（排水）する。 

 アロードリルは、1986（昭和61）年頃からこの

工法に使用されていたが、当社は狭い立坑の中で

最大限に能率的な掘さくが出来るよう、コンパク

トに凝縮し、かつ掘さく方向を変えることができ

るベースに搭載したアロードリルRPD-75SL-H2

（内径3.5mのライナープレート用）と、RPD-

75SL-H3（内径3mのライナープレート用）を1989

（平成1）年に開発した。翌年にはこれを軽量化

して量産し、地すべり防止の集排水ボーリング工

法が全国的に普及するようになった。 

 

2-４ グラウト孔のボーリング 

 セメントスラリーあるいは薬液を注入するため

のボーリングは、掘さく速度の速いアロードリル

の性能が活かせる分野である。ただし、一般の

第9章 アロードリルの開発と発展 

▲RPD-75SL-H3 

▲RPD-75SL-H2 

▲集排水ボーリング（ホンジュラス）RPD-75SL-H3 
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ボーリングマシンに比して大型のため、現場の状

況が本機に適していることが必要である。 

 ダムグラウト用として1984（昭和59）年に小型

アロードリルRPD-25T-Aを、また1990（平成2）

年には、ダムのギャラリー（監査廊）でグラウト

孔の掘さくが可能なRPD-75SL-H3を製作した。 

 スリランカのサマナラウエア・ダム建設におい

て当社工事部は、アロードリルRPD-75SL-H3を始

め汎用機を含めて34台のボーリングマシンを動員

し、1991（平成3）年4月から2年8ヶ月に亘って、

堅硬な片麻岩に深いグラウト孔（120m）を多数掘

さくし、多量（85,000m3）のセメントグラウトを

注入し、地山中に漏水を遮断する壁を形成（カー

テングラウト）して目的を達成した。この工事の

すべてを汎用のボーリングマシンで施工したとす

ると、工期は長くなり、ダイヤモンドビットを使

用するのでコスト高になったであろうと考えられ

る（第3章4-2-1参照）。 

 トンネル掘削に当たって湧水を止めるグラウト

孔のボーリングは、汎用のボーリングマシンと異

なって据付の手間がなく、掘進速度が格段に速い

クローラ搭載のアロードリルが適している。熊本

県から宮崎県に抜ける九州自動車道の加久藤トン

ネル建設工事においても、アロードリルRPD-

65LCE、RPD-100C、RPD-75SLが1990（平成2）年

から1992（平成4）年に掛けて活躍し、工期の短

縮に貢献した（第3章4-1-3参照）。 

韓国の現代建設㈱には1981（昭和56）年、マ

レーシアのダムグラウト用にRPD-65LCEを（第3

章4-2-2参照）、韓国建業㈱にはフィリピンでのダ

ムグラウト用にRPD-65LCEを輸出した。  

 1984（昭和59）年にはソ連シベリアのバム鉄道

（第2シベリア鉄道）トンネル建設工事のグラウ

ト孔掘さく用としてRPD-65LC-B2を輸出した（第

3章第3項参照）。1989（平成1）年、海底トンネ

ルの建設に長尺のグラウト孔を掘さくする2ブー

ム・ガントリータイプRPD-75T-E1を製作、また、

1992（平成4）年6月には韓国・三扶土建㈱にソウ

ル南方の韓江河床砂礫層にトンネルを掘るための

グラウト孔掘さく用RPD-65C-E2-KSを納入した。 

 2007（平 成19）年 に 中 国 に 輸 出 し たRPD-

180CBRは、ブームをローテーション方式としト

ンネルのグラウト孔掘さくと切羽地山を補強する

フォアパイルの施工をおこなうものである（第14

第9章 アロードリルの開発と発展 

▲RPD-65LC-B2 

▲スリランカ サマラナウエア・ダム RPD-75SL-H3 

▲RPD-75T-E2 
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章3-1-1参照）。 

またそのほか、地盤改良目的の薬液注入や

ジェットグラウトにも多くのアロードリルが使用

された。1988（昭和63）年開発のRPD-40SL-B2-

STEPはステップ引き上げ方式のジェットグラウト

専用機である（第4章1-2参照）。 

 

2-5 先進ボーリング―トンネルの安全掘     

    削のために 

 水平ボーリングは、垂直ボーリングに比べて技

術的に難しく、工期も長くなるのが普通である

（第6章参照）。アロードリルは、水平ボーリン

グでも回転だけの汎用機よりもはるかに掘進速度

が早く、およそ10倍の掘さく能率が得られる。こ

れは打撃作用がビットの掘進率向上だけでなく、

孔壁のロッドに対する摩擦抵抗を低下させるため

と考えられる。この特性を活かした好例がトンネ

ルの先進ボーリングである。 

トンネルの安全掘削には、先行して地質の状況

を知り、湧水の有無大小を確認する先進ボーリン

グが必要である。アロードリルは後述するよう

に、パーカッションワイヤラインコアサンプラー

（PS-WL）というツールスによってコアボーリン

グができるようになった。 

そこで例えば毎週、トンネル掘削作業の休日の

1日をアロードリルによる先進ボーリングに充当

し、その日のうちに次の6日分のトンネル掘削の

予定のメートル数にプラスした長さ（例えば

60m）の先進ボーリングを済ませ、前方を確認し

た上でトンネルの掘削をおこなうという手順を繰

り返すパターンの作業が可能となった。 

1992（平成4）年3月から翌々年12月にかけ、長

野新幹線秋間トンネル（群馬県）建設工事で先進

水抜きボーリング、長さ150～200mを57孔、延べ

7,850mをRPD-130Cで施工した。 

東北新幹線八甲田トンネル（青森県）工事に於

い て は、2000（平 成12）年6月 か ら2003（平 成

15）年5月にかけて、RPD-130CとPS-WLを使用す

る先進ボーリングを毎月1～2回、1回に100mを施

工した。 

長い先進ボーリングの例としては、RPD-200SL-

J2（次節参照）を使用し、2001（平成13）年に北

陸新幹線飯山トンネル（長野県）建設工事で、

250mを僅か6日間で完工した。 

2001（平成13）年9月から2004（平成16）年1月

にかけては、北陸新幹線高社山トンネル（長野

県）工事でRPD-150Cを使用し、高圧の被圧地下

水の水抜き先進ボーリングを、1本100～200m、延

べ4,100m施工した。 

また、九州新幹線新佐敷トンネル（熊本県）工

事 で は2007（平 成19）年、RPD-130CとPS-WLを

用い、長さ54～100mの先進調査ボーリングを3本

第9章 アロードリルの開発と発展 

▲RPD-65C-E2-KS 

▲八甲田トンネル（青森県）先進ボーリング（PS-WL工法）  
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施工した。 

 いずれも、トンネルの安全な掘削に貢献した。  

 

2-6 水井戸ボーリング 

 地表から水井戸を掘さくすると玉石層や砂礫層

に遭遇することが多い。また、地下水はそのよう

な地層に多く存在する。アロードリルの掘さく特

性が発揮できる地層である。1984（昭和59）年に

は早くも水井戸掘さく用としてRPD-60SB-D-1

を、1986（昭和61）年には同2型を開発した。し

かし、アースアンカーの施工から出発したロータ

リーパーカッションドリルの標準型は、掘さく深

さ20～30mを想定しただけであった。 

 一方、水井戸の深さは一般的に50～200mにな

る。アロードリルによる深掘りを試みると、結果

は予期以上に良好であった。そこで1992（平成

4）年10月に大型のRPD-130SL-F2-Wを開発し、本

格的な水井戸の掘さくを可能とした。  

当社が同じく1992（平成4）年3月に開発した

RPD-200SL-J2は、おそらく世界でも最大級のロー

タリーパーカッションドリルである。本機で防災

科学技術研究所の深さ200mの地震観測井を掘さく

した。この井戸は地震計を設置するために孔曲が

り精度3度以内という条件があり、これを達成し

て、僅か16日で掘さくを完了した。 

 小規模の井戸としては、1995（平成7）年8月に

当社が中心になって設立したジャパン・ホームウ

オーターシステム㈱が、アロードリルの性能を活

かして家庭用や防災用の水井戸を掘ることを事業

目的とした。同社とそのグループ会社は、専用の

小型水井戸掘さく機RPD-50C-HWSを使用して多

数の家庭で水井戸を掘った（第13章2-1参照）。 

 また、1997（平成9）年には、当社創立50年を

記念して東京各区の公園や小学校、中学校その他

で地震に備える水井戸を掘って区に寄贈した（第

11章第4項参照）。 

  

3．アロードリルの特殊技術 

  1978（昭和53）年以降  

 

3-1 パーカッションワイヤラインサンプ 

   ラー(PS-WL)でコア採取 

 回転式のボーリングでは砂や礫のサンプリング

は困難である。ところがアロードリルで砂礫層を

掘さくすると、ロッド内部にびっしりと砂礫のコ

アサンプルが入ってくる。回転プラス打撃という

作用がそのようなところに現れてくることを知っ

た。しかし、そのコアサンプルがその掘さく深さ

のものであることを保障するためには、ワイヤラ

イン式のサンプラーでなければならない。 

 ワイヤラインコアバレル（サンプラー）は回転

式のダイヤモンドボーリングで発達したものであ

り、構造が複雑なため、取り扱いには細心の注意

を払うべきものであった。そのようなサンプラー

をアロードリルの強力な打撃にさらすことは不可

能と思われた。もともと、ロータリーパーカッ

ションドリルでコアをサンプリングすることは、

第9章 アロードリルの開発と発展 
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これまで誰も考え

なかった。 

 しかし、アロー

ドリルの普及に連

れてその掘さく速

度の比類のない速

さと、打撃作用が

砂礫などの採取を

可能とする特性を

活かすことのでき

る専用のワイヤラ

インサンプラーの出現が待ち望まれるようになっ

た。 

 技術開発は、そのようなパーカッションワイヤ

ラインサンプラー（PS-WL）が実際に作れるもの

かどうか、その苦悩から始まった。試行錯誤の

末、1992（平成4）年に試作品を作り上げ、掘さ

く試験をしたところ、予期以上の好結果が得られ

たので、さらに改良を加え、普及のための全国的

なPR活動をおこなった。後年、世界的にも稀な技

術として特許が取得でき、科学技術庁の「注目発

明選定賞」を受賞した。 

 実施例の一つとして、1994（平成6）年8月に実

施された新潟県糸魚川市の地すべり地帯の調査

ボーリングを述べる。この場所は大規模な断層帯

である糸魚川―静岡構造線の西側に当り、掘さく

もコアサンプリングも共に難しいところである。

3社がこの仕事を請けた。2社は、困難な作業を予

見して大型の汎用ボーリングマシンを据え付け、

回転式によるワイヤラインサンプリングを24時間

続けたが、1日でやっと数メートルの掘さくで

あった。これに対し、1社はアロードリルRPD-

75SL-H2とPS-WLを使用して午前中の3時間で5m

近くを掘さくし、コア採取率もほぼ100％と満足

できるものであった。図らずも当社開発のアロー

ドリルとPS-WLの優れた性能が実証できた。同社

はその後ここで、追加工事を含めて延べ300m以上

のコアサンプリングをおこなった。 

 また、折から活断層に発生する「直下型」地震

の被害の大きさが問題として取り上げられ、全国

的な調査がおこなわれたが、PS-WLはその活断層

調査にも有用であった。 

 なお、アロードリルとPS-WLによる水平先進

ボーリングは本章2-5に述べた。 

 

3-2 掘進中同時に計測―MWD装置の開発 

 掘進しながら同時に掘さくデータを計測し記録

するMWD（Measuring While Drilling）装置を当社

は1989（平成1）年に開発した。それによって掘

進中に、湧水の有無、岩盤の硬軟、破砕帯の有

無、空洞の有無などを判定することがアロ－ドリ

第9章 アロードリルの開発と発展 

▲RPD-100SL-K2-OY（MWD装置搭載） 

▲パーカッションワイヤラインサンプラー（PS-WL） 
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ルで出来るようになった。計測項目には、掘さく

深度、給進力、掘さく速度、回転力、回転数、打

撃力、打撃数、送水量、送水圧、排水量などがあ

る。 

 1993（平成5）年9月に製作したRPD-100SL-K2-

OY（MWD装置搭載）は、TBM（トンネルボーリ

ングマシン）に取り付けられてトンネルの掘削に

先行し、1回100mのボーリングを繰り返しおこ

なって、日本道路公団秋田道湯田トンネル（岩手

県）の安全施工に貢献した。 

 

3-3 コントロールボーリングを可能とする 

 ボーリングは意図するしないに拘わらず曲がっ

てしまう。特に、水平ボーリングは曲がる確率が

高い。一方、曲げたい方向に曲げる、あるいは曲

がり始めたら元に戻して真っ直ぐに掘ることも可

能であり、これをコントロールボーリングとい

う。アロードリルの場合は、孔を曲げる（つまり

ロッドも曲がる）と、その部分がばね効果となっ

て打撃力を吸収し、遂にはロッド折損の事故とな

る恐れがある。従って、アロードリルではコント

ロールボーリングは難しいと一般には考えられて

いた。 

しかし、最近の傾向として埋め戻された地盤や

建設ガラなどの障害物が混入する箇所をボーリン

グすることも多く、従来の機器と工法では、掘さ

く不可能が多発して問題となってきた。 

2002（平成14）年、東京ガス㈱からこのような

問題を解決するボーリングシステムの共同開発の

申し入れがあった。当社も工法提案型の設計コン

ペティションに参加したところ、打撃作用を付加

した当社案が採用され、3ヵ年計画でこの開発プ

ロジェクトが発足した。当社は、問題点の解決の

ため基礎実験を重ね、2004（平成16）年に1号機

RPD-60TKCを完成し、実証実験をおこなって所定

の性能を満足していることが確認できた。その

後、種々の改良を加えた結果、アロードリルでコ

ントロールボーリングができるようになり、各地

の工事で活躍している。  

 

3-4 二重管掘さく工法 

 ロータリーパーカッションドリルを先に実用化 

したヨーロッパでも二重管システムは採用されて 

いたが、表層の礫層を抜いた後は内管ロッドのみ 

で掘さくする方式が標準であった。そのために外 

管ロッドのサイズは2種類のみで、内管ロッドに 

はさく岩機のロッドを転用している。つまり、外 

管は保護ケーシング程度の意味合いであった。 

 しかしわが国では、本機の使用目的がヨーロッ

パと違って非常に広くなり、しかも、地層の変化

が甚だしく孔が崩壊しやすいので、二重管システ

ムで常時掘さくする必要が多かった。そのために

当社は、内管ロッドも専用のものとし、内外管の

サイズは、外径34～216mmまで14サイズを規格化

して、それらの組み合わせで10通りの二重管掘さ

くを可能とした。 

 

4．アロードリルの用途広がる 

  1983（昭和58）年以降  

4-1 アース棒埋設 

トラックに搭載して移動式とした小型のアロー

ドリルRPD-30T-A2を1988（昭和63）年に、その2

号機を翌年に製作納入した。 

第9章 アロードリルの開発と発展 
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4-2 石油、LPG備蓄基地水封ボーリング 

花崗岩などのしっかりした岩盤の地下百数十m

に巨大な空洞を掘り、石油やプロパンガスを備蓄

する。その場合、備蓄した石油やガスが漏れ出す

ことを防ぐために空洞の周辺を地下水で満たすこ

とが必要である。空洞を掘ると地下水位が低下す

るが、そのようなことがないように、その大空洞

の上に数条のトンネルを掘り、そこから空洞を囲

うように水平と垂直の多数のボーリングをおこ

なって水を注入し、地下水位を高く保つ。 

硬い岩盤に対してそのような多数のボーリング

を能率よくおこなうことができるのがアロードリ

ルの特徴の一つである。当社は1989（平成１）年

にRPD-75C-E2により、岩手県久慈の石油地下備

蓄施設建設のための水封ボーリングを施工した。 

 

4-3 転炉出鋼口の開口スリーブ交換 

アロードリルの性能と操作性の良さは、製鋼転

炉の出鋼口開口スリーブ交換に適している。1983

（昭和58）年のRPD-65LCE-Cを始めとして、RPD

-65LCE-M、RPD-60S-D2、RPD-100C-NKK、RPD-

120C-SK、RPD-100C-SW、RPD-100C-SKを製鉄各

社に納入した。 

 

4-4 油田探査用発破孔の掘さく 

地下の石油資源を探る地震探査のためには多数

の発破孔を掘る。当社は、これまでの回転式掘さ

く機よりはるかに短時間で能率的に作業できる小

型トラック搭載型アロードリルRPD-30F-Tを2台、

1983（昭和58）年8月に製作、石油資源開発㈱に

納入した。 

第9章 アロードリルの開発と発展 
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4-5 パイプルーフの施工 

 1995（平成7）年、日本下水道事業団葉山浄化

センターでRPD-130Cを使用し、径225mm、長さ

30m、122本のパイプルーフを施工した。 

 

5．アロードリル技術トピックス 

 

5-1 当社ドリルヘッドの特徴 

 アロードリルのドリルヘッドは二つの大きな特 

徴をもっている。その1はメカニカルバックハ 

ンマーシステムであり、その2はピンによる回転

伝達方式である。 

 

5-1-1 メカニカルバックハンマーシステム 

バックハンマーとは、ロッド引き抜きを容易に

するために後退方向に打撃を加えることである。  

一般的な油圧シリンダーとアキュムレータに蓄

圧する方法は、エネルギー効率が悪いうえに応答

速度が遅く、メンテナンスも難しいといわれる。 

これに対して当社は、打撃力を皿バネで吸収・

蓄力してバックハンマーを効かせるメカニカル方

式を採用したので、打撃エネルギーのロスがほと

んどなく、応答速度も速くて実用的である。ま

た、メンテナンスも部品交換で済むために容易で

ある。 

 

5-1-2 ピンによる回転伝達方式 

ロータリーパーカッションドリルのドリルヘッ

ドは、その回転力と打撃力をハンマーサブ（別名

シャンクロッド）というシャフトを介してロッ

ド・ビットに伝える。当初、ハンマーサブには回

転力の伝達のためにスプライン（数条の縦溝をつ

けたもので、断面は凹凸になっている）を加工し

たが、本機の場合は通常の回転力のほかに打撃力

による摺動を受けるために損耗が激しかった。 

この問題を解決して現在も採用しているのが複

数のピンを用いることである。ピンも回転力と打

撃による擦動を受けるが、複数のピンはそれぞれ

が独立しているので、全てのピンが回転力を同様

に受け、また、打撃による擦動はピン自体が回転

しながら均等に受けるので、スプラインのような

偏った摩耗は起きない。この機構により回転力と

打撃力は効率的に伝達され、ハンマーサブが長寿

命となる特徴が生まれた。 

 以上のように、当社のドリルヘッドは、他には

みられない独自でユニークな技術を有するため

に、アロードリルは高い性能と安定した運用を実

現することができ、ユーザーの好評をいただいて

いる。 

 

5-2 ロッドハンドリングの機械化 

5-2-1 オートマチックロッドブレーカと 

    ロッドクランプ 

 ボーリングは掘り進むにつれてロッドを掘さく 

機に供給し、ロッドのねじを締めて（メイクアッ 

プ）継ぎ足す。ロッドを回収するときは、そのね 

じを緩めて（ブレイクアウト）ロッドを取り外 

す。このような作業を繰り返して掘さくが進むの 

である。 

 コンパクトな機械で工期の短いボーリングの場

合は人力でこの作業をこなすことが普通であり、

アロードリルも当初は同じ考えで設計された。 

 しかし、アロードリルの場合は打撃力が加わっ

ているために、掘さく時にねじが固く締まり上が

り、パイプレンチだけでの人力ではねじ戻しが困

難で力仕事となっていた。しかも、掘進速度が回

転だけのボーリングに比べて5倍から10倍も早い

第9章 アロードリルの開発と発展 
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ので、全作業時間に占めるロッドの切り離しと接

続作業の割合が多い。従って、この作業時間の短

縮が全体の作業能率に大きく影響する。その上

に、打撃力によるねじ破損を防ぐために、メイク

アップ（ねじ締め）も所定の値でおこなう必要が

ある。 

 このような条件のもとに、ロッドのねじ締めと 

ねじ戻しをおこなうロッドブレーカと、ロッドを

保持するクランプを開発した。 

 初期段階はパイプレンチを油圧シリンダーで操

作する簡単な装置であったが、性能や使い勝手に

厳しい要求があり、改良を重ねて現在では、どの

サイズのロッドにも対応できるフリーサイズのブ

レーカとクランプが開発され、現場作業に適合し

た機構となっている。 

 

5-2-2 ロッドポジショナー 

 アロードリルではアンカーや集排水など、緩い 

傾斜から水平のボーリングが多い。そのロッド

は、二重管システム（本章3-4参照）とする場合

が一般的で、その重量は、長さ1.5mのロッドが内

外管で50～112kgにもなる。それを二人がかりで

運んでアロードリルの上にセットするのは、作業

者の負担が大きく腰を痛めることがあり、その上

に危険でもある。全体の作業能率を高める目的も

あって、このロッドのハンドリング装置の早い実

現が望まれていた。 

 二重管ロッドシステムは、内管と外管を同時に 

接続、あるいは切り離しをおこなうために、位置 

決めや微妙な作業手順があり、これを機械化する 

ことが困難であった。しかし、種々の問題を解決 

して実用化し、作業員の労力の軽減と安全の確保 

に寄与することができた。本装置は特許を取得し 

た。 

 

 以上に述べたように、当社は市場の要求に即し 

てユーザーと共に精力的な技術開発を進めてい

る。その結果、ロータリーパーカッションドリル

は、機械本体からツールス、そして工法に至るま

でわが国において独自の目覚しい発展を遂げた。

この技術と製品は、国土のインフラストラクチャ

ーの建設が盛んになろうとしている新興国や発

第9章 アロードリルの開発と発展 
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1．開発初期  

  1983（昭和58）年～1985（昭和60）年 

 

 1983（昭和58）年にDD-10（ビットサイズ310～

445mm）を3種 類、DD-2（ビ ッ ト サ イ ズ66～

76mm）を2種類試作してテストの結果、シャンク

のスプライン部を改良した。 

 1984（昭和59）年には大

型のDD-14（ビットサイズ

445～558mm）を試作しテ

ストの結果、同様にシャン

ク部を改良した。 

 1984（昭和59）年、スリ

ランカからトラック搭載の

水井戸掘さく機を受注し、

その中にDTHが多数含ま

れていたので自社開発する

こととなり、DD-4（ビッ

トサイズ110～133mm）と

DD-6（同152～190mm）を

製作納入した。 

 しかし、翌年に不具合が

発生したので改良と実験を

繰り返し、性能を確認のう

えDD-4C-1とDD-6C-1を 改

めて納入したところ、結果

は良好で問題なく検収された。 

  

2．ビット製作方法の開発 

  1986（昭和61）年  

 

 1986（昭和61）年から87年に掛けて、ビットの

超硬合金チップとその挿入孔の形状、孔加工の自

第10章 打撃式ダウン・ザ・ホール・ドリルの開発 

 
 礫層、転石層あるいは岩盤に土留杭などを打設するための大口径ボーリングは、打撃作動で掘さくする

方式が最も効率がよい。しかし、アロードリルは、ロッドの上から打撃を加える方式であるので、掘さく

の口径と深さには限界があり、また、使用分野が全く異なっていた。 

欧米では圧縮空気によって打撃作動をおこなうダウン・ザ・ホール・ドリル（以下DTHという）が普及

していた。国内でも1980（昭和55）年頃から輸入品のDTHを大口径基礎杭掘さく用に使用するようになっ

てきた。 

 そこで当社としても、将来のために自社技術で開発することを決めた。形式名は「DD-数字」とし、数

字はドリルの大きさ（インチ表示)とすることとなった。  

▲ボタンビット 
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動化に関して開発を行なった。当初、ビッグマン

のローラーカッターと同じテーパー状としていた

が、本ドリルではチップの脱落が多発した。ビッ

グマンの転動方式と本機の打撃方式では作動が全

く異なるゆえであった。 

 検討の結果、形状をストレートとすることと

し、孔明け加工と圧入について全力で開発に取り

組んだ。その結果、孔明け加工はマシニングセン

ターの導入により自動化し、チップ圧入力も一定

の基準を設けたところ、チップの脱落は無くな

り、製造コストも当初の3分の1になった。品質も

これによって安定向上し、ビットの量産が可能と

なった。 

 

3．長寿命化 

 

 ビットは、チップが植えつけられている先端部

分と、回転の伝達と打撃を受ける後方の部分

（シャンク部）から成っている。DTHが普及する

に従って、特に大口径ビットの場合、シャンク部

のスプラインに早期摩耗や欠損が多く発生するよ

うになった。原因は、大トルクの回転力と大打撃

力が同時に作用することと、スプライン部分の潤

滑不足が重なるからである。対策としてビットの

材質や熱処理の変更をおこなったが十分とはいえ

なかった。 

 そこで、徹底した原因追及をおこなったとこ

ろ、一定の深さまで掘さく後、カッティングス

（掘くず）排除のため、全量の圧縮空気をビット

から噴出させる（フラッシングする）が、その作

動のために数cmの遊びが設けられている。この構

造とフラッシング作業に起因して損耗が早いと推

定した。しかし、この構造と作業は欠かすことは

できないので、両立できる改善策を検討した。 

 海外の文献で、スプラインの接触部に樹脂板を

挿入し、金属と金属が直接接しないようにすると

の情報を得た。しかし、薄い樹脂板では強度的に

耐えられないと考え、さらに検討を重ねた結果、

棒状の樹脂バーを挿入することにした。これは構

造上、非常に難しい方法であったが、いろいろ工

夫して試作にこぎつけた。使用結果は予期以上の

好成績を得ることができ、その後の大口径製品に

はすべてこの構造を採用した。 

 

4．専用ロータリーテーブル機の開発 

  1985（昭和60）年～1996（平成8）年  

 

 DTHで掘さく作業をおこなうには、それに回転

を与え、かつロッドを継ぎ足したドリルを孔に降

ろしたり引き上げる機能を有するベースマシンが

必要である。一般的には小口径の場合はスピンド

ル型ボーリングマシンを、大口径の場合は大型建

設機械を使用してきた。しかし、本ドリルを効率

よく使用するには、掘さく口径や現場の状況に応

じて、適正な回転やビットへの給圧の調整操作が

求められるにも拘わらず、大型建機では対応でき

なかった。また、掘さく速度の速さを活かすため

には、フィードストロークの長い機械や、長尺

ロッドの使用が望ましい。 

 それにはロータリーテーブル式の機械が適して

いる。そこで、当社は製作コストを抑えるために

極力、既存製品の転用や一部改良を基本方針とし

て開発に着手した。先ず、ロータリーテーブルは

当社の大口径岩盤掘さく機RBB-75のものを使用す

ることとし、油圧ウインチは当社のトラック搭載

水井戸掘さく機から転用し、油圧源であるパワー

ユニットとコントロールユニットはアロードリル

RPD-75SL-H2のものを使用することとした。 

その結果、1985（昭和60）年に新しいベースマ

シンとしてロータリーテーブル機HRT-1000が完成

した。このように新機種の全システムのほとんど

を既存製品からの転用で開発してコストを抑えた

のは、当社でも珍しいケースであった。 

当社工事部は早速、常磐自動車道日立トンネル

基礎杭工事（径450mm、深さ5m、14本）、引き続

いて同年沖縄県亀池新港岸壁土留杭工事（径

558mm、深さ8.3m、80本）に本機を使用して、非

常に良い結果を得た。 

 さらに当社は、1990（平成2）年に大口径のド

リルとビットに適合するRTP-680A（数字はロー

第10章 打撃式ダウン・ザ・ホール・ドリルの開発 
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タリーテーブルのオープニング径）とRTP-380A

を相次いで製作し、ユーザーに納入した。また、

1994（平成6）年には中型のRTP-510を、1996（平

成8）年には最大型のRTP-100Bを開発して製品系

列に加えた。RTP-680には派生機を5種類、RTP-

100には2種類を製作して現場のニーズに応えた。 

なお、ロータリーテーブル機は、特に傾斜地で

の大口径杭の掘さくに適している。 

 

5．専用ツールスの開発 

 

 DTH使用の初期には、ロッドやスイベルなどは

従来のものをそのまま利用していたが、実際は本

機に適したものではなかった。圧縮空気の通路は

特に適正にしてロスのないようにしなければなら

ない。そこで、専用のドリルロッドとエアスイベ

ルの開発に着手した。 

 先ず、空気通路は径2-1/2インチ（63.5mm）以

上とすることとした。ロッドの接続は六角ピン

ジョイント方式を開発して十分な内径を確保し、

併せて接続・切り離し作業をスピード化した。ま

た、1本の長さは5mとした。カッティングス（掘

りくず）が十分に排出されることが大事であるの

で、大口径ビットの場合でも孔径とロッド外径の

差が50mm程度になるようなロッドのシリーズ化

を図った。また、空気通路を適正にしたエアスイ

ベルも専用のものを開発した。 

 以上の結果、DTHによる掘さく効率が飛躍的に

高まり、業界では以上の当社設計によるツールス

が標準となった。 

 

6．吊掘り工法の適用 

 

 ビットは、サイズに応じた適正な荷重を与えら

れるときに掘進能率が最も良く、摩耗が最も少な

い。荷重が大きすぎるとビットはダメージを受

け、掘進能率は低下し、荷重が少なすぎると損耗

が早くなる。 

スピンドル型ボーリングマシンで深いボーリン

グをおこなう場合は、ビット荷重を適正にするた

めに、ロッドやツールスの余分な重量を相殺する

ように、機械のウインチや油圧シリンダーで吊る

こと（吊掘り工法）が当然となっている。 

 大口径のDTHの場合も、ビット荷重が大きくな

り過ぎる傾向があるにも拘わらず、従来の大型建

機による掘さくシステムにはそのような考慮は全

くなされてなかった。 

 当社のロータリーテーブル掘さくシステムには

油圧ウインチを使用しており、他機から転用した

パワーユニットの油圧回路には、安全回路として

カウンターバルブやブレーキ弁およびメカニカル

ブレーキが組み込まれていたので、一部の回路を

改造して吊り掘り工法がおこなえるようにした。

ロッドなどのツールス総重量から適正荷重を差し

引いた重量をウインチで吊り上げ、その状態で掘

進速度に追従しながら降下するシステムとした。 
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 その結果、掘進率の向上とビットの長寿命化が

実現した。さらに、機器の故障や欠損も少なくな

り、また、掘さくされた孔の垂直精度が格段に良

くなったために、鋼管などの杭の建て込みが容易

になった。 

 

7．大口径マルチハンマードリルの開発 

  1985（昭和60）年～1991（平成3）年 

 

 0.7mから1mを超す径の大口径岩盤掘さくが

DTHに求められるようになってきた。しかし、そ

のようなビット（単体）の製作には鍛造と熱処理

に問題があり、製作コストが高くなって非現実的

な製品になるという問題があった。 

 この課題を解決するために、最も普及してコス

トの低いDTH DD-10を束ねて必要な口径にする方

針で開発を進めた。 

 本ドリル開発初期において、小口径ではあるが

マルチハンマーを製作しているので、その構造を

基本として設計し、1991（平成3）年に1号機が完

成した。以後、0.8～1.2mサイズの大口径マルチハ

ンマードリルが当社標準製品となり、客先に納入

した。 

 

8．ハードとソフト両面のシステム化 

 

 DTH各サイズの標準化終了とともに、「コンプ

レッサーからビットまで」を合言葉に、全体をシ

ステムとして総合的に捉えて能率化と合理化を目

指すことにした。複数のコンプレッサーを稼働す

るときのレシーバータンクやドリルに潤滑油を供

給するラインオイラー、掘さく粉塵飛散防止装

置、カッティングス排出を容易にするインジェク

ションポンプなどに至るまで標準化し、全体に統

一性を持たせるようにした。 

 また、このようなハードの機器だけでなく、販

売活動用の技術マニュアル、納入後の技術指導、

そしてメンテナンスまで一つのパッケージとして

ソフト面のシステム化もおこなった。当社として

は初めて、全体を総合したシステムが構築され

た。 

 

9．特殊工法への応用 

  1985（昭和60）年～2004（平成16）年  

 

9-1 建柱車用ダウン・ザ・ホール・ドリルと付属装  

   置の開発 

建柱車とは、いわゆる電柱を建て込むための小

型トラック搭載オーガードリル機である。軟弱地

盤を対象としていたが、新たに岩盤も掘さくでき

るようにしたいとの要望が当社に寄せられた。こ

の場合はDTHが最も適しているので、その使用を

可能とするために衝撃吸収バンパーサブや垂直掘

さく性保持のためのガイドセルなどの付属装置を

新たに開発して供給した。 

電柱の一般的な建て込み深さは3～3.5mであ

る。軟弱地盤の場合の作業時間はオーガーを使用

して小1時間程度であるが、岩盤の場合でも本機

の投入によって0.5～1時間程度で作業が完了する

ようになった。これまで岩盤に対しては1～2日、

あるいはそれ以上を必要としていたのである。以

後、電柱建て込み工事で岩盤対象の場合は、本装

置の使用が標準となった。 
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9-2 コアの採取 

 1992（平成4）年、NEDO（新エネルギー・産業

技術総合開発機構）から、深さ数百mの石炭層を

短期間でボーリング調査する、新しい技術の開発

について問い合わせがあった。当社は、中空の

DTHを新規開発し、コアはロッド内部を通して連

続採取する方法を提案したところ、審査の結果有

望と認められて開発が決定した。 

 このシステムの概要は、中空のDTHに中空の

ビット（リングビット）を取り付け、中心部をコ

ア状に残しながら掘さくし、コアが一定の長さに

なったらロッド内部を通して排気で地上にコアを

排出する方法である。 

ロッドは二重管とし、圧縮空気は外管と内管の

間を送り、内管内部はコアとカッティングスと排

気の上昇通路となる。スイベルも二重管構造であ

る。 

 本システムは、5年度にわたって国内とオース

トラリアで実地テストをおこない、所期の成果を

収めた。しかし、深部石炭調査の実施計画が延期

され、残念ながら未だ実用に供されていない。 

 

9-3 傾斜地での掘さくを容易にする 

 傾斜地で、DTHによる地すべり防止杭建て込み

のボーリングをおこなうには、掘さく機械の架台

や作業足場の大掛かりな仮設が必要である。その

ためのコストや作業時間を削減するために、掘さ

く機を直接傾斜地に設置する装置の引合いがあっ

た。 

 当社は、本章第4項で述べたロータリーテーブ

ル機をベースマシンとし、傾斜地において機械を

水平に保持するアジャスティングジャッキを備え

たシステムと、さらに運転者が危険な斜面に設置

された機械から離れて無線による遠隔操作をおこ

なう方式を併せて提案した。結果は、当社方式が

もっとも合理的と判定されたので開発に取り組ん

だ。約半年後に実機が完成し、実証実験でも期待

通りの成果が得られたので、実現場に投入され

た。  

 本機は、2004（平成16）年の新潟中越地震の復
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旧工事に大いに活躍し、その様子がTV報道で紹介

された。本件は工法と設備の特許を共同出願に

よって取得した。 

 

9-4 小口径管推進工法用マルチハンマーの開  

    発 

 1985（昭和60）年、東急建設㈱より、転石や礫

層の掘さくが可能の下水道用小口径管推進工法の

共同開発の申し入れがあった。この場合もDTHが

適していると考えられるので、先ず、DD-10C

（最大ビット径445mm）により人工地盤での基礎

実験をおこなって良好な結果が得られた。 

 しかし、下水管の推進には真直性確保のために

ドリルの中心に計測のための孔が必要である。そ

こで、小型のDD-4Aを3本束ねるマルチハンマー

を開発して中心に空隙を設けた。同時に、本ドリ

ルのベースマシンとしてFS-100B水平掘さく機を

1985（昭和60）年に開発した。1988（昭和63）年

には、より強力なFS-120Bを製作し東急建設㈱ほ

かに納入した。 

 同社はこのシステムをSST工法と名付け、グ

ループの会社などでSST工法協会を設立して施工

をおこなった（第4章第4項を参照）。 

 

10．施工例  

   1985（昭和60）年～1997（平成9）年 

 

 自社開発のダウン・ザ・ホール・ドリルを当社

工事部が本格的に使用し始めたのは、1987（昭和

62）年頃からであるが、当時の一般的なベースマ

シンはスピンドル型ボーリングマシンEP-1Wや大

型のアースドリルであった。EP-1Wを用いた例と

して施工量が多かった工事を記すと、1991（平成

3）年の宮崎県早日人橋下部工基礎工事（径

550mm、深さ6.5m、167本）がある。使用ドリル

はDD-10であった。 

 前述のロータリーテーブル機RTP-680Aを当社

工事部が使用したのは、1992（平成4）年施工の

静岡県袋井地すべり抑止杭工事（径450mm、深さ

13.5m、28本、ドリルはDD-10C）からである。そ

の後は、ほとんどの工事にベースマシンとして

RTP-680Aを用いるようになった。多くの工事実

績から3例を以下に述べる。 

 本機が急傾斜地での工事に適する例として、

1993（平成5）年の山梨県三沢川橋台基礎H鋼建込

工事がある。DD-10Cドリルによって径350mm、

深さ6.8mを24本掘さくした。掘さく対象は崖錐と

砂岩であった。 

 比較的深く掘さくし、かつ工事量が多かった例

としては、同年の静岡県天竜地すべり抑止杭工事

がある。DD-10Cドリルにより径350mm、深さ40

～50m、66本、延べ2,924mを施工した。掘さく対

象は結晶片岩であった。 

 また、掘さく口径が大きい例として、1997（平

成9）年の埼玉県合角ダム地すべり対策工事があ

る。径650mmで22本、延 べ444m、ド リ ル はDD-

14C、掘さく対象は砂岩、粘板岩であった。   
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１．スピンドル型ボーリングマシンによる 

  井戸掘り  

  1955（昭和30）年～1997（平成９）年  

 

ボーリングマシンは、そもそもは井戸掘りが主

目的の一つであった。1955（昭和30）年頃までは

国内でも、干ばつによって水不足が起きるとボー

リングマシンの売り上げが増える現象があった。

当時は100m級の小型機が主であったが、近年では

大型機も井戸掘りの役割をになうようになった。

当社にある最近のデータから実績のごく一部を抜

粋して、施工機械の型別に記す。 

1981（昭 和56）年 に 開 発 さ れ たGSR-100Aが

ロータリーテーブルを備え、スリーコンビット掘

さく（第2章3-4参照）に適することを利用して、

翌年、新潟県下で8-1/2インチ（約215mm内径の鋼

管）仕上げで700ｍの深井戸を2ヶ月で完工した。

1993（平成5）年には、同じくGSR-100Aを使用

し、パキスタンで16インチ（約406mm）仕上げ、

188mの深さ（以下井戸仕上げ口径×深さで表す）

の井戸10本を施工した。 

GSR-100と同能力のスピンドル機アンデスAD-

1Cでは、1988（昭和63）年に兵庫県で硬質の花崗

岩に5-5/8インチ（約143mm）×250mを、静岡県

では下水道浄化センターで砂岩に12-1/4インチ

（約311mm）×180mその他を掘さくした。 

AD-1Cに次ぐ能力のクラスターCR-2Bでは、

1986（昭和61）年に兵庫県で同じく花崗岩に5-5/8

インチ（約143mm）×150mのほか、12-1/4インチ
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 わが国では現在、飲料水や生活用水のほとんどを公営の上水道に頼っているが、僅か半世紀前までは都

会でも手掘り、あるいは古来の上総掘りの井戸が普及し、地下水が広く利用されていた。その後、地下水

には一時、悪いイメージができて、一部では敬遠されるようになった。化学物質による汚染や、工業用水

などの過剰汲み上げによる地下水位低下の問題がマスコミで報じられたのが一因である。 

 しかし、すべての地下水が汚染されているわけではなく、また、降雨による地下水の涵養と汲み上げ量

とにバランスを図れば地下水位低下の問題は無くなる。我々が買い求めるミネラルウオーターは、山間の

井戸から汲み上げたものが多いのである。 

 さらに、アフリカなどの発展途上国では、乏しい地表水は汚濁し、住民は不衛生な生活を強いられてい

る地域が多い。その解決のためには、できるだけ深い井戸を沢山掘ってきれいな地下水を供給する必要が

ある。  
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311mm）×200m、8-1/2イ ン チ（約216mm）×

160m（安山岩中）など、多くの井戸を仕上げた。

最も深い井戸は、4インチ（約102mm）仕上げで

400mであった。 

中型のエクスプローラーEP-1Wは広く普及した

大口径掘さく機であり、井戸掘りにも適している

ので施工実績が多い。数例のみを記す。1987（昭

和62）年、三重県で14-3/4インチ（約375mm）×

300m、山口県で20インチ（約508mm）×60m（簡

易水道）を掘さくした。1989（平成1）年には兵

庫県で花崗岩に5-5/8インチ（約143mm）×500m

などを施工し、1990（平成2）年にはパキスタン

の農村総合開発で、砂岩・石灰岩に20インチ（約

508mm）×56mを18本仕上げた。 

 EP-1Wとほぼ同程度の能力を有するKX-1Aと、

その次位の能力を有するKM-15Aは共に大口径用

であるので水井戸の施工実績も多いが、ここでは

略する。一例のみを記すと、1997（平成9）年か

ら翌年にかけてKX-1Aを使用し、タンザニアの難

民居住区で生活用水井戸径5インチ（約127mm）

を延べ4,550m施工した。  

 

2．政府開発援助（ODA） 

  1981（昭和56）年以降  
      

2-1 当社の取組み        

 最初に述べたように発展途上国では、住民に良

質の飲料水、生活用水を供給することが切実な課

題である。そのために、政府開発援助のなかで水

井戸機および掘さく技術の提供は重要な位置を占

める。当社は、1981（昭和56）年にマダガスカル

の農業開発のための地下水調査にトラック搭載

ロッキーRK-3を納入して技術指導をおこなった

が、ODAの地下水案件に本格的に取り組んだの

は、1984（昭和59）年のスリランカ向けからであ

る。 

アフリカ諸国、東南アジア、南米各国での地下

水開発は、掘さく機をトラック（他にトラク

ター、トレーラーの場合がある）に搭載して移動

と据え付けの手間を省き、硬い岩盤に対してもダ

ウン・ザ・ホール・ドリル（以下DTHという）に

よって掘進スピードを上げ、大陸の広い地域で村

落ごとに多数の水井戸を短期間に仕上げることが

眼目である。 
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水井戸機1セットは、トラック搭載水井戸掘さ

く機のほか、コンプレッサ搭載トラック、燃料タ

ンク車、水タンク車、クレーン付きトラック、掘

さくツールス積載のトラックなどによって編成さ

れている。 

水井戸掘さく機は、大型トラックの車台上に、

掘さく装置、起倒式櫓、巻上装置、泥水ポンプ、

同ミキシング装置、カッティングスの排出を良く

するインジェクションポンプ、油圧ユニット、操

作盤などを搭載したものである。掘さくツールス

は、DTHとそのビット、スリーコンビット、ドリ

ルロッドやケーシング、ストレーナーなどであ

る。  

掘さく装置はパワースイベル式（トップドライ

ブ）とロータリーテーブル式があり、当社の形式

名は前者をFSW-、後者をRTW-とし、後に続く数

字はフックロードをトン数であらわしている。 

 

2-2 ODA水井戸機の納入    

 当社の水井戸機FSWシリーズ、RTWシリーズ各

機の納入先は、アフリカ、アジア、中南米に拡が 

っている。 

 アフリカでは、1984（昭和59）年のオートボル

タ（現 ブルキナファソ）向け1セット、カメルー

ン2セットに始まり、ベナン、ザンビア、ルワン

ダ、シェラレオーネと続き、以降2008（平成20）

年までに17カ国に亘って99セットを出荷した。 

 アフリカ大陸の大地には、堅硬な花崗岩、片麻

岩が広がっており、DTHの活躍の場である。当社

のDTHはすべて自社技術で開発したもの（第10章

参照）であり、ここで大きな成果を挙げた。 

アジアでは、1984（昭和59）年のスリランカ向

け4セットに始まった。翌年からは、タイ4セッ

ト、インドネシア3セット、ビルマ（現 ミヤン

マー）1セット、中国と続き、以降2009（平成

21）年のタジキスタンまで11カ国に亘り42セット

を納入した。 

上記の納入機種は、タジキスタンを除いてFSW

-20T、同-14T、同-7T、同-5T、同-3T、同-2T、

RTW-25T、同-20Tである。またFSWシリーズ水井

戸機は国内にも出荷されている。 

 タジキスタン向けは、リバースサーキュレー

ション（掘さく水の逆循環）方式の水井戸機FSR-
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75である。掘さく最大口径は450mm、掘さく深さ

は150m、仕上げ口径は200～300mmであり、一般

的なFSWシリーズ各機、RTWシリーズ各機より

も、大きな口径の水井戸を掘さくするのが目的で

ある。正循環での掘さくも可能である。  

 中南米諸国向けは1994（平成6）年のホンデュ

ラスなど3カ国に7セットを納入した。 

1991（平成3）年には日本テレビの『24時間テ

レビ』向けに、小型の水井戸機FSW-3Tをカンボ

ジアに納入した。ODAではないが、話題になった

ので記しておく。 

 以上のすべての納入にあたっては、当社の技術

員がおよそ2ヶ月間、機械の操作・保守、掘さく

技術などの指導にあたる。なかには契約によって

6ヵ月間に及ぶ場合もある。 

 

2-3 ODA地下水開発の実施 

 前節の各国向け水井戸機の納入とともに、掘さ

く技術の移転を兼ね、計画された本数の水井戸を

請負施工することがある。以下に当社納入のFSW

各機を使用して当社が施工した地下水開発を記述

する。    

第11章 地下水を活かす 
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▲井戸完成を喜ぶ人々 

・トーゴ ・マラウィ ・ブルキナファソ 

・トーゴ ・ラオス ・トーゴ 

・カメルーン ・マリ ・マリ 

▲マラウィ 水井戸掘さく FSW-7T  



1988（昭 和63）年、ア フ リ カ・ル ワ ン ダ で

200mm仕上げの井戸5本を掘さくし、高架の水タ

ンクを含む給水設備を建設した。翌年以降、アフ

リカではマラウィで82本、ルワンダで5本を施工

したのを皮切りにトーゴ、ブルキナファソなど、

2008（平成20）年のマラウィ116本までに、10カ

国で約2,900本の井戸を完成した。 

2009（平成21）年にはマリで、150本の水井戸

を施工中である。 

これらの井戸の仕上げ口径（孔内設置のスク

リーンの径）は、ルワンダを除けば4インチから5

インチ、まれに6-1/2インチ（165mm）であり、深

さは50～188mである。 

アフリカでは多くの場合、前述したように岩盤

の割れ目に存在する地下水を狙うので、当たり外

れがある。そのために発注者側は工事契約に空井

戸を除く本数とする。 

給水設備は、多くの場合、動力不要で保守が簡

単な手押しポンプが喜ばれ、実用の見地からはそ

れが最適と思われるが、中にはルワンダ、モーリ

タニアなどは給水塔による給水設備を設ける場合

がある。マリではソーラー電源を備える給水設備

を建設する。 

1999（平成11）年から2001（平成13）年までに

西アフリカのブルキナファソで掘さくした255本

の水井戸は、「ギニアウオーム被害撲滅対策」で

あった。 

発展途上国での安全な飲み水の供給は、民生の

安定のために欠かせない基礎的な事業であり、当

社の製品と施工技術および施工能力は、今後も期

待されるものと考える。 

 

3．アロードリルによる水井戸掘さく 

  1993（平成5）年以降  

地下水が滞水する砂礫層の掘さくにはロータ

第11章 地下水を活かす 

▲アルジェリア 水井戸掘さく RPD-150C 

▲タンザニア 水井戸掘さく FSW-7T  
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リーパーカッションドリルが適している。当社

は、1993（平成5）年頃からアロードリルによる

水井戸工事を開始し、掘さく能率とコストが他に

比べて優れていることを確認した。 

1995（平成7）年1月の阪神大震災を契機とし

て、同年8月にはアロードリルによる家庭用の水

井戸の掘さくと普及に乗り出した（第13章2-1参

照）。 

以上の家庭用とは別に、大型機を用いて大きな

口径で深く仕上げる業務向けは引き続き施工し

た。RPD-130Cでは1995（平成7）年東京都利島港

など5箇所、RPD-100Cおよび同100SLにより1994

（平成6）年大阪地下鉄など3箇所、RPD-75SLを

用いて1993（平成5）年、日本鉄道建設公団追分

（群馬県）給水井など19箇所を1998（平成10）年

までに施工した。 

2007（平成19）年、アルジェリアの東西高速道

路建設のための工事用水確保のために当社は、

RPD-150Cによって5インチ仕上げ、平均50m深さ

の水井戸約50本を施工した。なお、このときは同

時にOE-8Bなどを使用して地質調査ボーリングを

おこなった。 

 

4．防災井戸の寄贈  

  1997（平成9）年  

              

 当社は、1997（平成9）年の創立50周年の記念

事業として東京都各区に防災井戸の寄贈を企画

し、同年内に次の通り実施した。 

 杉並区（杉並保健所）、中野区（区役所）、北

区（滝野川西区民センター）、荒川区（荒川公

園）、練馬区（南小学校）、墨田区（柳島小学

校）、足立区（柳原千草園）品川区（三木小学

校）、港 区（高 松 中 学 校）、板 橋 区（板 橋 公

園）、台東区（防災用根岸職員住宅）、豊島区

（下水道作業所）、渋谷区（広尾中学校）、葛飾

区（西亀有備蓄倉庫）、千代田区（和泉公園） 

 以上の通り、東京都23区中、15区に寄贈した。 

 

5．深層地下水活用システム 

 

 当社は、深井戸の掘さくと浄水プラントの設置

および維持管理業務をセットにし、処理済の地下

水を水道水より20～30％安価に供給する、深層地

下水活用システムという継続性のある事業をおこ

なっている（第13章2-2参照）。  

第11章 地下水を活かす 

▲深層地下水活用システム 浄水プラント（東京・椿山荘） 

▲東京都内防災用井戸掘さく（板橋区） 
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1．鉱研技術研修センター 

  1981(昭和56)年～1992(平成4)年  

 

 塩嶺トンネルの上には、標高950mから1,100mの

塩嶺高原に別荘地が広がり、落葉松、赤松の林の

中に山小屋風の建物が点在している。その一画

（約4,500m2）に、トンネル建設を担当する大成建

設㈱の幹部社員宿舎兼資材置き場があった。それ

を当社が買い取り1981（昭和56）年に技術研修セ

ンター兼社員の保養所とした。建物はプレハブ宿

舎を一部改造して利用した。 

 1987（昭和62）年、当社創立40周年の記念事業

として本格的な技術研修センターの建設を決定

し、翌年7月に竣工して鉱研技術研修センターと

命名した。鉄筋コンクリート造り2階建て一部1階

建て、延べ床面積603m2、1階部分にはラウンジ、

ダイニングルーム、研修室兼娯楽室、厨房施設

を、2階建て部分には宿泊室を設けた。宿泊室は

ツインベッド14室（うち2室は特別室）と和室1室

で、その他に管理人の宿舎を建てた。 

第12章 業容の拡大と社会貢献 

 

 JR中央本線の長野県岡谷・塩尻間を直線で結ぶ塩嶺トンネル建設工事において、1975（昭和50）年、当

社工事部がトンネル上部から大口径岩盤掘さく機ビッグマンで深さ200mの材料投入坑を掘さくした（第8

章第3項参照）。この工事を契機として当社は塩尻市とご縁ができ、技術研修センターの建設、長野県原村

に諏訪工場の建設、さらには塩尻市に博物館の建設と展開した。このことを本章で述べる。  

▲鉱研技術研修センター全景 

▲鉱研技術研修センター新館 

▲鉱研技術研修センター本館 ▲地球博物館内展示 
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 1992（平成4）年、宿泊収容能力を増やすため

に新館を建設した。宿泊室はメゾネット風になっ

ており、4ベッド8室、和室1室、ラウンジなど、

延べ床面積は497m2である。 

 新館完成後は、それまでのプレハブ建物を仮設

の地球博物館とした。当社が古くから所有する標

準岩石標本や毎年少しずつ蒐集する鉱物、宝石、

化石を展示し、さらに地球の歴史や内部構造、

ボーリング技術などの展示室を設けた。この仮設

博物館は当社社員の研修が目的であったが、塩尻

市がこれを知り、市内各小中学校の生徒が理科の

実習に度々訪れていた。 

 なお、この技術研修センターは新館の完成を期

してKOKEN ロッジハイランドと名称を改めて一

般に公開し、インターネットで予約した方々、隣

接するゴルフ場のプレイヤーなどが利用した。 

 

2．諏訪工場  

    1991（平成3）年以降  

 

 当社製品の大型化と生産量の増加に伴って厚木

工場は手狭となり、新工場の必要が生じた。その

ために、長野県諏訪郡原村が造成した工業団地の

一区画39,026m2を1991（平成3）年6月に取得し

た。この地は、中央自動車道諏訪南インターチェ

ンジから5kmと立地条件が良く、標高970mの高原

にあって緑に恵まれている。 

 新工場は1992（平成4）年に竣工して「諏訪工

場」と名付けた。その内容は、工場棟が2棟で

4,211m2、管理棟と「ハイランドホール」（多目的

ホール）が延べ1,758m2、その他71m2であった。 

 工場の1棟では、当社の主力製品の一つである

大型機械本体の組立てをおこなった。例記する

と、アロードリルRPD-130Cほか大型のRPDシ

リーズ各機、ODA（政府開発援助）資金による海

外向けトラック搭載水井戸掘さく機FSW-14T、

RTW-25Tその他FSWシリーズ、RTWシリーズ各

機、大型地盤改良機FSG-130ACなど、そして全自

動バッチャープラントKMP(A)-PM1800(Ⅸ)など

KMPシリーズのプラント各機である。 

第12章 業容の拡大と社会貢献 

▲諏訪工場 
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他の棟では、ロータリーパーカッション用ドリ

ルロッドPシリーズ（54～216mm径）、一般ボー

リング用JIS・DCDMA規格のロッド、大口径用

ロッドFシリーズ、そしてケーシングなど、各種

のパイプ製品のねじ切り加工、熱処理、原材料と

製品のストックと荷造り発送の業務をおこなっ

た。 

1994（平成6）年3月期、第67期の資料による

と、その1年間で大型機械本体の組立てが83台、

ロッドなどパイプ類の生産が3万2千本余であっ

た。 

人員は、管理職以外の多くの工場要員と事務職

員は現地で採用した。 

 現在は、組立部門は厚木工場に移転し、諏訪工

場では、パイプ生産部門ならびに工事用機械・

ツールスの整備、保管、入出庫をおこなう機材セ

ンターとして稼働している。 

 

3．ミュージアム鉱研 地球の宝石箱 

  1997（平成9）年以降  

 

 塩尻市では、子供たちから高年齢層に至るまで

幅広い教育の振興を推進しており、その一環とし

て市が塩嶺高原に建設する公園内に地球博物館を

建設するよう、当社に要請があった。当社は、そ

の2年後に迎える1997(平成9）年の創立50周年を記

念し、社会に貢献する事業として地球の不思議を

展示する博物館の建設に踏み切った。  

 建物は2階建て、延べ1,505m2の鉄筋コンクリー

ト造りとし、2階部分には丘の傾斜を利用した階

段教室式のセミナールームを設けた。館名は一般

公募によって「ミュージアム鉱研 地球の宝石

箱」とし、当社50周年の創立記念日の1997（平成

第12章 業容の拡大と社会貢献 

▲地球の宝石箱 展示室１ 
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9）年10月16日に開館した。 

展示室は3室あって、展示室1には「不思議な石

の世界」と「生きている地球」を、展示室2には

「38億年の生命の歴史」と「岩はどのようにして

出来たか」、そして「エベレストは海の底だっ

た」を、展示室3には「地球からの贈り物」（地

下資源）と「美しい鉱物たち」を展示した。ま

た、2階ロビーには「地球を調べる」のテーマで

小型ボーリングマシンとダイヤモンドビット、ス

リーコンビット、各種の岩石コア、そしてボーリ

ングとワイヤライン・コアサンプリング技術の映

像展示をおこなっている。マリンドリル（第5章4-

1参照）の動く模型も展示している。また、1階の

体験学習室では天然石アクセサリー教室を随時、

開催した。 

さらに、塩尻市と共催の一般向け地球セミ

ナー、毎年の特別企画展示、夏には塩尻在住の音

楽家による納涼コンサートなど活発な活動をおこ

ない、数多くの来客を迎えた。 

展示する標本類は当社の蒐集によるもののほ

か、多くの標本を寄贈頂いた。それらをざっと記

載すると、社員所有の各種の放射性鉱物、そして

東北大学から500点の標準鉱物、各大学の先生方

からエベレスト頂上の石灰岩（化石を含む）その

他の貴重な鉱物、岩石、化石類、鉱山会社や商社

から直径1mもある大きな黒鉱や、高品位な金鉱脈

の貴重なコアサンプル、世界各地から輸入する鉄

鉱石や石炭、日本の有名な鉱物産地である、福島

県石川町の有志の方々がトラックで運んで下さっ

た大きなペグマタイトなどなど、枚挙に暇のない

ほどである。 

また野外には、チリ共和国が日本・チリ修好

100年を記念して帆船で運んできた、高さ1mもの

銅の鉱石3個を展示している。ここに改めて関係

の皆様に厚くお礼を申し上げる次第である。   

 

第12章 業容の拡大と社会貢献 

▲地球の宝石箱 展示室３ 

▲天然石アクセサリー教室 

▲地球の宝石箱 展示室２ 

▲チリの銅鉱石 
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1．変わる鉱研  

  1990（平成2）年～2006（平成18）年  

 

 当社は創立以来、役員社員皆がそれぞれ力を出

し合って会社を支えていく社風と伝統があり、自

由闊達な雰囲気のなかで社員の創意工夫が尊重さ

れた。株式は会社役員、社員、取引先が持ち合

い、社員の遺族も相続して保有し続けた。増資に

際してはそれぞれが出来る範囲で出資した。 

1982（昭和57）年に、本社を東京目黒区から中

野区に移転した。1991（平成3）年には、第三者

割当増資に伴って会計監査人による監査が加わっ

た。1992（平成4）年に第三者割当増資を実施

し、社内の管理体制も整備した。 

その上で当社は、資本の拡充、企業体質の強化

ならびに人材の確保を目的として、1994（平成

6）年3月10日に新株を発行し、日本証券業協会が

運営する店頭市場（現 JASDAQスタンダード市

場）に株式を登録し店頭公開した。 

しかしながら、株式公開後の経営は困難の度を

増した。経済の低迷に伴って事業環境は好転をみ

せず、特に、公共投資削減によって建設業界は不

振を極め、当社の事業も少なからず影響を受け

た。 

当社はこの事態に対応して、後述するような新

しい事業への展開を図ったが、カバーすることは

できなかった。 

2006（平成18）年2月15日には第三者割当増資

を実行して日立建機株式会社がこれを保有し、同

社の持分法適用会社になった。また、同社向け

OEM生産を開始した。 

それに先立って2005（平成17）年11月、経営体

制を刷新し、人心の一新を図った。 

新体制では、役員社員が全員参加して叡智を結

集し、事業の選択と集中を中心に据えた経営戦略

を掲げ、利益計画の策定と完遂など、経営全般に

わたって抜本的な改革を実施した。営業戦略とし

て、製品価格の改定、工事施工では工程管理の徹

底などによる原価低減に取り組んだ。 

海外市場開拓にも力を注ぎ、ODA業務中心から

商業ベースの輸出へ転換し、販路は大きく広がっ

た。 

 

2．新分野の開拓  

  1995（平成7）年以降  

 

1995（平成7）年頃から新しい事業分野の開拓

に取り組んだ。その一が地下水を活用するシステ

ムの開発であり、その二が土壌汚染対策の環境事

業であり、その三は新築住宅10年保障に対応する

住宅地盤改良機の開発などである。一と二につい

て以下に述べる。なお、三については、第4章第2

項をご覧いただきたい。 

 

2-1 ホームウオーターシステム 

1995（平成7）年1月の阪神大震災では、ライフ

ラインのうち水道の復旧がもっとも遅れて市民の

生活に困難を来たした。これをきっかけとして、

家庭でも、あるいは地区ごとに防災井戸を備える

考えがでてきた。当社はこの気運を捉え、アロー

ドリルの急速掘進能力を生かして小規模の水井戸

を早く、安く仕上げる技術の確立に努め、同年8

月には家庭用の水井戸の掘さくと普及を目的とす

るジャパン・ホームウオーターシステム㈱（以下

第13章 苦境をのりこえ、新分野の開拓   
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 1994（平成6）年、当社は株式をジャスダック市場に上場したが、折悪しく景気は低迷期に入り業

績は悪化した。この事態に対応すべく当社は大きな改革を実施した。本章ではその歩みについて述べ

る。 



JHWS社とする）を、当社のほか3社の出資を得て

設立した。施工会社はフランチャイズ方式を募

り、当社は、コンパクトな専用機RPD-50C-HWS

「アロージュニア」を開発して標準のツールスと

ともにパッケージでJHWS社に供給し、同社は施

工会社への販売と施工技術の指導に当たることと

した。同社は各地でのテストランを経てJHWS施

工標準仕様を定め、事業を開始した。その趣旨は

低料金の定額制とし、当社の得意先を一般家庭に

まで拡げるのが目的であった。 

JHWS社と参加施工会社は、1999（平成11）年

までに88本の井戸を仕上げた。しかし中には、標

準の仕上げ口径では水量が不足する例が出てきた

こと、場所によっては井戸水に含まれる鉄分を除

去するための装置に費用がかかること、また防災

井戸への世間の熱意も次第に冷めてきたこと、な

どの問題がでて家庭用井戸の普及は困難な状況と

なり、2006年（平成18年）に同社を解散せざるを

得なかった。 

 

2-2 継続的地下水活用事業 

 本事業は、これまでの単発的だった水井戸工事

を一歩進めて、浄水設備と維持管理業務をセット

にし、上質の地下水を水道水より20～30％安価に

供給する、継続性のある事業をおこなうものであ

る。 

 当社は水井戸掘さく機の開発と、多くの掘さく

実績によるノウハウを基にして、より良質な井戸

原水の確保に重点をおく「深層地下水活用システ

ム」を開発し、表層汚染、環境汚染のない水井戸

造りを最優先とした。井戸原水が良質であれば、

浄水装置の負荷が軽減され、安全性に加えて経済

性もより良くなる。 

 本事業は2001（平成13）年に着手し、翌年8月

には第1号として横浜の病院で稼働を開始した。

以後、病院・スポーツジム・ホテルなどに実績を

積んでいった。 

 このような安全性を優先して的確な水井戸造り

を基本とする鉱研方式が、ほぼ同時期にスタート

した電源開発㈱の浄水事業方針と共鳴するところ

となり、2006（平成18）年から同社との共同案件

が増えた。2009（平成21）年には、東京大学医学

部付属病院に本システムを設置した。 

 以上の結果、それまでに22箇所を数えるように

なり、年間給水量は約160万トン、年間の維持管

理費の収入は約1.2億円になった。上水道の給水量

は日本全体で160億トンといわれるので、本事業

はようやく緒についたばかりである。 

 

2-3 土壌汚染対策 

 工場跡地などの再開発に伴い、重金属や揮発性

有機化合物による土壌汚染が表面化する事態が発

生し、それによる人々への健康被害が懸念される

ようになった。1999（平成11）年に、当社の地質

第13章 苦境をのりこえ、新分野の開拓  

▲深層地下水活用システム概念図 
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調査用アロードリルRPD-50TTとパーカッション

ワイヤラインサンプラー（PS-WL）が土壌汚染調

査に使用され始めた。 

2002（平成14）年5月には、市街地での土壌汚

染の状況の把握と、健康被害防止を内容とする土

壌汚染対策法が成立・公布され、国としても本格

的な取り組みが始まった。 

 

2-3-1 対策機器と工法の開発 

 当社は、2000（平成12）年から翌年にかけて非

破壊式の表層汚染調査技術として「グラウンドエ

ア・システム」略称GASと、汚染地下水の簡易浄

化法「シャワークリーニングシステム」を共同で

開発した。 

グラウンドエア・システムは、軽量コンパクト

な装置を地表面や床面に置いて地中の空気を吸引

し、検出器によってガス濃度を測定するもので、

短時間にガス濃度分布図が作成可能である。 

シャワークリーニングシステムは、揮発性有機

化合物VOCs に汚染された地下水をノズルからミ

ストシャワー状に噴霧して汚染物質の揮発を促進

し、その溶存濃度を下げる。噴霧水槽は上下二段

式になっており、溶存濃度が高い場合は循環連続

噴霧が可能である。また、本システムは装置価格

が安価で運転費用も少額で済むという利点があ

り、小規模事業所でも浄化処理が可能である。    

汚染土壌サンプリング機としては、2001（平成

第13章 苦境をのりこえ、新分野の開拓   

▲RPD-50TT 

▲グラウンドエア・システム GAS-B 

▲RPD-50TTとパーカッションワイヤラインサンプラー

（PS-WL）による土壌汚染調査 

     ▲シャワークリーニングシステム 
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13）年10月にポータブルドリル「ねこドリル」

NKD-90Aを、また、ゴムクローラー搭載の「ソ

ニックドリル」ED-15Bを開発した。 

ねこドリルは、深さ5mまでの手軽な土壌サンプ

リング用ドリルとして多数愛用いただいている。

車のトランクでも運搬可能である。 

ソニックドリルは、砂礫層のサンプリングも可

能な本格的なドリルであり、市街地でも使用でき

るように作動音が低く抑えられている。 

（注）「グラウンドエア・システム」は、グラウンドエア・  

    システム研究会の登録商標である。 

 

2-3-2 環境対策工事の施工 

 当社の土壌汚染調査は、対策法施行の3年前の

1999（平成11）年にアロードリルRPD-50TTによ

る汚染観測の井戸工事から始まり、翌年には小規

模の汚染調査をおこなった。大型案件の汚染調査

と観測井戸施工は、2001（平成13）年からその翌

年にかけて埼玉県で、また、2003（平成15）年か

ら翌年に秋田県で、さらに、2004（平成16）年か

ら2007（平成19）年に茨城県で実施した。茨城県

における工事は、新開発の大型多目的クローラー

ドリルS-150ほか、6台の調査機を使用する大工事

であった。  また、2004（平成16）年から2006

（平成18）年にかけて東京都と神奈川県で小規模

調査案件を施工した。2006（平成18）年から2008

（平成20）年には、東日本で16箇所の埋設物汚染

調査をおこない、7箇所で土壌入れ替えの対策工

事を実施した。 

 非破壊汚染調査法「グラウンドエア・システ

ム」の開発に伴い、2002（平成14）年1月に「グ

ラウンドエア・システム研究会」が結成され、当

社も理事会社として活動している。 

 

2-4 その他 

 住宅地の開発が、埋立地など軟弱な地盤まで広

がるに連れて地盤改良が必要となってきた。2000

（平成12）年には住宅の基礎と骨組みについて10

年の保証が義務付けられたので一層重要となっ

た。このことに関する当社の取り組みは第14章2-3

に記す。  

第13章 苦境をのりこえ、新分野の開拓 

▲土壌汚染調査中のクローラードリル S-150 
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▲ソニックドリル ED-15B 

▲ねこドリル NKD-90A 



1．基本戦略 

 

 2011（平成23）年からの当社の中期経営計画

においては、売上の持続的拡大と収益体質の確

立を図ることを目標としている。 

 そのために、グローバルな事業展開を促進し

て持続的な売上の拡大を実現するとともに、限

界利益率の向上と固定費抑制をおこなう。 

 そのための基本戦略として次の5項目を掲げ

て実施に取り組んでいる。 

 

グローバル展開の促進 

 ・新興国、資源国、アジアを主体にした営業  

  展開 

 ・アジア市場を中心とする代理店網の構築・  

  整備 

市場・顧客開拓力の向上 

 ・地域性と顧客ニーズを捉えた営業の推進 

 ・市場に合った価格設定、品質の確保・向上 

  による顧客満足度向上 

 ・新製品・新工法の開発 

得意分野の深化 

 ・掘さくに係わる“トータル・ソリューショ 

  ン力”の発揮 

 ・設計・製造・販売・工事が一体となった   

  “技術営業”の推進 

 ・レイズボーリング、コントロールボーリン 

  グ関連工事の積極的取り込み 

 ・VE活動の積極的推進 

損益分岐点の引き下げ 

 ・設計段階からの原価低減 

 ・固定費を抑制した筋肉質の企業体質 

第14章 新たな発展の時代へ 

 

  近年、中国を始めとする新興諸国はもちろん、東南アジア各国など発展途上国においても、社会 

インフラの建設が盛んになりつつある。 

また同時に、大きな人口をかかえる新興諸国の台頭によって、石油などのエネルギー資源や鉄・銅

などの基礎的な資源、そして近代産業に欠かせないレアメタル・レアアース、これらの地下資源が不

足するものと予想され、国際的な資源争奪の傾向さえ見えはじめている。 

2011（平成23）年3月11日にはマグニチュード9の海溝型大地震と巨大津波が東日本大震災を引き起

こし、東京電力㈱福島第一原子力発電所（以下原発）の４基の原子炉が冷却不全となった。そのため

に核燃料がメルトダウンし、水素爆発を引き起して放射性物質が拡散した。この原発事故によって再

生可能エネルギーの地熱発電がクローズアップされ、温泉を利用したバイナリー発電、またエネル

ギー節減のため地中熱利用の機運が高まっている。また、広範囲にわたって液状化現象による被害が

続出した。 

世界に水危機が迫っていると言われて久しい。わが国でも水資源は有効に活用されなければならな

い。アフリカ大陸などには、住民に最低限必要な飲料水や生活用水が確保できていない地域が広がっ

ている。当社の技術と製品は以上の趨勢に対応しており、課題の解決に大きな役割を果たすことがで

きる。 

 このような情勢のもと、新たな発展の時代を目指して当社が2011（平成23）年から取り組んでいる

中期経営計画の基本戦略と最近の事業展開について以下に述べる。      
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-2008（平成20）年以降- 



コーポレートガバナンスの確立 

 ・内部統制に係る体制整備と効果的な実践 

 ・コンプライアンスの徹底 

 

2. 国内販売 

 

 従来の市場であった公共関連の建設工事縮小

に対応し、民間需要の分野にも力点をおいた製

品開発と販売戦略を展開している。そのひとつ

は地盤改良の分野であり、また地中熱利用の分

野である。 

 2011年3月11日の東日本大震災によって東北

地方から首都圏にまでおよぶ広い地域に液状化

が現出し、その対応策の必要性が認識された。

また、福島第一原発の事故を引き金として国内

全原発の再稼動が困難となったための電力不足

と、石油・ガスの価格高騰によってエネルギー

の節減に迫られることになった。 

 当社は需要の変化と多様な現場の状況に適応

した製品の開発改良・品質の向上とともに、販

売価格の適正化によって市場でのシェアを一層

高めるよう努めている。その具体的な製品･商

品と販売の動きを次に述べる。 

 

2-1 進化するアロードリルRPDシリーズ 

 地中熱は季節の変動に関係なく、常に一定の

温度を保っており、この性質を冷暖房に利用し

て電気・ガス・石油などのエネルギーを節減す

ることができる。このシステムは、当社が十数

年前から開発に参加し、実績を積んできた。 

 当社が他の追随を許さないアロードリル（全

油圧式ロータリーパーカッション）が、この地

中熱開発のために一層重要な役割を担うことに

なり、大口径、大深度の水井戸掘さくに適する

機種と、汎用化された使い勝手のよい小型機種

が望まれるようになった。 

 

2-1-1 パワフルなRPD-160C 

 当社はこの需要に対応し、強力な大型機RPD-

160Cを2012（平成24）年5月に開発した。本機

は新型ドリルヘッドKD-1200Bを搭載し、掘さ

く口径最大225mm、掘さく深さ100mの能力を

有し、高能率で深井戸を掘さくする。この場

合、本機はバランス掘さく（吊り掘り）に切り

替えることが可能である。また、フィードスト

ロークは他機に比較して長い3mとなっているの

で、2m長さの2重管ロッドの接続作業が容易に

なり、水井戸工事の孔内洗浄時間の短縮など作

業性が一層向上した。 

 なお、水井戸の掘さくのほか、各種大口径ア

ンカーの施工、マイクロパイルの打設、トンネ

ル工事の前方調査（PS-WL工法）、水抜き、ガ

ス抜き、止水注入孔掘さく、フォアパイリン

グ、パイプルーフなどの各種工法をより急速に

施工する高性能を有している。 

 

2-1-2 コンパクトなRPD-70C 

 2012（平成24）年2月に、使いやすい汎用的

な小型機RPD-70Cを開発した。本機はクロー

ラー上にドリル本体とバルブユニットを搭載

し、パワーユニットを別置き式にしたコンパク

トな自走式であり、狭い現場での作業に威力を

第14章 新たな発展の時代へ 
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▲アロードリル RPD-160C 



発揮する。ドリルの旋回、ドリルヘッドの横ス

ライド装置などを備える。 

 最大掘さく口径157mm、掘さく深さ70mの能

力を有する。 

 地中熱利用や一般の水井戸掘さくのほか、法

面安定のアンカー施工も可能である。 

 

（注）アロードリルは以上のほかに、ブーム

ローテーション機構を有するRPD-180CBR、お

よびガスの賦存するトンネル内で掘さく作業を

おこなうRPD-150CEP-A、ならびに同Bを開発

した。いずれも中国向けであったので、海外販

売の項で記述する。 

 

2-2 

の開発 

2-2-1 標準のRVD-50C 

 地中熱利用の需要が増えるとともに、そのた

めの水井戸を市街地や住宅地で掘さくできる低

騒音の掘さく機の必要性が高まった。当社はそ

の需要に応じるために、ドリルストリング全体

に高い周波数の上下運動をあたえるバイブレー

ションヘッドを開発し、それを搭載したロータ

リーバイブレーションドリルRVD-50Cを製作し

た。 

 本機は、回転と給圧、ならびにバイブレー

ションによって掘さくする方式であり、低騒音

で高能率の作業を可能とした。パワーユニット

は別置き式で車輪を有し、移動が容易である。 

 最大掘さく口径は157mm、掘進深さは70mで

ある。生活用水、農業用水、消雪用水、地中熱

利用など水井戸掘さくを中心として広い範囲に

使用されている。 

 

2-2-2 小型のRVD-25C 

 2008（平成20）年7月には、小型ロータリー

バイブレーションドリルのRVD-25Cを開発し

第14章 新たな発展の時代へ 

181 

▲アロードリル RPD-70C 

▲水井戸掘さく中のロータリバイブレーションドリル   

 RVD-50C 

▲ロータリーバイブレーションドリル 
 RVD-25C 



た。本機は主に地質調査、土質調査、汚染土壌

調査に機動性を発揮している。 

 土壌はもちろん砂礫層のサンプリングも可能

である。また、コーンプーリー、ヘッドシーブ

などを取り付けて標準貫入試験を行うことがで

きる。 

 最大掘さく口径146mmの能力を生かして水井

戸も高能率で掘さくする。また、狭い場所での

小口径杭の打設も可能である。 

 

2-2-3 大型のRPD-150C(3)-VNT-3M 

 その後、より大型のバイブレーションドリル

が要望され、アロードリルに強力なバイブロ

ヘッドを搭載したRPD-150C(3)-VNT-3Mを2010

（平成22）年6月に開発した。本機は掘さく方

式に通常掘さくモードとバランス掘さくモード

（吊り掘り）があり、適時切り替えて作業する

ことができる。また、パーカッション用の重い

3mロッドのハンドリング用としてミニクレーン

を備えている。 

 最大掘さく口径225mm、掘さく深さ130mの

能力を有する。 

 

2-3 地盤改良機 

 個々の住宅の場合、地盤の液状化対策として

規模に見合った地盤の強化工法や杭の施工をお

こなう。 

 大型の公共施設やコンビナートなどの立地す

る地盤や広範囲の宅地造成には、重機を使用す

る大規模な掘さく攪拌工法が施工されており、   

それに対応したセメント固化材のスムースな供

給が必要である。 

  

2-3-1 住宅地盤改良にFSPG-50BC 

 2000（平成12）年施行の住宅の品質を確保す

る法律（通称、品確法）（第4章第2項参照）の

施行があり、さらに東日本大震災によって液状

化対策の必要性が再認識され、一戸建住宅で

も、不等沈下を防ぐための地盤改良工事が増加

している。 

その対策は地盤そのものの柱状改良、あるい

は小口径杭の建てこみである。 

 当社が2008（平成20）年と2010（平成22）年

に開発したFSPG-50BC（日立建機㈱型式名SPD-

06）およびFSPG-50BC-GSは、地盤を攪拌し固

化材を注入して柱状に改良する工法、および小

口径杭の打設の両機能を有する。 

本機の構造は、クローラー上にカイドセルと

ロッド貫通式のロータリーヘッド（油圧チャッ

ク付き）などの掘さく装置が搭載されており、

先端に掘さくビットとオーガーを有する長尺ド

リルロッドを用いて地盤を掘さく攪拌し、固化

材を注入して地盤を柱状に改良する。 

地盤改良の口径は、FSPG-50BCが800mm、

FSPG-50BC-GSが1000mmである。 

 同じヘッドを用いて小口径杭を圧入する。 

 また、施工管理のために日時・孔番・ビット

回転トルク・ビット回転数・深さ・給進力・給

第14章 新たな発展の時代へ 
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▲掘さく中のロータリーバイブレーションドリル  
 RPD-150C(3)-VNT-3M 



進速度ならびに固化材流量を計測・表示し印字

することができる。 

 なお本機は、日立建機㈱とのコラボレーショ

ンによって開発され、オフロード法の排ガス規

制をクリアし、また、住宅地での施工を考慮し

て国土交通省の「超低騒音基準」に準拠すると

共に、エンジンパワーをフルに活用するロード

センシングシステムを採用している。 

 

2-3-2 基礎杭の圧入にFSVシリーズ 

 一般住宅用や軽量構造物用の基礎杭であるPC

パイルを容易に圧入できる、ロータリーバイブ

レーションドリルFSV-50ACとFSV-100ACを

2006（平成18）年に相次いで開発し、翌年には

FSV-80ACを、さらに2009（平成21）年にFSV-

50BCを開発して市場に供給した。 

 これらのFSV各機は、オーガーでプレボーリ

ングをおこない、PCパイルに上下動のバイブ

レーションを与えながら圧入する方式であり、

従来の単なる圧入機より確実な杭の施工が可能

となった。特にN値が高い砂質土の地層でも短

時間で施工でき、さらには杭頭を揃えることが

できる特性を持つ。 

また、H型PCパイルの場合、断面がH型であ

るため周面摩擦が円柱杭より大であり、これま

での油圧のみの圧入方式では施工能率がよくな

かった。本機ではプレボーリングによりきわめ

てスムースに施工でき、本パイルの特質を生か

すことができる。 

建て込むH型PCパイルは200mm×200mmであ

る。 

 本機の構造は、プレボーリング用のロータ

リーヘッドとバイブレーション圧入用のヘッド

は別になっており、リーダーをスウィングさせ

てセンターを合わせる構造であり、作業性に優

れている。  

 なお、本機は次のデータを計測･表示し記録

する。すなわち、時刻・杭番・設定深さ・深

さ・給進力・給進速度・起振力・PS値である。 

 現在、本シリーズはFSV-50BCを標準型とし

ている。 
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▲ 基礎杭施工機 FSV-50BC 



2-3-3 

     ポンプ  

 軟弱地盤改良工法の一つとして薬液注入工法

がある。止水（遮水）と地耐力強化に重要な工

法であり、施工のために耐久性が高く効率のよ

い注入ポンプが必要である。当社はこれまでの

経験を活かして薬液注入ポンプKGP-3を2008

（平成20）年に開発した。 

 KGP-3の 特 長

は、酸・ア ル カ

リ・溶 液 型・懸

濁型などすべて

の薬液に対して

部品交換なしで

対応できて長寿

命であり、イン

バータ制御と大

型エアチャンバ

の採用によって低吐出量から最大量まで無段階

で脈動がない安定した注入ができることであ

る。 

さらに、プランジャを入れ替えて比例注入

（2：1）ができる。また、バルブ・プランジャ

などバルブボックス部のすべての部品交換が30

分以内に可能で、メンテナンスが容易である。 

本ポンプは運搬、保管が容易な軽量コンパク

トな設計で、2段積みができる構造である。 

 なお、注入結果を記録するグラウト流量計

は、当社の関連会社である明昭㈱が開発・製造

し、当社はこれを商品として取り扱っている。 

 

2-3-4 大規模地盤改良に全自動バッチャープ 

           ラント 

 大型建機を用いて地盤とセメントスラリーを

攪拌し、大規模に地盤を改良する工法におい

て、そのセメントスラリーを製造供給する当社

の全自動バッチャープラントが活躍している。 

当 社 は1982（昭 和57）年 以 来、KMP(A)シ

リーズの可搬式全自動バッチャープラントを多

数製作、供給してきた（第4章第3項参照）。 

その実績をふまえて2007（平成19）年に製造

能力毎時40㎥クラスのKMP(A)-1800W-39を開発

して大規模地盤改良工事に供給している。 

本機は水・ベントナイト・セメントの配合

と、計量、投入、攪拌の時間をタッチパネル式

で容易に設定でき、自動的に品質の優れたセメ

ントスラリーを製造する。また、大幅な省力化

を実現している。 

本機は大容量であるがコンパクトな設計であ

り、各種の施工現場での使用に適している。 

  

2-3-5 ジェットグラウトによる地盤改良 

 機械式地盤攪拌と固化材の高圧ジェット噴射

の併用によって地盤を改良する深層混合処理工

法向けに2008（平成20）年、台車搭載型のロン
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グフィード式ボーリングマシンFSG-50Fを開発

し、小野田ケミコ㈱のJMM工法施工機JMM-50

として多数採用された。河川、湖沼、海岸など

の軟弱地盤改良工に活躍している。 

 本機は次のデータを計測･表示し記録する。

すなわち時刻・孔番・深さ・ビット回転数・

ジェット噴射のステップと回数・その間隔・

ジェットの噴射量と圧力・その積算量などであ

る。  

 

2-4 特殊目的 

2-4-1 南極に大型大気レーダーアンテナ設置 

 南極昭和基地上空、500kmにも及ぶ高高度の

大気の波動（重力波など）をレーダーで観測

し、温暖化などの気候変動システムの解明をお

こなう「大型大気レーダーPANSY計画」が第52

次観測隊から開始された。本プロジェクトは甲

子園球場グラウンドに相当する広さの敷地に

1045本の八木式アンテナを設置し、上空に向け

電波を発射する。 

当社は2010（平成22）年、そのアンテナ設置

孔を掘さくする南極仕様のソニックドリル（ク

ローラー搭載）ED-15Pを3式、国立極地研究所

に開発納入し、当年と翌年に技術員1名を派遣

してアンテナ設置孔その他、計1100本の掘さく

と技術指導、および機器のメンテナンスに当

たった。 

現地の掘さく対象は硬質な片麻岩であり、掘

さく口径125mm、深さは1mであった。 

なお本機は一般向けに地質調査、地盤調査、

土壌汚染調査などに使用できる。 

 

2-4-2 多機能地盤調査車 

 高精度の地盤調査を、必要な時に必要な場所

で素早く実施できるトラック搭載型の調査シス

テムである。トラック上のハウス内に、掘さく

機（油圧式ロータリー＋ロータリーパーカッ

ション）、多成分コーン貫入試験装置、ロータ

リーWLサンプラー、パーカッションWLサンプ

ラー、MWD検層装置（掘さく中に計測）、地

震波（S波）発生・計測装置、およびデータ処

理、制御装置などをコンパクトに搭載し、高精
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度の調査結果を即座に出力できる。 

 MWD装置は、掘さく時のビット回転数、回

転トルク、パーカッション打撃圧力と打撃回

数・掘進深さ・給進ストローク・給進力・給進

速度・送水の量と圧力その他を計測してモニ

ターに出力し記録する。また、コーン貫入の貫

入力・引抜力・貫入ストローク・貫入速度の計

測およびS波発生装置ハンマー振り上げ角度の

計測と記録をおこなう。 

 本機は2010（平成22）年3月、鹿島建設㈱の

特注により開発納入した。  

 

3. 海外販売 

 

 戦略的重要市場として東アジア（中国と韓

国、台湾）、中央アジア（カザフスタン、タジ

キスタン）そして東南アジア各国の3地域を設

定し、インフラ建設と資源開発の分野でそれぞ

れに適切な製品を供給するとともにサービス体

制を整備し、また施工技術を伴った販売戦略を
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▲多機能地盤調査車 

 KCP-25T(2)の外観と  

 内部設備 

▲海外の機械販売～アジア方面 2004（平成16）年以降 

太原 

利川・謀道 

重慶 

貴陽 

桂林 

宣昌 

福州 

台北 

ソウル 
青島 

長沙 

ウルムチ 

北京 

西安 

成都 

厦門(アモイ) 

アスタナ カザフスタン 

タジキスタン ドｳシャンベ 

アルマティ 

中 国 

ベトナム 

ハノイ 

ハーロン 

韓国 

インドネシア 

ラオス 

タイ 

カンボジア 

スリランカ 

昆明 

ミャンマー 
インド 



展開する。そのために設計・製造・工事各部門

と密接に連携し、併せて海外部門への人員シフ

トと人材養成を実施している。 

アフリカには従来からの海外開発援助ODAの

計画に応じ、各国の地下水開発を技術支援する

ことを基本として水井戸掘さく機の受注に努め

ている。  

 

3-1 中国でアロードリルの活躍 

中国には1979（昭和54）年、政府の金属鉱

業・石炭鉱業・鉄道建設の各部門に大量の機材

をまとめて納入した経緯がある（第2章3-2、第

6章2-4参照）。最近ではこのようなスポット的

な取引と異なり、現地の会社と連携して各地の

インフラ建設プロジェクト毎の需要を開拓して

いる。 

 

3-1-1 ブーム・ローテーションの大型機 

    RPD-180CBR  

福建省青雲山（福州）におけるトンネル工事

のために2007（平成19）年、大型ロータリー

パーカッション・アロードリルRPD-180CBRを

納入した。本機はブーム・ローテーション機構

を備え、大断面の切羽のあらゆる箇所の掘さく

が可能である。例えば天盤際に多数の本数を掘

さくする先受け工法の施工も容易となった。そ

のほか先進ボーリング、水抜きなど多目的に活

躍している。 

最初の1台が現場で稼働を始めると、本機の

卓越した性能と作業効率が各方面から注目を集

めた。稼働実績が中国の技術誌にレポートされ

てさらに中国内で大きな評判となり、翌年以

降、2011（平成23）年まで複数台の納入が続い

た。 

なお、本機の掘さく用のパワーユニットはト

ンネル内の使用に適する電動式であり、走行用

にはディーゼルエンジンと電動機いずれかを選

ぶ事ができる。 

 

中国のトンネル工事での落盤事故に際して、

RPD-180CBRが救助に活躍したことを述べる。 

2010（平成22）年と2011年3月に工事中のト

ンネル内で大規模な落盤の災害が発生し、作業

員がトンネルの奥に閉じ込められた。落盤は

25mにおよび、現地では救助のために水平ボー

リングを試みたが、錯綜した落盤岩屑の中は一

般のボーリングマシンでは掘さく不能であっ

た。そこでRPD-180CBRが他所から緊急動員さ

れ、二重管工法によってわずか数時間で岩屑中

を貫通させた。貫通孔からは飲料水・食料・懐

中電灯などが送り込まれるとともに、通信も確

保されて救急措置が成功し、作業員は数日後、

無事に救助された。このことによってアロード
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リルの掘進能力が、他に比べて格段に優れてい

ることが認識された。 

中国では、この経験を生かしてRPD-180CBR

を常備する救助隊が発足した。 

 

3-1-2 坑内ガス対応の大型機RPD-150CEP 

炭層ガスが存在するトンネル内で先進ボーリ

ング、水抜きあるいは水止め注入孔の掘さくな

ど、多目的に用いる大型アロードリルRPD-

150CEP-Aを2010（平 成22）年 に、翌 年 に は

RPD-150CEP-Bを納入した。 

A型は主原動機を防爆電動機とし、走行用に

は日本製のディーゼルエンジンを装備した。電

動機をはじめ制御盤など防爆機器は中国製を採

用した。  

また、B型の主原動機はA型と同じ中国製防

爆電動機、走行用は中国製の防爆型ディーゼル

エンジンとした。またA、B両型ともにMWD装

置を備え、掘さく作業中に深さ・掘さく速度・

ビット回転トルク・給進力・打撃エネルギー・

打撃回数・送排水の流量と圧力その他を計測、

表示し記録する。 

本機は2012（平成24）年まで毎年複数台を出

荷した。 

 

3-2 韓国で水平掘さくFS機が河川水浄化 

 韓国においても、最大手の現代建設㈱をはじ

めとする各建設会社と取引があり、国内外のプ

ロジェクト向けにビッグマンやビッグマンシビ

ル、アロードリルなど各種の機材を納入した多

くの実績（第8章、第9章参照）がある。 

最近では当社の水平ボーリングの技術と機材

が着目され、2006（平成18）年、河川水の浄化

を目的とするプロジェクトに大型水平掘さく機

FS-100B-KGおよび付属機材が採用された。河

川下の砂礫層を水平に掘さくし、ストレーナー

管を設置して濾過・浄化・集水のうえ、上流に

戻して放水する。 

引き続いて2007（平成19）年には同じ目的で

FS-100B-KG2を出荷した。 

さらに2008（平成20）年にはFS-120-KG3を納

入した。本機は河川下の砂礫層中に水平にスト

レーナー管を設置して浄化集水するのは同様で

あるが、金海市では生活用水の確保であった。 
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 3機種ともに二重管掘さく方式であり、内管

の先端には打撃式ダウンザホールドリルが装着

され、礫層の掘さくを容易にしている。外管は

左回転、内管は右回転で、内管の外側にはオー

ガーが巻かれており、掘さくしたずりを排出す

る構造になっている。 

所定の深さまで掘さくしたら内管を引き抜い

てストレーナー管を挿入し、その後外管を引き

抜く。   

掘さく口径はFS-100B-KGが332mm、FS-100B

-KG2が369mm、FS-120-KG3が419mmである。 

 なお、FS-100B-KG2は河川水浄化のほかに

も、多目的に活用されている。 

 

3-3 東南アジア 

2005（平成17）年と2007（平成19）年にベト

ナムの炭鉱に坑内水抜き用としてアロードリル

RPD-75SL-H2を納入した。 

同じく2007年には、水力発電ダム建設工事の

グラウト孔掘さくにアロードリルRPD-45を、ま

た2009（平成21）年には、同国炭鉱の坑内の

ロックボルト施工のためにアロードリルRPD-

30VNをそれぞれ納入した。 

 ベトナムの炭鉱においては、断層帯からの坑

内出水による事故が多発していた。その対策と

して先進ボーリングによる水抜きが必要である
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が、断層帯のボーリングが困難であり、状況に

対応できていなかった。 

 ㈶石炭エネルギーセンター（JCOAL）は、ベ

トナム国の炭鉱における「坑道断層帯先進試錐

技術の適用化事業」を興した。当社はこれに応

じてアロードリルRPD-75SL-H2を送り、2006

（平成18）年9月から11月はじめにかけて当社

員の技術指導のもと、先進ボーリングがおこな

われた。 

その結果、それまで不可能であった150mの深

さの掘さくを達成し、本機の優れた性能と適切

な技術指導がともに現地の高い評価をいただい

た。 

 指導に当たった当社施工本部の技術員は、同

財団の平成19年度伊木賞奨励賞を受賞した。 

 また同財団は2010（平成22）年12月、NEDO

（新エネルギー・産業技術総合開発機構）およ

びベトナムの組織と共催で「坑内ボーリングセ

ミナー」を開催した。 

 

3-4 中央アジア 

3-4-1 カザフスタンでウラン鉱の採鉱に 

     KZ800 

 原子力発電は我が国のほか2、3の先進国では

縮小の方向となっているが、米、英、仏は維持

方針であり、逆に中国をはじめとする新興国で

は急増する電力需要をまかなうために大幅な増

設が計画され、世界のウラン鉱の需要は増加が

見込まれている。 

中央アジアのカザフスタンのウラン鉱産出

は、2009（平成21）年にカナダを抜いて世界第

一位に躍進し、さらに増産の計画を進めてい

る。そのプロジェクトには日本の企業も参加し

ている。 

同国のウラン鉱床は、地下の深くに層状をな

して存在しており、採鉱は深井戸方式によって

いる。その方法は、多数の深井戸を掘さくして

一方からウラン鉱を溶解する希硫酸を注入し、

他方から溶解液をポンプアップして採鉱する現

位置抽出法（In-Situ-Leaching）である。 

当社は、低床式セミトレーラー搭載のトップ
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▲カザフスタン ウラン採鉱用さく井工事に稼動中の 
 KZ800A 

▲カザフスタン ウラン採鉱用さく井工事に稼動中の 
 KZ800B 



ドライブ・ロータリーリグ（深井戸掘さく機）

KZ800Aを2008（平成20）年に納入し、それま

で現地で使用されてきた旧式のリグに比して格

段の能率をあげた。 

本機はトレーラー上に、掘さく装置としてド

リルヘッド、ヘッドシーブおよびフィード装置

を備えた起倒式のガイドフレーム、ケーシング

挿入用のウインチ、コントロールユニットそし

てパワーユニット、ならびにマッドポンプMG-

40WKZを搭載し、3-1/2のドリルロッドで800ｍ

の掘さく能力を有する。 

なお、KZ800Aが最初に投入された鉱山で

は、ウラン鉱床は地下670mであった。 

続 い て2010（平 成22）年 に はKZ800Bを、

2011（平成23）年にはKZ800Cを納入した。両

機のトレーラーは現地の要望によってカザフス

タンが準備した中国製となり、当社スーパーバ

イザーの指導監督のもと現地スタッフが機器の

搭載、組み付けをおこなった。 

また2012（平成24）年3月にはKZ800Dを出荷

した。 

本機のトレーラーは、1台はカザフスタン

製、3台は中国製を採用し、B型、C型と同様に

現地で搭載・組み付けをおこなう。アウトリ

ガーなど油圧機器は当社が供給している。 

本機はいずれもMWD装置を装備し、掘さく

深さ・掘進速度・ビットロード・ビット回転

数・回転トルク・マッドポンプの流量と圧力・

その他を掘さく中に同時に計測してモニターに

表示し記録する。モニターのコンピュータはト

レーラー上に設置されたハウス（エアコン・電

気冷蔵庫つき）内に置かれている。 

マッドポンプは、B型以降はMG-50KZであ

る。 

カザフスタンのKZ800シリーズの納入は2012

（平成24）年までに9式に達した。今後も現地

のニーズと使用状況を的確に把握し、ウラン鉱

採掘の能率化に貢献していく方針である。 

 

3-4-2 タジキスタンに大口径水井戸掘さく機 

同じ中央アジアのタジキスタンには2009（平

成21）年、海外開発援助（ODA）資金で大口

径水井戸（径450mm、深さ150m)をリバース工

法（逆循環）で掘さくするFSR-75を納入し技術

指導をおこなった。 

同地では、2012（平成24）年6月から同年12

月にかけ、JICA専門家として当社員が引き続い

て掘さく技術の指導をおこなう。 
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▲カザフスタン ウラン採鉱用さく井工事に稼動中の 
 KZ800C 

▲タジキスタン リバース工法大口径水井戸掘さく機  
 FSR-75A   



 

3-5 アフリカの地下水開発  

 アフリカ各国には1984（昭和59）年以降、

ODA資金により多数のトラックマウント水井戸

機を納入し、工事の施工や技術指導をおこなっ

てきた（本章5-2および第11章第2項参照）。 

最近2007（平成19）年から2012（平成24）年

までの納入はアンゴラなど5カ国におよび、機

種はFSW-7TとFSW-14Tである。その納入国を

図示し、アンゴラのFSW-7Tと、エチオピアの

FSW-14Tを写真に示す。 

 

3-6 北米 

 米国の大型トンネルボーリングマシンメー

カーであるロビンス社から、小型掘さく機HC-

42B-500Sを3台受注し、2012（平成24）年に出

荷した。 

本機は、トンネルを掘削するシールドマシン

に搭載して前方のチェックボーリングをおこな

う。日本国内で多くの実績がある機種である。 

 

4．国内工事 
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▲アンゴラ トラックマウント水井戸掘さく機 FSW-7T   

▲エチオピア トラックマウント水井戸掘さく機  
 FSW-14T    

▲アフリカにおけるトラックマウント水井戸機納入国 

 （1984年以降） 

アルジェリア 

モーリタニア 
マリ 

エチオピア 
中央アフリカ 

ブルキナ 

   ファソ 

トーゴ 
ベナン 

ナイジェリア 

ルワンダ 

タンザニア 

アンゴラ 

ザンビア 

マラウィ 

マダガスカル 

カメルーン 

▲HC-42B本体 



 基本計画として得意分野に特化し、ビッグマ

ンによる大口径（最大6m径）のレイズボーリン

グと水平長尺コントロールボーリング技術の売

り込みに努める。掘さく方位と角度を制御する

コントロールボーリングはその精度と施工能率

の一層の向上を図り、施工の実用化を期す。 

 さらに温泉・地熱ならびに地下水活用関連で

は、新規顧客の発掘、確実で安価な工法の提

案、電源開発㈱などの提携先と一体化した営業

を推進する。 

 この工種について、最近の施工例を以下に述

べる。 

  

4-1 ビッグマンレイズボーリング工事 

4-1-1 石灰石鉱山の採掘合理化 

 2008（平成20）年、住友大阪セメント㈱秋芳

鉱山（山口県）でBM-500Aにより径5.08m深さ

×190mの立坑2本を掘さくした。で採掘した石

灰石を下部運搬坑道に落とすグローリーホール

である。 

 同年、明星セメント㈱田海鉱山（新潟県）で

は、同じくBM-500Aを用いて下向き70°の斜

坑、径4.75m×深さ278mを仕上げた。 

 太平洋セメント㈱津久見鉱山（大分県）で

は、2009（平成21）年に新規開発のBM-600Aに

よって国内最大の口径6m×深さ143mの立坑を

完工した。 

 同年12月には、太平洋セメント㈱峩朗鉱山

（北海道）で同機を用いて径6m×深さ61mの立

坑を仕上げた。 

 住友大阪セメント㈱小倉鉱山（福岡県）にお

いて2011（平成23）年、径6m×深さ330mの立

坑を完成した。 

 電気化学工業㈱青海鉱山（新潟県）では径
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▲津久見鉱山（大分県） 径6m×深さ143m立坑掘さく工事 

  BM-600A 

▲秋芳鉱山（山口県）径5.08m×深さ190m立坑掘さく工事 
 BM-500A 

▲青海鉱山（新潟県）径4.75m×深さ470m斜坑（下向き75°）  

 掘さく工事 BM-600A 

▲シールドマシン搭載されたHC-42B 



4.75m×深さ470mの斜坑（下向き75°）を掘さく

中である。 

 以上はいずれもグローリーホールの掘さくで

あり、石灰石鉱山の採掘コストの低減に貢献し

ている。 

 

4-1-2 水力発電所の立坑・斜坑の掘さく合  

     理化 

 2008（平成20）年から2011（平成23年）にか

けて、北海道電力㈱京極発電所（北海道）で

BM-150Aによって深さ457mの水圧鉄管路の導

坑と、深さ26mの取水口立坑の導坑、および深

さ84.4mの調圧水槽立坑の導坑を掘さくした。

径は1.5mである。 

 中部電力㈱徳山ダム建設（岐阜県）では、同

じ くBM-150Aを 使 用 し て 深 さ101.5m・傾

斜－50°と、深さ104.5m・傾斜－50°、および深

さ69.5ｍ・傾斜－50°の水圧鉄管路の導坑3本を

掘さくした。径は1.83mである。また、同現場

では、BM-100Nを使って、深さ73.2mの導水路

ゲート立坑の垂直導坑1本も掘さくした。以上

の施工期間は2010（平成22）年から翌年にかけ

てである。 

 

4-2 水平ボーリング工事 

4-2-1 長尺水平コントロールボーリング技  

     術の実用化 

 2007（平成19）年から2009（平成20）年にか

けて、ワイヤーライン工法による深さ1,000mを

2本と、1,200mを1本の山岳地質調査ボーリング

をおこなった。 

 2008（平成20）年から計画を進めていたコン

トロールボーリング（掘さく方位･角度制御）

は実証試験を繰り返した後、2010（平成21）年

から山岳トンネル内での掘さくを開始し、深さ

950mまでの長尺水平調査ボーリングを3本完工

した。 

 このコントロールボーリングは、循環水で駆

動するダウンホールモーターを用い、掘さくの

方位と角度を常時監視しながら、ベントサブの

向きを変更することによって掘さく孔をコント

ロールする工法である。 

 そのために、ダウンホールモーターの後方に

センサーを装着した非磁性のパイプを接続し、

ドリルロッド内に装着された通信用ロッドを介

して地上のコンピューターへ、リアルタイムで

データ通信をおこなうシステムになっている。

測定項目は、その時点でセンサーが向いている

地磁気方位と水平からの傾き、ならびにベント

サブの向きの3項目である。 

 2010（平成22）年3月以降は、新規開発の専

用水平ボーリングマシンFSC-100を使用し、精

度と施工能率を向上させている。 

 ついで2012（平成24）年8月には、FSC-100の

2号機を完成予定である。 

 本機のドリルヘッドは油圧チャックを備える

ドリルロッド貫通型であり、径120mmで水平

1200mの掘さく能力を有する。次の項目を常時

計測し、操作盤のモニターに表示し記録する。

すなわち日時・深さ・給進速度・給進力・ドリ

ルヘッド回転数・同回転トルクその他である。 

 なお、このコントロールボーリングは、1971

（昭和46）年から青函トンネル工事において実

施した循環泥水ダウンホールモータードリルに
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▲水平コントロールボーリング FSC-100 



よる長尺水平ボーリング、および翌年から中津

川線神坂隧道で実施したエレクトロドリル（ダ

ウンホールモーター）を使用する長尺水平ボー

リングにおいて、当社が開発し施工した実績

（第6章2-1および2-3参照）を踏まえている。 

 

4-2-2 アロードリルの急速水平ボーリング 

 トンネル建設工事において、アロードリルの

二重管掘さくによるノンコア水抜き先進ボーリ

ング、およびパーカッションワイヤーラインサ

ンプラー（PS-WL）を使用するトンネル前方調

査ボーリングは、日本全国各地のトンネル工事

で採用されており、継続的に実施中である。硬

質岩盤に対し水平100～150mを4交代（2日）で

完工する高能率を発揮している。ロータリー

パーカッションによる急速掘進の特性を生かし

た水平ボーリングである（第9章2-5参照）。 

 

4-3 温泉・地熱ボーリング 

 2010（平成22）年には、九州電力㈱山川地熱

発電所（鹿児島）において、スピードSPAドリ

ルSSD-4000を使用し、深さ1,245mの還元井浚渫

工事を実施した（第7章2-3参照）。その後も継

続的に九州電力㈱の八丁原発電所（大分県）、

大岳発電所（大分県）で深さ1,400mから1,755m

の浚渫工事を施工している。 

 温泉ボーリングは、2009（平成21）年に静岡

県富士宮市で深さ1,300mを掘さくし、同年、新

潟県湯沢ではSSD-3000を使用して深さ1,352mを

完成した。また、同年高知県土佐ではSSD-4000

を用い、1,500mを完工した。さらに2010（平成

22）年には、福岡県筑後市船小屋地区でSSD-

4000によって深さ1,500mを完成させた。 

 

4-4 深層地下水活用システム 

 経費の節減ときれいな水の確保のために、深

層地下水活用の動きが増えつつある。 

 当社は2006（平成18）年、東京都内椿山荘に

Jパワー（電源開発㈱）のもと、年間給水量

101,000㎥の深層地下水活用システム（第13章2-

2参照）を完成した。 

 さらに、2007（平成19）年には、神奈川県三

浦市の医療法人財団青山会に年間給水量
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▲トンネル前方調査ボーリング（PS-WL工法）RPD-150C 

▲大岳発電所（大分県） 地熱還元浚渫工事中のスピード 

 SPAドリル SSD-4000 

▲船小屋（福岡県）温泉掘さく中のスピードSPAドリル   
 SSD-3000 



52,000㎥の同システムを完工した。 

 2008（平成20）年には、横浜市ノースポー

ト・モールに年間給水量102,000㎥の同システム

を、翌2009（平成21）年には東京大学医学部付

属病院に年間給水量138,000㎥の同システム（第

13章2-2項参照）を、リゾート施設淡路夢舞台

に年間給水量130,000㎥の同システムを完成さ

せ、2010（平成22）年には、阿南市伊島町に年

間給水量16,000㎥の簡易水道システムを完工し

た。 

2011（平成23）年には、東京都新宿区の京王

プラザホテルに年間給水量70,000㎥の深層地下

水活用システムを完成した。 

2012（平成24）年には、富士通㈱長野工場に

プリント基板洗浄用工場用水用として年間給水

量600,000㎥の同システムを建設中である。ま

た、これらの設備の維持管理は当社がおこなっ

ている（第13章2-2参照）。 

 

5．海外工事 

 

工事種類をコマーシャルベースとODA関連に

分け、基本方針としては、コマーシャルベース

では日本の建設会社の海外進出に伴う工事を積

極的に受注する。その際、使用機材を納入する

とともに鉱研技術員を派遣してローカル労働者

を指導し、少数精鋭の社員による施工体制で現

場運営に臨む。 

ODA関連工事では採算を重視し、事前の現地

調査によって適正応札価格を算定し、施工管理

の強化によってコストを削減する。 

最近の工事例を次に述べる。 

 

5-1 コマーシャルベース 

2007（平成19）年から建設中のアルジェリア

東西高速道路工事の地質調査、工事用水確保の

ための水井戸掘さく（第11章第3項参照）、な

らびに法面保護ロックボルトの施工などをおこ

なった。本工事にはアロードリルRPD-150Cを4

台、多目的クローラードリルS-150を1台、小型

スピンドル機OE-8を6台使用した。 

同じくアフリカのアンゴラでは、2008（平成

20）年から小型スピンドル機OP-1により、地盤
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▲椿山荘 深層地下水活用システム 

▲京王プラザホテル 深層地下水活用システム     



改良結果の確認調査ボーリングをおこなった。

また、2008（平成20）年からはスリランカの

アッパーコタマレ及びインドネシアのセラウェ

シ島において、水力発電所建設に伴うダムおよ

びトンネル、発電所内での注入工事を施工し

た。 

 

5-2 ODA関連 

最近の実績としては、アフリカのマラウィ、

マリ、ブルキナファソ及びアジアのカンボジア

での水井戸の掘さくと、それを利用した給水設

備を建設した。 

マラウィ共和国リロンゲ西地区では2008（平

成20）年に４インチ仕上げ、深さ45mの水井戸

116本を施工した。 

マリでは2009（平成21）年から３年がかりで

５インチ仕上げ、深さ80mの水井戸150本を掘さ

くした。ここでは高架タンク付きの簡易給水シ

ステム5カ所を建設した。 

ブルキナファソでは2009（平成21）年から4.5

インチ仕上げ、深さ60mの井戸を300本施工中で

あり、2012（平成24）年に完工予定である。 

カンボジアでは2010（平成22）年に４インチ

仕上げ、深さ45mの井戸を135本施工した。 

また、マラウィ共和国ムアンザ/ネノ地区で

は、2012（平成24）年に４インチ仕上げ、深さ

60mの水井戸119本の施工を開始し、現在継続中

である。 
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▲マリ 完成した給水塔とソーラーパネル  

▲マラウィ 水井戸掘さく工事 FSW-7T 

▲スリランカ注入工事 RPD-65LCE 
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〔 更なる発展をめざして 〕 

 

世界的な経済危機といわれる状況下にあって、市場のグローバル化や競争の激化、そしてテクノロ

ジーの急激な進化など、経営環境は日常的な変化を遂げている。 

 

当社が創立以来たどってきた高い技術の研鑽と貴重な実績を、今後、さらに一歩も二歩も飛躍させ

ることこそ、お得意様の益々の繁栄に寄与することであり、またそれは、当社の得意とする分野を最

大限に生かして地域社会の発展や地球環境の課題解決に貢献することに他ならない。 

 

ここに創立65周年の社歴をふまえ、当社に課せられたグローバルな市場の期待に応えるため、更な

る発展をめざして全社の英知を結集させ、本来の使命を全うすることに全力を傾注しなければならな

い。 

以上 
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２．歴代役員の任期一覧  

     邦暦 昭和２２年（１９４７年） ～ 昭和５１年（１９７６年） 

 役員氏名 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 

鈴 木 勉 治                                                           

城  留 雄                                                            

本 山 博 康                                                            

日 野 義 雄                                                            

高 須 隆 次                                                            

長谷川 潤一                                                            

安 井 洋 一                                                            

新 村 光 雄                                                            

佐々木 智一                                                            

坂 上 良 明                                                            

彦 坂 重 保                                                            

市 川    豊                                                            

鶴 岡   曻                                                            

鈴 木 福 次                                                           

江 口    工                                                           

津 田 三 郎                                                           

筒 井    弘                                                           

宝珠山 正信                                                           

加 藤 信 一                                                           

田 村    清                                                           

桜 井 宣 穂                                                            

桜 田    稔                                                            

織 田    實                                                            

手代木   豊                                                            

脇 山 敏 雄                                                            

中 屋 敏 幸                                                            

田 中 安 弘                                                            

新 村 泰 一                                                            

末 永 幸 紘                                                            

山 崎 正 徳                                                            

岡 野 有 孝                                                            

清 水 雅 己                                                            

木 下 和 久                                                            

岡 村 州 康                                                            

野 崎 英 一                                                            

金 子   豊                                                            

石 田 寿 彦                                                            

入江 祥三郎                                                            

本 山 栄 次                                                            

林 田 雅 敏                                                            

中 村    恒                                                            

持 田    豊                                                            

大久保 好洋                                                            

清 永 寛 良                                                            

梅 本 保 博                                                            

益 子 恵 治                                                            

槙    隆 義                                                            

秋 山 昌 夫                                                            

江 口 幹 彦                                                            

持 原 健 一                                                            

小 柳 和 俊                                                            

近 藤 忠 男                                                            

高 嶋 象 一                                                            

石 坂   了                                                            

伊集院 真人                                                            

江 口   剛                                                            

吉 田 延 白                                                            

澤 田   弘                                                            

大 谷 幸 彦                                                            

中 山 博 文                                                            

山 田 松 男                               

山 口 純 一                               

昭和２２年１０月創立  
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取締役会長 代表取締役社長 取締役副社長 常務取締役 取締役 取締役相談 監査役 専務取締役 
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３．主要製品開発年表 
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年 月 製  品  名 型   式 性   能 特    長 

1948 

(昭和２３年) 

ハンドフィード式ボーリングマシン KR-D 掘進能力1,200m 当社第１号機（当時、我が国最大能力） 
10    

プランジャーポンプ KH-7 吐出量200ℓ/min、吐出圧30kg/cm2 ボーリング用、KR-Dとセット 

1949 

(昭和２４年) 

9 スクリューフィード式ボーリングマシン KBドリル 掘進能力100m 
国産初の高速回転ダイヤモンド・ボーリング

マシン試作機 

12 スクリュ－フィード式ボーリングマシン KB-A 掘進能力150m、エアモータ内蔵 坑内用カラムマウント高速回転機 

1950 

(昭和２５年) 
10 スクリューフィード式ボーリングマシン KB-ME 掘進能力200m、7.5psモータ、3段変速 坑外用フレームマウント高速回転機 

195１ 

(昭和２６年) 

5 オイルフィード式ボーリングマシン ME-2 掘進能力300m、7.5psモータ、3段変速 KB-MEをオイルフィード式に改良 

12 

スクリューフィード式ボーリングマシン SA 掘進能力80m、エアモータ内蔵 坑内用カラムマウント、KB-Aを軽量化 

スクリューフィード式ボーリングマシン HA 掘進能力80m、エアモータ内蔵 
坑内用カラムマウント、2,000rpm高速回転

型 

プランジャーポンプ KH-2 吐出量55ℓ/min、吐出圧30ｋｇ/cm2 小型ボーリング用標準ポンプ 

1952 

(昭和２７年) 

2 オイルフィード式ボーリングマシン ME-3 掘進能力300m、10psモータ 
ME-2を改良、ビット給圧調節容易とし、ダイ

ヤモンドビットを長寿命化 

5 

オイルフィード式ボーリングマシン D 掘進能力1,200m、40psモータ、3段変速 初の油圧式大型機、深部炭層の探査 

オイルフィード式ボーリングマシン OE 掘進能力150m、7.5psモータ、3段変速 
油圧式小型機、ダムグラウト孔掘さくに使用

可能 

エア駆動ポンプ(ウォーシントン型） KW-3 吐出量20ℓ/min、吐出圧10kg/cm2 坑内ボーリング用ポンプ、SAなどとセット 

1953 

(昭和２８年) 

3 
オイルフィード式ボーリングマシン ME-4 掘進能力300m、10psモータ、4段変速 300m級の標準型 

オイルフィード式ボーリングマシン OE-2 掘進能力200m、7.5psモータ、4段変速 200m級の量産標準機 

11 スクリューフィード式ボーリングマシン BA 掘進能力100m、エアモータ内蔵 坑内長孔発破孔掘さく用、掘さく方向全方位 

12 

プランジャーポンプ KH-3 吐出量85ℓ/min、吐出圧30ｋｇ/cm2 中型機用ボーリングポンプ 

オイルフィード式ボーリングマシン PE-1、PE-2 掘進能力100m、5psモータ、3段変速 
初めて二針給圧力計を採用、新設計による

小型軽量の標準機 

1954 

(昭和２９年) 

9 
オイルフィード式ボーリングマシン GE 掘進能力600m、20psモータ、4段変速 新設計の中型機 

オイルフィード式ボーリングマシン D-2 掘進能力1,200m、40psモータ、3段変速 D型の新設計改良型 

  スクリューフィード式ボーリングマシン SA-2 掘進能力100m、エアモータ内臓 ＳＡを改良、ビット給圧力計付 

  手動式ポータブルドリル T 掘進能力15m 手動式の回転、給進機構 

  ハンドフィード式ボーリングマシン KS-1 掘進能力100m ボーリングポンプ組込 

  プランジャーポンプ KG-2 吐出量37ℓ/min、吐出圧20kg/cm2 KH-2をグラウト用に改造 

1955 

(昭和３０年) 

  スクリューフィード式ボーリングマシン S-1 掘進能力100m 
モータ組込、フレームマウント、ダムグラウト

孔掘さく用 

  ピストンポンプ KP-6 吐出量30ℓ/min、吐出圧20kg/cm2 小型ボーリング用ポンプの量産機 

  エアー駆動ポンプ（ウォーシントン型） DG-A10 吐出量370ℓ/min、吐出圧50kg/cm2 グラウト用 

1956 

(昭和３１年) 

  オイルフィード式ボーリングマシン GH-1 掘進能力600m、4段変速 高速回転、油圧給進式の中型機 

  高速回転ボーリングマシン OE-3 掘進能力250m、4段変速 OE-2を能力アップ 

  ピストンポンプ DG-3 吐出量90ℓ/min、吐出圧40kg/cm2 ボーリング・揚水用中型ポンプ 

  自動変量型オイルポンプ RP-2 吐出量50ℓ/min、吐出圧50kg/cm2 
国産初自動変量式ベーンタイプ、中・大型

ボーリングマシン用 

1957 

(昭和３２年) 

  オイルフィード式ボーリングマシン EH-S，EH-a，EH-b 掘進能力1,500m、4段変速 国産最大の掘進能力 

  オイルフィード式ボーリングマシン KE-1 掘進能力500m、4段変速 軽量型 

  変量型ボーリングポンプ KP-6S 吐出量0～30ℓ/min、吐出圧20kg/cm2 KP-6に吐出量無段変速を付加 

  エアー駆動ポンプ（ウォーシントン型） KW-5 吐出量30ℓ/min、吐出圧20kg/cm2 KW-3の大型化 

  グラウトミキサー M-2，M-5，M-6   横型2槽式 

1958 

(昭和３３年) 

  スクリューフィード式ボーリングマシン SA-1S 掘進能力150m、エアモータ内臓 
SA-2の汎用型、シングルカラムに搭載して

グラウト孔掘さく可 

  海底沈座式ボーリングマシン KC 水深70m、掘さく能力6m 我が国初の海底沈座型、海底炭田調査 

  小形ハンドフィード式ボーリングマシン Qドリル 掘進能力30m ポータブルタイプ 

  ピストンポンプ MG-15 吐出量160ℓ/min、吐出圧70kg/cm2 ＭＧシリーズ・グラウトポンプ最初の機種 

  自動変量型オイルポンプ RP-1 吐出量20ℓ/min、吐出圧50kg/cm2 小型ボーリングマシン用 

1959 

(昭和３４年) 

4 オイルフィード式ボーリングマシン OP-1 掘進能力150m、3段変速 初のホースレス・タイプ 

  ピストンポンプ MG-5 吐出量70ℓ/min、吐出圧50kg/cm2 ＭＧシリーズ 

  ピストンポンプ MG-10 吐出量105ℓ/min、吐出圧70kg/cm2 ＭＧシリーズ 

  高速回転大型グラウトミキサー HM-500 シリンダー・ローター式、攪拌容量400ℓ 我が国初の中央ミキシングプラント用 

1960 

(昭和３５年) 

  ハンドフィード式ボーリングマシン サンダー SD-1  掘進能力50m、3段変速 ポ－タブルタイプ、ボーリングポンプ組込 

  高速回転グラウトミキサー HM-250 攪拌容量200ℓ 標準タイプの量産型 

1961 

(昭和３６年) 

  ボーリングマシン ロッキー RK-1  掘進能力300m MEに代る300m級の標準型 

  ２段槽グラウトミキサー LM-220 攪拌容量200ℓ 縦型２段槽式 

5 ピストンポンプ MG-15h 吐出量210ℓ/min、吐出圧７0kg/cm2 MG-15の改良型 

1962 

(昭和３７年) 
  ボーリングマシン マイナー MR-1 掘進能力100m 地質調査用 
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年 月 製  品  名 型   式 性   能 特    長 

1963 

(昭和３８年)  

  ポータブルハンドドリル バイブロ SB-1  掘進能力5～30m、打撃機構装備 小型ガソリンエンジン駆動 

4 ボーリングマシン エクスプローラー EP-1  掘進能力1,000m、正転8段、逆転2段変速  1,000ｍ級の標準機となる 

  ワイヤライン用ピストンポンプ WL-MG-5h 吐出量70ℓ/min、吐出圧60kg/cm2 変速機付  変量可能 

  ワイヤライン用ピストンポンプ WL-MG-10 
吐出量165ℓ/min、吐出圧70kg/cm2 変速機

付 
変量可能 

  大型プレパクトミキサー HM-800 攪拌容量600ℓ プレパクト船搭載用 

  大型プレパクトアジテーター A-800 攪拌容量600ℓ プレパクト船搭載用   

1964 

(昭和３９年) 

3 ワイヤラインホイスト WLH-4 巻揚能力1,200m 機械駆動式 

8 水平ボーリングマシン FS-1  掘進能力水平50m、掘さく径150mm、25ｐｓ 全油圧式水平専用ＦＳシリーズ１号機 

9 プレパクトミキサー PM-8 攪拌容量250ℓ   

1965 

(昭和４０年) 

  ワイヤラインホイスト WLH-2 巻揚能力1,200m 油圧駆動式 

9 ピストンポンプ MG-30 吐出量350ℓ/min、吐出圧60kg/cm2 ＭＧシリーズの大型標準機 

12 ボーリングマシン クラスター CR-1  掘進能力1,500m 
オイルフィード式大型機「クラスター」 

１号機 

1966 

(昭和４１年) 
  自動変量ピストンポンプ VG-B1，VG-A1 吐出量0～90ℓ/min、吐出圧3～70kg/cm2 全油圧式、圧力一定制御 

1967 

(昭和４２年) 

2 ボーリングマシン OE-2L 掘進能力200m 
OE-2の改良型（スピンドル大型化）、量

産機 

3 海底沈座式ボーリングマシン マリンドリル MD-150  水深150m、掘進能力25m 白鳳丸搭載、遠隔操作 

7 
大口径岩盤掘さく機 ビッグマン BM-1 掘進能力50m、掘さく径600mm以上 国産初のレイズボーラー 

ローラーカッター KRC-150シリーズ   ビッグマン・レイズボーリング用 

1968 

(昭和４３年) 

3 大口径岩盤掘さく機 ビッグマン BM-100 掘進能力200m、掘さく径1,750mm ビッグマンシリーズ100ｐｓ級 

  ボーリングマシン オリンポス OL-1  掘進能力300m 地質調査用 

  ボーリングマシン マナスル MS-1  掘進能力500m 地質調査用 

  プレパクトミキサー PM-23，PM-18 攪拌容量650ℓ、500ℓ ＰＭ型の大型シリーズ 

1969 

(昭和４４年) 

3 大口径岩盤掘さく機 ビッグマン BM-40 掘進能力50m、掘さく径800mm ビッグマンシリーズの小型機 

5 
長尺水平ボーリングマシン FS-400A 掘進能力水平 2,000m トンネル先進ボーリング 

大容量ピストンポンプ MG-100C 吐出量1,500ℓ/min、吐出圧25kg/cm2 大口径ボーリング用 

10 大口径岩盤掘さく機 ビッグマン BM-200 掘進能力250m、掘さく径2,430mm 200ｐｓ大型機 

  ビッグマン用新型ロッド B-9，B-8，B-6 ビッグマン専用の特殊ネジ Bシリーズ 

1970 

(昭和４５年) 

2 大口径岩盤掘さく機 ビッグマン BM-50N 掘進能力150m、掘さく径800mm 4本カラムから2本ガイドフレームに改良

したＮシリーズ、垂直・傾斜掘さく両用   大口径岩盤掘さく機 ビッグマン BM-200N 掘進能力250m、掘さく径2,430mm 

  薬液注入ピストンポンプ CG-5 吐出量8.8～87ℓ/min、吐出圧40kgf/cm2 A液定量、B液可変容量 

9 自動掘進式ボーリングマシン EP-2EA 掘進能力1,000m ロッド1本分無人運転 

1971 

(昭和４６年) 

3 大口径岩盤掘さく機 ビッグマン BM-100N 掘進能力250m、掘さく径1,750mm Ｎシリ－ズ中型標準機 

4 大容量ピストンポンプ MG-300S 吐出量1,000ℓ/min、吐出圧100kgｆ/cm2 300ｐｓ、長尺水平ボーリング用 

6 

ピストンポンプ MG-40 吐出量720ℓ/min、吐出圧60kgｆ/cm2 MGシリーズ 

長尺水平ボーリングマシン FS-400B 掘進能力2,000m 
FS-400Aの改良機、トンネル先進ボー

リング 

  大口径ボーリングマシン KX-1 掘進能力50m、掘さく径1,500mm 
新型トップドライブ、ドライブシャフト伝導

方式、BH杭施工 

1972 

(昭和４７年) 

2 ボーリングマシン タイニー KT-1  掘進能力50m 小型軽量、薬液注入用 

3 水平ボーリングマシン FS-50A 掘進能力水平50m、掘さく径129mm 道路、鉄道下ケーブル埋設用 

5 

超高圧プランジャーポンプ PG-75 吐出量38ℓ/min、吐出圧490kgｆ/cm2 
ジェットグラウト（コラムジェット）用、超

高圧ポンプ1号機 

アンカー用オーガーマシン TK-40AC 掘進能力30m、掘さく径220mm 
戸田式アンカー工法専用機、クローラ

搭載 

ピストンポンプ MG-25 吐出量400ℓ/min、吐出圧60kgf/cm2 MGシリーズ 

8 ボーリングマシン エクスプローラー EP-1W  掘進能力1,200m 
EP-1の高トルク型、深尺・大口径ボーリ

ング両用 

  大型プレパクトミキサー MX-3300 攪拌容量3,000ℓ プラネタリー攪拌式 

  ワイヤラインコアバーレル KH-Q，KN-Q，KB-Q，KA-Q   KQシリーズ 

12  大口径ボーリングマシン KM-15A 掘進能力200m、掘さく径1,000mm 低速回転、高トルク型、BH杭施工 

1973 

(昭和４８年) 

2 超高圧プランジャーポンプ PG-75S 吐出量49ℓ/min、吐出圧630kgf/cm2 PG-75を改良、標準化 

5 ボーリングマシン アンデス AD-1A  掘進能力3,000m 
国産最大級のスピンドル型ボーリング

マシン 

  全自動ボーリングマシン FX-40A 掘進能力100m  
ロッドマガジン付、通産省研究費による

実験機 

11 超高圧プランジャーポンプ PG-40 吐出量60ℓ/min、吐出圧200kgf/cm2 ジェットグラウト用 

  ローラーカッター H-201シリーズ   チップインサート型 

  大口径用ボーリングロッド  N-101，N-85 テーパーネジ式ロッド Nシリーズ 

12 自動掘進式ボーリングマシン OE-2LEA 掘進能力200m ロッド１本分無人運転 
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年 月 製  品  名 型   式 性   能 特    長 

1974 

(昭和４９年)  
  ピストンポンプ FG-15 吐出量0～470ℓ/min、吐出圧32kgｆ/cm2 全油圧式エア・モルタル注入、長距離圧送用 

  大型プレパクトミキサー MX-1500 攪拌容量1,200ℓ プラネタリー攪拌式 

1975 

(昭和５０年) 

3 海底沈座式ボーリングマシン マリンドリル MD-300PT 水深300m、コア径36mm、掘進能力0.75m バッテリ、モータ駆動1サイクル自動掘さく 

4 水平ボーリングマシン FS-60C 掘進能力1,000m 
２重管リバース掘さく、掘進実績1,458m、電

動機駆動型 

5 ボーリングマシン クラスター CR-2  掘進能力2,200m、掘さく径125mm 深尺ボーリングマシン、CR-1改良型 

7 ロータリーパーカッションドリル RPD-1 掘進能力30m、掘さく径125mm 国産初の全油圧式クローラ搭載 

  水平ボーリングマシン FS-75A 掘進能力40m、掘さく径380mm 全油圧式水平管推進専用機 

1976 

(昭和５１年) 

3 長尺水平ボーリングマシン BED-100 掘進能力水平2,000m 
エレクトロドリル用孔内加圧掘り、自動計測

記録装置装備 

8 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-50C 掘進能力30m、掘さく径112mm 全油圧式、アンカー工事用、クローラ搭載 

  水平ボーリングマシン FS-30S 掘進能力200m 多目的水平掘さく機 

1977 

(昭和５２年) 

3 

エア・モルタルポンプ FG-20 吐出量0～440ℓ/min、吐出圧45kgf/cm2 全油圧式エア・モルタル注入、長距離圧送用 

シールドレイズマシン UPB-75A 掘進能力50m、掘さく径1,400mm 
上向きに立坑掘さく、シールド・セグメント連

行 

水平ボーリングマシン FS-40S 掘進能力300m FS-30Sの強力型 

7 大口径リバースボーリングマシン ビッグマンシビル RBB-100A    掘進能力150m、掘さく径1,800mm ポンプサクション、エアーリフト両用式 

8 
ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-65LCE 掘進能力60m、掘さく径137mm アロードリル最初の量産型、クローラ搭載 

坑内用小型ボーリングマシン ミゼットドリル HC-42  掘進能力100m シングルカラムにマウント可 

9 大口径ボーリングマシン KX-2J 掘進能力60m、掘さく径280mm 
KX-2A改良型、中空パイル先端球状根造成

用 

11 超高圧プランジャーポンプ PG-50TV 吐出量60ℓ/min、吐出圧250kgｆ/cm2 中空パイル先端球状根造成用、可変容量 

1978 

(昭和５３年) 

3 

矢板圧入用ボーリングマシン FP-150 掘さく径120mm フォークリフト搭載２軸オーガ 

海底沈座式ボーリングマシン マリンドリル MD-500H 水深500m、掘進能力6.0m 
バッテリ駆動、ソナー遠隔操作、1サイクル自

動掘さく 

4 超高圧プランジャーポンプ PG-60TV 吐出量13～115ℓ/min、吐出圧200kgｆ/cm2 ジェットグラウト用、可変容量 

5 大容量ピストンポンプ MG-50 吐出量1,090ℓ/min、吐出圧30kgｆ/cm2 MGシリーズ 

11 超高圧プランジャーポンプ PG-75HV 吐出量35～152ℓ/min、吐出圧315kgf/cm2 ジェットグラウト用、可変容量 

1979 

(昭和５４年) 

6 超高圧プランジャーポンプ PGW-40TV 吐出量30ℓ/min×2、吐出圧200kgｆ/cm2 ジェットグラウト用、2液式4連、可変容量 

9 水平ボーリングマシン FS-20A 掘進能力水平100m 炭鉱坑内ガス抜き用 

10 水平ボーリングマシン FS-60H 掘進能力水平1,000m 
油圧モータ駆動、2重管リバース、ワイヤライ

ン工法 

7 

大口径岩盤掘さく機 ビッグマン BMS-40A 掘進能力60m、掘さく径800mm 
ビッグマンシリーズ小型機、小規模鉱山使用

可 

1980 

(昭和５５年)   
ジェットグラウト施工機 FSG-20AC トルク200kgf-m、ストロ－ク3.5m 

トップドライブ、ロングフィード自動ステップ引

き上げ式、クローラ搭載 

薬液注入プランジャーポンプ HPW-3TV 吐出圧35kg/cm2、吐出量24ℓ/min×2 2液式4連、可変容量 

9 シールドレイズマシン UPB-100A 掘進能力上向き60m、掘さく径1,700mm UPB-75Aの大型化 

1981 

(昭和５６年) 

1 大口径リバースボーリングマシン ビッグマン・シビル RBB-75A 掘進能力100m、掘さく径1,000mm RBB-100Aを小型化 

  自動変量ピストンポンプ KV-15 吐出量0～230ℓ/min、吐出圧70kgf/cm2 全油圧式、グラウト用、圧力一定制御 

5 ボーリングマシン GSR-100A 掘進能力3,000m スピンドル・テーブル両用 

6 水平ボーリングマシン FS-100A トルク2,000kgf-m、ストロ－ク4.0m 弧状推進用 

10 ボーリングマシン OE-8 掘進能力400m 巻上能力を高めたOEシリーズ最大機種 

1982 

(昭和５７年) 

6 
海底沈座式ボーリングマシン マリンドリル MD-100T 水深100m コ－ンペネトロメ－タ調査用 

海底沈座式ボーリングマシン マリンドリル MV-100T 水深100m バイブロサンプラ 

11 全自動バッチャープラント KMP(A)-PM1500 製造能力15m３/ｈｒ 
セメント・ベントナイト・水を自動的に計量、撹

拌 

12 ジェットグラウト施工機 FSG-40AC トルク400kgf-m、ストロ－ク6.65m 
トップドライブ、自動ステップ引き上げ式、

ロッドマガジン付、クローラ搭載 

1983 

(昭和５８年) 

  ボーリングマシン OE-8BNS 掘進能力200m ジェットグラウト用、自動ステップ引き上げ式 

6 ボーリングマシン KT-100 掘進能力150m 小型軽量調査用 

8 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-30F-T01 掘進能力30m、掘さく径80mm 地震探査用発破孔掘さく、トラック搭載 

9 全自動住宅基礎杭施工機 シティボ－イ FSAP-60AC トルク1,500kgf-m、ストロ－ク5.5m ロッドマガジン付、クローラ搭載 

11 大口径掘さく機 ビッグマン BM-50PC 掘進能力200m、掘さく径250mm 廃棄物埋設孔掘さく用、クローラ搭載 
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1984 

(昭和５９年) 

1 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-20A 掘進能力70m、掘さく径65mm 坑内用、ターンテーブル付  

2 軌道路床改良機 SEG-8AW   ジェットグラウト施工機 

3 

水井戸掘さく機 FSW-200-2S (FSW-7T) 掘進能力325m 
トップドライブ式、掘さくシステム1式ト

ラック搭載 

水井戸掘さく機 FSW-300-3L (FSW-14T) 掘進能力800m 
トップドライブ式、掘さくシステム1式ト

ラック搭載 

4 ボーリングマシン KM-15BL 掘進能力150m 海底地質調査 モノポッドリグに搭載 

5 大口径ボーリングマシン KXL-50 掘進能力800m 
温泉・水井戸掘さく用、ドライブシャフト

伝導式トップドライブ 

6 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-25T 掘進能力30m、掘さく径80mm  ダムグラウト孔掘さく小型機 

7 海底沈座式ボーリングマシン マリンドリル MDC-200/10-PSU 水深200m、調査計測深さ10m 
コ－ンペネトロメ－タによる海底地盤調

査 

8 

ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-65LC-B2 掘進能力80m、掘さく径137mm 
トンネルグラウト孔掘さく用、クローラ搭

載 

トンネルグラウトシステム KCB-200(B)-B   
セメント・ベントナイト・プラント、軌道台

車搭載 

トンネルグラウトシステム KCP-200-B   ケミカル・プラント、軌道台車搭載 

1985 

(昭和６０年) 

1 

ロ－タリ－テ－ブルマシン HRT-100A テーブル・オープニング径1,000ｍｍ ダウン・ザ・ホ－ル・ドリル用 

海底沈座式ボーリングマシン マリンドリル MDC-100/100-AH 水深100m、掘進能力100m リエントリタイプ、多目的海底地質調査 

3 水井戸掘さく機 RTW-10Ｔ-４Ｌ 掘進能力500m 
ロ－タリ－テ－ブル式、掘さくシステム 

1式トラック搭載 

5 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-65L-S6 掘進能力60m、掘さく径137mm スキッドベース 

6 水平ボーリングマシン FS-100B 掘進能力70m、掘さく径350mm 
礫層・転石層管推進ＳＳＴ工法専用1号

機 

9 水平ボーリングマシン FS-120A 掘進能力500m ガス管長距離推進システム用掘さく機 

12  ジェットグラウト施工機 JMM-40NEW トルク600kgf-m、ストロ－ク3.5m ＪＭＭ工法専用機、台車搭載 

1986 

(昭和６１年) 

1 全自動バッチャープラント KMP(A)-PM2000 製造能力30m３/hr 大型建機による地盤攪拌改良工事用 

2 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-60SB-C-2 掘進能力50m、掘さく径125mm 水井戸掘さく用、スキッドベース搭載  

3 全自動ボーリングマシン ADS-15A 掘進能力100m 
ロッドマガジンにロッド6本収納、ダム監

査廊グラウト孔掘さく用 

6 水井戸掘さく機 FSW-20T-L05 掘進能力800m 
トップドライブ式、掘さくシステム1式ト

ラック搭載 

7 全自動バッチャープラント KMP(A)-PLM600 製造能力12m３/hr 地盤改良工事用 
8 ボーリングマシン OP-1S 掘進能力150m ダム監査廊用としてOP-1を小型化 

9 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-40C-A1 掘さく径45mm アースネイリング工法用、クローラ搭載 

10 
下水管ホースライニング施工機 DMD-7A   下水管更新工法専用機 

弧状推進機 NKR-10A   曲がり管推進特殊機 

1987 

(昭和６２年) 

3 全自動バッチャープラント KMP（A）-PM1800 製造能力25m３/hr 地盤改良工事用 

4 
モルタルバッチャープラント KMP-HM900×2 ミキサー2筒、攪拌容量600ℓ×2 モルタルミキシング用 

モルタルバッチャープラント KMP-HM900×3 ミキサー3筒、攪拌容量600ℓ×3 モルタルミキシング用 

5 

超高圧プランジャーポンプ PG-100A 吐出量178ℓ/min、吐出圧440kgf/cm2 ジェットグラウト用 

大口径ボーリングマシン SDR-25A 掘進能力300m、掘さく径1,500mm BH杭施工、水井戸掘さく、高トルク型 

ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-100C 掘進能力70m、掘さく径225mm クローラ搭載 

11 大容量ピストンポンプ MG-75A 吐出量1,470ℓ/min、吐出圧82kgｆ/cm2 MGシリーズ 

12 ボーリングマシン RK-3A-HYD 掘進能力300m 油圧駆動型 

1988 

(昭和６３年) 

3 ボーリングマシン GSR-100C 掘進能力3,000m スピンドル・テーブル両用 

6 全自動バッチャープラント KMP(A）-PLM300 製造能力4.8m3/hr 地盤改良工事用 

9 ボーリングマシン KM-15BN 掘進能力200m 
ジェットグラウト用、自動ステップ引き上

げ式 

10 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-100SL-F2 掘進能力50m、掘さく径225mm スキッドベース搭載強力型 

11 

水平ボーリングマシン FS-120B 掘進能力50m、掘さく径516mm 礫層、転石層管推進、SST工法用 

ロータリーパーカッションドリル 
アロードリル RPD-40SL-B2-

STEP 
掘進能力35m、掘さく径137mm 

ジェットグラウト施工用、ステップ自動引

き上げ式 

ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-30T-A2 掘進能力15m、掘さく径65mm アース棒埋設施工用、トラック搭載 

1989 

(昭和６４年) 

(平成元年) 

5 

グラウト流量計 CGF-20-300/30 流量300ℓ/min、圧力30kgｆ/cm2 モルタルグラウト計測可 

ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-75SL-H2 掘進能力60m、掘さく径157mm 
スキッドベース式、内径3.5ｍライナープ

レート内集排水孔ボーリング 

9 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-75T-E1 掘進能力80m、掘さく径65mm 
トンネル・グラウト孔掘さく、2ブーム・ガ

ントリー搭載 

  ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-75SL-H3 掘進能力60m、掘さく径157mm 
スキッドベース式、内径3mライナープ

レート内集排水ボーリング 
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1990 

(平成２年)  

3 水井戸掘さく機 FSW-3T-S05 掘進能力170m 
トップドライブ式、掘さくシステム1式トラック

搭載 

5 水井戸掘さく機 RTW-25T-L06 掘進能力1,000m 
ロータリーテーブル式、掘さくシステム1式ト

ラック搭載 

6 
ボーリングマシン GSR-75A 掘進能力2,500m スピンドル・テーブル両用 

ロータリーテーブルマシン RTP-680A テーブル・オープニング径680mm ダウン・ザ・ホ－ル・ドリル用 

7 ロータリーテーブルマシン RTP-380A テーブル・オープニング径380mm ダウン・ザ・ホール・ドリル用 

8 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-30C-A2 掘進能力30m、掘さく径80mm グラウト工事用、クローラ搭載 

9 

大口径掘さく機 BG-14 トルク14t-m クローラ搭載 

全自動住宅基礎杭施工機 シティガイ FSAP-80AC トルク600kgf-m、ストロ－ク4.35m 
ロッドマガジン（ロッド８本収納）付、クローラ

搭載 

11 住宅基礎杭施工機 FSP-25AC トルク400kgf-m、ストロ－ク5.6m ＥＺパイル施工専用機、クローラ搭載 

1991 

(平成３年) 

1 超高圧プランジャポンプ PG-75NEW 吐出量105ℓ/min、吐出圧26MPa ジェットグラウトPGポンプ新シリーズ 

2 ジェットグラウト施工機 FSJ-40B トルク8.0kN-m、ストロ－ク2.0m 自動ステップ引き上げ式 

4 グラウト流量計 KFM-20W-300/35 流量300ℓ/min、圧力3.5MPa モルタルグラウト計測可 

5 火星探査用ボーリングマシン MARS-1 トルク0.7kN-m、ストロ－ク1.5m 移動式実験機 

7 
ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-100C（Ⅳ） 掘進能力70m、掘さく径225mm イコライザー式クローラ搭載 

ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-130C-EQ 掘進能力80m、掘さく径225mm イコライザー式クローラ搭載 

9 プランジャポンプ MG-3Ren-30 吐出量220ℓ/min、吐出圧5.0MPa 低脈動３連グラウトポンプ 

11 大口径掘さく機 BG-7 トルク70ｋN-m クローラ搭載 

12 柱状地盤改良機 FSG-40BC トルク7.0ｋN-m 
柱状杭施工用１号機、貫通式ヘッド、クロー

ラ搭載 

1992 

(平成４年) 

3 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-200SL-J2 掘進能力100m、掘さく径225mm 
アロードリルの最大型、スキッドベース、掘

進実績水平250m、垂直200m 

4 全自動バッチャープラント KMP(A)-ELM1400 製造能力20m3/hr 地盤改良工事用 

5 

住宅基礎杭施工機 FSP-40AC トルク4.0kN-m、ストロ－ク5.5m  
鋼管杭施工用パーカッションヘッド、テレス

コープ式ガイド、クローラ搭載 

ロータリーパーカッションドリル アタッチドリル RPD-130AT 掘進能力80m、掘さく径101mm パワーショベルに装着 

大口径岩盤掘さく機 ビッグマン BM-150A 掘進能力300m、掘さく径2,050mm ビッグマン新シリーズ１号機 

6 

ボーリングマシン FSD-3T-S07 掘進能力200ｍ トップドライブ、トラック搭載コアドリル 

ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-65C-E2-KS 掘進能力60m、掘さく径137mm 
トンネル前方探査、グラウト孔掘さく、クロー

ラ搭載 

8 全自動バッチャープラント KMP(A)-PM1800(Ⅸ) 製造能力24m3/hr 地盤改良工事用、最多量産機 

9  水井戸掘さく機 FSW-20T-L05 掘進能力800m 
トップドライブ、掘さくシステム1式トラック搭

載 

10 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-130SL-F2-W 掘進能力80m、掘さく径225mm 
水井戸掘さく機、自動ロッド着脱装置、スラ

イドベース付 

1993 

(平成５年) 

2 薬液注入プランジャーポンプ HPW-3FV 吐出量(2.6～27ℓ/min)×2、吐出圧3.5MPa 
2液4連プランジャーポンプ、インバータ制御

可変容量 

3 プランジャポンプ MG-3Ren-15H 吐出量150ℓ/min、吐出圧5.5MPa 低脈動３連グラウトポンプ 

7 ボーリングマシン KT-1STEP 掘進能力100m 薬液注入用、自動ステップ引き上げ式 

9 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-100SL-K2 掘進能力70m、掘さく径225mm 掘さくデータ計測記録（M.W.D.） 

1994 

(平成６年) 

2 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-130C（Ⅱ） 掘進能力80m、掘さく径225mm インナークランプ付、クローラ搭載 

3 モルタル吹付機 CERS-101 吹付量10m3/hr 低公害エアレス式、自走式 

4 全自動バッチャープラント KMP(A)-PLM150 製造能力3.6m3/hr 住宅基礎柱状杭造成用 
5 ロータリーテーブルマシン RTP-510 テーブル・オープニング径510mm ダウン・ザ・ホール・ドリル用 

8 
柱状地盤改良機 FSG-50AC トルク9.0ｋN-m、ストローク3.3ｍ 柱状杭施工用、貫通式ヘッド、クローラ搭載 

ボ－リングマシン FSX-7 掘進能力30m 小型地盤改良機、連続引上げ式 

9 地盤調査車 KCP-25T 貫入力25ｔ コーン貫入、S波測定、N値計測 

11 超高圧プランジャポンプ PG-120NEW 吐出量120/220ℓ/min、吐出圧40/20MPa ジェットグラウトPGポンプ新シリーズ 

1995 

(平成７年) 

2 大口径掘さく機 BMC-200 トルク70ｋN-m 各種地盤対応可、クローラ搭載 

3 温泉ボーリングマシン スピ－ドSPAドリル SSD-2000 掘進能力2,000m 
SSDシリーズ１号機、トップドライブ、ロッドポ

ジショナ付 

5 柱状地盤改良機 FSG-90BC トルク12.2ｋN-ｍ、ストローク9.0ｍ 
ダウン・ザ・ホール・ドリル使用可、クローラ

搭載 

6 水井戸掘さく機 FSW-50AC 掘進能力80ｍ クローラ搭載 

9 グラウト流量計 PCF-10 流量60ℓ/min、圧力6.0MPa 流量圧力測定 

柱状地盤改良機 FSG-50DC トルク9.8ｋN-m、ストローク6.0ｍ 
柱状杭・鋼管杭施工、トップドライブ、クロー

ラ搭載 
10  

ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-50C-HWS 掘進能力50m、掘さく径125mm 
ホーム・ウオーター・システム水井戸掘さく

機、ゴムクローラ搭載 

11 ボーリングマシン KT-4STEP 掘進能力100m、4段変速 薬液注入用、自動ステップ引き上げ式 
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1996 

(平成８年) 

2 柱状地盤改良機 FSG-40DC トルク7.0ｋN-m、ストローク4.0ｍ 
柱状杭施工用、貫通式ヘッド、クローラ

搭載 

3 ロータリーテーブルマシン RTP-100B テーブル・オープニング径1,000mm  ダウン・ザ・ホール・ドリル用 

4 大口径岩盤掘さく機 ビッグマン BM-500A 掘進能力400m、掘さく径4.75m レイズボーラ大型シリ－ズ 

7 
流動化処理土製造自動プラント KMP(A)-LSS2200 製造能力39m3/hr 建設残土再利用 

温泉ボーリングマシン スピ－ドSPA ドリル SSD-3000 掘進能力3,000m トップドライブ、ロッドポジショナ付 

8 
基礎杭施工機 FSP-50B トルク20kN-ｍ、ストロ－ク6.0ｍ ダウン・ザ・ホール・ドリル使用可 

超高圧プランジャポンプ PG-150NEW 吐出量135/240ℓ/min、吐出圧43/20MPa PGポンプ新シリーズ 

10 柱状地盤改良機 FSG-90DC トルク16.0kN-m、ストロ－ク9.0m 
トップドライブ、ジェットグラウト・強制攪

拌両用、クローラ搭載 

11 ボーリングマシン SMM-7 掘進能力30m、掘さく径125m 自動ステップ引上装置付 

12 
ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-45L2 掘進能力40m、掘さく径125mm アンカー、ロックボルト施工 

温泉ボーリングマシン スピ－ドSPAドリル SSD-1200 掘進能力1,200m トップドライブ、ロッドポジショナ付 

1997 

(平成９年) 

1 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-50TT 掘進能力80m、掘さく径157mm 
地質調査、土壌汚染調査、PS-WL使

用、ゴムクローラ搭載 

2 小型ドレン材挿入機 UL-20 トルク1.5kN-m、ストロ－ク3.2m 液状化防止スパイラルドレーン工法用 

3 低空頭連続壁施工機 LD-440 掘進能力40m、壁厚800mm クローラ搭載 

7 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-100C-SK 掘さく径330mm 
転炉出鋼口スリーブ交換機、クローラ

搭載 

1998 

(平成１０年) 

2 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-30L 掘進能力30m、掘さく径125mm ロックボルト、アンカー施工用 

9 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-100N3 掘進能力80m、掘さく径175mm 
地すべり防止集排水孔掘さく、内径3ｍ

ライナープレート用、スキッドベース 

1999 

(平成１１年) 

1 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-100C-SW 掘さく径320mm 
転炉出鋼口スリーブ交換機、クローラ

搭載 

6 水井戸掘さく機 EGC-120AC 掘進能力600m クローラ搭載 

11 マンホ－ルカッタ MHM-1500 掘さく径1,500mm マンホ－ル交換機 

2000 

(平成１２年) 

3 

水井戸掘さく機 せせらぎ号 FGW-15E-B 掘進能力70m 
トップドライブ、二重管掘さく、ダウン・

ザ・ホール・ドリル使用 

ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-45C-KNY 掘進能力40m、掘さく径125mm 
トンネル内360°グラウト孔掘さく、ク

ローラ搭載 

7 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-100C-RC 掘進能力70m、掘さく径225mm リモートコントロール、クローラ搭載 

2001 

(平成１３年) 

3 柱状地盤改良機 FSG-60AC トルク15kN-m、ストローク6.5ｍ  
柱状杭・鋼管杭施工、トップドライブ、ク

ローラ搭載 

7 住宅基礎杭施工機 FSP-40AC-2 トルク5.4kN-m、ストローク8.0ｍ 
鋼管杭施工用、パーカッションヘッド、

テレスコープ式ガイド、クローラ搭載 

9 
ロックボルト施工機 ED-N1-A トルク1.0kＮ-ｍ、ストローク0.5ｍ  

ダウン・ザ・ホール・ドリル使用、エンジ

ン、電動機、エアモータ選択可、急傾斜

法面用 

ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-150C 掘進能力80m、掘さく径175mm 第１次排ガス規制対応、クローラ搭載 

10 ポ－タブルドリル ネコドリル NKD-90A 掘進能力5ｍ 土壌汚染調査機 

12 
全自動住宅基礎杭施工機 FSAP-80BCL トルク60kN-m、ストローク7.5ｍ  

コンピュータ制御、ロッドマガジン付、ク

ローラ搭載 

ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-40C 掘進能力30m、掘さく径102mm グラウト孔掘さく、クローラ搭載 

2002 

(平成１4年) 
7 ロータリーバイブレーションドリル RVD-50C 起振力53ｋN、起動数42Hz 低騒音型、クローラ搭載 

2003 

(平成１５年) 

4 地下水処理プラント KWS-9-CWC 処理能力9m3/hr 深層地下水活用システム用 

7 
地下水処理プラント KWS-5.4-YMH 処理能力5.4m3/hr 深層地下水活用システム用 

ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-75TKH 掘進能力80m、掘さく径65mm トンネル内360°グラウト孔掘さく 

9 

ロータリーパーカッションドリル ソニックドリル ED-15B 掘進能力20m 
土壌汚染調査用、低騒音、ゴムクロー

ラ搭載 

ロータリーパーカッションドリル ちびっこアロー RPD-20L 掘進能力10m、掘さく径90mm 
小型軽量機 ロックボルト、二重管掘さ

く 

12 地下水処理プラント KWS-7.2-CWN 処理能力7.2m3/hr 深層地下水活用システム用 

2004 

(平成１６年) 

1 

地下水処理プラント KWS-13-PFO 処理能力13m3/hr 深層地下水活用システム用 

ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-60TKC 掘進能力70m、掘さく径170mm 弧状コントロールボーリング 

ボーリングマシン SD-3D 氷厚3m、掘さく径600mm 海氷掘さく専用、スキッド搭載 

2 住宅基礎杭施工機 FSP-50AC トルク15ｋN-m、ストローク8.2ｍ 
鋼管杭施工用、パーカッションヘッド、

テレスコープ式ガイド、クローラ搭載 

7 地下水処理プラント KWS-9-CFC 処理能力9m3/hr 深層地下水活用システム用 

11 
地下空気汚染調査システム グラウンドエア・システム GAS-B 吸引圧力0.02MPa  軽量コンパクト 

地下水処理プラント KWS-6-OCH 処理能力6m3/hr 深層地下水活用システム用 



年 月 製   品   名 型    式 性    能 特      長 

2005 

(平成１７年) 

2 地盤改良機 FSPG-50AC トルク15kN-m、ストローク8.0m 
鋼管杭・柱状杭両用、貫通式ヘッド、テ

レスコープ式ガイド 

5 バイブレ－ション式ドリルヘッド V-150 起振力90kN、振動数42Hz 低騒音型 
6 全自動バッチャープラント KMP(A)-VM1500W-18 製造能力24m3/hr 地盤改良工事用 

7 鉄塔基礎杭施工機 FSP-50BC トルク15kN-m、ストローク2.2ｍ 
ダウン・ザ・ホール・ドリル使用、傾斜掘

り可、クローラ搭載 

10 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-70KN 掘進能力80m、掘さく径101mm アース棒埋設施工機 

12 全自動バッチャープラント KMP(A)-VM1500W-16 製造能力24m3/hr 地盤改良工事用 

2006 

(平成１８年) 

3 住宅基礎杭施工機 FSV-50AC 起振力45kN、振動数30Hz 
バイブレーション式200ｍｍHパイル建

込、クローラ搭載 

9 住宅基礎杭施工機 FSV-100AC 起振力145kN、振動数42Hz 
バイブレーション式200ｍｍHパイル建

込、クローラ搭載 

2007 

(平成19年) 

3 ジェットグラウト施工機 FSG-50F トルク10kN-m、ストローク3.5ｍ ＪＭＭ工法、台車搭載 

7 ドリルヘッド DH-250 トルク250kN-m オーガー用 

8 住宅基礎杭施工機 FSV-80AC 起振力145kN、振動数42Hz 
バイブレーション式200mmHパイル建

込、クローラ搭載 

9 

バイブレ－ション式ドリルヘッド V-30 起振力26kN、振動数45Hz 低騒音型 
ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-180CBR 掘進能力70m、掘さく径225mm ブームローテーション式、クローラ搭載 

地熱開発ボ－リングマシン スピードSPAドリル SSD-4000 掘進能力4,000m トップドライブ式、ロッドポジショナー付 

10 全自動バッチャープラント KMP(A)-VM1800W-39 製造能力40m3/hr 地盤改良工事用 

12 
水平ボーリングマシン FS-100B-KG2 掘進能力70ｍ、掘さく径350ｍｍ 河川浄化、ろ過集水ボーリング 

水平ボーリングマシン FS-120-KG3 掘進能力75ｍ、掘さく径520ｍｍ 河川浄化、ろ過集水ボーリング 

2008 

(平成20年) 

3 薬液注入ポンプ KGP-3 吐出量3～15ℓ/min×2、吐出圧3.5MPa 

2液4連薬液注入、耐酸・耐アルカリ性ロ

ングライフ型、インバータ制御、可変容

量 

4 住宅地盤改良機 FSPG-50BC トルク15/20kN-m、ストローク6.5m 
日立建機㈱共同開発、鋼管杭・柱状杭

両用 

7 

ロータリーバイブレーションドリル RVD-25 起振力20kN、振動数40Hz 
土壌汚染調査、地中熱利用井戸掘さく、

低騒音、ゴムクローラ搭載 

ウラン鉱採鉱井戸掘さく機 KZ800A 掘進能力800m、掘さく径170mm トップドライブ、トレーラー搭載 

ジェットグラウト施工機 FSG-50F トルク15kN-m、ストローク6.5ｍ ＪＭＭ工法専用機、移動台車搭載 

水平ボーリングマシン FS-120-KG3 掘進能力75ｍ、掘さく径520ｍｍ 河川浄化、ろ過集水ボーリング 

8 大口径岩盤掘さく機 ビッグマン BM-600A 掘進能力400m、掘さく径6.0m 国内最大のレイズボーラー 

9 ドリルヘッド DH-180 トルク180kN-m オーガー用 

11 ドリルヘッド DH-90 トルク90kN-m  オーガー用 

2009 

(平成21年)  
3 住宅基礎杭施工機 FSV-50BC 起振力45kN、振動数30Hz 

バイブレーション式200mmHパイル建

込、クローラ搭載、オフロ－ド法対応 

6 大口径水井戸掘さく機 FSR-75A 掘進能力150m、掘さく径450mm リバース工法による大口径掘さく 

2010 

(平成22年)    

3  

地盤調査車 KCP-25T（2） 貫入力25ｔ 
MWD、コーン貫入、換算N値計測、PSワ

イヤライン 

コントロールボーリングマシン FSC-100 掘進能力1000m、掘さく径120mm 水平コントロールボーリング調査 

ウラン鉱採鉱井戸掘さく機 KZ800B 掘進能力800m、掘さく径170mm トップドライブ、トレーラー搭載 

6 ロータリーバイブレーションドリル RPD-150（3）VNT-3M 起振力82kN、振動数40Hz 地中熱利用井戸掘さく、低騒音 

8 住宅地盤改良機 FSPG-50BC-GS トルク15/20kN-m、ストローク6.5m 
日立建機㈱共同開発、鋼管杭・柱状杭

両用 

9  

ロータリーパーカッションドリル ソニックドリル ED-15P 掘進能力20m 南極アンテナ設置孔施工機 

ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-150CEP-A 掘進能力80m、掘さく径225mm 
防爆電動機、MWD搭載、走行用ディー

ゼルエンジン付 

10 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-150CEP-B 掘進能力80m、掘さく径225mm 
防爆電動機、MWD搭載、走行用防爆エ

ンジン付 

2011 

(平成23年)  3 ウラン鉱採鉱井戸掘さく機 KZ800C 掘進能力800m、掘さく径170mm トップドライブ、トレーラー搭載 

2012 

(平成24年)  

2 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-70C 掘進能力70m、掘さく径157mm 土壌汚染調査、地中熱利用井戸掘さく 

3 ロータリーバイブレーションドリル RVD-50C-ST 起振力53kN、振動数42Hz 
井戸掘さく、低騒音 3次排ガス規制対

応パワーユニット 

3 ウラン鉱採鉱井戸掘さく機 KZ800D 掘進能力800m、掘さく径170mm トップドライブ、トレーラー搭載 

5 ロータリーパーカッションドリル アロードリル RPD-160C 掘進能力80m、掘さく径225mm 新型ドリルヘッドKD1200B搭載 
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第１章  総則 
 

（商号） 

第１条 

当会社は鉱研工業株式会社と称し、英文では KOKEN 

BORING MACHINE CO., LTD. と表示する。 

 

（目的） 

第２条 

当会社は次の事業を営むことを目的とする。 

１．地下資源開発、地下エネルギー資源開発並びに建 

  設事業などにおいて使用されるボーリング・グラ 

  ウト用機器、付属品の製造・売買及びリース・レ 

  ンタル事業。 

２．地下資源開発、地下エネルギー資源開発並びに建

設事業に関するボーリング・グラウト工事及び建

設工事の請負施工。 

 ３．前各号に関するコンサルティング業務。 

 ４．前各号に関する海外取引業務。 

 ５．損害保険代理業務及び生命保険の募集に関する業 

   務。 

 ６．前各号に付帯する一切の業務。 

 

（本店の所在地） 

第３条 

当会社は本店を東京都豊島区に置く。 

 

（公告の方法） 

第４条 

当会社の公告は、電子公告より行う。ただし、電子公

告によることができないやむを得ない事由が生じた場

合は、日本経済新聞に掲載する。 

 

第２章  株式 

 

（発行可能株式総数） 

第５条 

当会社の発行可能株式総数は、３，０００万株とす

る。 
 

（自己の株式の取得） 

第６条 

当会社は、会社法第165条第2項の規定により、取締役

会の決議によって同条第1項に定める市場取引等により

自己の株式を取得することができる。 

 

（単元株式数） 

第７条 

当会社の単元株式数は、100株とする。 

 

（単元未満株式についての権利） 

第８条 

当会社の単元未満株式を有する株主は、次の各号に掲 

げる権利以外の権利を行使することができない。 

１．会社法第189条第2項各号に掲げる権利。 

２．会社法第166条第1項の規定による請求をする権  

  利。 

３．株主の有する株式数に応じて募集株式の割当て 

  及び募集新株予約権の割当てを受ける権利。 

４．次条に定める請求をする権利。 
 

（単元未満株式の売渡請求） 

第９条 

当会社の単元未満株式を有する株主は株式取扱規程に

定めるところにより、その単元未満株式の数と併せて

単元株式数となる数の株式を売り渡すことを請求する

ことができる。 
 

（株式取扱規程） 

第１０条 

当会社の株主権行使の手続きその他株式に関する取扱

いは、法令または本定款のほか、取締役会において定

める株式取扱規程による。 
 
 

（基準日） 

第１１条 

当会社は、毎事業年度末日の最終の株主名簿に記載ま

たは記録された議決権を有する株主をもって、その事

業年度に関する定時株主総会において権利を行使する

ことができる株主とする。 

②前項に定めるほか、必要があるときは、取締役会の

決議によって、あらかじめ公告して臨時に基準日を

定めることができる。 
 

（株主名簿管理人） 

第１２条 

当会社は、株主名簿管理人を置く。 

②当会社の株主名簿管理人及びその事務取扱場所は、

取締役会の決議によって定め、これを公告する。 

③当会社の株主名簿及び新株予約権原簿の作成並びに

備置き、その他の株式に関する事務は、これを株主

名簿管理人に取扱わせる。 

 

第３章  株主総会 

 

（招集） 

第１３条 

当会社の定時株主総会は、毎年６月に招集し、臨時株

主総会は、その必要がある場合に随時これを招集す

る。 

 

（招集者及び議長） 

第１４条 

当会社の株主総会は、取締役社長がこれを招集し、議

長となる。 

②取締役社長に事故あるときは、あらかじめ取締役会

において定める順序により、他の取締役がこれに代

わる。 

 

４．定款 
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（株主総会参考書類等のインターネット開示） 

第１５条 

当会社は、株主総会の招集に際し、株主総会参考書

類、事業報告、計算書類及び連結計算書類に記載また

は表示をすべき事項に係る情報を、法務省令に定める

ところにしたがい、インターネットを利用する方法で

開示することにより、株主に対して提供したものとみ

なすことができる。 

 

（決議の方法） 

第１６条 

当会社の株主総会の決議は、法令または本定款に別段

の定めがある場合を除き、出席した株主の議決権の過

半数をもって行う。 

②会社法第309条第2項に定める決議は、本定款に別段

の定めがある場合を除き、当該株主総会において議

決権を行使することができる株主の議決権の３分の

１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の

２以上をもって行う。 

 

（議決権の代理行使） 

第１７条 

当会社の株主またはその法定代理人は、当会社の議決

権を有する他の株主１名を代理人として、議決権を行

使することができる。 

②株主（またはその法定代理人）または代理人は、株 

 主総会ごとに代理権を証明する書面を当会社に提出  

 しなければならない。 

 

第４章 取締役及び取締役会 

 

（員数） 

第１８条 

当会社の取締役は10名以内とする。 

 

（選任） 

第１９条 

当会社の取締役は、株主総会の決議によって選任す

る。 

②当会社の取締役の選任決議は、議決権を行使するこ

とができる株主の議決権の３分の１以上を有する株

主が出席し、その議決権の過半数をもって行う。 

③当会社の取締役の選任決議は、累積投票によらない

ものとする。 

 

（任期） 

第２０条 

当会社の取締役の任期は、選任後１年以内に終了する

事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会の終

結の時までとする。 

 

（取締役会の設置） 

第２１条 

当会社は、取締役会を置く。 

 

（代表取締役） 

第２２条 

当会社の代表取締役は、取締役会の決議によって選定

する。 

 

（役付取締役） 

第２３条 

当会社は取締役会の決議によって、取締役会長、取締

役社長各１名、取締役副社長、専務取締役、常務取締

役各若干名を選定することができる。 

 

（取締役会の招集及び議長） 

第２４条 

当会社の取締役会は法令に別段の定めがある場合を除

き、取締役社長が招集しその議長となる。 

②取締役社長に事故あるときは、あらかじめ取締役会

において定める順序により他の取締役がこれに代わ

る。 

 

（招集通知） 

第２５条 

当会社の取締役会の招集通知は、会日の３日前までに

各取締役及び各監査役に対して発する。ただし、緊急

の必要があるときはこの期間を短縮することができ

る。 

 

（決議の方法等） 

第２６条 

当会社の取締役会の決議は、議決に加わることができ

る取締役の過半数が出席し、その過半数をもって行

う。 

②当会社は、取締役会の決議事項について、取締役

（当該事項について議決に加わることができるもの

に限る。)の全員が書面または電磁的記録により同意

の意思表示をしたときは、当該決議事項を可決する

旨の取締役会の決議があったものとみなす。ただ

し、監査役が当該決議事項について異議を述べたと

きはこの限りでない。 

 

（取締役会規則） 

第２７条 

当会社の取締役会に関する事項は、法令または本定款

に別段の定めがある場合を除き、取締役会において定

める取締役会規則による。 

 

（報酬等） 

第２８条 

当会社の取締役の報酬、賞与その他の職務執行の対価

として当会社から受ける財産上の利益（以下「報酬

等」という。）は、株主総会の決議によって定める。 

 

（取締役の責任免除） 

第２９条 

当会社は、会社法第426条第1項の規定により、取締役

会の決議によって、同法第423条第1項の取締役（取締
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役であった者を含む。）の責任を法令の限度において

免除することができる。 

②当会社は、会社法第427条第1項の規定により、社外

取締役との間に、同法第423条第1項の賠償責任につ

き、同法第425条第1項に定める最低責任限度額を限

度とする契約を締結することができる。 

 

第５章  監査役及び監査役会 

 

（監査役及び監査役会の設置） 

第３０条 

当会社は、監査役及び監査役会を置く。 

 

（員数及び常勤監査役） 

第３１条 

当会社の監査役は、４名以内とする。 

②監査役会は監査役の中から、常勤の監査役を選定す 

 る。 

 

（選任） 

第３２条 

当会社の監査役は、株主総会の決議によって選任す 

る。 

②当会社の監査役の選任決議は、議決権を行使するこ

とができる株主の議決権の３分の１以上を有する株

主が出席し、その議決権の過半数をもって行う。 

 

（任期） 

第３３条 

当会社の監査役の任期は、選任後４年以内に終了する

事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会終結

の時までとする。 

②任期満了前に退任した監査役の補欠として選任され

た監査役の任期は、退任した監査役の任期の満了す

る時までとする。 

 

（招集通知） 

第３４条 

当会社の監査役会の招集通知は、会日の３日前までに

各監査役に対して発する。ただし、緊急の必要がある

ときはこの期間を短縮することができる。 

 

（決議の方法） 

第３５条 

当会社の監査役会の決議は、法令に別段の定めがある

場合を除き、監査役の過半数をもって行う。 

 

（監査役会規則） 

第３６条 

当会社の監査役会に関する事項は、法令または本定款

に別段の定めがある場合を除き、監査役会において定

める監査役会規則による。 

（報酬等） 

第３７条 

当会社の監査役の報酬等は、株主総会の決議によって

定める。 

 

（監査役の責任免除） 

第３８条 

当会社は、会社法第426条第1項の規定により、取締役

会の決議によって、同法第423条第1項の監査役（監査

役であった者を含む。）の責任を法令の限度において

免除することができる。 

②当会社は、会社法第427条第1項の規定により、社外

監査役との間に、同法第423条第1項の賠償責任につ

き、同法第425条第1項に定める最低責任限度額を限

度とする契約を締結することができる。 

 

第６章 会計監査人 

 

（会計監査人の設置） 

第３９条 

当会社は、会計監査人を置く。 

 

（選任） 

第４０条 

当会社の会計監査人は、株主総会の決議によって選任

する。 

 

（任期） 

第４１条 

当会社の会計監査人の任期は、選任後１年以内に終了

する事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会

の終結の時までとする。 

②当会社の会計監査人は、前項の定時株主総会におい

て別段の決議がされなかったときは、当該定時株主

総会において再任されたものとみなす。 

 

（報酬等） 

第４２条 

当会社の会計監査人の報酬等は、代表取締役が監査役 

会の同意を得て定める。 

 

第７章  計算 

 

（事業年度） 

第４３条 

当会社の事業年度は、毎年４月１日から翌年３月３１

日までとする。 

 

（剰余金の配当） 

第４４条 

当会社は、取締役会の決議によって、会社法第459条第

1項各号に掲げる事項を定めることができる。 

②当会社は、前項に掲げる事項を株主総会の決議に 

 よっては定めない。 

③当会社は毎年３月３１日の最終の株主名簿に記載ま

たは記録された株主または登録株式質権者に対し金

銭による剰余金の配当を行う。 
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（中間配当） 

第４５条 

当会社は取締役会の決議によって、毎年９月３０日の

最終の株主名簿等に記載または記録された株主または

登録株式質権者に対して中間配当を行うことができ

る。 

 

（剰余金の配当等の除斥期間） 

第４６条 

当会社の剰余金の配当および中間配当が、その支払開

始の日から満３年を経過してもなお受領されないとき

は、当会社は、その支払義務を免れる。 

②未払配当金には利息をつけない。 

 

 

 

附則 

第１条 

当会社の株券喪失登録簿の作成及び備置きその他の株

券喪失登録簿に関する事務は、これを株主名簿管理人

に委託し、当会社においては取扱わない。 

 

第２条 

前条及び本条は、平成２２年１月５日まで有効とし、

平成２２年１月６日をもって前条及び本条を削るもの

とする。 
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編集を終えて 

当社は、経済の高度成長期のみならずその低迷

期においても技術の研究開発に力を注ぎ、その成果

は、わが国は言うに及ばず広く世界に受け入れられ

て今日に至っております。 

時代のニーズを取り込み発展してきた技術の系

譜を中心に会社経営の一端を織り交ぜながら、創業

から現在に至るまでの会社の歩みを幾つかのテーマ

に分けて具体的に記述し、その時々の内外のニーズ

に合わせた当社技術開発の歴史をまとめておりま

す。 

紆余曲折を経ながらもようやく発刊にこぎつけ

られたのは、当社OBの組織である「鉱友会」の加

藤信一、新村泰一両氏を始めとする会員諸氏や編集

委員および関係社員各位の協力の賜であります。 

『地球へ貢献65年の歩み』の上梓に際し、あら

ためてご支援とご協力をいただいた社内外の皆様に

厚くお礼申し上げます。 

小史がお取引先を始めとする関係先の皆様に当

社をさらにご理解いただく機会になるとともに、当

社社員の今後の糧となり、後世への貴重な資料とな

ることを願ってやみません。 

 

平成24年10月 

             鉱研工業株式会社 

              社史編集委員会 
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	19_第１１章　地下水を生かす120717
	20_第１２章　業容の拡大と社会貢献　120704
	21_第１3章　苦境のなか、新分野の開拓　120717
	22_第１4章　新たな発展の時代へ最終修正分120717



	末尾追加

